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    はじめに

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

はじめに
このたびは、CJシリーズ CompoNet ユニットをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。
本マニュアルは、CJシリーズ CompoNet ユニットをNJシリーズCPUユニットで使用する上で、必
要な情報を記載しています。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、機能・性能などを十分ご
理解いただき、システムの構築にご活用ください。
また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いください。

本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で
• FA 機器の導入を担当される方
• FA システムを設計される方
• FA 機器を設置、接続される方
• FA 現場を管理される方
また、プログラミング言語に関して、国際標準規格 IEC61131-3 もしくは国内標準規格 JIS B3503
に規定される内容をご理解いただいている方を対象に記述しています。

本マニュアルは以下の製品を対象にしています。
• CJ シリーズ CompoNet ユニット

• 形CJ1W-CRM21

対象となる読者の方々

対象となる製品
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分冊構成
本製品のマニュアルは、「NJシリーズ CPUユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア編」「NJシ
リーズCPUユニット ユーザーズマニュアル ソフトウェア編」「NJシリーズ　コマンドリファレンス
マニュアル　基本編」の３つのマニュアルに、NJシリーズをお使いいただくための基本情報が記載さ
れています。
各種操作には、主にオートメーションソフトウェア Sysmac Studio を使用します。Sysmac Studio
については、 『Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル（SBCA-362）』を参照して
ください。
その他のマニュアルは、システム構成や用途に合わせて参照いただく構成となっています。
目的に応じてお読みいただき、本製品を十分にご活用ください。

NJシリーズの概要を知る

基本情報

NJシリーズマニュアル

装着、設置、ハードウェア設定を行う
モーション制御を行う場合

EtherCATを使用する場合

EtherNet/IPを使用する場合

ソフトウェア設定を行う

モーション制御を行う場合

EtherCATを使用する場合

EtherNet/IPを使用する場合

プログラム作成する

モーション制御を行う場合

EtherCATを使用する場合

CJシリーズユニットを使用する場合

動作確認やデバッグを行う

トラブル発生時または NJシリーズ
の異常管理機能を理解したい場合

モーション制御を行う場合

EtherCATを使用する場合

EtherNet/IPを使用する場合

保守作業について知る

異常処理を組み込む場合

CJシリーズユニットを使用する場合

EtherCATを使用する場合

EtherNet/IPを使用する場合

CJシリーズユニットを使用する場合

発生した異常の内容により、必要に応じて参照してください
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    章構成

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

章構成

NJシリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル
ハードウェア編（マニュアルNo.SBCA-358）

章 内容
第 1 章 概要 NJ シリーズコントローラについての概要や特長、仕様などについて説明し

ます。
第 2 章 システム構成 NJシリーズコントローラのシステム構成について説明します。
第 3 章 構成機器 CPUユニットや構成ユニットの各部の名称と機能について説明します。
第 4 章 設置と配線 CPUユニット、構成ユニットの取付や配線方法、また設置場所について説

明します。
第 5 章 異常とその処置 異常発生時に記録されるイベントコードや、異常の確認とその対処方法に

ついて説明します。
第 6 章 保守点検 定期点検の内容やバッテリ、電源ユニットの寿命や交換方法について説明

します。
付録 基本 I/Oユニットの仕様、ユニットの外形寸法、負荷短絡保護機能と線断

検知機能、EMC 指令対策などについて説明します。

NJ シリーズ CPUユニット ユーザーズマニュアル
ソフトウェア編（マニュアルNo.SBCA-359）

章 内容
第 1章 概要 NJシリーズコントローラの概要や特長、仕様などについて説明します。
第 2章 CPUユニットの動作 CPUユニットを使用する上で必要な知識として、CPU ユニットのしくみ、

および各状態における動作を説明します。
第 3章 I/Oポートとスレーブ／
ユニット構成

I/Oポートの使い方と、スレーブ／ユニット構成の作成と手順、各機能の
割付について説明します。

第 4章 コントローラ設定 各機能モジュールの初期設定について説明します。
第 5章 タスク設計 タスクのしくみと種類について説明します。
第 6章 プログラミング プログラムの種類やプログラムを構成する変数や命令などプログラムの詳

細について説明します。
第 7章 動作確認と運転 オフラインデバッグを含めた動作確認の内容と、動作確認から運転までの

手順を説明します。
第 8章 CPU内蔵機能 CPUユニット本体で使用できる機能について説明します。
第 9章 通信設定 CPUユニットのオンライン接続、他機器との接続について説明します。
第 10章 実際の使用手順例 NJシリーズコントローラを実際に使用する場合の使用手順例について説明

します。
第 11章 異常の確認と処置 異常発生時に記録されるイベントコードや、異常の確認とその対処方法に

ついて説明します。
付録 CPUユニットの詳細仕様、タスクの処理時間、システム定義変数の個別仕

様、データの属性一覧、CJユニットのメモリの詳細とメモリ確保の方法の
詳細、およびバージョン関連情報について説明します。
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Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル
（マニュアルNo.SBCA-362）

章 内容
第 1章 はじめに Sysmac Studio の概要、特長、仕様、および構成品について説明します。
第 2章 インストールとアンイン
ストール

Sysmac Studio のインストールおよびアンインストールの操作について説
明します。

第 3章 システムの設計 Sysmac Studio を使用してNJ シリーズ システムを設計する上での基本
的な考え方、およびツールの基本操作を説明します。

第 4章 プログラミング Sysmac Studio でのプログラムの作成方法を説明します。
第 5章 コントローラとの接続 コントローラとのオンライン接続について説明します。
第 6章 デバッグ コントローラ上でのオンラインデバッグ、およびシミュレータによるオフ

ラインデバッグについて説明します。
第 7章 その他の便利機能 セキュリティ機能やトラブルシュート機能などのSysmac Studio の便利

機能について説明します。
第 8章 プログラムの再利用 Sysmac Studio で作成したプログラムの再利用について説明します。
第 9章 Sysmac Studio の周辺
ツール

Sysmac Studio の周辺ツールについて説明します。

第 10章 エラーとその処理 プログラムチェック時、Sysmac Studio 操作時に表示されるエラーメッ
セージの意味および処理方法について説明します。

付録 以下を記載しています。
USB ケーブルで直接接続する場合のドライバのインストール方法
複数の Ethernet インタフェースカードを使用している場合の指定方法
オンラインヘルプ
シミュレーション命令

CJ シリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル 
NJ シリーズ接続編（マニュアル No.SBCD-353）（本書）

章 内容
第 1章 概要 CompoNet ネットワークの概要、仕様、使用手順などについて説明しま

す。
第 2章 マスタユニットの説明 CompoNet マスタユニットの各部の名称と機能、および外形寸法について

説明します。
第 3章 配線形態 CompoNet ネットワークの配線仕様について説明します。
第 4章 取り付けと配線 CompoNet マスタユニットの取り付けやケーブルの接続方法、コネクタの

加工・装着方法、CompoNet ネットワークの電源の配線方法について説明
します。

第 5章 リモート I/O 通信 CPUユニットとCompoNet スレーブとのデータ交換方法、CompoNet
ネットワークのリモート I/O通信の性能について説明します。

第 6章 メッセージ通信 CompoNet マスタユニットのメッセージ通信機能について説明します。
第 7章 異常とその処置 CompoNet マスタユニットの異常時の処置と異常履歴、イベントログにつ

いて説明します。
付録 CompoNet ユニットを、NJシリーズとCJシリーズで使用する場合の相

違点を示します。
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CompoNetスレーブユーザーズマニュアル（マニュアルNo. SBCD-339）

章 内容
第 1章 特長とスレーブ一覧 CompoNet スレーブの特長、形式一覧について説明します。
第 2章 配線形態 CompoNet ネットワークの特長や配線型式、通信ケーブルの種類と配線に

ついて説明します。
第 3章 スレーブの取り付けと配
線

CompoNet スレーブの取り付けやケーブルの接続方法、コネクタの加工・
装着方法、CompoNet ネットワークの電源の配線方法について説明しま
す。

第 4章 スレーブの共通仕様 CompoNet スレーブの共通の仕様について説明します。
第 5章 デジタル I/O スレーブ デジタル I/Oスレーブの仕様について説明します。
第 6章 アナログ I/O スレーブ アナログ I/Oスレーブの仕様について説明します。
第 7章 温度入力ユニット 温度入力ユニットの仕様について説明します。
第 8章 拡張ユニット 拡張ユニットの仕様について説明します。
第 9章 ビットスレーブ ビットスレーブの仕様について説明します。
第 10章 リピータユニット リピータユニットの仕様について説明します。
第 11章 スマート機能の説明 CompoNet スレーブの機能について説明します。
第 12章 異常時の処置とメンテ
ナンス

CompoNet スレーブの異常時の処置と、機器のメンテナンスについて説明
します。

付録 メッセージ通信機能、消費電力一覧や接続時の注意点などについて説明し
ます。

CX-Integrator Ver.2. □ オペレーションマニュアル
（マニュアルNo.SBCA-347）

章 内容
第 1章 概要 CX-Integrator の機能の概要、メニュー、接続について説明します。
第 2章 基本操作 CX-Integrator の基本操作について説明します。
第 3章 ルーチングテーブル ルーチングテーブルの設定方法について説明します。ただし、NJシリーズ

ではCX-Integrator でなく、Sysmac Studio を使用してルーチングテーブ
ルを設定します。

第 4章 データリンク Controller Link、SYSMAC LINK のデータリンク設定方法について説明し
ます。

第 5章 Ethernet Ethernet 固有の操作について説明します。
第 6章 DeviceNet DeviceNet の固有の設定や操作（スレーブのマスタへの登録、 I/O 割付、

デバイスモニタなど）について説明します。
第 7章 CompoNet CompoNet ネットワークの基本使用方法とパラメータの設定方法について

説明します。
第 8章 CompoWay/F CompoWay/F 固有の設定・操作について説明します。
第 9章 NTリンク NTリンク固有の設定・操作について説明します。
第 10章 ネットワークテスト ネットワークテストツールの操作方法について説明します。
付録 Ethernet、Controller Link、CompoWay/F、NTリンクの CPS ファイル

と、 CompoNet の EDSファイルについて説明します。
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マニュアルの読み方

このマニュアルの各ページの構成は次のとおりです。

このマニュアルで使われているアイコンには、次のような意味があります。

ページ構成

アイコン

 安全上の要点
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

 使用上の注意
製品の動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避すべきことを示し
ます。

 参考
必要に応じて読んでいただきたい項目です。
知っておくと便利な情報や、使用する上で参考となる内容について説明しています。

詳しい情報や、関連情報の記載されている場所を示します。

4 - 9

4   設置と配線

NJ シリーズ　CPUユニット ユーザーズマニュアル　ハードウェア編（SBCA-358）

4-3  ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
付
け

4

4-3-1  ユ
ニ
ッ
ト
同
士
の
接
続

4-3 ユニットの取り付け

ユニット同士は、それぞれのコネクタをかみ合わせ、スライダをロックするだけで接続可能です。右
端のユニットには、エンドカバーを接続します。

1 コネクタをきちんとかみ合わせて、ユニット同士を接続します。

2 上下に付いている黄色のスライダを「カチッ」と音がするまでスライドさせ、ロックします。

安全上の要点

電源ユニットや CPU ユニット、I/O ユニット、高機能 I/O ユニット、CPU 高機能ユニットを
接続するときは、ユニット間コネクタを結合後、上下のスライダをカチッと音がするまでスラ
イドさせて、確実にロックしてください。

4-3-1 ユニット同士の接続

コネクタ　
フック フック用穴

ロック

解除

スライダ

スライダをカチッと音がするまで 
背面側へスライドさせます。

章タイトル
節タイトル
項タイトル節タイトル

操作手順

マニュアル名称

注記、補足、参照先

項タイトル

章番号

現在のページの章／
節／項タイトルをそれ
ぞれ示します。

操作手順を示します。

注記、補足、参照先など
の各項目を、アイコンに
よって示しています。

現在のページの章
番号を示します。

このページは、説明用の見本です。実際の内容とは異なります。
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本マニュアルでは、Sysmac Studio から実機コントローラにデータを転送することを「ダウンロー
ド」、実機コントローラからデータを Sysmac Studio に転送することを「アップロード」と記述して
います。
Sysmac Studio では、「ダウンロード」および「アップロード」は、いずれも「同期」機能を使用し
ます。Sysmac Studio の「同期」機能は、パソコン上のデータと実機コントローラのデータを自動照
合し、どちらの方向に転送するかをユーザが選択する機能です。

表記についての留意事項
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ご承諾事項
「当社商品」について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾事項記載
の条件を適用いたします。

 定義
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。
•「当社商品」：「当社」の FAシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品
•「カタログ等」：「当社商品」に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総合カタログ、
その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁的方法で提供されるものも
含みます。

•「利用条件等」：「カタログ等」に記載の、「当社商品」の利用条件、定格、性能、動作環境、取り
扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他

•「お客様用途」：「当社商品」のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造する部品、電
子基板、機器、設備またはシステム等への「当社商品」の組み込み、または利用を含みます。

•「適合性等」：「お客様用途」での「当社商品」の (a) 適合性、(b) 動作、(c) 第三者の知的財産の非
侵害、(d) 法令の遵守および (e) 各種規格の遵守

 記載事項のご注意
「カタログ等」の記載内容については次の点をご理解ください。
• 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定格値および性
能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。

• 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを保証するもの
ではありません。

• 利用事例はご参考ですので、「当社」は「適合性等」について保証いたしかねます。
•「当社」は、改善や当社都合等により、「当社商品」の生産を中止し、または「当社商品」の仕様
を変更することがあります。

 ご利用にあたってのご注意
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。
• 定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。
• お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判断ください。
｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。

•  ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設置されている
ことをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。

•  ｢当社商品｣をご使用の際には、(i) 定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長
設計などの安全設計、(ii) ｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、
(iii) 利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全体としての構築、(iv) ｢当社商品｣お
よび｢お客様用途｣の定期的な保守、の各事項を実施してください。

•「当社」はDDoS 攻撃（分散型DoS 攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プログ
ラム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウェア、またはすべてのコ
ンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、データベースが感染したとしても、
そのことにより直接または間接的に生じた損失、損害その他の費用について一切責任を負わない
ものとします。
お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当社商
品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、⑤「当社
商品」に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じてください。
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•  ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に掲げ
る用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用途に使用される際には、｢
当社｣は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても「当
社」の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄道設
備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及びうる用途）

b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時間連続運転システ
ム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、電磁的
妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

d) ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途
• 上記の (a) から (d) に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。以下
同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車搭載用商品
については当社営業担当者にご相談ください。

 保証条件
「当社商品」の保証条件は次のとおりです。
• 保証期間　ご購入後 1年間といたします。
（ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。）

• 保証内容　故障した「当社商品」について、以下のいずれかを「当社」の任意の判断で実施します。
a) 当社保守サービス拠点における故障した「当社商品」の無償修理
（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。）

b) 故障した「当社商品」と同数の代替品の無償提供
• 保証対象外　故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。

a)「当社商品」本来の使い方以外のご利用
b)「利用条件等」から外れたご利用
c) 本ご承諾事項「ご利用にあたってのご注意」に反するご利用
d)「当社」以外による改造、修理による場合
e)「当社」以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合
f)「当社」からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因
g) 上記のほか「当社」または「当社商品」以外の原因（天災等の不可抗力を含む）

 責任の制限
本ご承諾事項に記載の保証が、「当社商品」に関する保証のすべてです。
「当社商品」に関連して生じた損害について、「当社」および「当社商品」の販売店は責任を負いま
せん。

 輸出管理
「当社商品」または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易管理に関す
る日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則に違反する場合には、「当
社商品」または技術資料をご提供できない場合があります。
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安全上の注意

本マニュアルでは、CJシリーズ CompoNet ユニットを安全に使用していただくために、注意事項を
次のような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載
しています。必ず守ってください。
表示と意味は次のとおりです。

安全に使用していただくための表示と意味

 警告
正しい取扱をしなければ、この危険のために、軽傷・中
程度の傷害を負ったり万一の場合には重傷や死亡に至っ
たりする恐れがあります。また、同様に重大な物的損害
をもたらす恐れがあります。

 注意
正しい取扱をしなければ、この危険のために、時に軽傷・
中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受たりす
る恐れがあります。

 安全上の要点
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

 使用上の注意
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避
すべきことを示します。
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図記号の説明

記号は、禁止を意味しています。
具体的な内容は、 の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、△の中と文章で示します。
左図の場合は、「感電注意」を表します。

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、△の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。

●記号は、強制を意味しています。
具体的な内容は、●の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。



17

    安全上の注意

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

 警 告

通電中

通電中は、端子部に触れないでください。感電の恐れがあります。

本製品を分解しないでください。特に通電中や通電OFF直後は、電
源ユニット内部には昇圧による電圧の高い部分があり、感電の恐れ
があります。また、内部の鋭利な部品でけがをする可能性がありま
す。

フェールセーフ対策

CPU ユニットおよび各ユニット／スレーブの故障や外部要因によ
る異常が発生した場合でも、システム全体が安全側に働くように、
外部で安全対策を施してください。異常動作により、重大な事故に
つながる恐れがあります。

非常停止回路、インタロック回路、リミット回路など、安全保護に
関する回路は、必ず外部の制御回路で構成してください。

出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによって、
出力が ON または OFF になったままになることがあります。この
とき、システムが安全側に動作するように、外部で対策を施してく
ださい。

CPUユニットは、以下のときに、基本出力ユニットの全出力をOFF
にし、リモート I/O 上のスレーブはスレーブ側の動作に従います。
･ 電源部異常が発生したとき
･ 電源接続不正が発生したとき
･ CPU異常（WDT異常）またはCPUリセットが発生したとき
･ 全停止フォールトレベルのコントローラ異常が発生したとき
･ 電源投入から運転モードに移行するまでの起動中
これらのとき、システムが安全側に動作するよう、外部で対策を施
してください。

スレーブ機器などの外部電源が過負荷状態になる、または短絡状態
になると電圧が低下し、出力がOFFになったり、入力が取り込めな
くなったりする場合があります。このときシステムが安全側に動作
するよう、必要によっては外部電源電圧を監視し、制御に取り込む
など外部で対策を施してください。

変数メモリ、CJユニット用メモリなどの異常時は、意図しない出力
をすることがあります。このとき、システムが安全側に動作するよ
う、外部で対策を施してください。
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 警 告

フェールセーフ対策

データリンク通信やリモート I/O 通信において、通信異常や誤動作
が発生しても、システム全体が安全側に動作するよう通信システム
やユーザプログラムで対策を施してください。

リモート I/Oにおいて通信障害が発生した場合や全停止フォールト
レベルの異常が発生した場合に、出力状態は使用される製品の仕様
によります。
上記通信障害または全停止フォールトレベルの異常発生時にどのよ
うな動作仕様であるかを確認の上、安全対策を施してください。
EtherCAT スレーブは各々の「スレーブ設定」を正しく行ってくだ
さい。

NJ シリーズは瞬時停電発生時でも一定の時間は正常動作を続ける
ため、瞬時停電により影響を受けた外部機器から誤った信号を受け
付けてしまう可能性があります。
外部にてフェールセーフ対策を行い、かつ必要によっては外部機器
側の電源電圧自体を監視し、インタロック条件として取り込むなど
の対策を行ってください。

信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側
でフェールセーフ対策を施してください。
異常動作により重大な事故につながる恐れがあります。

電圧／電流入力

ユニット／スレーブに入力する電圧／電流は定められた範囲で入力
してください。
範囲外の電圧／電流を使用すると故障や火災の原因となります。

転送

Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デ
バイス変数、CJユニット用メモリの値を転送するときは、転送先の
安全を確認してから行ってください。
CPUユニットの動作モードにかかわらず、装置や機械が想定外の動
作をする恐れがあります。
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 注 意

使用時

通電中や電源を切った直後は、装置に触れないでください。火傷の
恐れがあります。

配線時

端子台のねじ、ケーブルのねじは、本マニュアルまたは参照マニュ
アルで指定したトルクで締め付けてください。ねじが緩むと発火お
よび誤動作の恐れがあります。

オンラインエディット

入出力タイミングが乱れても影響のないことを確認してからオンラ
インエディットをしてください。オンラインエディットすると、タ
スク実行時間がタスク周期を上回り、外部との入出力が更新されず、
入力信号を読み取れなかったり、出力タイミングが乱れたりする場
合があります。
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安全上の要点

• 本製品を、分解して修理や改造はしないでください。故障や発火の恐れがあります。
• 製品を落下させたり、異常な振動・衝撃を与えたりしないでください。製品の故障、焼損の可能性
があります。

• 電源ユニットやCPUユニット、I/Oユニットなど各ユニットを接続するときは、ユニット間コネクタ
を結合後、上下のスライダをカチッと音がするまでスライドさせて、確実にロックしてください。

• 据え付け工事の際には、必ずD種接地（第３種接地）をしてください。特に電源ユニットの LG端子
とGR端子を短絡した場合には、感電防止のため必ずD種接地（第 3種接地）をしてください。

• 本マニュアルに示すとおり正しく配線してください。
配線、スイッチなどの設定を十分確認してから通電してください。

• 配線は、圧着端子を付けてください。
より合わせただけの電線を直接、端子台に接続しないでください。

• ケーブルを無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。
ケーブルのコード部に重いものを載せないでください。断線する恐れがあります。

• 端子台、コネクタは装着位置を十分確認してから、装着してください。
• 端子台、増設ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロックしていることを確認してからご使
用ください。

• 出荷時からユニット上部に防塵ラベルが貼ってある場合は、通電前に必ずラベルを外してください。
放熱できず、誤動作の可能性があります。

• パソコンとCPU ユニットを接続する際には、パソコンの電源プラグをAC コンセントから抜いてお
いてください。また、パソコンに FG 端子がある場合は、電源ユニットの GR 端子と同電位になる
ように接続してください。パソコンとコントローラとの間に電位差が発生し、故障や誤動作の原因
になる可能性があります。

• 出力ユニット/スレーブで極性のある外部電源に逆電圧を加えないでください。コントローラの動作
に関係なく逆電流が流れ、接続された機器を壊す恐れがあります。

• システム内で使用する電源ユニットは、  『NJ シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル
 ハードウェア編』（SBCA-358）に記載されている電源ユニットの定格供給容量を超えない範囲で
使用してください。
運転停止や誤動作が発生したり、電源断時に必要なデータが正しくバックアップされなかったりす
る可能性があります。
NJシリーズCPUラックと増設ラックも含めて、NJシリーズ電源ユニットを使用してください。
CJ シリーズ電源を使用したり、NJ シリーズ電源をCJ シリーズユニットと組み合わせたりすると
動作しません。

• 出力ユニット /スレーブは、最大定格を超える電圧の印加および負荷接続をしないでください。

分解・落下

装着時

設置時

配線時

電源設計時
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• 電源投入時には突入電流が発生します。外部回路のヒューズやブレーカを選定される際は、溶断・
検知特性や上記内容をご考慮の上、余裕を持った設計を行ってください。
突入電流仕様については、  『NJ シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア
編』（SBCA-358）を参照してください。

• 耐電圧試験時にスイッチで全電圧を印加または遮断すると、発生するインパルス電圧により、電源
ユニットが破損することがあります。印加電圧は試験機のボリュームで徐々に変化させてください。

• 絶縁抵抗および耐電圧試験時は、電源ユニットの L1端子、L2端子とGR端子間に電圧を印加してく
ださい。

• AC電源にインバータなどからの矩形波出力を給電しないでください。内部温度上昇により発煙・焼

損の恐れがあります。必ず、  『NJ シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア
編』（SBCA-358）に示す周波数の正弦波を入力してください。

• 外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。

• 電源投入から運転モードに移行するまで10～20秒程度時間がかかります。この間は出力がOFFまた
はユニット／スレーブの設定に従った値となり、外部との通信もできません。電源ユニットの運転
中出力を利用するなどして外部機器が誤動作しないようにフェールセーフ回路を組んでください。

• コントローラの電源をONにした後に、制御部の電源をONにするように、外部回路を構成してくだ
さい。制御部の電源をONした後に、コントローラの電源をONにすると、コントローラの電源ON
時に、出力ユニットの出力が一瞬誤動作し、制御部の出力が一時的に正常動作しない可能性があり
ます。

• 電源投入時にSD メモリカードのバックアップファイルのデータをコントローラに転送するときは、
転送するデータグループを適切に選択してください。意図しないデータグループのデータをコント
ローラに転送すると設備が予期しない動作をする可能性があります。

• 作成したユーザプログラムおよび各種データ・設定値は、十分な動作確認を行った後、本運転に移
行してください。

• BUSY LEDが点滅しているときに、コントローラの電源をOFFにしないでください。BUSY LED点
滅中は、CPUユニット内のユーザプログラム、および設定値を内蔵不揮発性メモリにバックアップ
しています。電源をOFF にすると、これらが正常にバックアップされません。また、次回起動時に
全停止フォールトレベルのコントローラ異常となり、運転は停止します。

• SDメモリカードアクセス中（SD BUSY LED が点滅）に電源をOFF したり、SDメモリカードを抜
いたりしないでください。データが壊れる可能性があり、そのデータを用いた場合に正しく動作し
ません。通電中のCPUユニットから SDメモリカードを取り出す場合は、いったん SDメモリカー
ド給電停止ボタンを押し、SD BUSY LED が消えた後に、SDメモリカードを抜いてください。

• ツールから各種データ、ユーザプログラムを転送中はケーブルを抜いたり、コントローラの電源を
OFF したりしないでください。

• 次のことを行うときは、コントローラの電源をOFF にしてください。
• I/O ユニットやCPUユニットを着脱するとき
• 装置を組み立てるとき
• ディップスイッチやロータリスイッチを設定するとき
• ケーブルを接続、配線するとき
• コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき

電源切断後、電源ユニットは数秒間コントローラに対して給電を継続する場合があり、この間 PWR
LEDが点灯します。上記の操作は、PWR LED の消灯を確認してから行ってください。

電源投入時

本運転時

電源OFF時
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• 次の操作は設備に影響がないかを確認したうえで行ってください。
• CPUユニットの動作モードの変更（電源投入時の動作モード設定含む）
• ユーザプログラム、設定の変更
• 設定値 /現在値の変更
• 強制値リフレッシュ

• EtherCATスレーブや高機能ユニットの設定を変更してリスタートするときは、接続先の対象機器の
安全を十分に確認してから行ってください。

• CJシリーズ基本出力ユニットとEtherCATスレーブ出力のように異なる機能モジュールを連携させ
て装置を制御する場合は、片方の機能モジュールが停止しても装置に影響を与えないように、ユー
ザプログラムおよび外部にて対策を行ってください。それぞれの機能モジュールに部分停止フォー
ルトレベルが発生した場合、該当する出力が停止します。

• EtherCAT マスタ機能モジュールに対して、部分停止フォールトレベル以上のコントローラ異常の
解除をするときは、接続先の設備の安全を十分に確認してください。
部分停止フォールトレベル以上のコントローラ異常によりオペレーショナル状態以外（出力無効）に
遷移しているスレーブはオペレーショナル状態に遷移し、出力が有効になります。
異常の全解除を行うときは、EtherCAT マスタ機能モジュールの部分停止フォールトレベルのコン
トローラ異常が発生していないか確認してください。

• CJ シリーズ高機能ユニットに対してコントローラ異常の解除をするときは、接続先の設備の安全を
十分に確認してください。監視情報レベル以上のコントローラ異常が発生している CJ シリーズ高
機能ユニットに対して、コントローラ異常の解除をすると、そのユニットはリスタートされます。
異常の全解除を行うときは、CJ シリーズ高機能ユニットの監視情報レベル以上のコントローラ異常
が発生していないか確認してください。「コントローラ異常」タブ画面では監視情報レベルのイベン
トが現れないため、意図せず CJ シリーズ高機能ユニットのリスタートを行ってしまう可能性があ
ります。
監視情報レベルのコントローラ異常の有無は、異常ステータス変数 _CJB_UnitErrSta[0,0] ～
_CJB_UnitErrSta[3,9] をウォッチウインドウでモニタすると確認できます。

• ユーザプログラムおよび変数の初期値は、CPU ユニット内部の不揮発性メモリに保存されています
が、保持属性の変数の現在値、およびCJ ユニット用メモリのHR/DM/EM の値はバッテリによっ
てデータを保持されています。
バッテリが装着されていない状態、またはバッテリが消耗している状態になると、CPU ユニットが
バッテリバックアップメモリチェックエラーを検出します。
その場合は、保持属性を持つ変数は初期値になり、またCJ ユニット用メモリのHR/DM/EM はゼ
ロクリアとなります。
この場合でも、装置が安全に動作するように保持属性を持つ変数の初期値の設定および初期値での
動作に関しては十分に検証を行ってください。

操作時

バッテリ保持
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• 強制値リフレッシュはユーザプログラム実行結果に関わらず、設定された値で /Oリフレッシュする
機能です。そのため、I/Oリフレッシュの対象でない接点は本機能によっていったん設定された値に
なりますが、その後ユーザプログラムによって書き変わります。CJシリーズの強制セット／リセッ
ト機能とは動作が異なりますので、ご注意ください。

• 強制値リフレッシュ情報は Sysmac Studio によるアップロード／ダウンロードはできません。した
がって、強制値リフレッシュ対象が含まれているデータをダウンロードした後、必要に応じて、運
転モードに変更後、Sysmac Studio から強制値リフレッシュ操作を行ってださい。強制状態の相違
によって、制御対象が予期しない動作をする恐れがあります。

• 複数の変数を、同じアドレスにAT（割付先）指定しないでください。
ひとつの実体に複数の変数名でアクセスするため、ユーザプログラムがたいへん見にくくなり、プ
ログラムミスの原因にもなります。

• データリンク通信においては、_ErrSta（コントローラ異常ステータス）を参照して、データリンク
元の装置に異常が発生していない場合のみ、受信データを使用するユーザプログラムを作成してく
ださい。
異常発生時には、データリンクで受信したデータが不正な値になっている可能性があります。

• 不適切なデータリンクテーブルが設定されていると、設備が予期しない動作をする恐れがあります。
また適切なデータリンクテーブルが設定されている場合でも、設備に影響がないことを確認してか
ら、データリンクテーブルを転送してください。転送後に自動的にデータリンクを開始します。

• ルーチングテーブルを周辺ツールからCPUユニットに転送すると、すべてのCPU高機能ユニットに
リスタートがかかります。リスタートがかかっても設備に影響がないことを確認してから、転送を
実行してください。

• 運転中にタグデータリンクパラメータを転送することは可能ですが、タグデータリンクパラメータ
の転送中は、関連するノード間でのタグデータリンクが停止します。設備に影響がないことを確認
してから、転送を実行してください。

• 内蔵 EtherNet/IP の設定（IP アドレスやタグデータリンクの設定）を周辺ツールから転送すると、
設定対象すべての EtherNet/IP（ノード）にリセットがかかります。リセットがかかっても設備に
影響がないことを確認してから、転送を実行してください。

• リピータハブを使用して EtherNet/IP のタグデータリンク通信（サイクリック通信）を行うと、ネッ
トワークの通信負荷が高まるため、コリジョン（衝突）が多数発生し、安定した通信ができなくな
ります。タグデータリンクを利用するネットワークでは、必ずスイッチングハブを使用してくださ
い。

• EtherCAT は通信距離および接続台数／接続方法を仕様の範囲内でご使用ください。
また、EtherNet/IP や一般的な構内 LANなど他のネットワークに接続しないでください。過負荷に
よるネットワークのダウンや誤動作の可能性があります。

• EtherCAT のマスタとスレーブのリビジョンの組み合わせによっては誤動作や意図しない動きをす
る可能性があります。ネットワーク設定のリビジョンチェックの機能を無効にして使用する場合は、
Sysmac Studioを使ってマスタの設定上のスレーブリビジョンと実際のスレーブのリビジョンを確
認し、スレーブのマニュアル等より機能の互換性を確認した上でご使用ください。なお、実際のス
レーブのリビジョンは Sysmac Studio や銘板で確認することができます。

デバッグ時

通信一般

EtherNet/IP 通信

EtherCAT通信
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• ユーザプログラムを転送すると、CPU ユニットにリスタートが発生し、EtherCAT スレーブとの通
信が途絶えます。その間のスレーブ出力は「スレーブ設定」に従います。EtherCAT ネットワーク
構成により、通信が途絶える時間が異なります。オムロン製 EtherCAT スレーブだけのネットワー
ク構成では最大 45 秒間です。
ユーザプログラム転送時は装置に影響を与えないことを確認してから行ってください。

•「縮退運転設定」を「停止する」と設定している場合、EtherCAT 通信異常がいずれかのスレーブで
発生すれば、全スレーブとプロセスデータ通信を停止します。そのため、サーボドライバを接続し
ている場合は、全軸サーボ OFF となります。「縮退運転設定」については、装置の異常発生時に安
全な挙動をとるように十分考慮してください。

• 電源投入直後、EtherCAT の通信が確立していない場合があります。システム定義変数を用いて通信
が確立したことを確認してから、制御に使用するようにプログラミングしてください。

• ノイズ等により EtherCAT スレーブ宛てのフレームが消失した場合、スレーブの入出力データが伝
わらなくなり、意図しない動作をする恐れがあります。ノイズ対策が必要な場合は、システム定義
変数の「_EC_InDataInvalid」（入力データ無効）をインタロック条件としてユーザプログラム作成
してください。
詳細は、  『NJ シリーズ CPU ユニット内蔵 EtherCAT ポート ユーザーズマニュアル』（SBCD-358）
を参照してください。
スレーブの出力はスレーブの設定に従います。詳細は、スレーブの各マニュアルを参照してくださ
い。

• EtherCAT スレーブを「離脱」させた場合、該当スレーブ以降のスレーブとの通信も停止し、出力
が制御できなくなります。設備に影響が無いことを確認してから「離脱」指示してください。

• EtherCAT スレーブを離脱させるため、スレーブからケーブルを抜いた時に、通信中のフレームが
消失することがあります。フレームが消失すると、スレーブの入出力データが伝わらなくなり、意
図しない動作をする恐れがあります。スレーブの交換が必要な場合は、以下の処置を行ってくださ
い。
• システム定義変数の「_EC_InDataInvalid」（入力データ無効）をインタロック条件としてプログ
ラム作成してください。

• EtherCAT マスタの設定項目の「PDO 通信連続タイムアウト検出回数」を必ず 2 回以上に設定
してください。

詳細は、  『NJ シリーズ CPU ユニット内蔵EtherCAT ポート ユーザーズマニュアル』（SBCD-358）
を参照してください。

• MC試運転を行う場合、軸番号をよく確認してから行ってください。
• MC試運転中にSysmac Studio-CPUユニット間の通信が途絶えた場合は、モータを強制的に停止さ
せます。PCと CPUユニットをつなぐ通信ケーブルの抜けには注意し、設備への影響がないことを
確認してからMC試運転を実行してください。

• CPU ユニットのユーザプログラムや Sysmac Studio でカムデータの値を変更した場合、必ずカム
テーブル保存命令を実行してください。行わない場合は、次の電源投入時にカムデータの値変更前
の状態に戻ってしまい、装置が意図しない動作をする可能性があります。

• サーボドライバの外部入力に割り付けられた正転側駆動禁止入力（POT）、逆転側駆動禁止入力
（NOT）、原点近傍入力（DEC）をそれぞれ正転側限界入力、逆転側限界入力、原点近傍入力として
使用します。これらの入力信号に関しては、必ず制御周期以上の信号幅を確保するようにしてくだ
さい。入力信号が制御周期未満の幅となる場合、入力信号を検出できず、正常な動作ができなくな
ります。

モーション制御
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• バッテリは液漏れ、破裂、発熱、発火などの恐れがありますので、＋、－の短絡、充電、分解、加
熱、火への投入、強い衝撃を与えることなどは絶対に行わないでください。

• 床に落下させるなどして強い衝撃をあたえてしまったバッテリは、液漏れする恐れがありますので
絶対に使用しないでください。

• バッテリの交換は熟練した技術者によって行われることが、UL規格で定められています。交換作業
は熟練した技術者がご担当ください。

• バッテリの交換前には5分以上通電し、電源OFF後5分以内（周囲温度25℃時）に新しいバッテリと
交換してください。5 分以上バッテリがない状態が続くと、保持されていたデータが消滅すること
があります。

• バッテリの交換作業は、CPUユニットの精密部品の静電気による損傷、誤動作を避けるため、無通
電状態での実施を推奨いたします。電源をOFF にせず通電中にバッテリを交換することは可能です
が、その場合は、必ず接地された金属に触るなどして、人体の静電気を放電させてから交換作業に
入ってください。バッテリ交換後、Sysmac Studio を接続して、「バッテリ電圧低下」を解除して
ください。

• CPUユニットを交換するときは運転再開に必要なユーザプログラム、「構成／設定」の設定データ、
変数、CJユニット用メモリの値を、交換したCPUユニット、および外部に接続される機器に転送
してから、運転を開始してください。ルーチングテーブル、ネットワークパラメータ、その他CPU
高機能ユニットのシステム設定もCPUユニットに保存されているため転送を行ってください。

• 本体および不要になったバッテリの廃棄については、地方自治体により規制を受ける場合がありま
す。それぞれの自治体規制に従って廃棄してください。

 
• リチウム一次電池（過塩素酸含有量が 6ppb 以上）を組み込んだ製品が米国・カリフォルニア州へ輸
出・経由される場合、つぎの表示が義務化されています。
Perchlorate Material - special handling may apply.
See www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate
CPUユニットにはリチウム一次電池（過塩素酸含有量が 6ppb 以上）を搭載しています。CPUユニッ
トが組み込まれた製品（最終完成品）を米国・カリフォルニア州へ輸出する場合は、個装箱、輸送箱
などに上記表示を行ってください。

• CompoNetマスタユニットの前面ロータリスイッチでの通信モードNo.設定と、Sysmac Studioで
のユニット登録時の通信モードNo. 設定（ユニット名の「MODE□」）は、必ず一致させてください。
一致していない場合、実機の動作は前面ロータリスイッチで選択されている通信モード No. で動作
しますが、スレーブの I/Oデータが割り付く I/Oポートは、Sysmac Studio での登録内容で自動生
成されます。
そのため、I/O ポート経由で、スレーブの I/O データにアクセスしようとした場合、意図としてい
るスレーブやアクセス先とは異なる対象に対してアクセスしてしまうため、十分注意してください。

• 複数の CompoNet システムにて、フラットケーブルⅠ（シースなし）またはフラットケーブルⅡ
（シースあり）を使用する場合、干渉による動作の不安定を防ぐため、各 CompoNet システムのフ
ラットケーブル同士は、束ねずに、必ず 5mm 以上離してください。

バッテリ交換時

ユニット交換時

廃棄時

CompoNet ユニット使用時



    安全上の要点

 26 CJ シリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

• 入出力スレーブの電源がON した後にコントローラ（マスタユニット側）の電源がONされるよう、
制御回路を構成してください。PLC の電源が ON した後に入出力スレーブの電源が ON にされる
と、一時的に正常動作をしないことがあります。

• 通信ケーブルは必ず指定ケーブルをご使用ください。
• 通信ケーブルの接続距離は、仕様値の範囲内で使用してください。
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使用上の注意

• 次のような環境に設置や保管しないでください。運転停止、誤動作する可能性があります。
• 日光が直接当たる場所
• 周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所
• 温度変化が急激で結露するような場所
• 腐食性ガス、可燃性ガスのある場所
• ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所
• 水、油、薬品などのひまつがかかる場所
• 本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

• 次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。
• 強い高周波ノイズを発生する機器の近く
• 静電気などによるノイズが発生する場所
• 強い電界や磁界が生じる場所
• 放射線を被曝する恐れのある場所
• 電源線や動力線が近くを通る場所

• 接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユニットに触れてください。
• 発熱体の近傍への設置を避け、通風の確保など正しく設置してください。誤動作、運転停止、焼損
の可能性があります。

• CS/CJシリーズ用 I/O接続ケーブルのコネクタが外れると、I/Oバスチェックエラーとなり、運転を
停止しますので、ご注意ください。

• ユニット開口部から異物を入れないでください。焼損、感電、故障の可能性があります。
• ユニット内に配線クズや切粉などが入らないようにしてください。焼損、故障、誤動作の原因とな
ります。特に施工時は覆いを付けるなどの対策を行ってください。

• EtherCAT、EtherNet/IP の接続方法や使用するケーブルは、  『NJ シリーズ CPU ユニット内蔵

EtherCAT ポート ユーザーズマニュアル』（SBCD-358）、  『NJ シリーズ CPU ユニット内蔵
EtherNet/IP ポート ユーザーズマニュアル』（SBCD-359）の記載のとおりにしてください。通信
不良になる恐れがあります。

• 電源ユニットは、定格電源電圧で使用してください。特に電源事情が悪い場所では、定格の電圧（や
周波数）の電源が供給できるようにしてご使用ください。

• 電源の配線は、電線の電流容量に注意して行ってください。発熱の可能性があります。端子から端
子へ渡り線で配線すると、それぞれの電線には加算された電流が流れます。渡り線で配線するとき
は、すべての電線の電流容量に注意してください。

• 電源を切った直後は電源ユニットの端子に触れないでください。残留電圧により感電する恐れがあります。
• AC入力ユニットの入力接点としてリードスイッチを使用する場合は、許容電流 1A以上のものをご
使用ください。
許容電流の小さいリードスイッチを使用した場合は、突入電流により接点が溶着することがあります。

• 異常ステータス取得命令の検出結果を用いるアプリケーションでは、検出時に設備に与える影響を
考慮のうえ、プログラミングしてください。たとえば、動作中にバッテリ交換を行った場合など軽
微な異常を検出しても、ユーザプログラムしだいで動作に影響を与える可能性があります。

• コントローラ異常の重要度を変更した場合、変更によって異常発生時の出力状態が変わる場合があ
ります。安全を確認の上、ご使用ください。

保管時、装着時、配線時

異常処理
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•「リストアコマンドファイル」、「自動転送コマンドファイル」を編集する場合は、選択可能なデータ
グループの「yes/no」の記述だけにしてください。それ以外の記述を編集してリストアや自動転送
すると、コントローラが意図しない動作をする場合があります。

• CPU高機能ユニットや高機能 I/Oユニットを交換した場合は、各ユニットのマニュアルを参照して、
必要な設定をし直してください。

• CPUユニットは絶対値エンコーダの情報である「絶対値エンコーダ原点位置オフセット」をバッテ
リによって記憶しています。
新規に装置を製作する、またはサーボモータを交換するなどのように、CPU ユニットとサーボモー
タの個体の組み合わせを変更する場合は、新たに原点設定を行ってください。
個体の組み合わせを変更せずにリストアするときはリストア対象から「絶対値エンコーダ原点位置
オフセット」を除いてリストアしてください。

•「タスク周期オーバー」が発生した場合、タスクの周期内に収まるようにユーザプログラムを作成す
るか、またはタスクの周期を設定してください。

• システム定義変数を用いてEtherCAT通信が確立したことを確認したうえで、モーション制御命令の起動
を行ってください。EtherCAT通信が確立しない状態では、モーション制御命令を正常に起動できません。

• システム定義変数を用いて、モーション制御機能モジュールが制御するスレーブに通信異常が発生
していないかを監視してください。スレーブ通信異常が発生した状態ではモーション制御命令を正
常に起動できません。

• MC試運転を開始する際には、動作パラメータが正しいことを確認してからMC試運転動作を開始し
てください。

• MC試運転中にモーション設定のダウンロードは行わないでください。

• 運転中に EtherCAT スレーブケーブルを抜かないでください。出力が不安定になります。
• コントローラとサーボドライバ間の EtherCAT 通信に異常が起こった場合に、動作を停止するよう
にサーボドライバを設定してください。

• EtherCAT マスタ機能モジュールでの「ネットワーク構成照合異常」、「プロセスデータ通信異常」、「リ
ンクオフ異常」を解除する場合は、復旧対象のすべてのスレーブが加入状態であることを事前に確認し
てください。加入していないスレーブがあると、EtherCAT マスタ機能モジュールが、指定と異なる
ノードアドレスのスレーブにアクセスしたり、正しく異常解除されなかったりする可能性があります。

• バッテリのラベルを確認し、交換用には、製造年月が 2年以内のものを使用してください。
• 長期間放置されたCPUユニットはバッテリを交換してから、電源を投入してください。バッテリ交
換後、一度も電源投入しない状態で、再び放置しておくと、バッテリ寿命が短くなることがあります。

• バッテリ交換時はバッテリセット形CJ1W-BAT01 をご使用ください。

• SDメモリカードは奥まで差し込んでください。
• SDメモリカードアクセス中にコントローラの電源を切らないでください。ファイルが壊れる場合があります。
SDメモリカード内に壊れたファイルがあると、SDメモリカード修復機能によって、電源投入時に
自動的にそのファイルが削除されます。

リストア時、自動転送時

ユニット交換時

タスク設定

モーション制御

EtherCAT通信

バッテリ交換時

SDメモリカード



29

    法規と規格

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

法規と規格

本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（または技術）に該
当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づく輸出許可、承認（または役務
取引許可）が必要です。

• EMC指令
• 低電圧指令

• EMC指令
オムロンの商品は、各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器であるため、組み込んだ
機械・装置がより容易に EMC 規格に適合できるように、商品自身の関連する EMC 規格（＊）の
適合を図っています。
しかし、お客様の機械・装置は様々であり、かつ EMC の性能は EC 指令適合商品を組み込んだ機
器・制御盤の構成、配線状態、配置状態などにより変化するので、お客様の使用状態での適合性は
確認できません。したがって、機械・装置全体での最終的な EMC 適合性の確認を、お客様自身で
実施していただくようにお願いします。

* EMC(Electro-Magnetic Compatibility：電磁環境両立性 )関連規格のうち、
EMS(Electro-MagneticSusceptibility：電磁感受性)に関してはEN61131-2またはEN61000-6-2、
EMI(Electro-Magnetic Interference：電磁妨害 )に関しては EN61131-2 または EN61000-6-4。
また、EN61000-6-4 Radiated emission は 10m法によります。

• 低電圧指令
電源電圧 50V AC ～ 1000V ACおよび 75V DC ～ 1500V DCで動作する機器に対し、必要な安
全性が確保されていることを求めています。適用規格は EN61131-2 です。

• EC 指令への適合
NJシリーズは、EC指令に適合しています。しかし、お客様の機械・装置を EC指令に適合させる
にあたり、以下の注意が必要です。
• NJ シリーズは、必ず制御盤内に設置してください。
• DC電源ユニットおよび I/O ユニットに接続するDC電源は、強化絶縁、または二重絶縁されたも
のを使用してください。

• NJ シリーズの EC指令適合商品は、EMI に関して共通エミッション規格に適合していますが、特
に Radiated emission（10m 法）に関しては、ご使用になる制御盤の構成、接続される他の機
器との関係、配線等により変化する事があります。
したがって、EC 指令適合品である NJ シリーズをご使用の場合でも、お客様にて機械・装置全
体で EC指令適合性を確認・対応していただく必要があります。

海外でのご使用

EC指令への適合

適合指令

適合の考え方
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本製品は、各種船級規格に適合しています。各船級規格への適用にあたっては使用条件が設定されて
おり設置場所によっては使用できない場合もあるため、ご使用の際は必ず弊社営業へお問い合わせく
ださい。

設置場所について
• 船橋（ブリッジ）及び甲板（デッキ）以外でご使用ください。
• 振動の少ない場所でご使用ください。（エンジンルームなど振動の多い場所では使用できませ
ん。）

各船級規格の使用条件
• 本製品は必ず制御盤に設置してください。
• 通信電源への電源供給は、以下のDC 電源をご使用ください。

DC 電源

DC 電源の容量は、以下の仕様を満たすように選定ください。

• Sysmacは、オムロン株式会社製FA機器製品の日本およびその他の国における商標または登録商標
です。

• Windows、Windows 98、Windows XP、Windows Vista、Windows 7 は米国Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。

• EtherCAT®は、ドイツのベッコフオートメーション株式会社がライセンスを供与した登録商標であ
り、特許取得済みの技術です。

• SDロゴは、SD-3C,LLC の商標です。 
その他、記載されている会社名と製品名などにつきましては、各社の登録商標または商標です。

船級規格への適合

船級規格への適用条件について

メーカ 形式
オムロン S82J シリーズ

項目 仕様
出力電圧 DC24V
出力電流 以下の消費電流の総和以上の供給能力を持つこと。

• 各スレーブ／リピータユニット／スマートスライスの消費電流

商標
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ユニットバージョン

ユニットバージョンとは、NJ シリーズの各ユニットの改変番号のことです。同一形式のユニットで
も、ユニットバージョンが異なると、搭載機能にいくらかの違いがあります。

製品の側面の識別情報表示ラベルにて、「ユニットバージョン」が確認できます。
NJシリーズ形NJ501- □□□□の場合：

識別情報表示ラベルには以下の情報が記載されています。

Sysmac Studio では、［ユニット生産情報］にて、CPUユニットおよびCJシリーズの高機能 I/O ユ
ニット／ CPU 高機能ユニット、EtherCAT スレーブのユニットバージョンを確認することができま
す。CJシリーズの基本 I/O ユニットのユニットバージョンは Sysmac Studio では確認できません。

CPUユニットおよびCJシリーズのユニットの場合

1 マルチビューエクスプローラで［構成・設定］｜［CPU・増設ラック］をダブルクリックしま
す。または、［構成・設定］｜［CPU・増設ラック］を右クリックして［編集］を選択します。
構成・設定レイヤーにユニットエディタが表示されます。

2 ユニットエディタの空欄上で右クリックして［生産情報表示］を選択します。

ユニットバージョンとは

製品での表記

名称 機能
ユニット形式 本ユニットの形式を示します。
ユニットバージョン 本ユニットのユニットバージョンを示します。
ロット番号とシリアル番号 本ユニットのロット番号とシリアル番号を示します。

DDMYY：ロット番号、□：弊社使用、xxxx：シリアル番号
M は月を表し、X:10 月、Y:11 月、Z:12 月を意味します。

MAC アドレス 本ユニットの内蔵ポートのMAC アドレスを示します。

Sysmac Studio による確認方法

NJ501 -1500

PORT1 MAC ADDRESS: 
PORT2 MAC ADDRESS: 

Lot No. DDMYY xxxx

Ver.1.

識別情報表示ラベル

ユニット形式

MACアドレスロット番号とシリアル番号

ユニットバージョン
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［生産情報］ダイアログボックスが表示されます。

ユニット形式の右に例）「Ver.1.00」と表示されます。

表示内容は以下のとおりです。

EtherCATスレーブの場合

1 マルチビューエクスプローラで［構成・設定］｜［EtherCAT］をダブルクリックします。ま
たは、［構成・設定］｜［EtherCAT］を右クリックして［編集］を選択します。
構成・設定レイヤーに EtherCAT 構成編集画面が表示されます。

2 EtherCAT 構成編集画面でマスタを右クリックして［生産情報表示］を選択します。
生産情報ダイアログボックスが表示されます。

表示内容は以下のとおりです。
ノードアドレス
形式情報（＊）
シリアル番号
* 形式を特定できない場合（ESI ファイルがない場合など）は、ベンダー ID、プロダクトコード、リビジョンナ
ンバーが表示されます。

CPUユニット CJシリーズのユニット
ユニット形式
ユニットバージョン
LOT番号

ユニット形式
ユニットバージョン
LOT番号
ラック番号 スロット番号 号機 No./ ユニット番号

簡易表示 詳細表示
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関連マニュアル
関連するNJシリーズのマニュアルは、下表のとおりです。併せてご覧ください。

マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
NJ シリーズ CPU ユニット
ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

SBCA-358 形 NJ501- □□□□
形NJ301- □□□□

NJシリーズCPUユニッ
トの概要／設計／取付／
保守などの基本的な仕様
について知りたいとき。
おもにハードウェアに関
する情報。

NJ シリーズのシステム全体概
要、およびCPU ユニットに関し
て、以下の内容を説明します。
• 特長やシステム構成
• 概要
• 各部の名称と機能
• 一般仕様
• 設置と配線
• 保守点検

『ユーザーズマニュアル ソフ
トウェア編』（SBCA-359）と併
せて使用してください。

NJシリーズ CPUユニット
ユーザーズマニュアル
ソフトウェア編

SBCA-359 形 NJ501- □□□□
形NJ301- □□□□

NJシリーズCPUユニッ
トのプログラミング／シ
ステムの立ち上げについ
て知りたいとき。
おもにソフトウェアに関
する情報。

NJ シリーズ CPU ユニットに関
して、以下の内容を説明します。
• CPU ユニットの動作
• CPU ユニットの機能
• 初期設定
• IEC61131-3ベースの言語仕様
とプログラミング

ユーザーズマニュアル ハード
ウェア編（SBCA-358）と併せ
て使用してください。

Sysmac Studio Version 1
オペレーションマニュアル

SBCA-362 形 SYSMAC-SE2 □□□ Sysmac Studio の操作
方法、機能について知り
たいとき。

Sysmac Studio の操作方法につ
いて説明します。

CJシリーズ 
CompoNet ユニット 
ユーザーズ マニュアル
NJシリーズ 接続編（本書）

SBCD-353 形 CJ1W-CRM21 CJシリーズ用
CompoNet ユニットを
NJシリーズ構成で使用
するときの機能および使
用方法について知りたい
とき。

CJシリーズ用CompoNet ユ
ニットをNJシリーズ構成で使用
するときの機能および使用方法
について説明します。

CompoNet スレーブ 
ユーザーズマニュアル

SBCD-339 形 CRT1シリーズ CompoNet スレーブにつ
いて知りたいとき。

CompoNet スレーブについて種
類や機能、仕様、使用方法など
の詳細について記載しています。

CS/CJ シリーズ
CompoNet ユニット
ユーザーズマニュアル

SBCD-338 形 CS1W-CRM21
形 CJ1W-CRM21

CS/CJ シリーズ
CompoNet ユニットの
機能および使用方法を知
りたいとき。

CS/CJ シリーズCompoNet ユ
ニットをCS/CJシリーズ構成で
使用するときの機能および使用
方法について説明します。

CX-Integrator Ver.2. □ 
オペレーションマニュアル

SBCA-347 ― CompoNet ネットワーク
を立ち上げ、設定を行う
ためのソフトウェアであ
るCX-Integrator につい
て知りたいとき。

CX-Integrator の操作方法につ
いて説明します。
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マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙に記載されているMan.No. の後尾に付記されます。

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ
A 2012 年 3 月 初版
B 2012 年 8月 CPUユニットVer.1.03 へのバージョンアップに伴う改訂
C 2024 年 10月 誤記修正

SBCD-353CMan. No. 
改訂記号



1 - 1

1

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

1-1 CompoNet ネットワークの概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-2
1-1-1 特徴  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-2
1-1-2 システム全体構成と構成要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-2
1-1-3 セグメント  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-5
1-1-4 システム構成パターン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-6
1-1-5 CompoNet ネットワークの特長 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-6

1-2 CompoNet ネットワーク仕様  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-9
1-2-1 通信ケーブルの種類に応じた最大距離・最大接続台数  . . . . . . . . . . . . . . . 1-11
1-2-2 ケーブル種類と通信速度に応じた支線分岐、およびマルチドロップの可否 1-13
1-2-3 通信モードNo. による、I/OポートまたはCPUユニット用メモリへの各スレー

ブの割付  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1-14

1-3 CompoNet ネットワーク構成機器 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-15
1-3-1 マスタユニットの種類 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1-15
1-3-2 周辺機器  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1-15
1-3-3 接続形態に応じた、使用周辺機器の選択  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1-19

1-4 設計フローの概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-21

1-5 使用手順フローの概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-22

1-6 設計／使用手順の例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1-24
1-6-1 設計  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1-24
1-6-2 使用手順  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1-30

概要



1   概要

1 - 2 CJ シリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

1-1 CompoNet ネットワークの概要

CompoNet ネットワークとは、簡単な操作性／施工性を特徴とする、コントローラと現場 I/O 間のコ
ンポーネントレベルのネットワークシステムです。
CPUユニットとCompoNet スレーブとはCompoNet マスタユニットを介して、入出力情報をサイク
リックにデータ交換し、CPUユニットのタスク周期に同期して I/Oリフレッシュを行います。
また、メッセージ通信により、上位パソコンまたはマスタユニット（コントローラ上）から、CompoNet
スレーブに対するデータの読み書きも行えます。

本システムは、以下のような構成要素から成るリモート I/O システムです。

1-1-1 特徴

1-1-2 システム全体構成と構成要素

システム構成例

CompoNetマスタユニット ：リピータユニット

：T分岐

スレーブ

スレーブ

副幹線

副幹線

副幹線

副幹線

副幹線

支線内マルチドロップ

副幹線

支線

支線

支線 支線

支線 支線

支線

幹線

リピータ
ユニット

リピータ
ユニット

リピータ
ユニット

リピータ
ユニット

リピータユニット

：終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗
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通信ケーブル
CompoNet ネットワークでは、通信ケーブルとして、丸型ケーブルⅠ、丸型ケーブルⅡ、フラット
ケーブルⅠ（シースなし、形 DCA4-4F10）、またはフラットケーブルⅡ（シースあり、形
DCA5-4F10）を使用します。

マスタユニット
CompoNet ネットワークを管理し、CPUユニットと各スレーブとの I/O データのやり取りを行い
ます。
マスタユニットはネットワーク全体で 1台のみ接続します。また、マスタユニットは通常、幹線の
端に接続する必要があります。

スレーブ
CompoNet ネットワークを通じてマスタユニットから受け取ったOUTデータを出力します。
また、入力された INデータを、ネットワークを通じてマスタユニットに送ります。
スレーブには使用点数の大小により、2種類のタイプがあります。
• ワードスレーブ：CPUユニットの I/O メモリに、16点単位で割り付けられるスレーブ
• ビットスレーブ：CPUユニットの I/O メモリに、2点単位で割り付けられるスレーブ

リピータユニット
リピータユニットを使用することで、次のような接続の拡張が行えます。
• 通信ケーブルの延長
• 接続ノード（ユニット）数の増加
• 幹線または副幹線からの長距離 T分岐（注）
• 通信ケーブル種類の変換（丸型ケーブルⅠ、丸型ケーブルⅡ、フラットケーブルⅠ、フラット
ケーブルⅡ間の変換）
リピータユニットの下流（副幹線）は、幹線と同じ通信仕様（距離、台数）で配線することが可能です。
リピータユニットは 1 ネットワーク（1 マスタユニット）に対して最大 64 台、直列に接続して延
長する場合はマスタユニットから 2段まで増設することが可能です。
（注）リピータユニットの前後で物理層は接続されていません。同一物理層を分岐する「支線」と

は異なります。

終端抵抗
CompoNet ネットワークでは幹線の端にマスタユニットを配置し、もう一方の幹線の端には終端抵
抗を接続します。
また、リピータユニットをご使用になる場合はリピータユニットをマスタユニットと同様に扱い、
リピータユニット以下のネットワーク上で、最も離れた端に終端抵抗を取り付けます。
（注）終端抵抗とは、信号の反射を減らし通信を安定させるために、ネットワークの端（マスタユ

ニットまたはリピータユニットから最も離れた反対側）に取り付ける専用の抵抗です。終端
抵抗は伝送路の品質を満足するために必ず接続してください。

幹線・支線
CompoNet ネットワークでは幹線・支線を以下のとおり定義しています。
• 幹線： マスタユニットから終端抵抗までの伝送路
• 副幹線： リピータユニットを使用している場合、リピータユニットから終端抵抗までの伝送路
• 支線： 幹線または副幹線から、T分岐させた伝送路
• 副支線： 支線から、T分岐させた伝送路（この副支線からさらに T分岐することは不可）
（注）幹線と支線、副幹線と支線、支線と副支線は、同じ種類のケーブルを使用します。

幹線と副幹線とは、異なるケーブル種類とすることができます。
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分岐
分岐の方法には、以下の 2つの方法があります。

(1) T 分岐方式
･ フラットコネクタによる T分岐（フラットケーブルⅠ／Ⅱ使用の場合）
･ 市販の中継端子台による T分岐（丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用の場合）

(2) マルチドロップ方式
･ フラットコネクタ－マルチ配線用コネクタによるマルチドロップ（フラットケーブルⅠ
使用の場合）（注）
･ 市販の中継端子台による T分岐（丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用の場合）
･ オープン型コネクタによるマルチドロップ（丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用の場合）

（注）フラットケーブルⅡの場合、マルチ配線用コネクタを使用したマルチドロップ接続はできませ
ん。

通信電源
各ユニットの通信および各ユニットの内部動作用の電源です。
市販のDC24V電源を使用します。
通信電源は「幹線」「副幹線」に 1箇所だけ接続することができます。「幹線」へはマスタユニット
から、「副幹線」へはリピータユニットから通信電源を供給します。
複数の「幹線」「副幹線」に対して、1台の電源を共通の通信電源として供給することはできません。

I/O 電源
各ユニットに接続する外部 I/Oの入出力動作用の電源です。
市販のDC24V電源を使用します。
各ユニットの I/O電源端子に接続します。
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リピータユニットを使用する場合、CompoNet ネットワークは、リピータユニットにより分けられた
セグメントを構成します。
各セグメントはネットワーク上では接続されていますが、電気的には分離されています。この分離さ
れた区間をセグメントと呼び、マスタユニットから順番に数えて、第 1セグメント、第 2セグメント、
第 3 セグメントと呼び、3 階層まで形成することができます。したがって、リピータユニットは最大
2段まで増設することができます。
そのため 1幹線長および 1副幹線長は、最大 1500mまで延長できます（500m× 3、93.75kbps）。
なお、1つのネットワーク（1 台のマスタユニット）で接続できるリピータユニットは、マルチドロッ
プ接続されたリピータユニットも含め、最大 64台です。

同一のセグメント内で接続できるスレーブとリピータユニットは、最大 32台です。

1-1-3 セグメント

セグメントの階層

1セグメント当たりのユニット数

： リピータユニット

リピータユニット
リピータ
ユニット

リピータユニット

リピータ
ユニット

リピータ
ユニット

スレーブ

スレーブ

支線

支線

支線支線

支線

支線

支線

副幹線

副幹線

副幹線

副支線

副幹線

副幹線

幹線

： 終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗
終端抵抗

： T分岐

： マルチドロップ

第3セグメント

支線内マルチドロップ

マスタユニット

第3セグメント

第3セグメント

第2セグメント

第2セグメント

第1セグメント
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プログラムレス通信
丸型ケーブルⅠ（2 芯）、丸型ケーブルⅡ（4 芯）、フラットケーブルⅠ（シースなし）、またはフ
ラットケーブルⅡ（シースあり）のみで、コントローラ上のマスタユニット（親局）と複数台のス
レーブ（子局）間で、サイクリックにデータ共有（リモート I/O通信）することができます。

高速多点処理
多点数（最大 2,560 点）を約 1000 点 /ms（4Mbps 時 (*1)）の高速通信でリモート I/O 通信す
ることが可能です。これにより、今まで基本 I/O ユニットで構成されていたシステムをCompoNet
ネットワークシステムで構成することもできます。
*1 支線分岐およびフラットケーブルⅡは、使用する際に制限があります。
詳細は、 「1-2-2 ケーブル種類と通信速度に応じた支線分岐、およびマルチドロップの可否」を参照して
ください。

簡単な立ち上げ
マスタユニットとスレーブ間を通信ケーブルで配線し、マスタユニットのスイッチ設定をすれば、
電源（スレーブ電源と CPU ユニット電源）を投入するだけで、リモート I/O 通信を起動すること
ができます。

リピータユニットによる自由度向上
リピータユニットをネットワーク上で使用することにより、以下のような多様なネットワーク敷設
が可能となります。
• ケーブルの延長
• 接続ノード数の増加
• 幹線からの分岐
• ケーブルの種類の変換
リピータユニットは 2 階層まで幹線を延長することができます（副幹線と呼びます）。1 マスタユ
ニットに対しては最大 64台、セグメントあたり最大 32台接続可能です。
（注）副幹線へのネットワーク電源はリピータユニットより供給してください。

1-1-4 システム構成パターン

1-1-5 CompoNet ネットワークの特長

リピータをマルチドロップ接続 スレーブをT分岐後、
マルチドロップ接続

スレーブをT分岐後、
さらにT分岐接続

スレーブをマルチ
ドロップ接続

：スレーブ

：マルチドロップ
：終端抵抗

終端抵抗

：T分岐
リピータをT分岐接続

マスタ
ユニット

副幹線 副幹線

副幹線
副幹線

副幹線

副幹線

スレーブ
スレーブ

スレーブ
スレーブ

スレーブ
スレーブ

リピータを2段接続

スレーブ

スレーブ

スレーブを
マルチドロップ接続

スレーブを
マルチドロップ接続

スレーブを
T分岐接続

スレーブを
T分岐接続

リピータ リピータ

リピータ リピータ

リピータ

リピータ

幹線

支線
支線 支線

支線

支線 支線

支線

支線

副支線
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ビット分散が可能
業界標準 e-CON コネクタ、クランプ端子台、または小型コネクタ対応のスレーブをビット単位で
分散配置することにより、コンベア／倉庫など広範囲にセンサなどが分散する装置での分散制御が
可能となります。
ビットスレーブは、IP20 タイプと IP54 タイプを用意しています。

接続ノード数・点数および割付位置に応じた、5つの通信モードを用意
接続するスレーブのノード数／点数、割付位置に応じて、5つの通信モードを用意しています。
これにより、システムの規模に応じた、効率的なエリア使用が可能です。

メッセージ通信によるデータ交換
上位パソコン (CX-Integrator) またはCPUユニットから、CompoNet ネットワーク上のスレーブ
／リピータユニットに対して、メッセージ通信によってアクセスできます。これにより、ネット
ワーク全体の保守・メンテナンス機能を容易に向上できるしくみをもっています。

システム全体を監視できる様々な保全性・メンテナンス性を装備
CompoNet ネットワークのシステム全体を絶えずモニタリングし、異常があった場合の早期箇所特
定、通信のステータス確認など、様々な角度からシステムの安全を確認できます。
• CX-Integrator
CX-Integrator を使用することで、ネットワーク関連の以下の機能を実行可能です。

• ネットワークシステム構成のアップロード
• ソフト設定テーブルの編集／転送
• 登録テーブルの編集／転送
• 通信異常発生時 INデータゼロクリアモード設定
• I/O 通信手動開始モード指定
• マスタユニットのステータスモニタ
• マスタユニットの異常履歴モニタ
• 各スレーブのネットワーク加入／離脱状態などのモニタ
• スレーブパラメータの設定／転送
• スレーブのユニット情報のモニタ
• ファイル管理
• ハードウェア（EDSファイル）管理

• スマートスレーブ機能
ON/OFF 信号の入出力以外にスレーブ自体が様々な付加価値情報を記憶できるスマート機能が
各スレーブ（一部機種を除く）に実装されています。これにより、システムの予防保全（動作時
間モニタ、接点動作回数モニタ）や確実な早期立ち上げ（通信電源電圧モニタ、I/O 電源状態モ
ニタ）に役立ちます。CX-Integrator、メッセージ通信により各種機能の設定を行えます。

• ネットワークへの加入・異常、各種ステータスをマスタユニットで検知
スレーブがネットワークに加入すると、そのノードアドレスに対応する BOOL 型の I/O ポート
（WORD/BIT IN 加入フラグ）が TRUE となります（加入フラグ）。なんらかの異常で加入して
いたスレーブがネットワークから離脱すると、そのノードアドレスに対応する BOOL 型の I/O
ポート（WORD/BIT IN 通信異常フラグ）が TRUEとなります（異常フラグ）。
ネットワーク状態（通信異常発生・スレーブノードアドレスの重複など）や、スレーブの診断結
果などをマスタユニットで検知します（マスタユニット前面 7 セグメント LED およびステータ
スフラグ）。
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• 登録テーブル機能
ノードアドレスごとに加入するべきスレーブ（ノードアドレスと形式の対応関係）を
CX-Integrator から登録し、実際に加入したスレーブと照合チェックし、同時に、登録スレーブ
でないと加入させない機能です。電源投入後、登録スレーブが加入するまでの監視時間を設定す
ることもできます。
登録した全スレーブが、ネットワークに加入するまで、リモート I/O 通信を停止し、登録した全
スレーブが加入した時点からリモート I/O通信を起動させることもできます（登録スレーブ全加
入待ちモード機能）。

• 通信異常発生時通信停止機能
マスタユニットの前面ディップスイッチにて、通信異常発生時通信停止モードに設定した場合、
いずれかのスレーブで通信異常発生時に、リモート I/O通信全体を停止させることが可能です。

• I/O 通信手動開始モード機能
CX-Integrator から I/O 通信手動開始モードに設定した場合、電源投入時はリモート I/O 通信は
停止。「*_IOCycleStartCmd」（リモート I/O 通信開始スイッチ）の立ち上がりで、はじめてリ
モート I/O 通信を開始させることが可能。

• 通信異常発生時 IN データゼロクリア機能
CX-Integrator から通信異常発生時 IN データゼロクリアモードに設定した場合、あるスレーブ
で通信異常が発生した時に、そのスレーブのすべての入力 (IN) データをゼロクリアさせることが
可能です。これにより、INデータのONをトリガにして動くようなシステムにて、通信異常発生
時に、トリガ動作を抑制することなどができます。

• マスタユニット前面 7セグメント LEDで通信状態を確認可能
マスタユニット前面の 7セグメント LEDで通信の状態を確認できます。
通常は通信速度が表示され、異常発生時には異常コードを 16 進数で、異常ノードアドレスを、
10進数で表示します。

通信速度自動認識
通信速度をマスタユニットのディップスイッチで設定することにより、スレーブは自動的にマスタ
ユニットの通信速度に追従します。スレーブごとの通信速度の設定は不要です。



1 - 9

1   概要

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

1-2  C
om
poN
etネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
仕
様

1

1-2 CompoNet ネットワーク仕様

項目 仕様
通信方式 CompoNet 専用プロトコル
通信種類 リモート I/O通信（スレーブとのプログラムレス常時データ共有）およ

びメッセージ通信（Explicit メッセージ通信）
伝送速度 4Mbps(*1)、3Mbps、1.5Mbps、93.75kbps

*1 支線分岐不可のため、ケーブル付きスレーブは不可。
変調方式 ベースバンド方式
符号方式 マンチェスタ符号方式
誤り制御 マンチェスタ符号則、CRC
通信媒体 以下の種類が可能。

• 丸型ケーブルⅠ（2芯、JIS C3306）
• 丸型ケーブルⅡ（4芯、JIS C3306）
• フラットケーブルⅠ（シースなし、形DCA4-4F10）
• フラットケーブルⅡ（シースあり、形DCA5-4F10）
（注） 丸型ケーブルⅠ、丸型ケーブルⅡ、フラットケーブルⅠ、フラッ

トケーブルⅡは、異なるケーブル種類です。したがって、これら
を混在させる場合、リピータを介して、幹線と副幹線に分けて使
用することが必要です。

通信距離／配線 後述の 「1-2-1 通信ケーブルの種類に応じた最大距離・最大接続台
数」参照

接続可能マスタユニット CompoNet マスタユニット
接続可能スレーブ CompoNet スレーブ
最大 I/O点数 ワードスレーブ：IN1,024 点／OUT1,024 点（合計 2,048 点）

ビットスレーブ：IN256 点／OUT256 点（合計 512点）
接続可能ノード数 ワードスレーブ：IN64 ノード／OUT64ノード

ビットスレーブ：IN128 ノード／OUT128 ノード
ノードアドレス当たりの占有点数 ワードスレーブ：16点

ビットスレーブ：2点
セグメントあたりの最大接続ノード数 32ノード（リピータユニットを含む）
最大使用可能ノードアドレス ワードスレーブ：IN0 ～ 63／OUT0～ 63

ビットスレーブ：BIT IN0 ～ 127 ／ BIT OUT0 ～ 127
リピータ：0～ 63

リピータユニット使用条件 1ネットワーク（マスタユニット）にリピータは最大 64台まで接続可
能（セグメントあたり、最大 32台まで接続可能）
リピータによる延長はマスタユニットから 2段まで可能

信号線 BD H（通信データHigh 側）とBD L（通信データ Low側）の 2本線
電源線 BS＋とBS－の 2本線：通信用およびスレーブの内部回路用電源

• マスタユニットまたはリピータユニットから供給
通信電源電圧 DC24V± 10％
接続形態 丸型ケーブルⅡ（4芯）、フラットケーブルⅠ（シースなし）またはフ

ラットケーブルⅡ（シースあり）の場合
• 通信速度 93.75kbps 時のみ：フリー配線型
それ以外の時：幹線－支線型
スレーブ／リピータユニットの接続方式：T分岐方式またはマルチド
ロップ方式
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リモート I/O通信 電源投入 (*1) で自動起動、または I/O通信手動開始モード時は
「*_IOCycleStartCmd」（リモート I/O 通信開始スイッチ）の立ち上が
りで手動起動
*1 コントローラの電源投入またはコントローラのリセット、およびス
レーブの通信電源投入

ただし、以下の場合があり。
• 登録スレーブ全加入待ちモードのときは、登録した全スレーブが加入
するまで停止、加入した時点から起動

• 通信異常発生時通信停止モードのときは、通信異常発生で停止
I/O通信手動開始モード機能 CX-Integrator によって I/O通信手動開始モードに設定した場合、電源

投入ではリモート I/O通信は停止。「*_IOCycleStartCmd」（リモート
I/O 通信開始スイッチ）の立ち上がりではじめてリモート I/O通信を開
始させることが可能。

通信異常発生時通信停止機能 あるスレーブで通信異常が発生した時に、リモート I/O通信全体を停止
させることが可能。
（注） 登録テーブル機能による照合異常発生時およびアドレス二重異常

発生時は、通信全体は停止しません。
通信異常発生時 INデータクリア機能 あるスレーブで通信異常が発生した時に、該当スレーブのすべての入力

(IN) データをゼロクリアさせることが可能。
スレーブ アドレス二重異常チェック
機能

スレーブのノードアドレス設定が重複している、またはノード間の割付
エリアが重複していると、後に加入したスレーブがアドレス二重異常と
なり、ネットワークから離脱します。このとき、「*_SlavDupErr」（ス
レーブアドレス二重異常発生フラグ）がTRUEとなります。
（注） スレーブが一度離脱した後に、種別が異なるスレーブが再加入し

た場合も、本エラーが発生します。
登録テーブル機能 ノードアドレスごとに加入するべきスレーブを登録し、登録したスレー

ブのみを加入させる機能です。
照合不一致のとき、「*_RegTblErr」（登録テーブル照合異常発生フラ
グ）がTRUEとなります。
登録テーブル自動生成または登録テーブル編集は、いずれも
CX-Integrator から行います。

スレーブの
ステータス

登録テーブル機能を
使用しない場合

全スレーブのノードアドレスごとの、加入フラグ、通信異常フラグ
• 加入フラグ：システム立ち上げ（電源投入）後、一度でも加入すれ
ば、TRUE保持

• 通信異常フラグ：いったん加入した状態（加入フラグがTRUE保持と
なっている状態）で、スレーブが何らかの原因によりマスタユニット
と通信できなくなったときTRUE（異常解除時 FALSE）

「*_SlavDupErr」（スレーブノードアドレス二重異常発生フラグ）、
「*_SlavAllAlmSta」（代表アラームステータスフラグ）

登録テーブル機能を
使用する場合

• 登録テーブルに登録したスレーブの、ノードアドレスごとの加入フラ
グ／通信異常フラグ

•「*_RegTblErr」（登録テーブル照合異常発生フラグ）
•「*_SlavAllCnctSta」（登録スレーブ全加入フラグ）
（注） 登録スレーブ加入監視時間を設定可能（照合異常のチェックタイ

ミング指定）
登録スレーブ全加入待ちモード設定可能（全加入までリモート
I/O通信を開始させない）

項目 仕様
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セグメントあたりの各ケーブルを使用した場合の最大ケーブル長およびスレーブの最大接続台数は、
下記のとおりです。
この仕様の範囲内でご使用ください。

*1 支線分岐およびフラットケーブルⅡは、使用する際に制限があります。
詳細は、 「1-2-2 ケーブル種類と通信速度に応じた支線分岐、およびマルチドロップの可否」を参照してく
ださい。

（注）「支線あたり接続台数制限」は、1支線に、マルチドロップ接続または T分岐接続（副支線）で、接続可能
なスレーブまたはリピータユニットの最大台数です。

1-2-1 通信ケーブルの種類に応じた最大距離・最大接続台数

伝送速度 4Mbps の場合（支線分岐不可 (*1)）

項目 丸型ケーブルⅠ／Ⅱ フラットケーブルⅠ
1 幹線および 1副幹線長 30m 30m
支線長 幹線からの支線分岐不可（幹線または副幹線上でのマルチド

ロップ接続のみ可）支線総長
支線箇所制限
接続スレーブ台数（リピータユニット含む） 32台 32台

伝送速度 3Mbps の場合

項目 丸型ケーブルⅠ／Ⅱ フラットケーブルⅠ／Ⅱ
1 幹線および 1副幹線長 30m 30m
支線長 0.5m 0.5m
支線総長 8m 8m
支線箇所制限 3本／m 3本／m
支線あたり接続台数制限（注） 1台 1台
副支線最大長 不可 不可
副支線総長 不可 不可
接続スレーブ台数（リピータユニット含む） 32台 32台

：スレーブ
：T分岐
：マルチドロップ
：終端抵抗

終端抵抗
リピータ

リピータリピータ

リピータリピータ

マスタユニット

リピータ

支線

支線

スレーブ

スレーブ

スレーブ

副幹線

副幹線

副支線長

支線支線

支線

副幹線副幹線

副幹線長

副幹線 副幹線

支線
支線

支線

支線長幹線長

幹線

副支線
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（注）「支線あたり接続台数制限」は、1支線に、マルチドロップ接続または T分岐接続（副支線）で、接続可能
なスレーブまたはリピータユニットの最大台数です。

*2 幹線からの支線分岐はできません。（幹線または副幹線上マルチドロップ接続のみ可）
*3 支線からの副支線分岐が可能です。

（注）「支線あたり接続台数制限」は、1支線に、マルチドロップ接続または T分岐接続（副支線）で、接続可能
なスレーブまたはリピータユニットの最大台数です。

伝送速度 1.5Mbps の場合

項目
丸型ケーブルⅠ 丸型ケーブルⅡ

フラットケーブルⅠ／Ⅱ支線なし 支線あり
1 幹線および 1副幹線長 100m 30m 30m
支線長 不可（*2） 2.5m 2.5m
支線総長 不可（*2） 25m 25m
支線箇所制限 － 3本／m 3本／m
支線あたり接続台数制限（注） 3台 3台
副支線最大長 不可 0.1m（*3）
副支線総長 不可 2m（*3）
接続スレーブ台数（リピータユニット含む） 32台 32台 32台

伝送速度 93.75kbps の場合

項目 丸型ケーブルⅠ 丸型ケーブルⅡ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

1 幹線および 1副幹線長 500m 総配線長 200mのフリー
配線が可能支線長 6m

支線総長 120m
支線箇所制限 3本／m
支線あたり接続台数制限（注） 1台
副支線最大長 －
副支線総長 －
接続スレーブ台数（リピータユニット含む） 32台 32台
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通信速度と使用ケーブルに応じて、幹線または副幹線からの支線分岐の可否、およびさらに支線から
の副支線分岐の可否を、以下に示します。

• 4Mbps の場合（支線分岐不可）

（注） 4Mbps は、支線分岐不可のため、ケーブル付きスレーブは使用できません。ケーブル付きではないスレー
ブのみで構成し、かつ（フラットケーブルⅠのときは、マルチ配線用コネクタ形DCN4-MD4を使用して）
マルチドロップ接続をしてください。

• 3Mbps の場合

• 1.5Mbps の場合

• 93.75kbps の場合

• 全通信速度共通
フラットケーブルⅡは、マルチ配線用コネクタがないため、マルチドロップ接続ができません。

1-2-2 ケーブル種類と通信速度に応じた支線分岐、およびマルチドロップの
可否

支線分岐の可否

ケーブル 支線分岐 副支線分岐
丸型ケーブルⅠ 不可 不可
丸型ケーブルⅡ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

不可 不可

ケーブル 支線分岐 副支線分岐
丸型ケーブルⅠ 可能 不可
丸型ケーブルⅡ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

可能 不可

ケーブル 支線分岐 副支線分岐
丸型ケーブルⅠ 最大 100m 不可 不可

最大 30m 可能
丸型ケーブルⅡ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

可能 可能

ケーブル 支線分岐 副支線分岐
丸型ケーブルⅠ 可能 不可
丸型ケーブルⅡ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

可能（フリー配線）

マルチドロップの可否
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マスタユニットが装着されているCPUユニットの I/OポートまたはCJユニット用メモリの任意エリ
アに、スレーブの IN/OUT情報およびステータス情報が割り付けられます。
割付エリアは通信No. モードによって決まります。
スレーブごとのノードアドレスによって、各スレーブが使用する接点が決まります。
通信モードNo. と、接続ノード数、制御可能点数の関係は、以下のとおりです。

通信モードNo. は、マスタユニット前面のロータリスイッチによって選択します。
また、Sysmac Studio にて CompoNet マスタユニットをユニット構成に登録するとき、使用する通
信モードに合わせたユニット名を選択します。
このとき、前面ロータリスイッチと、ユニット構成に登録する CompoNet マスタユニット名の通信
モードNo. は必ず一致させることが必要です。

（注）1 CompoNet ネットワークシステムでは、ワードスレーブは 1ノードアドレスで 16点を占有します。ビッ
トスレーブは、1ノードアドレスで 2点単位で詰めて占有します。

2 予約となっている通信モード No.4 ～ 7、9 では、使用しないでください。通信モード設定異常となりま
す（7セグメント LED「H4」が点灯）。

1-2-3 通信モード No. による、I/O ポートまたは CPU ユニット用メモリへ
の各スレーブの割付

1マスタユニットあたりの接続ノード数／制御点数

通信モー
ドNo. モード名称 接続可能ノードアドレス 制御点数 割付エリア

1マスタユ
ニットあたり
の占有号機数

0 モード 0 ワードスレーブ IN0 ～ 7、
OUT0～ 7

IN128点／OUT128点
（ワードスレーブ）

I/Oポート 2号機

1 モード 1 ワードスレーブ IN0 ～ 15、
OUT0～ 15

IN256点／OUT256点
（ワードスレーブ）

4号機

2 モード 2 ワードスレーブ IN0 ～ 31、
OUT0～ 31

IN512点／OUT512点
（ワードスレーブ）

8号機

3 モード 3 ワードスレーブ IN0 ～ 15、
OUT0～ 15
ビットスレーブ IN0 ～ 63、
OUT0～ 63

IN256点／OUT256点
（ワードスレーブ）
IN128点／OUT128点
（ビットスレーブ）

8号機

4 予約 － － － －
5 予約 － － － －
6 予約 － － － －
7 予約 － － － －
8 ソフト設定

モード
最大で、
ワードスレーブ IN0 ～ 63、
OUT0～ 63
ビットスレーブBIT IN0 ～ 127、
BIT OUT0 ～ 127 の範囲で自
由に設定可能

最大で、
IN1024 点／OUT1024 点
（ワードスレーブ）
IN256点／OUT256点
（ビットスレーブ）
の範囲で使用可能

CJユニット用メモリの
CIO、DM、WR、HRエ
リアの任意位置に、各エ
リアに割付が可能
（注）状態ステータス、設

定パラメータは、
I/Oポート

1号機

9 予約 － － － －

2 3 
4

5

6
78

9

0

1

ワード64ノード ワード32ノード＋ビット128ノード
ワード32ノード

ワード16ノード

予約
予約

予約

ソフト設定モード

MOMODE 



1 - 15

1   概要

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

1-3  C
om
poN
etネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
機
器

1

1-3-1  マ
ス
タ
ユ
ニ
ッ
ト
の
種
類

1-3 CompoNet ネットワーク構成機器

*1 丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時は、オープン型コネクタ（ユニット接続用）形DCN4-TB4 が必要。
*2 フラットケーブルⅠ使用時は、フラットコネクタ ソケット形DCN4-TR4 が必要。
*3 フラットケーブルⅡ使用時は、フラットコネクタ ソケット形DCN5-TR4 が必要。

CompoNet システムで使用できる通信ケーブルは以下の種類があります。

1-3-1 マスタユニットの種類

CompoNet マスタユニット

品名 形式 ユニット
種類

1CPUユニットにつき
最大装着可能な台数

通信ケーブル
（○：使用可能、×：使用不可）

丸型
ケーブルⅠ

丸型
ケーブルⅡ

フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

CJシリーズ用
マスタユニット

形CJ1W-CRM21 CJシリーズ
高機能 I/O
ユニット

設定通信
モードNo

○（*1） ○（*1） ○（*2） ○（*3）

8
（1号機占有）

40 台

0
（2号機占有）

40 台

1
（4号機占有）

24 台

2、3
（8号機占有）

12 台

1-3-2 周辺機器

通信ケーブル

種類 形式 仕様 備考
丸型ケーブルⅠ（2芯） － JIS C 3306

公称断面積：（導体径）
0.75mm2

仕上がり径：φ2.3mm

ケーブル付きスレーブを
使用するときは、使用で
きません。丸型ケーブルⅡ（4芯）

フラットケーブルⅠ（シースなし） 形DCA4-4F10 4 芯フラットケーブル
（UL2555）
長さ：100m
導体径：0.75mm2 × 2
本、0.5mm2 × 2本。

IP20 e-CONコネクタタ
イプのビットスレーブに
は約 50cm付属していま
す。

フラットケーブルⅡ（シースあり） 形DCA5-4F10 シース付き 4芯フラット
ケーブル
長さ：100m
導体径：0.75mm2 × 2
本、0.5mm2 × 2本。

IP54 タイプのビットス
レーブには約 50cm付属
しています。
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CompoNet ネットワークシステムでは、通信ケーブルに以下のフラットコネクタを接続することによ
り、ケーブルの延長、分岐、スレーブとの配線などが可能となります。

フラットコネクタ ソケット
• フラットケーブルⅠ（シースなし）用

（注） 丸型ケーブルⅡの場合、終端抵抗を接続する場合にのみ使用します。

• フラットケーブルⅡ（シースあり）用

フラットコネクタ

名称 形式 外観 用途

通信ケーブル
（○：使用可能、×：使用不可）

丸型
ケーブルⅠ

丸型
ケーブルⅡ

フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

フラット
コネクタ 
ソケット

形 DCN4-
TR4

 以下の用途で、フラットコネ
クタ プラグ（形DCN4-BR4）
とセットで使用します。
• 幹線または副幹線を延長す
るとき

• 幹線または副幹線を、支線
に T分岐するとき

• 支線を副支線に T分岐する
とき

× ○
（注）

○ ×

名称 形式 外観 用途

通信ケーブル
（○：使用可能、×：使用不可）

丸型
ケーブルⅠ

丸型
ケーブルⅡ

フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

フラット
コネクタ 
ソケット

形DCN5-
TR4

 以下の用途で、フラットコネ
クタ プラグ（形DCN5-BR4）
とセットで使用します。
• 幹線または副幹線を延長す
るとき

• 幹線または副幹線を、支線
に T分岐するとき

• 支線を副支線に T分岐する
とき

（注）ビットスレーブ（IP54
タイプ）接続時に使用し
ます。

× × × ○
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フラットコネクタ プラグ
• フラットケーブルⅠ（シースなし）用

（注） 名称が「フラットコネクタ プラグ」ですが、ユニット（マスタ／ワードスレーブ／リピータユニット）接
続用コネクタとしても使用します。

• フラットケーブルⅡ（シースあり）用

（注） 名称が「フラットコネクタ プラグ」ですが、ユニット（マスタ／ワードスレーブ／リピータユニット）接
続用コネクタとしても使用します。

名称 形式 外観 用途

通信ケーブル
（○：使用可能、×：使用不可）
丸型

ケーブルⅠ
丸型

ケーブルⅡ
フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

フラット
コネクタ 
プラグ

形DCN4-
BR4

 a）以下の用途で、フラット
コネクタ ソケット（形
DCN4-TR4）とセットで
使用します。

• 幹線または副幹線を延長
するとき

• 幹線または副幹線を、支
線に T分岐するとき

• 支線を副支線にT分岐する
とき

b）以下の用途で、単独で使
用します。

• 通信ケーブルをユニット
（マスタ／ワードスレーブ
／リピータユニット）に
接続するとき

• 通信ケーブルをマルチ配
線用コネクタに接続する
とき

× × ○ ×

名称 形式 外観 用途

通信ケーブル
（○：使用可能、×：使用不可）
丸型

ケーブルⅠ
丸型

ケーブルⅡ
フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

フラット
コネクタ 
プラグ

形DCN5-
BR4

 a)以下の用途で、フラット
ケーブルコネクタ ソケッ
ト（形DCN5-TR4）と
セットで使用します。

• 幹線または副幹線を延長
するとき

• 幹線または副幹線を、支
線に T分岐するとき

• 支線を副支線にT分岐する
とき

b)以下の用途で、単独で使
用します。

• 通信ケーブルをユニット
（マスタ／ワードスレーブ
／リピータユニット）に
接続するとき

• 通信ケーブルをマルチ配
線用コネクタに接続する
とき

（注）ビットスレーブ（IP54
タイプ）接続時に使用
します。

× × × ○
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マルチ配線用コネクタ

（注） 丸型ケーブルⅡの場合、終端抵抗を接続する場合にのみ使用します。

名称 形式 外観 用途

通信ケーブル
（○：使用可能、×：使用不可）
丸型

ケーブルⅠ
丸型

ケーブルⅡ
フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

マルチ配線
用コネクタ

形DCN4-
MD4

 2 つのフラットコネクタ プラ
グを、2つのポートに接続し
ます。
ユニット（マスタ／スレーブ
／リピータユニット）を、幹
線、副幹線、または支線に、
マルチドロップ配線する際に
使用します。
（注）通信速度が4Mbps の場

合、（おもに専用ケーブル
使用時）本コネクタを使
用して、ワードスレーブ
のみを接続してください。

× × ○ ×

フラット
マルチ配線
用コネクタ 
プラグ

形DCN4-
MR4

 ビットスレーブ小型コネクタ
タイプ（形CRT1B- □ D0
□ JS(-1)）をマルチドロッ
プ接続する際に使用します。

× × ○ ×

専用工具

名称 形式 外観 用途

通信ケーブル
（○：使用可能、×：使用不可）

丸型
ケーブルⅠ

丸型
ケーブルⅡ

フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

専用工具 形DWT-
A01

  フラットコネクタ ソケット
（形DCN4-TR4）、フラットコ
ネクタ プラグ（形
DCN4-BR4）、またはフラッ
トマルチ配線用コネクタプラ
グ（形DCN4-MR4）の圧接
用工具

× ○
（注）

○ ×

専用工具 形DWT-
A02

  フラットコネクタ ソケット
（形DCN5-TR4）またはフ
ラットコネクタ プラグ（形
DCN5-BR4）の圧接用工具

× × × ○

オープン型コネクタ（ユニット接続用）

名称 形式 外観 用途

通信ケーブル
（○：使用可能、×：使用不可）

丸型
ケーブルⅠ

丸型
ケーブルⅡ

フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

オープン型
コネクタ
（ユニット
接続用）

形DCN4-
TB4

   丸型ケーブルⅠ／Ⅱをスレー
ブ／リピータユニットに接続
する場合、ユニットの通信用
コネクタをねじ式端子台に変
換します。

○ ○ × ×



1 - 19

1   概要

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

1-3  C
om
poN
etネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
機
器

1

1-3-3  接
続
形
態
に
応
じ
た
、
使
用
周
辺
機
器
の
選
択フラットケーブルⅠ（シースなし）、または丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時

終端抵抗

名称 形式 外観 用途

通信ケーブル
（○：使用可能、×：使用不可）

丸型
ケーブルⅠ

丸型
ケーブルⅡ

フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

終端抵抗 形DCN4-
TM4

丸型ケーブルⅡおよびフラッ
トケーブルⅠ用のコネクタ型
終端抵抗です。
幹線／副幹線の線端のフラッ
トコネクタ ソケット（形
DCN4-TR4）に装着します。

× ○ ○ ×

形DCN5-
TM4

フラットケーブルⅡ用のコネ
クタ型終端抵抗です。
幹線／副幹線の線端のフラッ
トコネクタ ソケット（形
DCN5-TR4）に装着します。

× × × ○

形DRS1-T 丸型ケーブルⅠ用の端子台型
終端抵抗です。
幹線／副幹線の丸型ケーブル
Ⅰの線端に接続します。

○ × × ×

1-3-3 接続形態に応じた、使用周辺機器の選択

接続形態 使用周辺機器
マスタユニット
接続

マスタユニットに、幹線を接続するとき フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）のみ
または
オープン型コネクタ（ユニット接続用）（形
DCN4-TB4）

スレーブ／
リピータ接続

スレーブ／リピータに、支線または副
支線を接続するとき

フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）のみ
または
オープン型コネクタ（ユニット接続用）（形
DCN4-TB4）

分岐 T分岐 幹線または副幹線を、支線にT分岐
するとき

フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）
＋フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）
のセット
または
市販中継端子台

支線を副支線にT分岐するとき

マルチ
ドロップ
分岐

幹線または副幹線をマルチドロップ分
岐するとき

オープン型コネクタ（ユニット接続用）（形
DCN4-TB4）
または
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）

支線または副支線をマルチドロップ分
岐するとき
幹線または副幹線をマルチドロップ分
岐するとき（ビットスレーブ小型コネ
クタタイプ接続）

オープン型コネクタ（ユニット接続用）（形
HCN-TB4LMZG+、本多通信工業株式会社製）
または
フラットマルチ配線用コネクタプラグ（形
DCN4-MR4）

支線または副支線をマルチドロップ分岐
するとき（ビットスレーブ小型コネクタ
タイプ接続）

延長 幹線または副幹線を延長するとき フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）
＋フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）
のセット

支線を延長するとき

終端抵抗 幹線または副幹線に終端抵抗を取り付
けるとき。

終端抵抗（形DCN4-TM4または形
DRS1-T）
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フラットケーブルⅡ（シースあり）使用時

接続形態 使用周辺機器
マスタユニット
接続

マスタユニットに、幹線を接続するとき フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）の
み
または
オープン型コネクタ（ユニット接続用）
（形DCN4-TB4）

スレーブ／
リピータ接続

スレーブ／リピータに、支線または副
支線を接続するとき

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）の
み
または
オープン型コネクタ（ユニット接続用）
（形DCN4-TB4）

分岐 T分岐 幹線または副幹線を、支線にT分岐
するとき

フラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）
＋フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）
のセット支線を副支線にT分岐するとき

延長 幹線または副幹線を延長するとき フラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）
＋フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）
のセット

支線を延長するとき

終端抵抗 幹線または副幹線に終端抵抗を取り付
けるとき。

終端抵抗（形DCN5-TM4）
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1-4 設計フローの概要
基本的に、以下のフローで検討します。

1） I/O点数検討 … 「第 1章 概要」の「1-2 
CompoNet ネットワーク仕
様」、「1-3 CompoNet ネッ
トワーク構成機器」参照

システム全体で入出力する全体の I/O点数を検討
▼

2） 各スレーブとの対応付け
各 I/Oをどのスレーブで入出力するかを決定

▼
3） ノード数の検討

接続ノード数を決定
▼

4） レイアウトの検討 … 「第 3章 配線形態」参照
• 配線の型（幹線 -支線型、フリー配線型）の検討
• 配線距離の検討
• スレーブへの通信電源・I/O電源の供給方法（省配線）の検討
• ケーブル種類の決定

▼
5） 通信モードNo. および通信速度を、仮に決定
（注）支線分岐およびフラットケーブルⅡは、使用する際に制限があります。

詳細は、 「1-2-2 ケーブル種類と通信速度に応じた支線分岐、および
マルチドロップの可否」を参照してください。

… 「第 5章 リモート I/O通
信」の「5-5 リモート I/O通
信の性能」参照

▼
6） 通信サイクルを検討

通信サイクルは、通信モードNo. と通信速度から決定
（通信モードNo.8 のときのみスレーブ種別×台数にも依存）。そ
の通信速度で、必要な入出力応答時間を確保できるか？を検討

▼
7） マスタユニットの分散を検討

通信モードNo.、通信速度、リピータユニット使用有無などを再
検討しても、距離と通信サイクルの同時確保ができない場合は、
マスタユニットを分散。
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1-5 使用手順フローの概要
基本的に、以下のフローで使用します。

1） 実装と配線 … 「第 4章 取り付けと配
線」ネットワーク配線、通信電源配線、I/O電源配線

▼
2） マスタユニット前面の通信モードNo. 選択 … 「第 2章 マスタユニット

の説明」通信モードNo. を 0、1、2、3、8のいずれかに設定
▼

3） マスタユニット前面ディップスイッチを以下に設定
SW1(DR0) と SW2(DR1) で通信速度設定
SW3(ESTP) で通信異常発生時の通信停止をするか
SW4(REGS) で、登録テーブルを有効にするかを設定

▼
4） マスタユニット前面号機No. を設定

0～ 95を設定
▼

5） スレーブノードアドレスを設定
ワードスレーブは#0～ 63、ビットスレーブは#0～ 127を設定

▼
6） Sysmac Studio にて、オフラインでユニット構成を作成 … 『NJシリーズ　CPUユ

ニット　ユーザーズマニュア
ル　ソフトウェア編』
（SBCA-359）

• Sysmac Studio の［構成］｜［CPU・増設ラック］で、
CompoNet マスタユニットをユニット構成に登録。
このとき、前面ロータリスイッチで設定する通信モードNo. 0
～ 3、8に応じて、「CJ1W-CRM21(MODE0)」～
「CJ1W-CRM21(MODE3)」、「CJ1W-CRM21(MODE8)」の
いずれかを選択

• CompoNet マスタユニットの名称をデバイス名として設定
• 号機No. を設定（前面ロータリスイッチの設定に合わせる）

▼
7） Sysmac Studio にて、I/Oマップ設定でCJユニットデバイス変数を

作成
… 『NJシリーズ　CPUユ
ニット　ユーザーズマニュア
ル　ソフトウェア編』
（SBCA-359）

Sysmac Studio の「I/O マップ」にてユニット構成を作成する
と、「I/O ポート」が自動生成されます。「I/O ポート」のうち使
用するものに対して、CJユニットデバイス変数を割り付けます。
割り付け方法は、以下の 3種類があります。
• 既存の変数を選択して割り付け
• 新規に変数名を入力
•「デバイス変数生成」で自動生成

▼
8） Sysmac Studio で、CJユニットデバイス変数を使用してユーザプログ

ラムを作成
… 『Sysmac Studio 
Version1 オペレーションマ
ニュアル』（SBCA-362）▼

9） パソコン（Sysmac Studio 、CX-Integrator）を、マスタユニット装
着のCPUユニットのUSBポートまたは内蔵 EtherNet/IP ポートに接
続

… 『CX-Integrator　Ver.2.
□　オペレーションマニュア
ル』（SBCA-347）

▼
10）コントローラの電源を投入

▼
11）Sysmac Studio で、プロジェクトをCPUユニットにダウンロード … 『Sysmac Studio 

Version1 オペレーションマ
ニュアル』（SBCA-362）

▼
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12）CX-Integrator で、マスタユニットのデバイスパラメータを編集して、
ダウンロード

1. マスタユニット装着のCPUユニットにオンライン接続
2.［オンライン接続情報ウィンドウ］の接続先PLCの下のマス
タユニットを右クリックして、［接続］を選択

3. 接続先 PLCの下のマスタユニットを右クリックして［転送
［ネットワ－ク→パソコン］］を選択

4. ネットワーク構成ウィンドウ上のマスタユニットをダブルク
リックして、デバイスパラメータ編集をして、ダウンロード

▼
13）コントローラリセットまたはコントローラの電源再投入

▼
14）登録した全スレーブが加入すると、リモート I/O通信が起動

▼
15）CX-Integrator で、スレーブの加入状態などをモニタ

1. オンラインで、ネットワーク構成をアップロードしている状
態で、

2. ネットワーク構成ウィンドウ上のマスタユニットを右クリッ
クして、［モニタ］を選択して、［ステータス］／［ユニット
ステータス］タブでモニタ
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1-6 設計／使用手順の例

 I/O点数
各スレーブとの対応付けをします。
ワードスレーブの台数、ビットスレーブの台数を決めます。
また通信電源の消費電流を計算します。

• 使用機器

（注）1 スレーブの消費電流については、 『CompoNet　形 CRT1シリーズ　ユーザーズマニュアル』
(SBCD-339) を参照してください。

2 ビットスレーブの場合、外部 I/O（センサおよびアクチュエータ）の消費電流も、通信電源用消費電流と
ともに、マスタユニットに接続する通信電源からフラットケーブル経由で供給されます｡そのため、以下
の外部 I/Oの消費電流を加算します。
センサ消費電流× 2、アクチュエータの実負荷電流× 2

3 ここでは、電圧降下を考慮して消費電流が最大になるようDC14V時の消費電流値を用いて計算を行って
います。

→ワードスレーブ× 3ノード、ビットスレーブ× 3ノード
同時に、通信電源として、出力電流 0.9A 以上のDC24V電源を用意。

1-6-1 設計

I/O点数 スレーブ種類 形式（仕様） 台数 消費電流（注 1、注 3）
入力 16点 ワードスレーブ 形CRT1-ID16（16点

DC入力ユニット（NPN
対応））

1台 85mA

入力 16点
+出力 8点

形CRT1-ID16（16点
DC入力ユニット（NPN
対応））
＋形XWT-OD08（8点
トランジスタ出力ユニッ
ト（NPN対応））

各 1台 85mA＋ 5mA＝ 90mA

出力 16点 形CRT1-OD16（16点
トランジスタ出力ユニッ
ト（NPN対応））

1台 85mA

入力 2点× 2 ビットスレーブ 形CRT1B-ID02S（2点
DC入力ユニット（セン
サコネクタタイプ　NPN
対応））

2台 80mA＋ I/O 用消費電流
76mA（センサ例：
35mA× 2＋入力電流
3mA× 2）（注 2）
計（2台分）：160mA＋
152mA

出力 2点 形CRT1B-OD02S（2
点トランジスタ出力ユ
ニット（センサコネクタ
タイプ　NPN対応））

1台 75mA＋ I/O 用消費電流
160mA（アクチュエー
タ
例：80mA× 2）（注 2）

合計 495mA＋ I/O用
312mA＝ 807mA
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1-6-1  設
計

• 必要な周辺機器

システム構成

レイアウト
• 配線の型：幹線 -支線型、支線分岐する、副支線分岐はしない
• 配線距離：30m以下
• スレーブへの通信電源供給：一括給電する

*1 フラットケーブルⅡは、マルチ配線用コネクタがなく、マルチドロップ接続ができないため使用できません。

仕様 形式 台数 備考
フラットコネクタ ソケット 形DCN4-TR4 7 10 個単位で発注してください。
フラットコネクタ プラグ 形DCN4-BR4 10 10 個単位で発注してください。
終端抵抗 形DCN4-TM4 1 10 個単位で発注してください。
フラットケーブルⅠ 形DCA4-4F10 1 100m単位
専用工具 形DWT-A01 1 －

ケーブル種類 丸型ケーブルⅠ 丸型ケーブルⅡ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

通信速度 4Mbps 3Mbps 1.5Mbps 93.75kbps 4Mbps 3Mbps 1.5Mbps 93.75kbps
配線
形態

支線分岐なし すべて可能 (*1) すべて可能
支線
分岐
あり

副支線
分岐なし
（支線長）

不可 可能
（0.5m）

不可 可能
（2.5m）

可能
（6m）

不可 可能
（0.5m）

可能
（2.5m）

可能
（フリー
配線）

副支線
分岐あり

不可 不可 可能
（2.5m）

可能
（フリー
配線）

幹線または副幹線の
最大長

30m 100m 30m 500m 30m セグメント
あたりの総配
線長200m
（フリー配線）

パソコン
(CX-Integrator)

NJシリーズCPUユニット

NJシリーズPLC

CompoNetマスタユニット（号機No.5）

ワードスレーブ

フラットケーブル

ビットスレーブ

入力16点
ノード
アドレス#0

入力16点＋出力8点
ノードアドレス#1

出力16点
ノード
アドレス#2

入力2点
ビットノード
アドレス
BIT#0

入力2点
ビットノード
アドレス
BIT#1

出力2点
ビットノード
アドレス
BIT#2
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参考

• 配線形態の留意事項：
• 支線分岐をする場合（例：ケーブルが付属されているスレーブ使用時含む）：
丸型ケーブルⅠ／Ⅱ、フラットケーブルⅠ／Ⅱいずれでも 4Mbps は不可です。丸型ケーブ
ルⅠで 1.5Mbps なら幹線／副幹線が 30mより長いときは不可です。

• 支線からさらに副支線分岐をする場合：丸型ケーブルⅡ、フラットケーブルⅠ、またはフ
ラットケーブルⅡで、かつ 1.5Mbps または 93.75kbps であることが必要です。

• 幹線／副幹線の最大長の留意事項：
• 30m 以下でよい場合：フラットケーブルⅡを除いて、ケーブル種類および通信速度は、ど
の組み合わせでもかまいません。

• 30mより長い距離が必要な場合：
－丸型ケーブルⅠの場合：
支線分岐をせず、1.5Mbps であることが必要です（100mまで可能）。
－丸型ケーブルⅡ、フラットケーブルⅠ、またはフラットケーブルⅡの場合：
93.75kbps であることが必要です（フリー配線で 200mが可能）。
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1-6-1  設
計

ケーブル種類
フラットケーブルⅠとする（ビットスレーブ（IP20 e-CONコネクタタイプ）を使用し、かつ通信
電源を通信ケーブルから一括給電するため）

号機No.
• 号機No.：「5」とする

検討項目
ケーブル種類

丸型ケーブルⅠ 丸型ケーブルⅡ フラットケーブルⅠ フラットケーブルⅡ
用途 • マスタユニット、リピータ間の配線

• リピータの下のスレーブの配線
• 市販ケーブルで
配線したいとき

• 通信電源を別と
するとき

• フラットケーブ
ル付きビットス
レーブを使用し
ないとき

• 市販ケーブルで
配線したいとき

• 通信電源を通信
ケーブルで一括
供給したいとき

• フラットケーブ
ル付きビットス
レーブを使用し
ないとき

• 通信電源を通信
ケーブルで一括
供給したいとき

• ビットスレーブ
（IP20 e-CON
コネクタタイ
プ）を使用する
とき

• 通信電源を通信
ケーブルで一括
供給したいとき

• ビットスレーブ
（IP54 タイプ）
を使用するとき

• IP54 適合が必
要な（防滴・防
沫が必要な）環
境での使用する
とき

使用可能
スレーブ
種類

ワードスレーブ 可能
ビット
スレーブ

IP20 e-CONコ
ネクタタイプ

不可
注）フラットケーブル付きビットス
レーブは丸型ケーブル不可。フラッ
トケーブルがあらかじめ接続され
ているため。

可能 不可

IP54 タイプ 不可 可能

IP20 小型コ
ネクタタイプ

可能

通信電源配線方法 通信ケーブルとは
別配線

通信ケーブルと同一ケーブル
（マスタユニットおよびリピータユニットから供給）

異種ケーブル混在の条件 リピータ使用時、上流ポートと下流ポートで、各異なるケーブル種類（丸型
ケーブルⅠ／Ⅱ、フラットケーブルⅠ／Ⅱ）を使用可能。
それ以外の場合、幹線（または副幹線）、支線、副支線は、同一ケーブル種類で
あることが必要。

マスタユニットの位置 幹線端のみ 93.75kbps 時以外：幹線端のみ
93.75kbps 時：幹線端以外も可能

支線分岐 4Mbps 時：不可
4Mbps 時以外：
可能

4Mbps 時：不可
4Mbps 時以外：可能
93.75kbps 時：フリー配線

支線上
マルチ配線

支線上マルチドロップ 1.5Mbps時：可能
（3台／支線まで）

1.5Mbps 時：可能（3台／支線まで）
93.75kbps 時：フリー配線

不可

支線上副支線分岐 不可 1.5Mbps 時：可能（3台／支線まで）
93.75kbps 時：フリー配線

通信距離 4Mbps 時 幹線または副幹線長：30m以下 不可
3Mbps 時 幹線または副幹線長：30m以下
1.5Mbps 時 幹線または副幹線

長：支線なしのと
き 100m以下、
支線あるとき
30m以下

幹線または副幹線長：30m以下

93.75kbps 時 幹線または副幹線
長：500m以下

セグメントあたりの総配線長：200m以下
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通信モードNo. と通信速度
• 通信モードNo.：「3」とする（ワードスレーブと、ビットスレーブを使用するため。割付位置は、
I/O ポートでよいため、CX-Integrator によるソフト設定は不要。）

• 通信速度：3Mbps（支線分岐する、副支線分岐はしないため。また、幹線最大長 30m以下のため）

通信サイクルタイム
通信モードNo.3 で、通信速度 3Mbps のため、2.5ms。通信サイクルタイム 2.5ms の値をもとに
計算してください（入出力応答時間については、 「5-5 リモート I/O 通信の性能」参照）。

参考

（ノード数が最大ノード数以下であれば）通信モードNo. が小さいほど、かつ通信速度が速いほ
ど、通信サイクルタイムが短くなります。

 登録テーブル
使用する
• 登録スレーブ全加入待ちモード

通信異常発生時通信停止モード
• 有効とする

スレーブ種類・最大ノード数
通信速度
通信モード
No.

通信サイクルタイム（メッセージ通信ありの場合）

4Mbps 3Mbps 1.5Mbps 93.75kbps

ワードスレーブ最大 IN 8 ノー
ド、OUT 8 ノードの場合

0 0.9ms 0.9ms 1.5ms 19.8ms

ワードスレーブ最大 IN 16 ノー
ド、OUT 16ノードの場合

1 1.0ms 1.2ms 2.3ms 30.2ms

ワードスレーブ最大 IN 32 ノー
ド、OUT 32ノードの場合

2 1.3ms 1.7ms 4.0ms 51.3ms

ワードスレーブ最大 IN 16 ノー
ド、OUT 16ノード、ビットス
レーブ最大 IN 64 ノード、OUT 
64 ノードの場合

3 2.0ms 2.5ms 5.9ms 72.1ms

ワードスレーブ最大 IN 64
ノード、OUT 64 ノード、
ビットスレーブ最大 IN 128
ノード、OUT 128 ノードの
場合

8 0.79ms ＋ス
レーブ種別・
台数加算時間

0.85ms＋ス
レーブ種別・
台数加算時間

1.94ms ＋ス
レーブ種別・
台数加算時間

24.81ms ＋
スレーブ種
別・台数加算
時間
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1-6-1  設
計

変数指定
Sysmac Studio を使用して、以下のとおりCJユニットデバイス変数を定義します。

*1 ここでは、ユニット構成に登録した CompoNet マスタユニットのデバイス名を「J01」とした場合を示して
います。

ノード
アドレス 形式 名称 内容

変数の
データ
型

デバイス変数名（*1） 備考

#0 CRT1-
ID16

ワード
スレーブ
IN00

WORD IN データ 00 WORD J01_InDat00
WORD IN 加入フラグ 00 BOOL J01_InCnctNdSta00
WORD IN 通信異常フラグ 00 BOOL J01_InErrNdSta00

#1 CRT1-
ID16

ワード
スレーブ
IN01

WORD IN データ 01 WORD J01_InDat01
WORD IN 加入フラグ 01 BOOL J01_InCnctNdSta01
WORD IN 通信異常フラグ 01 BOOL J01_InErrNdSta01

#1 XMT-
OD08

ワード
スレーブ
OUT01

WORD OUTデータ 01 WORD J01_OutDat01 出力データ
は下位 8
ビットに反
映される。

#2 CRT1-
OD16

ワード
スレーブ
OUT02

WORD OUTデータ 02 WORD J01_OutDat02
WORD OUT加入フラグ 02 BOOL J01_OutCnctNdSta02
WORD OUT通信異常フラグ
02

BOOL J01_OutErrNdSta02

BIT#0 CRT1B-
ID02S

ビット
スレーブ
BIT IN00

BIT IN データ 00 Bit00

BIT IN データ 00 Bit01

BOOL J01_BitInDat00_00、
J01_BitInDat00_01

BIT IN 加入フラグ 00 BOOL J01_BitInCnctNdSta00
BIT IN 通信異常フラグ 00 BOOL J01_BitInErrNdSta00

BIT#1 CRT1B-
ID02S

ビット
スレーブ
BIT IN01

BIT IN データ 01 Bit00

BIT IN データ 01 Bit01

BOOL J01_BitInDat01_00、
J01_BitInDat01_01

BIT IN 加入フラグ 01 BOOL J01_BitInCnctNdSta01
BIT IN 通信異常フラグ 01 BOOL J01_BitInErrNdSta01

BIT#2 CRT1B-
OD02S

ビット
スレーブ
BIT OUT02

BIT OUTデータ 02 Bit00

BIT OUTデータ 02 Bit01

BOOL J01_BitOutDat02_00、
J01_BitOutDat02_01

BIT OUT加入フラグ 02 BOOL J01_BitOutCnctNdSta02
BIT OUT通信異常フラグ 02 BOOL J01_BitOutErrNdSta02

― 状態
ステータス

登録テーブル有効モード時
ラダー動作判断フラグ

BOOL PLCRunSta
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プログラム例

1 実装と配線

2 マスタユニット前面の通信モードNo. 選択（例：3に設定）

1-6-2 使用手順

登録テーブル有効モード時
ラダー動作判断フラグ

J01_PLCRunSta_ 

I/Oデータ正常運転中
a

登録したスレーブからの入力
処理

正常運転中
a

CompoNetマスタユニット（号機No.5）

CX-Integrator 
NJシリーズ

CPUユニット

シリアル接続 

支線

フラットコネクタ ソケット
形DCN4-TR4

ワードスレーブ16点入力 
形CRT1-ID16 

フラットコネクタ プラグ
形DCN4-BR4

幹線 
支線 支線 

フラットコネクタ ソケット 
形DCN4-TR4 

フラットコネクタ ソケット
形DCN4-TR4 

フラットコネクタ プラグ 
形DCN4-BR4

フラットコネクタ プラグ
形DCN4-BR4 

フラットコネクタ プラグ
形DCN4-BR4

フラットコネクタ プラグ 
形DCN4-BR4

フラットコネクタ プラグ
形DCN4-BR4

フラットケーブルⅠ（シースなし）
長さ：100m 
形DCA4-4F10 

ワードスレーブ16点入力＋8点出力 
形CRT1-ID16＋形XWT-OD08 

ワードスレーブ16点出力
形CRT1-OD16 

ノードアドレス#0 ノードアドレス#1 ノードアドレス#2
DC24V通信電源

フラットコネクタ ソケット
形DCN4-TR4 フラットコネクタ ソケット

形DCN4-TR4

ビットスレーブ 
2点入力
形CRT1B-ID02S

終端抵抗
形DCN4-TM4

フラットコネクタ ソケット
形DCN4-TR4

フラットコネクタ ソケット 
形DCN4-TR4

フラットコネクタ プラグ
形DCN4-BR4

フラットコネクタ プラグ 
形DCN4-BR4 

フラットコネクタ プラグ
形DCN4-BR4

ビットスレーブ
2点入力
形CRT1B-ID02S 

ビットノードアドレス#2 ビットノードアドレス#1 ビットノードアドレス#0 

ビットスレーブ 
2点出力
形CRT1B-OD02S  

フラットコネクタ プラグ
形DCN4-BR4 

2 3
4

5

6
78

9

0

1
MODE 

ワード64ノード ワード32ノード＋ビット128ノード

ワード32ノード

ワード16ノード

予約
予約

予約

ソフト設定モード
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1-6-2  使
用
手
順

3 マスタユニット前面ディップスイッチを以下に設定

• 通信速度設定：

• 通信異常発生時通信停止（1つのスレーブとの通信異常発生時にリモートI/O通信全体を停止する
とき）、登録テーブル有効

4 マスタユニット前面号機No. に設定
（例：5に設定）

5 スレーブノードアドレスを設定

6 Sysmac Studio を起動し、オフラインでユニット構成を作成

(1) Sysmac Studio の［構成・設定］｜［CPU・増設ラック］にて、CompoNet マスタユニッ
トを選択するときに、手順 3. で設定した通信モードNo.「3」に対応した
「CJ1W-CRM21(MODE3)」を選択して登録

(2) 登録した CJ1W-CRM21(MODE3) の「号機 No.」を手順 4. で設定した「5」に設定

(3) デバイス名を「J01」とする（本CompoNet マスタユニットを一番はじめにユニット構成
に登録すると「J01」となります。）

SW1 SW2
内容

DR0 DR1
OFF OFF 4Mbps（デフォルト）
ON OFF 3Mbps
OFF ON 1.5Mbps
ON ON 93.75kbps

SW 名称 ON OFF
3 ESTP（通信異常発生時通信

停止モード設定）
通信異常発生時通信停止する 通信異常発生時通信停止しない

4 REGS（登録テーブル有効設定） 登録テーブル有効 登録テーブル無効

形式 ノードアドレス
形CRT1-ID16 ノードアドレス#0
形 CRT1-ID16 ＋形 XWT-OD08 ノードアドレス#1
形 CRT1-OD16 ノードアドレス#2
形 CRT1B-ID02S ビットノードアドレス#0
形 CRT1B-ID02S ビットノードアドレス#1
形 CRT1B-OD02S ビットノードアドレス#2

SW 1 2 3 4 ON

DR0 DR1 ESTP REGS

ON OFF ON ON 

登録テーブル有効
通信異常発生時通信停止
3Mbps
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7 CJ ユニットデバイス変数を作成
Sysmac Studio の［I/O マップ］にて（上記手順 6. で）登録した 「CJ1W-CRM21
（MODE3）」を選択して、右クリックして［デバイス変数生成］を選択。
CJユニットデバイス変数が本CompoNetマスタユニットの I/Oポートに自動的に割り付
けられ変数テーブルに登録されます。

8 Sysmac Studio で CJ ユニットデバイス変数を使用してユーザプログラムを作成

9 パソコン（Sysmac Studio、CX-Integrator）を CPU ユニットの USB ポートまたは内蔵
EtherNet/IP ポートに接続

10 コントローラの電源を投入

参考

CPUユニット内にユニット構成が存在し、それが実際のユニット構成と異なる場合、「I/O設定
チェックエラー」が発生します。この場合は次の手順 11 でコントローラをリセットするとエ
ラーが解除されます。

11 Sysmac Studio でプロジェクトをCPUユニットにダウンロード

12 CX-Integrator をオンライン接続し、マスタユニットのデバイスパラメータを編集して、ダウン
ロード

(1) マスタユニット装着のCPUユニットにオンライン接続

(2) ［オンライン接続情報ウィンドウ］の接続先PLCの下のマスタユニットを右クリックして、
［接続］を選択

(3) 接続先 PLC の下のマスタユニットを右クリックして［転送［ネットワ－ク→パソコン］］
を選択
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(4) ネットワーク構成ウィンドウ上のマスタユニットをダブルクリックして、［デバイスパラ
メータ編集］の［マスタ全般］タブにて、登録テーブルに登録するスレーブを選択して、
登録テーブルを作成

(5) ［詳細設定］ダイアログボックスを開いて、全加入待ちモードを有効にする

(6) ［ダウンロード］ボタンをクリックして、マスタユニットのデバイスパラメータをダウン
ロード

13 コントローラリセットまたはコントローラ電源再投入

14 登録した全スレーブが加入すると、リモート I/O通信が起動

MS/NS LED
• 正常動作時：

• 異常動作時：

LED 状態 内容
MS 緑点灯 マスタユニットが正常 電源が供給されていて、マスタユニット自体が

ハードとして正常、かつ設定も正常
NS 緑点灯 リモート I/O通信正常 電源が供給され、リモート I/O通信が起動してい

て、かつ 1つのスレーブまたはリピータも通信異
常が発生していない、登録テーブル異常が発生し
ていない、1つのスレーブまたはリピータもノー
ドアドレス二重異常が発生していない

LED 状態 内容
MS 赤点滅 軽微な異常 通信モードNo.、または号機No. の設定異常

赤点灯 致命的な異常 ハード異常
NS 緑点滅 I/O通信停止中 リモート I/O通信開始前、

またはリモート I/O通信停止中（通信異常により
通信停止以外）

赤点滅 通信系異常 1つ以上のスレーブまたはリピータと通信異常と
なっている。
または 1つ以上のスレーブで照合異常（スレーブ
不在）／照合異常（未登録スレーブ）が発生して
いる、
または通信異常により通信停止
または不正構成異常（リピータ段数異常）
または 1つ以上のスレーブまたはリピータがアド
レス二重異常となっている。

赤点灯 アドレス二重異常 通信回路に異常が発生している。
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7 セグメント LED
• 正常動作時：

• 異常動作時：

7 セグメント LED 状態 表示 7セグメント
LED表示 内容

_0 ～ 3が点灯 リモート I/O通信が開始し
ている

_0 4Mbps

_1 3Mbps

_2 1.5Mbps

_3 93.75kbps

7 セグメント LED 状態 7セグメント LED表示 内容
_0 ～ 3が点滅 リモート I/O通信が開始し

ていない
_0 4Mbps

_1 3Mbps

_2 1.5Mbps

_3 93.75kbps

d9→ i/o/bi/bo/r →
発生ノードアドレス

通信異常が発生している d9 i IN

o OUT

bi ビット IN

bo ビットOUT

r リピータ

d0→ i/o/bi/bo/r →
発生ノードアドレス

アドレス二重異常が発生し
ている。あるいは通信異常
が発生している

d0 同上

d5→ i/o/bi/bo/r →
発生ノードアドレス

照合異常（スレーブ不在）
が発生している

d5 同上

d6→ i/o/bi/bo/r →
発生ノードアドレス

照合異常（未登録スレー
ブ）が発生している

d6 同上

A0 通信異常により通信停止中 A0 －

E4 ソフト設定データ不正 E4 －

E8 登録テーブルデータ不正 E8 －
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15 CX-Integrator で、スレーブの加入状態などをモニタ

(1) オンラインで、ネットワーク構成をアップロードしている状態で、

(2) ネットワーク構成ウィンドウ上のマスタユニットを右クリックして、［モニタ］を選択して、

(3) ［スレーブステータス］タブで、スレーブの加入状態をモニタ

加入（空色表示）、離脱（赤色表示）、未加入（灰色表示）を、ノードアドレスごとの一覧で表示

(4) ［ユニットステータス ] タブで、マスタユニットの通信全体の状態をモニタ
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2-1 マスタユニットの仕様

NJシリーズの一般仕様に準じます。

2-1-1 仕様

一般仕様

機能・性能仕様

項目 仕様・性能
形式 形CJ1W-CRM21
対応コントローラタイプ NJシリーズ
ユニット種別 CJシリーズ高機能 I/Oユニット
消費電流
（電源ユニットから供給）

DC5V 400mA以下

質量 130g 以下（本体のみ）
通信電源用コネクタ 丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱ使用時、幹線上のスレーブ／リ

ピータユニットに対する通信用電源供給用コネクタ× 1個
（注）マスタユニット自体の通信電源は、供給不要。

通信電源供給コネクタ
許容電流容量

最大 5A（UL定格 4A）
お客様の装置にてUL規格を適合する場合には、許容電流容量を「4A」以下とし
てください。

装着可能台数 1号機占有時：40台
2号機占有時：40台
4号機占有時：24台
8号機占有時：12台

装着位置 NJシリーズ用高機能 I/Oユニットの仕様に準じます。
通信電源ON/OFF 監視 通信電源供給用コネクタの通信電源のON/OFF 状態を検知可能
マスタユニット内に
格納可能なデータ
（内蔵 EEP-ROM格納）

1）以下の内容から成るデバイスパラメータ
• 登録テーブル
• 登録テーブルチェック種別
• 登録スレーブ加入監視時間設定、全加入待ちモード設定、イベント機能無効
設定

• ソフト設定テーブル
• I/O 通信手動開始モード指定
• 通信異常発生時 INデータゼロクリア指定
• ネットワーク設定
2）異常履歴の一部（異常の種類による：おもに通信停止にかかわる重大異常）
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2-1-2 各部の名称と機能

CRM21

+100

MS
NS
SD
RD
MACH
No.

MODE

X101

ON

X100

BS+

BS-

DC24V
INPUT

NETWORKPS

BS+

BD  H

DB  L

BS-

SW  1 2 3 4

1 2 3 4

0

1234
567

0

1234
567

0

1234
567

表示部
　マスタユニットの状態、スレーブユニットとの通信状態を表示します。
・LED
　　　4種類のLEDを持ちます。
　　　MS（緑  赤）、NS（緑  赤）、SD（黄）、RD（黄）
・7セグLED
　　　通信状態、異常コードなどを表示します。
　　　（2桁＋「+100」を表す「・」付き）

ロータリスイッチ
・MACH No.
　　　高機能I/Oユニット号機No.設定
　　　10進ロータリスイッチ×2個　（設定範囲：0～95）
・MODE
　　　マスタユニットの通信モードNo.設定
　　　10進ロータリスイッチ×1個　（設定範囲：0～3、8）

ディップスイッチ
　通信速度設定、通信異常発生時通信停止モード設定、登録テーブル設定を行います（4個のSWを使用）。

通信電源供給用コネクタ
　丸型ケーブル 、フラットケーブル 使用時に、このコネクタへ通信電源DC24Vを接続
　します。
　これにより、幹線上のスレーブ  リピータユニットへ、通信コネクタから、丸型ケーブル 、
　フラットケーブル を介して通信電源を供給します。
　注：丸型ケーブル を使用時には、このコネクタへは何も接続しないでください。

通信用コネクタ
　通信ケーブルを接続します。
　BS+、BS-（通信電源）、BDH、BDL（通信データ）
　BS+、BS-は、丸型ケーブル 、フラットケーブル 使用時にのみ使用し、通信電源供給
　用コネクタへ接続した通信電源が出力されます。
　（注）オープン型コネクタ（ユニット接続用）を使用することで、端子台タイプに変換可能。

 SW1 SW2 
 DR0 DR1  

通信速度設定

 OFF OFF 4Mbps（デフォルト）
   （注）支線分岐不可のため、ケーブル付きスレーブは不可。
 ON OFF 3Mbps 
 OFF ON 1.5Mbps   
 ON ON 93.75kbps

 SW 名称 ON OFF
 3 ESTP（通信異常発生時通 通信異常発生時通信 通信異常発生時通信
  信停止モード設定） 停止する 停止しない
 4 REGS（登録テーブル有効 登録テーブル有効 登録テーブル無効
  設定）
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通信用 LEDとして以下の LEDを実装します。
MS(Module Status) ：ノード自身の状態を示します（緑／赤の 2色表示）
NS(Network Status)：通信の状態を示します（緑／赤の 2色表示）
SD(Send Data) ：マスタユニットの送信状態を示します（黄の 1色表示）
RD(Receive Data) ：マスタユニットの受信状態を示します（黄の 1色表示）

LEDの点滅間隔は、点灯約 0.5s、消灯約 0.5s 間隔です。

2-1-3 表示部

通信用 LED

LED名称 LED状態 状態定義 意味
MS 緑点灯 正常状態 ユニット正常動作中。

赤点灯 致命的な異常 ユニットハード異常（ウォッチドッグタイマ
(WDT) 異常を含む）

赤点滅 軽微な異常 モードNo.、または号機No. の設定異常
消灯 電源OFF／準備中 電源OFF／リセット中／初期処理中

NS 緑点灯 オンライン／
リモート I/O通信
動作中

電源が供給され、リモート I/O通信が起動し
ていて、かつ 1つのスレーブまたはリピータ
も通信異常が発生していない、登録テーブル
異常が発生していない、1つのスレーブまたは
リピータもノードアドレス二重異常が発生し
ていない。

緑点滅 オンライン／
リモート I/O通信
準備中

リモート I/O通信開始前、
またはリモート I/O通信停止中（通信異常に
より通信停止以外）

赤点灯 致命的な通信関連
の異常

通信回路に異常が発生している。

赤点滅 軽微な通信関連の
異常

1つ以上のスレーブまたはリピータが通信異常
となっている。
または 1つ以上のスレーブで照合異常（ス
レーブ不在）／照合異常（未登録スレーブ）
が発生している。
または通信異常により通信停止
または不正構成異常（リピータ段数異常）
または 1つ以上のスレーブまたはリピータが
アドレス二重異常となっている。

消灯 電源OFF／準備中 電源OFF／リセット中／初期処理中
SD 黄点灯 正常送信中 マスタユニットから正常フレーム送信中

消灯 非送信 マスタユニット非送信状態
RD 黄点灯 正常受信中 スレーブから正常フレーム受信中

消灯 非受信 マスタユニット非受信状態
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2-1-3  表
示
部

• 7 セグメント LEDでは通常、通信速度を表示します。
リモート I/O 通信中は点灯、停止中は点滅。

• 通信異常発生時は、異常コード（16進数 2桁）→異常ノードのスレーブ種別
→ノードアドレス（10進数 2桁）で順次、表示します。

• 通信異常以外の異常発生時は、異常コード（16進数 2桁）を表示します。

7 セグメント LED

状態 表示内容 表示 表示の実際 内容
正常 リモート I/O通信中 通信速度の

点灯表示
_0 の点灯 4Mbps

_1 の点灯 3Mbps

_2 の点灯 1.5Mbps

_3 の点灯 93.75kbps

リモート I/O通信
停止中

通信速度の
点滅表示

_0 の点滅 4Mbps

_1 の点滅 3Mbps

_2 の点滅 1.5Mbps

_3 の点滅 93.75kbps

異常 初期処理異常 異常コード 異常コード （16進数）を点灯表示。
通信異常 異常コード、

ノード種別、
該当ノードア
ドレスを交互
表示

異常コード（16進数 2桁）→スレーブ種別→該当ノードアドレ
ス（10進数 3桁：100の位は 1ビットのドット表記）を、交互
表示（異常要因分）
（注）INとOUTで、異常コードが異なる

例 異常コード スレーブ種別
表示 表示の実際 表示 表示の実際 意味

通信異常が発生 d9 i IN

o OUT

bi ビット
IN

bo ビット
OUT

r リピータ

ノードアドレ
ス二重異常が
発生

d0 同上

照合異常（ス
レーブ不在）
が発生

d5 同上

照合異常（未
登録スレーブ）
が発生

d6 同上

動作中異常
（注）動作中異常

とは、ユ
ニット動作
中の通信異
常以外の異
常です。

異常コード 異常コード （16進数 2桁）を点灯表示。
例 異常コード －

表示 表示の実際
通信異常によ
り通信停止中

A0 －

ソフト設定
データ不正

E4 －

登録テーブル
データ不正

E8 －
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高機能 I/O ユニット号機No. 設定：10進ロータリスイッチ× 2個（設定範囲：0～ 95）
マスタユニット（CPUユニット）の電源投入時に、読み出します。

参考

同じ CPU ユニットに装着されている他の高機能 I/O ユニットと号機 No. を重複して設定する
と、全停止フォールトレベルのコントローラ異常の「ユニット番号重複」となり、CompoNet
は起動できません。号機No. の設定を修正後、コントローラの電源を再投入してください。

2-1-4 スイッチ設定

MACH No. 設定スイッチ

通信モードNo. 設定可能範囲
0 00 ～ 94
1 00 ～ 92
2 00 ～ 88
3 00 ～ 88
8 00 ～ 95
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マスタユニットの通信モードNo. 設定：10進ロータリスイッチ× 1個（設定範囲：0～ 3、8）
マスタユニット（コントローラ）の電源投入時に、読み出します。

（注）1 CompoNetネットワークシステムではスレーブは1ノードアドレスで16点を占有します。
2 予約となっているモードNo.4 ～ 7、9では、使用しないでください。通信モード設定異常
となります（7セグメント LED「H4」が点灯）。

Sysmac Studio にてオフラインで CompoNet マスタユニットをユニット構成に登録するとき、あら
かじめ通信モード別に分けられた以下のユニット名を選択して登録します。
CJ1W-CRM21(MODE0)、CJ1W-CRM21(MODE1)、CJ1W-CRM21(MODE2)、
CJ1W-CRM21(MODE3)、CJ1W-CRM21(MODE8)

このユニット名の通信モードNo. に応じて、CJユニットデバイス変数が生成されます。
このとき、前面ロータリスイッチと、ユニット構成に登録する CompoNet マスタユニット名の通信
モードNo. は必ず一致させることが必要です。

安全上の要点

実機CompoNet マスタユニットの前面ロータリスイッチの上記通信モードNo. 設定と、パソコ
ン上のユニット名の（MODE□）は、必ず一致させてください。
万一、一致していない場合は、実機CompoNet マスタユニットの前面ロータリスイッチ側が有
効となり、CompoNet マスタユニットはこの前面ロータリスイッチの通信モードで動作します。
一方、デバイス変数はパソコン上のユニット名から自動生成されます。
そのため、このとき、デバイス変数は、意図としているスレーブの情報とは異なるスレーブの
情報をアクセスしてしまうため、十分注意してください。

MODE No. 設定スイッチ

通信
モード
No.

通信モード
名称

接続可能
ノードアドレス 制御点数 割付エリア

1マスタユニッ
トあたりの占有
号機数

0 通信モード
No.0

ワードスレーブ IN0 ～
7、OUT0～ 7

IN128 点／OUT128
点（ワードスレーブ）

I/Oポート 2号機

1 通信モード
No.1

ワードスレーブ IN0 ～
15、OUT0～ 15

IN256 点／OUT256
点（ワードスレーブ）

4号機

2 通信モード
No.2

ワードスレーブ IN0 ～
31、OUT0～ 31

IN512 点／OUT512
点（ワードスレーブ）

8号機

3 通信モード
No.3

ワードスレーブ IN0 ～
15、OUT0～ 15
ビットスレーブ IN0 ～
63、OUT0～ 63

IN256 点／OUT256
点（ワードスレーブ）
IN128 点／OUT128
点（ビットスレーブ）

8号機

4 予約 － － － －
5 予約 － － － －
6 予約 － － － －
7 予約 － － － －
8 ソフト設定

モード
最大で、
ワードスレーブ IN0 ～
63、OUT0～ 63
ビットスレーブBIT 
IN0 ～ 127、BIT 
OUT0 ～ 127 の範囲で
使用可能

最大で、
IN1024 点／
OUT1024 点（ワー
ドスレーブ）
IN256 点／OUT256
点（ビットスレーブ）
の範囲で使用可能

CJユニット用メモ
リのCIO、DM、
WR、HRエリアの
任意位置に、各エ
リアごとに割付が
可能
（注）状態ステータ

ス、設定パラ
メータは、I/O
ポート

1号機

9 予約 － － － －
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マスタユニット（コントローラ）の電源投入時に、読み出します。

通信速度設定

スレーブは、この SW1(DR0) と SW2(DR1) で設定した通信速度に自動的に追従します。スレーブご
との通信速度の設定は不要です。

通信異常発生時通信停止モード設定

SW3(ESTP) を ONにしていれば、あるスレーブで通信異常発生時、リモート I/O通信全体が停止
します（このとき、「*_UnitSta」（状態ステータス）の「*_CommStopSta」（通信異常のため通信
停止発生フラグ）が、TRUEとなります）。FALSE にしていれば、あるスレーブで通信異常発生し
ても、リモート I/O 通信は継続します。

登録テーブル有効設定

SW4(REGS) を ONにして、電源を投入した場合、CX-Integrator で編集／ダウンロードした登録
テーブルを有効にします。登録スレーブのみを加入させ、かつ登録スレーブと実機スレーブを照合
し、不一致発生時、「*_UnitSta」（状態ステータス）の「*_RegTblErr」（登録テーブル照合異常発
生フラグ）がTRUEとなります。

ディップスイッチ

SW1 SW2
内容

DR0 DR1
OFF OFF 4Mbps（デフォルト）
ON OFF 3Mbps
OFF ON 1.5Mbps
ON ON 93.75kbps

SW 名称 ON OFF
3 ESTP（通信異常発生時通信停

止モード設定）
通信異常発生時通信停止する 通信異常発生時通信停止しない

SW 名称 ON OFF
4 REGS（登録テーブル有効設定） 登録テーブル有効 登録テーブル無効



2 - 9

2   マスタユニットの説明

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

2-1  マ
ス
タ
ユ
ニ
ッ
ト
の
仕
様

2

2-1-5  端
子
配
置

通信用コネクタに接続されている幹線上のスレーブ／リピータユニットへの通信電源供給用コネクタ
です。

（注） マスタユニットへの電源供給用ではありません。

（注）この BS ＋、BS －は、通信電源供給用コネクタから供給された通信電源が出力されます（幹線
上のスレーブ／リピータユニット用の通信電源です）。
マスタユニットへの電源供給用ではありません。

2-1-5 端子配置

通信電源供給用コネクタ

通信用コネクタ

2-1-6 外形寸法

BS+（通信電源+側）

BS-（通信電源-側）

BS+（通信電源+側）
BDH（通信データHigh側）
BDL（通信データLow側）
BS-（通信電源-側）

31

3.6

80.7

652.
7

90

5.
3

CRM21
MS
NS

MODE

X101

ON

X100

BS+

BS-

NETWORKPS

SW  1 2 3 4

1 2 3 4

0

1234
567

0

1234
567

0

1234
567

単位：mm
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3-1 配線型式
CompoNet ネットワークにおける配線型式には、以下の 2つがあります。

幹線と支線の区別がある接続形態です。分岐回数や接続台数に制限があります。

幹線と支線の区別がない接続形態です。セグメントあたりの総ケーブル長 200m 以下であれば任意の
配線が可能です。
分岐回数にも制限はありません。

いずれの型式となるかは、使用ケーブルの種類および要求する伝送速度により自動的に決定されます。

○：幹線－支線型　◇：フリー配線型
＊ 1 伝送速度が 4Mbps の場合、幹線からの支線分岐はできません。（マルチドロップ接続のみ可）

幹線－支線型

フリー配線型

ケーブル種類
伝送速度

4Mbps 3Mbps 1.5Mbps 93.75kbps
丸型ケーブルⅠ ○ (*1) ○ ○ ○
丸型ケーブルⅡ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

○ (*1) ○ ○ ◇

終端抵抗
支線支線支線

スレーブ スレーブ スレーブ

幹線

マスタユニット

スレーブ

スレーブ 終端抵抗

終端抵抗
リピータユニット

スレーブ
スレーブ

マスタユニット

セグメントの範囲

セグメントの範囲

スレーブ
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3-1  配
線
型
式

3

  

各型式の条件および制約事項は以下のとおりです。

項目
配線の形態

幹線－支線型 フリー配線型
マスタユニットの位置 ネットワークの線端 ネットワークの線端でも途中でも可
分岐先へのスレーブ最大接続台数 1台または 3台（使用ケーブルお

よび伝送速度により異なる）
制限なし

終端抵抗の位置 マスタユニット／リピータユニッ
トからの幹線または副幹線の反対
側の線端

マスタユニット／リピータユニッ
トから最も離れた線端
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3-2 CompoNet ネットワークの配線
CompoNet ネットワークでは、以下の配線が必要となります。
• 通信用信号線（通信データ）：2本
BDH（通信データHigh 側）／ BDL（通信データ Low側）

• 通信電源線（通信用およびスレーブ内部回路用電源）：2本
BS＋（通信電源＋側）／BS－（通信電源－側）
配線方法は、使用ケーブルにより異なります。

• 2 本の通信用信号線を、マスタユニット／リピータユニットと複数のスレーブ間で並列に接続します。
• マスタユニット／リピータユニットおよび各スレーブへの通信ケーブルの接続には、オープン型コ
ネクタ（ユニット接続用、形DCN4-TB4）を使用します。

• 2 本の通信電源線を、通信ケーブルとは別の配線で各スレーブに接続し、通信電源 (DC24V) を供給
します。

• マスタユニット／リピータユニットには、電源は供給しません。
• ネットワーク線端には、終端抵抗（形DRS1-T）を必ず接続します。

3-2-1 丸型ケーブルⅠの場合

オープン型コネクタ

マスタユニット／
リピータユニット

BDL
BDH

BS-

BS+

スレーブ

オープン型コネクタ

スレーブ

通信電源
DC24V

通信

通信用信号線×2本

中継端子台

通信

 終端抵抗（121Ω）

通信

スレーブ

BDLBDH

BS-BS+

通信電源
DC24V

通信電源
DC24V

BS-BS+ BS-BS+

BDLBDH BDLBDH
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3-2-1  丸
型
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ー
ブ
ル
Ⅰ
の
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スレーブの並列接続は、マルチドロップ（スレーブでの渡り配線）により行うこともできます。

通信 通信
オープン型コネクタ

マスタユニット／
リピータユニット

BDL
BDH

BS-

BS+

スレーブ

オープン型コネクタ

スレーブ

通信電源
DC24V

スレーブ

BS-BS+

通信電源
DC24V

通信電源
DC24V

BS-BS+ BS-BS+

終端抵抗（121Ω）

通信

BDLBDH BDLBDH BDLBDH
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• 2本の通信用信号線および2本の通信電源線を、マスタユニット／リピータユニットと複数のスレー
ブ間で並列に接続します。

• マスタユニット／リピータユニットおよび各スレーブへの通信ケーブルの接続には、オープン型コ
ネクタ（ユニット接続用、形DCN4-TB4）を使用します。

• 通信電源 (DC24V)を、マスタユニット／リピータユニットの通信電源供給用コネクタに接続し供給
します。

• ネットワーク線端には、フラットコネクタ ソケット（形 DCN4-TR4）を装着し、終端抵抗（形
DCN4-TM4）を必ず接続します。

スレーブの並列接続は、マルチドロップ（スレーブでの渡り配線）により行うこともできます。

3-2-2 丸型ケーブルⅡの場合

スレーブ

オープン型コネクタ

スレーブ

通信用信号線×2本

オープン型コネクタ

中継端子台

スレーブ

マスタユニット／
リピータユニット

BDLBDH BS-BS+

BDL
BDH

BS-

BS+

通信電源線×2本

BDLBDH BS-BS+ BDLBDH BS-BS+

通信電源
 DC24V 

通信電源供給用
コネクタ

通信電源
供給

終端抵抗（121Ω）

スレーブ
オープン型コネクタ

スレーブ

通信用信号線×2本

オープン型コネクタ

スレーブ

マスタユニット／
リピータユニット

BDLBDH BS-BS+

BDL
BDH

BS-

BS+

通信電源線×2本

BDLBDH BS-BS+ BDLBDH BS-BS+

通信電源
供給

終端抵抗（121Ω）
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• 2 本の通信用信号線および 2 本の通信電源線は、フラットケーブルを使用することによりマスタユ
ニット／リピータユニットおよび各スレーブに接続されます。

• 通信電源 (DC24V)を、マスタユニット／リピータユニットの通信電源供給用コネクタに接続し供給
します。

• ネットワーク線端には、フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4 または形DCN5-TR4）を装着
し、終端抵抗（形DCN4-TM4または形DCN5-TM4）を必ず接続します。

スレーブの並列接続は、マルチドロップ（スレーブでの渡り配線）により行うこともできます。この
場合、マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）が必要となります。

支線分岐およびフラットケーブルⅡは、使用する際に制限があります。
詳細は、 「1-2-2 ケーブル種類と通信速度に応じた支線分岐、およびマルチドロップの可否」を参照
してください。

3-2-3 フラットケーブルⅠ／Ⅱの場合

通信電源
供給

通信用コネクタ

スレーブスレーブ

マスタユニット／
リピータユニット

通信電源
 DC24V 

終端抵抗（121Ω）

フラットケーブル
･通信電源線：BS+：赤、BS-：黒
･通信用信号線：BDH：白、BDL :青

通信電源供給用
コネクタ

通信用コネクタ

スレーブスレーブ

終端抵抗 (121Ω）
フラットケーブル

マルチ配線用
コネクタ

フラットコネクタ
プラグ

マスタユニット／
リピータユニット
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CompoNet ネットワークの通信ケーブルに使用可能なケーブルは下記の 4種類です。
下記以外のケーブルは、使用しないでください。

丸型ケーブルⅠ
CompoNet 適合品をメーカに確認の上、ご使用ください。
市販のVCTF 型 2芯ケーブル 0.75mm2（JIS C3306 準拠）のうちCompoNet 仕様を満足するも
のはご使用可能です。

3-2-4 ケーブルの種類

ケーブルの種類

ケーブル種類 おもな用途 通信電源を
含むか否か

芯線
BDH

（信号High 側）
BDL

（信号 Low側）
BS＋

（通信電源＋側）
BS－

（通信電源－側）
丸型
ケーブルⅠ
（2芯）

• マスタユニット、
リピータ間の配線

• リピータの下の
スレーブの配線

• 市販ケーブルで
配線したいとき

• 通信電源を別と
するとき

• 小点数スレーブを
使用しないとき

別 白 黒
または
青

なし なし

丸型
ケーブルⅡ
（4芯）

• 市販ケーブルで
配線したいとき

• 通信電源を通信
ケーブルで一括
供給したいとき

含む 白 緑
または
青

赤 黒

フラット
ケーブルⅠ
（シースなし）

• 通信電源を通信
ケーブルで一括
供給したいとき

• 小点数スレーブ
を使用するとき

含む 白 青 赤 黒

フラット
ケーブルⅡ
（シースあり）

• 通信電源を通信
ケーブルで一括
供給したいとき

• 小点数スレーブ
を使用するとき

• IP54 適合が必要
な（防滴・防沫が
必要な）環境での
使用するとき

含む 白 青 赤 黒

白：BDH黒または青：BDL



3 - 9

3   配線形態

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

3-2  C
om
poN
etネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
配
線

3

3-2-4  ケ
ー
ブ
ル
の
種
類

丸型ケーブルⅡ
CompoNet 適合品をメーカに確認の上、ご使用ください。
市販のVCTF 型 4芯ケーブル 0.75mm2（JIS C3306 準拠）のうちCompoNet 仕様を満足するも
のはご使用可能です。

赤：BS+

白：BDH

緑または青：BDL

黒：BS-
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フラットケーブルⅠ（シースなし）　形DCA4-4F10

形DCA4-4F10 以外にもCompoNet 適合品は使用可能です。メーカに確認の上、ご使用ください。

フラットケーブルⅡ（シースあり）　形DCA5-4F10

形DCA5-4F10 以外にもCompoNet 適合品は使用可能です。メーカに確認の上、ご使用ください。

参考

CompoNet 仕様の適合品および適合メーカについては、ODVAのホームページを参照してくだ
さい。
http://www.odva.org/

使用上の注意

フラットケーブルⅠ、フラットケーブルⅡは、各線芯の特性を使用用途に合わせて調整してい
ます。ケーブルの絶縁体色と使用用途を必ず上表に合わせてご使用ください。

線芯番号 絶縁体色 使用用途 公称断面積 許容電流 [A]
1 赤 BS＋（通信電源＋側） 0.75mm2 5 以下
2 白 BDH（信号High 側） 0.5mm2 －
3 青 BDL（信号 Low側） 0.5mm2 －
4 黒 BS－（通信電源－側） 0.75mm2 5 以下

線芯番号 絶縁体色 使用用途 公称断面積 許容電流 [A]
1 赤 BS＋（通信電源＋側） 0.75mm2 5 以下
2 白 BDH（信号High 側） 0.5mm2 －
3 青 BDL（信号 Low側） 0.5mm2 －
4 黒 BS－（通信電源－側） 0.75mm2 5 以下

赤：BS+
白：BDH 青：BDL 黒：BS-

赤：BS+
白：BDH 青：BDL

黒：BS-
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ケーブルの種類は、 「1-6-1 設計」の「●ケーブル種類」（P.1-27）を参照の上、選択してください。

ケーブルの種類は、マスタユニットの下流（幹線－支線、副幹線－支線および支線－副支線）では同
一種類であることが必要です。
ただし、リピータユニットを使用している場合、リピータユニットの前後で幹線－副幹線、副幹線－
副幹線を異なるケーブル種類とすることは可能です。

（注） 丸型ケーブルⅠと丸型ケーブルⅡ、フラットケーブルⅠ（シースなし）とフラットケーブルⅡ（シースあ
り）は、異なる種類のケーブルとみなされますので、ご注意ください。

複数のCompoNet システムにて、フラットケーブルⅠ／Ⅱを使用する場合、干渉による動作の不安定
を防ぐため、各CompoNet システムのフラットケーブルどうしは、束ねずに必ず 5mm以上離してく
ださい。

ケーブルの種類の選択条件

ケーブルの種類の混在について

複数のCompoNet システムでのケーブル間の距離の制限事項

マスタユニット

ケーブル（幹線）

ケーブル（副幹線）

リピータ

スレーブ スレーブ

別ケーブル種類と
することが可能

同一ケーブル種類であることが必要

同一ケーブル種類であることが必要
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3-2-5 接続方法一覧

丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時

マスタユニットの接続 スレーブ／リピータの接続
ケーブルの分岐

T分岐接続 マルチドロップ接続
オープン型コネクタ オープン型コネクタ

（注）フラットケーブル付
きビットスレーブに
は使用できません。

中継端子台（市販品） オープン型コネクタ

フラットケーブルⅠ／Ⅱ使用時

マスタユニットの接続 スレーブ／リピータの接続
ケーブルの分岐

T分岐接続 マルチドロップ接続
フラットコネクタ プラグ フラットコネクタ プラグ

• ワードスレーブ／ビッ
トスレーブ（通信部が
コネクタの機種）／リ
ピータユニットの場合

 

• フラットケーブル付き
ビットスレーブの場合

 

（注）ビットスレーブには、
フラットケーブルが
あらかじめ標準で付
属している機種があ
ります。

フラットコネクタ ソケッ
ト＋フラットコネクタ プ
ラグ

マルチ配線用コネクタ

• ビットスレーブ小型コ
ネクタタイプの場合

（注）フラットケーブルⅡ
（シースあり）の場
合、マルチ配線用コ
ネクタを使用したマ
ルチドロップ接続は
できません。

ケーブルの延長形態
フラットコネクタ ソケット＋フラットコネクタ プラグ

幹線 

オープン型
コネクタ マスタユニット

スレーブ／リピータ 

オープン型コネクタ

支線または副支線

スレーブ／リピータ 

支線または
副支線

中継端子台幹線／副幹線
または支線 

スレーブ／リピータ 

オープン型
コネクタ 幹線/副幹線 

または支線 

幹線 

フラット
コネクタ 
プラグ 

マスタユニット 

支線または副支線

スレーブ／ビットスレーブ
（通信部がコネクタの機種）
／リピータ 

フラットコネクタ プラグ

ビットスレーブ 

フラットケーブル
（付属）

フラットコネクタ 
プラグ 

支線または副支線

フラットコネクタ ソケット

スレーブ／ビットスレーブ
（通信部がコネクタの機種）
／リピータ 

フラット
コネクタ
プラグ 

フラットコネクタ プラグ
（またはケーブル付属）

幹線／副幹線または支線

スレーブ／
リピータ 

マルチ配線用コネクタ 

フラットコネクタ 
プラグ 

フラット
コネクタ 
プラグ

幹線／副幹線 または支線 

マルチ配線用コネクタ
（形DCN4-MR4）

ビットスレーブ
小型コネクタタイプ

幹線／副幹線
または支線
（フラッケーブル）

フラットコネクタ ソケット

フラットコネクタ プラグ
フラットコネクタ プラグ

フラットコネクタ ソケット

幹線／副幹線
幹線／副幹線
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CompoNet において、各ユニットは下記の接続方法で接続します。

必ず幹線の端に接続してください（フリー配線時を除く）。
マスタユニットには、通信ケーブル接続のための通信用コネクタがあります。

丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時（オープン型コネクタを使用）
マスタユニットに丸型ケーブルⅠ／Ⅱを接続するには、以下のオープン型コネクタを使用します。
オープン型コネクタは、マスタユニットの通信用コネクタを、端子台に変換することができます。
使用できる圧着端子はM3用圧着端子です。

• 丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時
：オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）を使用します。

フラットケーブルⅠ／Ⅱ使用時（フラットコネクタ プラグを使用）
マスタユニットにフラットケーブルⅠ／Ⅱを接続するには、以下のフラットコネクタ プラグを使用
します。

3-2-6 ノードの接続方法

マスタユニットへの接続

• フラットケーブルⅠ使用時：
フラットコネクタ プラグ（形 DCN4-BR4）
を使用します。

• フラットケーブルⅡ使用時：
フラットコネクタ プラグ（形 DCN5-BR4）
を使用します。

マスタ
ユニット

通信コネクタ
オープン型コネクタ（ユニット接続用）
形DCN4-TB4

M3端子台

マスタ
ユニット

通信コネクタ

フラットコネクタ プラグ
（シースなし）用
形DCN4-BR4

マスタ
ユニット

通信コネクタ

フラットコネクタ プラグ
（シースあり）用
形DCN5-BR4
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幹線、副幹線、支線のケーブルの分岐方法には、T 分岐方式とマルチドロップ方式の 2 通りの方法が
あります。

丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時（市販中継端子台を使用）
市販の中継端子台を使用し、ケーブルの芯線を接続します。

例：丸型ケーブルⅠの場合

使用上の注意

ケーブルの芯線を端子台に接続するときは、以下に示す M3 用の圧着端子を芯線に取り付けた
後で行ってください。

フラットケーブルⅠ／Ⅱ使用時（フラットコネクタ ソケットとフラットコネクタ
プラグを使用）
フラットコネクタ ソケットとフラットコネクタ プラグを使って、T分岐を行います。

• フラットケーブルⅠの場合
フラットコネクタ ソケット（形 DCN4-TR4）に、フラットコネクタ プラグ（形 DCN4-BR4）
を装着します。

3-2-7 通信ケーブルの分岐

T分岐方式の場合

中継端子台

スレーブ

6.0mm以下 6.0mm以下

スレーブ

フラットコネクタ
ソケット
形DCN4-TR4 

フラットコネクタ
プラグ
形DCN4-BR4
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• フラットケーブルⅡの場合
フラットコネクタ ソケット（形 DCN5-TR4）に、フラットコネクタ プラグ（形 DCN5-BR4）
を装着します。

（注）幹線と支線でケーブル種類は統一することが必要です。

丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時（オープン型コネクタを使用）

フラットケーブルⅠ使用時（マルチ配線用コネクタを使用）

フラットケーブルⅡ使用時
マルチドロップ方式による分岐はできません。

マルチドロップ方式の場合

フラットコネクタ
ソケット
形DCN5-TR4 

スレーブ

フラットコネクタ
プラグ
形DCN5-BR4

M3端子台
オープン型コネクタ
（ユニット接続用）
形DCN4-TB4

通信コネクタ

スレーブ／
リピータ

フラットコネクタ プラグ
形DCN4-BR4 

マルチ配線用コネクタ
形DCN4-MD4

スレーブ／
リピータ
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幹線／副幹線／支線／副支線のケーブルは、フラットコネクタを用いて 10段まで延長可能です。延長
できる距離は、最大幹線長（ 「1-2-1 通信ケーブルの種類に応じた最大距離・最大接続台数」参照）
が上限となります。

フラットケーブルⅠの場合
ケーブルストッパを作成したフラットコネクタ ソケット形 DCN4-TR4 に、フラットコネクタ プ
ラグ形DCN4-BR4 を装着します。

フラットケーブルⅡの場合
ストッパを内部に配置したフラットコネクタ ソケット形 DCN5-TR4 に、フラットコネクタ プラ
グ形DCN5-BR4を装着します。

3-2-8 通信ケーブルの延長

幹線／副幹線 
フラットコネクタ ソケット

終端抵抗 

フラットコネクタ ソケット

コネクタによる延長は、 
10段まで可能。 

フラットコネクタ 
プラグ フラットコネクタ

プラグ

幹線／副幹線 

フラットコネクタ 
ソケット
形DCN4-TR4

フラットコネクタ 
プラグ
形DCN4-BR4

フラットコネクタ 
プラグ
形DCN5-TR4

フラットコネクタ 
ソケット
形DCN5-TR4
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3-2-9  終
端
抵
抗
の
接
続
位
置

終端抵抗は必ず、幹線、副幹線の端（マスタユニット、リピータと反対方向）に 1個だけ接続します（注）。
（注） 終端抵抗は、マスタユニット側には接続しないでください。

幹線（副幹線）端間際の分岐箇所では、マスタユニットから最遠端になる箇所に終端抵抗を装着します。

3-2-9 終端抵抗の接続位置

幹線の終端抵抗はマスタ
ユニットの反対側に1個だ
け配置してください。 

副幹線の終端抵抗はリ
ピータの反対側に1個だ
け配置してください。 

ケーブル端間際の分岐箇所は、
ケーブル長がa＞bとなるよう
してください。 

リピータ

マスタユニット 

終端抵抗 
幹線 

副幹線 

終端抵抗 

a b

スレーブ

スレーブ 

スレーブ

リピータ側には終端抵抗は
接続しないでください。 

マスタユニットは幹線の端に
配置してください。 
マスタユニット側には終端抵
抗は接続しないでください。
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終端抵抗の接続方法は、以下の 3通りが可能です。

方法 1： 幹線（または副幹線）ケーブルにフラットコネクタ ソケットを接続し、そのコネクタに終端
抵抗を挿入する方法

方法 2： スレーブ／リピータ（上流ポート）の通信コネクタにマルチ配線用コネクタを装着し、その
コネクタに幹線（または副幹線）ケーブルと終端抵抗を挿入する方法

方法 3： 幹線（または副幹線）ケーブルに終端抵抗を接続する方法

終端抵抗には、コネクタ型、端子台型のものがあります。

終端抵抗の接続方法

フラットケーブルⅠの場合 フラットケーブルⅡの場合

フラットケーブルⅠの場合

丸型ケーブルⅠの場合 丸型ケーブルⅡの場合

終端抵抗の種類と特性

終端抵抗の種類 コネクタ型 端子台型
品名 終端抵抗
形式 形DCN4-TM4 形 DCN5-TM4 形 DRS1-T
抵抗値 121Ω 121Ω 121Ω
定格電力 1/4W 1/4W 1/4W
精度 1%以下 1%以下 －
電源ライン間容量 0.01μF 0.01μF －
適用ケーブル 丸型ケーブルⅡ

フラットケーブルⅠ
フラットケーブルⅡ 丸型ケーブルⅠ

フラットコネクタ
ソケット

終端抵抗
形DCN4-TM4

フラットコネクタ
ソケット

終端抵抗
形DCN5-TM4 

終端抵抗 形DCN4-TM4

マルチ配線用コネクタ
形DCN4-MD4

スレーブ／
リピータ（上流ポート）

フラットコネクタ
プラグ

丸型ケーブルⅠ（2芯）
終端抵抗
形DRS1-T

フラットコネクタ ソケット
形DCN4-TR4

終端抵抗
形DCN4-TM4

丸型ケーブル
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通信電源の接続位置は、以下のとおりです｡

丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱ使用時
例：フラットケーブルⅠ／Ⅱ使用時
 

マスタユニットの「通信電源供給用コネクタ」に、通信電源 (BS+、BS-) を接続します。これに
より、丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱから、幹線上のスレーブへ通信電源を供給し
ます。
（注）1 幹線または副幹線 1本に対して、通信電源の供給は、1箇所のみが可能です。

2 副幹線への給電は、リピータの「下流ポート通信電源供給用コネクタ」に接続します。

丸型ケーブルⅠ使用時
 

スレーブ、リピータユニット（注）に通信電源（BS+、BS-）を個別に供給します。
マスタユニットには給電しません。
（注）リピータユニット自体の通信電源の配線は、上流ポート (PORT1) 側の BS ＋、BS- に供給

することが必要です。

通信電源の配線の詳細は、 「4-4 電源の配線について」を参照してください。

3-2-10 通信電源の接続位置

マスタ
ユニット

通信電源
DC24V

フラットケーブルⅠ／Ⅱ

通信コネクタ

終端抵抗

スレーブ スレーブ スレーブ

通信電源
供給

マスタ
ユニット オープン型コネクタ

（ユニット接続用）

オープン型コネクタ
（ユニット接続用）

オープン型コネクタ
（ユニット接続用） オープン型コネクタ

（ユニット接続用）

通信電源を個別に供給

丸型ケーブルⅠ

通信コネクタ

通常スレーブ 通常スレーブ 通常スレーブ

終端抵抗

通信電源
DC24V
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4-1 取り付け

各ユニットの取り付け、配線、設定に必要な工具は以下のとおりです。
• プラスドライバ (M3，M4) ：マスタユニット、スレーブ／リピータユニットの取り付け、I/O配線

用
• 精密ドライバ ：ロータリスイッチ、ディップスイッチ設定用

CompoNet ネットワークの各ユニットは、形式によりそれぞれ保護構造が異なります。各ユニットの
保護構造は以下のとおりですので、それぞれ適切な取り付け場所を選定してください。

4-1-1 取り付け、配線に必要な工具

4-1-2 保護構造に応じた取り付け場所

マスタユニット

品名 形式 保護構造 使用可能周辺機器
マスタユニット 形CJ1W-CRM21 － フラットケーブルⅠ／Ⅱ用周辺機器、

丸型ケーブルⅠ／Ⅱのいずれも可能

フラットケーブルⅠ用周辺機器

品名 形式 保護構造 備考
フラットケーブルⅠ 形DCA4-4F10 － フラットケーブルⅠ

（シースなし、100m長）
フラットコネクタ ソケット 形DCN4-TR4 IP40 フラットケーブルⅠ使用時に限る
フラットコネクタ プラグ 形DCN4-BR4 IP40 フラットケーブルⅠ使用時に限る
終端抵抗 形DCN4-TM4 IP40 フラットケーブルⅠ使用時に限る

フラットケーブルⅡ用周辺機器

品名 形式 保護構造 備考
フラットケーブルⅡ 形DCA5-4F10 － フラットケーブルⅡ

（シースあり、100m長）
フラットコネクタ ソケット 形DCN5-TR4 IP54 フラットケーブルⅡ使用時に限る
フラットコネクタ プラグ 形DCN5-BR4 IP54 フラットケーブルⅡ使用時に限る
終端抵抗 形DCN5-TM4 IP54 フラットケーブルⅡ使用時に限る
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マスタユニットは CPU ユニットに取り付けて使用します。CPU ユニットへの取り付け方法は通常の
ユニットと同じです。

CPUラックまたは増設ラックに装着でき（1ラックあたり最大10ユニットの制限あり）、合計で1CPU
につき最大 40台装着可能です。

1 コネクタをきちんとかみ合わせて、CompoNet マスタユニットを取り付けます。

2 上下に付いている、黄色のスライダーを「カチッ」と音がするまでスライドさせ、ロックします。

安全上の要点

スライダーを確実にロックしないと、CompoNet マスタユニットの機能が十分働かなくなるこ
とがありますのでご注意ください。

ユニットを取り外すときは、スライダーを「解除」方向へスライドさせ、ロックを外した後、取り
外してください。

4-1-3 マスタユニットの取り付け

システム構成上のお願い

ユニットの取り付け方法

CRM21

+100
MS
NS
SD
RD
MACH
No.

MODE

X101

ON

X100

BS+
BS-

DC24V
INPUT

BS+

BD  H

DB  L

BS-

SW  1 2 3 4

1 2 3 4

01

23456789

01

23456789

01

23456789

NETWORKPS

コネクタ

CRM21

+100
MS
NS
SD
RD
MACH
No.

MODE

X101

ON

X100

BS+
BS-

DC24V
INPUT

BS+

BD  H

DB  L

BS-

SW  1 2 3 4

1 2 3 4

01

23456789

01

2345 6789

01

23456789

NETWORKPS

 

スライダー　

ロック

解除
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• ユニットおよび接続線の取り付け、取外しは、必ずコントローラの電源をOFF した後に行ってくだ
さい。

• ノイズの影響を避けるため、ポートの接続線は、高電圧線や動力線と別ダクトで配線してください。
• 出荷時からユニット上部に防塵ラベルが貼ってある場合は、通電前に必ずラベルを外してください。
放熱できず、誤動作の可能性があります。

• ポート用防塵カバーは、通信ポートを使用しない場合、必ず取り付けたままにしてください。

ユニット取扱上のお願い

CRM21

+100
MS
NS
SD
RD
MACH
No.

MODE

X101

ON

X100

BS+
BS-

DC24V
INPUT

BS+

BD  H

DB  L

BS-

SW  1 2 3 4

1 2 3 4

01

23456789

01

23456789

01

23456789

NETWORKPS

配線完了後にラベルを
取り外してください。
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4-2  ケ
ー
ブ
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の
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4

4-2-1  接
続
の
概
要

4-2 ケーブルの接続方法

ここでは、丸型ケーブルⅠ、およびフラットケーブルⅠを使用したCompoNet ネットワークシステム
の接続の概要を記載しています。
接続の形態については、 「第 3章 配線形態」を参照してください。
通信電源の供給方法については、 「4-4 電源の配線について」を参照してください。

＊ 市販中継端子台を使用したT分岐も可能です。

4-2-1 接続の概要

丸型ケーブルⅠ使用時の例

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRCRT1T1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123

456789

012
34

56789

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRCRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT012
34

56789

012
34

56789

CRM21

+100 MS
NS
SD
RD
MACHNo.

MODE

X101

ON

X100

BS+
BS-

DC24V
INPUT

BS+

BD  H

DB  L

BS-

SW  1 2 3 4

1 2 3 4

01

23456789

01

23456789

01

23456789

NETWORKPS

MS NS WORD NODE ADR

X10
[0-63]

X1
ON

SW A/D
1
2
3
4
5
6
7
8

INPUT
RANGE
CH0,1

INPUT
RANGE
CH2,3
RSV
LSET

1 2 3 4 5 6 7 8

012
34

56789
012

34
56789

ANALOG TERMINAL
CRT1-AD04

オープン型コネクタ（ユニット接続用）
形 DCN4-TB4
オープン型コネクタ（ユニット接続用）
形 DCN4-TB4

ワードスレーブ

終端抵抗
形 DRS1-T
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T 分岐方式の場合
＊ マルチドロップ方式と混在可。

マルチドロップ方式の場合
＊ T分岐方式と混在可。

フラットケーブルⅠ使用時の例

CRM21

+100 MS
NS
SD
RD
MACHNo.

MODE

X101

ON

X100

BS+
BS-

DC24V
INPUT

BS+

BD  H

DB  L

BS-

SW  1 2 3 4

1 2 3 4

01

23456789

01

23456789

01

23456789

NETWORKPS

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRCRT1-OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT012
34

56789

0123

456789

フラットコネクタ プラグ
形 DCN4-BR4

フラットコネクタ プラグ
形 DCN4-BR4

フラットコネクタ プラグ
形 DCN4-BR4

ワードスレーブ ビットスレーブ

フラットコネクタ プラグ
形 DCN4-BR4

終端抵抗
形DCN4-TM4

T分岐
フラットコネクタ ソケット
形 DCN4-TR4

フラットコネクタ ソケット
形 DCN4-TR4

T分岐

フラットコネクタ ソケット
形 DCN4-TR4

CRM21

+100 MS
NS
SD
RD
MACHNo.

MODE

X101

ON

X100

BS+
BS-

DC24V
INPUT

BS+

BD  H

DB  L

BS-

SW  1 2 3 4

1 2 3 4

01

23456789

01

23456789

01

23456789

NETWORKPS

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123

456789

012
34

56789
MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT012
34

56789

0123

456789

MS NS WORD NODE ADR

X10
[0-63]

X1
ON

SW A/D
1
2
3
4
5
6
7
8

INPUT
RANGE
CH0,1

INPUT
RANGE
CH2,3
RSV
LSET

1 2 3 4 5 6 7 8

012
34

56789
0123

456789

ANALOG TERMINAL
CRT1T1-AD04AD04

フラットコネクタ プラグ
形 DCN4-BR4

マルチ配線用コネクタ
形 DCN4-MD4

フラットコネクタ プラグ
形 DCN4-BR4

ワードスレーブ

終端抵抗
形 DCN4-TM4
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ニ
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ト
に
接
続
す
る
と
き

丸型ケーブルⅠ／Ⅱのとき
オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）を使用します。

端子が開放されている面を左側にして、カチッと音がするまで押し込みます。

（注） いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

4-2-2 ユニットに接続するとき

マスタユニットに幹線を接続するとき
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フラットケーブルⅠのとき
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）をマスタユニットの通信コネクタに装着します。
コネクタへのケーブルの接続方法については、 「4-3 フラットコネクタの加工・装着」を参照して
ください。

線色（赤・白・青・黒）のシールがある面を左側にして、カチッと音がするまで押し込みます。

（注） いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。
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ブ
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4-2-2  ユ
ニ
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ト
に
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す
る
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き

フラットケーブルⅡのとき
フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）をマスタユニットの通信コネクタに装着します。
コネクタへのケーブルの接続方法については、 「4-3 フラットコネクタの加工・装着」を参照して
ください。

ケーブルに白線がある面を左側にして、カチッと音がするまで押し込みます。

（注） いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。
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幹線／副幹線／支線のケーブルの分岐方法には、T 分岐方式とマルチドロップ方式の 2 とおりの方法
があります。

丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時
市販の中継端子台を使用し、ケーブルの芯線を接続します。
例：丸型ケーブルⅠの場合

使用上の注意

ケーブルの芯線を端子台に接続するときは、以下に示す M3 用の圧着端子を芯線に取り付けた
後で行ってください。

フラットケーブルⅠ使用時
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）に、フラットコネクタ プ
ラグ（形DCN4-BR4）を装着します。

• 装着方法
フラットコネクタ プラグを、線色（赤・白・黒・青）のシールがある面を下側にしてカチッと音が
するまで押し込みます。

（注） いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

4-2-3 通信ケーブルの分岐

T分岐方式の場合

スレーブ

中継端子台

6.0mm以下 6.0mm以下

スレーブ

フラットコネクタ
ソケット

フラットコネクタ
プラグ
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4-2  ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
方
法

4

4-2-3  通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
分
岐

フラットケーブルⅡ使用時
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）に、フラットコネクタ プ
ラグ（形DCN5-BR4）を装着します。

• 装着方法
フラットコネクタ プラグを、ケーブルに白線がある面を下側にしてカチッと音がするまで押し込み
ます。

（注） いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から強く押さえて引き抜きます。

丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時
スレーブ／リピータユニットの通信用コネクタを、オープン型コネクタ（形 DCN4-TB4）を装着
してねじ式端子台 (M3) に変換した後、ケーブルの芯線を接続します。
例：丸型ケーブルⅠの場合

• 装着方法

(1) オープン型コネクタを、端子カバーの開口側を左側にしてカチッと音がするまで押し込み
ます。

（注） いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から強く押さえて引き抜きます。

マルチドロップ方式の場合

スレーブ

フラットコネクタ
ソケット

フラットコネクタ
プラグ

M3端子台
オープン型コネクタ

通信コネクタ

スレーブ／
リピータ

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8   9  10  11 12 13 14 15

X10
[0-63]

X1

OUT0123

456789

012
34

56789 MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8   9  10  11 12 13 14 15

X10
[0-63]

X1

OUT012
34

56789

0123

456789
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(2) オープン型コネクタの端子カバーを開き、端子台の「BDH」（通信データ High 側）／
「BDL」（通信データ Low 側）、および丸型ケーブルⅡの場合は「BS+」（通信電源 + 側）
／「BS－」（通信電源－側）にケーブルの芯線を接続します。

使用上の注意

ケーブルの芯線を端子台に接続するときは、以下に示す M3 用の圧着端子を芯線に取り付けた
後で行ってください。

フラットケーブルⅠ使用時
スレーブ／リピータユニットの通信用コネクタに、マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）を装
着した後、通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）2本を装着します。

• 装着方法

(1) マルチ配線用コネクタを、番号が印字されている面を左側にしてカチッと音がするまで押
し込みます。

(2) フラットコネクタ プラグ 2本を、線色（赤・白・黒・青）のシールがある面を左側にして
カチッと音がするまで押し込みます。

（注） いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から強く押さえて引き抜きます。

フラットケーブルⅡ使用時
マルチドロップ方式による分岐はできません。

6.0mm以下 6.0mm以下

フラットコネクタ プラグ

マルチ配線用コネクタ

スレーブ／
リピータ

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1-OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8   9  10  11 12 13 14 15

X10
[0-63]

X1

OUT012
34

56789

012
34

56789
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4-2-4  通
信
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ー
ブ
ル
の
延
長

幹線／副幹線／支線／副支線のケーブルは、フラットコネクタを用いて 10段まで延長可能です。延長
できる距離は、最大幹線長（ 「1-2-1 通信ケーブルの種類に応じた最大距離・最大接続台数」参照）
が上限となります。

フラットケーブルⅠの場合
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケットフラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）
に、フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）を装着します。

• 装着方法
フラットコネクタ プラグを、線色（赤・白・黒・青）のシールがある面を下側にしてカチッと音が
するまで押し込みます。

（注） いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

フラットケーブルⅡの場合
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）に、フラットコネクタ プ
ラグ（形DCN5-BR4）を装着します。

• 装着方法
フラットコネクタ プラグを、ケーブルに白線がある面を下側にしてカチッと音がするまで押し込み
ます。

（注） いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

4-2-4 通信ケーブルの延長

幹線／副幹線 
フラットコネクタ ソケット 

終端抵抗 

フラットコネクタ ソケット

 コネクタによる延長は、 
10段まで可能。 

フラットコネクタ
プラグ フラットコネクタ 

プラグ 

幹線／副幹線 

フラットコネクタ
ソケット

フラットコネクタ
プラグ

フラットコネクタ
ソケット

フラットコネクタ
プラグ
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終端抵抗は、幹線／副幹線の線端（マスタユニット／リピータユニットの反対側）に 1 個のみ接続し
ます。

丸型ケーブルⅠの場合
終端抵抗（形DRS1-T）に、ケーブルの芯線を接続します。

• 接続方法
終端抵抗に、ケーブルの芯線を接続し、ねじ締めします。終端抵抗に極性はありませんので、どち
らの端子にどちらの色の芯線を接続してもかまいません。

使用上の注意

ケーブルの芯線を終端抵抗に接続するときは、以下に示す M3 用の圧着端子を芯線に取り付け
た後で行ってください。

丸型ケーブルⅡの場合
ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）に、終端抵抗（形DCN4-TM4）
を装着します。

• 装着方法
終端抵抗を、カチッと音がするまで押し込みます。

（注） いったん装着した終端抵抗を抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

4-2-5 終端抵抗の接続

丸型ケーブルⅠ

終端抵抗

丸型ケーブルⅠ

終端抵抗

BDH（黒）または BDL（白）

BDL（白）または BDH（黒）

6.0mm以下 6.0mm以下

丸型ケーブルⅡ

フラットコネクタ ソケット
形 DCN4-TR4

終端抵抗
形 DCN4-TM4
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4-2  ケ
ー
ブ
ル
の
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4-2-5  終
端
抵
抗
の
接
続

フラットケーブルⅠ使用時
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形 DCN4-TR4）に終端抵抗（形
DCN4-TM4）を装着します。

• 装着方法
終端抵抗を、カチッと音がするまで押し込みます。

（注） いったん装着した終端抵抗を抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

なお、スレーブ／リピータユニットをマルチドロップ方式で分岐している場合、ユニットに装着して
いるマルチ配線用コネクタに直接終端抵抗を装着できます（フラットケーブルⅠの場合のみ）。

通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）に、終端抵抗（形DCN5-TM4）
を装着します。

• 装着方法
終端抵抗を、カチッと音がするまで押し込みます。

（注） いったん装着した終端抵抗を抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

フラットケーブルⅡの場合

フラットコネクタ
ソケット

終端抵抗

終端抵抗

フラットコネクタ
プラグ

マルチ配線用コネクタ

スレーブ／
リピータ

フラットコネクタ
ソケット

終端抵抗
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4-3 フラットコネクタの加工・装着
丸型ケーブルⅡに終端抵抗を接続する場合、およびフラットケーブルⅠ／Ⅱをユニットに接続したり、
配線を分岐・延長する場合には、フラットコネクタを加工し、ケーブルに装着する必要があります。
以下にその手順について説明します。

使用上の注意

• フラットコネクタは、一度加工すると、再度加工して使用することはできません。気を付け
て作業を行ってください。

• フラットコネクタの抜き差しは、コネクタ本体を持って行ってください。
• フラットコネクタの接続後は、一度逆方向に引張り、抜けないことを確認してください。

使用する周辺機器

品名 外観 形式 用途
フラットコネクタ 
ソケット

形DCN4-TR4 以下の用途で、フラットコネクタ プラグ（形
DCN4-BR4）とセットで使用します。
• 幹線または副幹線を延長するとき
• 幹線または副幹線を支線に T分岐するとき
• 支線を副支線に T分岐するとき
以下の用途で、単独で使用します。
• 幹線または副幹線に終端抵抗（形DCN4-TM4）を接続
するとき

フラットコネクタ 
プラグ

形DCN4-BR4 以下の用途で、フラットコネクタ ソケット（形
DCN4-TR4）とセットで使用します。
• 幹線または副幹線を延長するとき
• 幹線または副幹線を支線に T分岐するとき
• 支線を副支線に T分岐するとき
以下の用途で、単独で使用します。
• 通信ケーブルをユニットに接続するとき
• 通信ケーブルをマルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）
に接続するとき（マルチドロップ接続を行う場合）

フラットコネクタ 
ソケット

形DCN5-TR4 以下の用途で、フラットコネクタ プラグ（形
DCN5-BR4）とセットで使用します。
• 幹線または副幹線を延長するとき
• 幹線または副幹線を支線に T分岐するとき
• 支線を副支線に T分岐するとき
以下の用途で、単独で使用します。
• 幹線または副幹線に終端抵抗（形DCN5-TM4）を接続
するとき

フラットコネクタ
プラグ

形DCN5-BR4 以下の用途で、フラットコネクタ ソケット（形
DCN5-TR4）とセットで使用します。
• 幹線または副幹線を延長するとき
• 幹線または副幹線を支線に T分岐するとき
• 支線を副支線に T分岐するとき
以下の用途で、単独で使用します。
• 通信ケーブルをユニットに接続するとき
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終端抵抗を接続するケーブルにのみ行います。

• フラットコネクタ ソケットの各部の名称

1 ケーブルの加工
ケーブルを長手方向に垂直に切断し、下図のように被覆をむきます。

フラットマルチ
配線用コネクタ
プラグ

形DCN4-MR4 以下の用途で、単独で使用します。
・通信ケーブルをユニットにマルチドロップ接続するとき
＊ 本コネクタを使用可能なユニットは以下になります。
ビットスレーブ小型コネクタタイプ
（形CRT1B- □ D0□ JS(-1)）

使用する工具

品名 外観 形式 用途
専用工具 形DWT-A01 フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）、フラット

コネクタ プラグ（形DCN4-BR4）、またはフラットマル
チ配線用コネクタ プラグ（形DCN4-MR4）の圧接用工具

専用工具 形DWT-A02 フラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）またはフ
ラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）の圧接用工具

4-3-1 丸型ケーブルⅡの場合

フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）の加工・装着手順

品名 外観 形式 用途

カバー

ケーブル確認窓

黒

ケーブル識別シール
（黒、青／緑、白、赤）

ハウジング

赤

白

黒

緑または青
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2 ケーブルストッパのセット
ケーブルストッパをセットします。
カバーをはさみあわせ、フックをかけた状態で、ケーブルストッパをパチンと音がして戻らな
くなるまで押さえます。

3 ケーブルの装着
ケーブル識別シールとケーブルの色が合っていることを確認し、ケーブルの先端を、ケーブル
ストッパをセット済みのカバーの奥まで挿入します。

4 ハウジングの装着
ケーブル識別シールとケーブルの色が合っていることを再度確認し、カバーにハウジングを仮
固定します。

（注） 一度、カバーをハウジングに装着すると、取り外すことはできません｡無理に取り外そうとすると、
コネクタが破損してしまいます。

ケーブルストッパ

ケーブルストッパの位置

ハウジング
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5 コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-AT01）を用いて圧接結線します。

(1) 下図のように、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロックの中央にくる
ようにセットします。

(2) 専用工具を強く握りしめて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

使用上の注意

• コネクタカバーの端部を圧接しないでください。
• 圧接ブロックの奥側で圧接しないでください。
• コネクタの向きを間違えないようセットしてください。

(3) 圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

専用工具 コネクタカバー

OK NG

NG 

この面に隙間がないこと

左右ともにロックされていること
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• フラットコネクタ ソケットの各部の名称

1 ケーブルの切断（延長用または終端抵抗接続用の場合のみ）
ケーブルを長手方向に垂直に切断します。
短絡防止のため、切断はニッパなどの鋭利な刃物で行い、芯線のひげなどがないことを確認し
てください。

2 ケーブルストッパのセット（延長用または終端用の場合のみ）
延長用または終端抵抗接続用の場合、ケーブルはそのコネクタまでの配線となるため、事前に
ケーブルストッパをセットします。
カバーをはさみあわせ、フックをかけた状態で、ケーブルストッパをパチンと音がして戻らな
くなるまで押さえます。

4-3-2 フラットケーブルⅠの場合

フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）の加工・装着手順

カバー

ケーブル確認窓

ケーブル識別シール
（黒、青／緑、白、赤）

黒

 ハウジング 

ケーブルストッパ
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3 ケーブルの装着
• T 分岐用の場合

(1) ケーブル識別シールとケーブルの色を合わせ、カバーにケーブルを載せます。

(2) ケーブルをはさみ込み、フックをかけて固定します。

• 延長用／終端抵抗接続用の場合
ケーブルの先端を、ケーブルストッパをセット済みのカバーの奥まで挿入します。

4 ハウジングの装着
ケーブル識別シールとケーブルの色が合っていることを再度確認し、カバーにハウジングを仮
固定します。

（注） 一度、カバーをハウジングに装着すると、取り外すことはできません｡無理に取り外そうとすると、
コネクタが破損してしまいます。

ケーブルストッパの位置

ハウジング
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5 コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A01）を用いて圧接結線します。

(1) 下図のように、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロックの中央にくる
ようにセットします。

(2) 専用工具を強く握りしめて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

使用上の注意

• コネクタカバーの端部を圧接しないでください。
• 圧接ブロックの奥側で圧接しないでください。
• コネクタの向きを間違えないようセットしてください。

(3) 圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

専用工具 コネクタカバー

OK NG

NG 

この面に隙間が無いこと

左右ともにロックされていること
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• フラットコネクタ プラグの各部の名称

1 ケーブルの切断
ケーブルを長手方向に垂直に切断します。
短絡防止のため、切断はニッパなどの鋭利な刃物で行い、芯線のひげなどがないことを確認し
てください。

2 ケーブルの装着
ケーブル識別シールとケーブルの色を合わせ、ケーブルを挿入します。
カバーは半透明になっていますので、ケーブルが奥まで挿入されていることを確認します。

3 コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-AT01）を用いて圧接結線します。

(1) 下図のように、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロックの中央にくる
ようにセットします。

フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）の加工・装着手順

黒

ケーブル識別シール
（フラットケーブル：黒、青／緑、白、赤）

ロックレバー

この位置までケーブルを挿入

専用工具
コネクタカバー
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(2) 専用工具を強く握りしめて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

使用上の注意

• コネクタカバーの端部を圧接しないでください。
• 圧接ブロックの奥側で圧接しないでください。
• コネクタの向きを間違えないようセットしてください。

(3) 圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

• フラットマルチ配線用コネクタ プラグの各部の名称

1 ケーブルの装着

(1) ケーブル識別シールとケーブルの色を合わせ、ケーブルを載せてください。

(2) カバーではさみ込み、フックをかけて固定してください。

フラットマルチ配線用コネクタ プラグ（形DCN4-MR4）の加工・装着手順

OK

NG

NG

NG

この面に隙間がないこと

カバー ハウジング 
ケーブル識別シール
（黒、青／緑、白、赤）

黒

 

ケーブル装着状態
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2 ハウジングの装着

(1) ケーブル識別シールとケーブルの色が合っていることを再度確認のうえカバーにハウジン
グをセットし、仮固定してください。

3 コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A01）を用いて圧接結線します。

(1) 下図のように、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロックの中央にくる
ようにセットします。

(2) 専用工具を強く握り締めて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

（注）圧接後は、ケーブルが正しく圧接されたことを確認してください。ハウジングのロッ
クがカバーの爪に完全に掛かっていること。

• フラットコネクタ ソケットの各部の名称

1 ケーブルの切断（延長用または終端抵抗接続用の場合のみ）
ケーブルを長手方向に垂直に切断します。
短絡防止のため、切断はニッパなどの鋭利な刃物で行い、芯線のひげなどがないことを確認し
てください。

4-3-3 フラットケーブルⅡの場合

フラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）の加工・装着手順

専用工具
コネクタカバー

カバー
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2 ケーブルストッパのセット（延長用または終端抵抗接続用の場合のみ）
延長用または終端抵抗接続用の場合、ケーブルはそのコネクタまでの配線となるため、事前に
ケーブルストッパをセットします。
カバーにケーブルをセットし、線端をケーブルストッパに当てて、位置決めしてください。

3 ケーブルの装着

(1) 図のように、ケーブルの白線を上にし、カバーの開口側の方向に白線がくるようにケーブ
ルをセットします。

T 分岐用

延長用／終端抵抗接続用

ケーブルストッパ

（上面図）

（カバー開口側）

コネクタの中心線

コネクタ

白線

ケーブル

白線
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(2) ケーブルの位置がずれないように押さえながら、カバーを閉めます。

（注）延長用または終端抵抗接続用の場合は、ケーブルの線端がケーブルストッパの位置ま
で押し込まれていることを確認し、抜けのないようにご注意ください。

4 コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A02）を用いて圧接結線します。

(1) コネクタを、専用工具の圧接ブロックにセットします。
下図に示す面を基準にして、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロック
中央にくるようにセットします。

(2) 専用工具を強く握り締めて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

(3) 圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

専用工具

コネクタ配置基準面

コネクタカバー

この面に隙間がないこと

ロックがされていること
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• フラットコネクタ プラグの各部の名称

1 ケーブルの切断
ケーブルを長手方向に垂直に切断します。
短絡防止のため、切断はニッパなどの鋭利な刃物で行い、芯線のひげなどがないことを確認し
てください。

2 ケーブルの装着

(1) 図のように、ケーブルの白線を上にし、カバーの開口側の方向に白線がくるようにケーブ
ルをセットします。

(2) ケーブルの位置がずれないように押さえながら、カバーを閉めます。

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）の加工・装着手順

カバー

白線
左から、赤、白、青、黒

（カバー開口側）
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3 コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A02）を用いて圧接結線します。

(1) コネクタを、専用工具の圧接ブロックにセットします。
下図に示す面を基準にして、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロック
中央にくるようにセットします。

(2) 専用工具を強く握りしめて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

(3) 圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

コネクタ配置基準面

専用工具
コネクタカバー

ロックされていること

この面に隙間がないこと
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4-4 電源の配線について
CompoNet ネットワークを動作させるためには、以下の電源が必要となります。
• 通信電源：各ユニットとの通信および各ユニットの内部動作用
• I/O 電源：各ユニットの外部 I/O の入出力動作用
通信電源および I/O 電源の給電方法は、使用するケーブルの種類やスレーブの種類により異なります。
以下にその違いについて記します。

丸型ケーブルⅠ使用時
• 通信電源
各ユニットの通信用コネクタ（リピータユニットの場合は PORT1 コネクタ）の電源端子に個別
に給電します。

• I/O 電源
通信電源とは別に、各ユニットの I/O電源端子に個別に給電します。ノイズ発生防止のため、通
信電源とは別電源で給電してください。

給電方法による
スレーブ種類 ケーブル種類 通信電源 I/O電源

マルチ給電タイプ 丸型ケーブルⅠ 各ユニット個別に給電 通信電源とは別に、各ユ
ニット個別に給電丸型ケーブルⅡ

フラットケーブルⅠ／Ⅱ
マスタユニットへの給電
により、通信ケーブルか
ら一括供給

ネットワーク給電タイプ 丸型ケーブルⅠ 使用不可
丸型ケーブルⅡ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

通信電源と I/O電源が共用
通信・I/O共用電源を通信ケーブルから給電

マルチ給電タイプの場合

BS+

BDH

BDL

BS-

BS+

BS-

BS
+

BD
H

BD
L

BS
-

V G

マスタユニット

通信用
電源端子

I/O電源
DC24V

通信電源
DC24V

過電流保護
（制限電流 4A）

UL規格の場合は、外部電源と
ユニット間に 4Aの電流に制限
する機器を設置してください。
（通信電源のみ）

I/O用
電源端子

丸型ケーブルⅠ
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丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱ使用時
• 通信電源
マスタユニットの通信電源供給用コネクタ（リピータユニットの場合は下流ポート通信電源供給
用コネクタ）に給電します。

• I/O 電源
通信電源とは別に、各ユニットの I/O電源端子に個別に給電します。

通信電源と I/O電源が共用のため、別個に給電する必要はありません。（ビットスレーブの場合は、
フラットケーブルが付属しています。）通信・I/O共用電源を、マスタユニットの通信電源供給用コ
ネクタ（リピータユニットの場合は下流ポート通信電源供給用コネクタ）に給電します。

ネットワーク給電タイプの場合

BS+

BDH

BDL

BS-

BS+

BS-

BS
+

BD
H

BD
L

BS
-

V G

マスタユニット
（またはリピータユニット）

マスタユニットの通信電源供給用コネクタ
（またはリピータユニットの下流ポート通信電源供給用コネクタ）

通信用
電源端子

I/O用
電源端子

I/O電源
DC24V

通信電源
DC24V

過電流保護
（制限電流 4A）

丸型ケーブルⅠ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

UL規格の場合は、外部電源と
ユニット間に 4Aの電流に制限
する機器を設置してください。
（通信電源のみ）

BS+

BDH

BDL

BS-

BS+

BS-

BS
+

BD
H

BD
L

BS
-

マスタユニット
（またはリピータユニット）

マスタユニットの通信電源供給用コネクタ
（またはリピータユニットの下流ポート通信電源供給用コネクタ）

過電流保護
（制限電流 4A）

通信・I/O
共用電源
DC24V

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

UL規格の場合は、外部電源と
ユニット間に 4Aの電流に制限
する機器を設置してください。
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以下の仕様を満たす市販の電源を使用してください。

CompoNet システムの通信電源には、オムロン製 形 S82 シリーズの電源を推奨します。

ネットワーク給電タイプの場合、外部 I/Oの電源もマスタユニット（またはリピータユニット）に
接続する通信電源から（フラットケーブル経由で）供給されます｡
そのため、通信電源の出力電流を検討する際に、必ず外部 I/Oの消費電流／実負荷電流を加算して
ください。
例えば、ビットスレーブによる通信電源の消費電流は次式で表されます。

(1) 入力ユニットの場合：
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の通信用消費電流＋（ビットスレーブの入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）

(2) 出力ユニットの場合：
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の通信用消費電流＋（実負荷電流×使用アク
チュエータ数）

(3) 入出力ユニットの場合：
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の通信用消費電流＋（ビットスレーブの入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）＋（アクチュエータの実負荷電流
×使用アクチュエータ数）
起動時の突入電流などを考慮して、十分な電源容量を持つ電源を使用してください。

4-4-1 通信電源の仕様

項目 仕様
出力電圧 DC24V± 10％
出力リップル 600mVp-p
出力電流 以下の消費電流の総和以上の供給能力を持つこと

• 各ワードスレーブ／リピータユニットの消費電流
• ビットスレーブの消費電流＋外部 I/O の消費電流

絶縁 出力－AC電源間、および出力－筐体接地間
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マスタユニットへの通信電源配線

スレーブへの通信電源配線

＊ 1 UL規格の場合は、外部電源とユニット間に 4Aの電流に制限する機器を設置してください。（通信電源のみ）

『CompoNet 形 CRT1シリーズ ユーザーズマニュアル』(SBCD-339) にてご確認ください。

4-4-2 通信電源配線の方法

丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱ使用時

丸型ケーブルⅠ使用時

4-4-3 スレーブユニット／リピータユニットの消費電流

CRM21

+100
MS
NS
SD
RD
MACH
No.

MODE

X101

ON

X100

BS+

BS-
DC24V
INPUT

NETWORKPS

BS+

BD  H

DB  L

BS-

SW  1 2 3 4

1 2 3 4

01

23456789

01

23456789

01
23456789

+ BS+

－ BS－

BS＋ 

BS－ 
通信電源DC24Vへ

通信用コネクタ

通信電源供給用コネクタ

通信電源
（DC24V）

3m以内

BS+

BS-

通信電源
（DC24V)

過電流保護(*1)
（制限電流4A）

オープン型コネクタを装着
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丸型ケーブルⅠを使用する場合は、通信ケーブルから通信電源を給電することはできません。
別の経路で各スレーブ／リピータユニットに通信電源を給電する必要があります。
また、I/O電源を必要とするスレーブ（マルチ給電タイプ）には、I/O電源を別途給電する必要があり
ます。
ただし、マスタユニットに対して外部から通信電源を給電する必要はありません。

リピータ非使用時

4-4-4 通信電源の接続例

丸型ケーブルⅠ使用時

BS-

BS+
BDH
BDL

BS-

BS+
BDH
BDL

BS-

BS+
BDH
BDL

BS+
BS-

BS-

BS+
BDH
BDL

V
G

V
G

V G V GV G

マスタユニット
通信電源

電源

電源

I/O電源

スレーブ スレーブ スレーブ

過電流保護
（制限電流4A）

UL規格の場合は、外部電源とユニット間に4Aの電流に
制限する機器を設置してください。（通信電源のみ）

幹線 丸型ケーブルⅠ

オープン型
コネクタ

オープン型
コネクタ

オープン型
コネクタ

マルチ給電タイプ

終端
抵抗

マルチ給電タイプマルチ給電タイプ
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 リピータ使用時

使用上の注意

マルチ給電タイプへの I/O 電源は、接続される機器によっては、ノイズ源となる可能性があり
ます。一括給電する場合も、ネットワークに影響を与えないために I/O 電源は通信電源とは分
離してください。

 

 

BDL2

BS+2

BS-2

BDH2

BS+1

BDL1
BS-1

BDH1

BDL2

BS+2

BS-2

BDH2

BS+1

BDL1
BS-1

BDH1

BDL

BS+
BS-

BS+

BS-

BDH

BS+

BS-

BDH
BDL

BS+

BS-

BDH
BDL

BS+

BS-

BDH
BDL

BS+

BS-

BDH
BDL

マスタユニット

通信電源
過電流保護 (*1)
（制限電流 4A）

オープン型
コネクタ

幹線

副幹線

副幹線

丸型ケーブルⅠ

丸型ケーブルⅠ

1*：UL規格の場合は、外部電源とユニット間に 4Aの
電流に制限する機器を設置してください。
（通信電源のみ）

丸型ケーブルⅠ

終端抵抗

終端
抵抗

終端
抵抗

丸型ケーブルⅠ

丸型ケーブルⅠ

リピータ
PORT1
（上流）

PORT2
（下流）

リピータ
PORT1
（上流）

PORT2
（下流）

電源
V

G

通信電源
過電流保護 (*1)
（制限電流 4A）

過電流保護 (*1)
（制限電流 4A）

過電流保護 (*1)
（制限電流 4A）

オープン型
コネクタ

オープン型
コネクタ
マルチ給電
タイプ

マルチ給電
タイプ

マルチ給電
タイプ

スレーブ
V G

スレーブ
V G

スレーブ
V G

スレーブ
V G

マルチ給電
タイプ

オープン型
コネクタ

オープン型
コネクタ オープン型

コネクタ

電源

V

G

通信電源

電源 V
G

通信電源

電源 V
G

I/O電源

電源 V
G

I/O電源

電源 V
G
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スレーブの通信電源は、丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱから給電されます。
したがって、各スレーブに対し、通信電源用の特別な配線は不要です。また、通信電源は同一幹線／
副幹線で共用することができます。
ただし、I/O 電源を必要とするスレーブ（マルチ給電タイプ）には、I/O電源を別途給電する必要があ
ります。

 リピータ非使用時

丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱの場合

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

BS-

BS+

BS+

BS-

BDH
BDL

V

G

マスタユニット
通信電源

電源

スレーブ スレーブスレーブ スレーブ

過電流保護(*1)
（制限電流4A）

*1：UL規格の場合は、外部電源と
ユニット間に4Aの電流に制限する
機器を設置してください。
（通信電源のみ）

幹線

支線

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

ネットワーク
給電タイプ

終端
抵抗

通信電源供給用コネクタ
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リピータ使用時

使用上の注意

• 1 本の幹線（または副幹線）に対して、複数箇所から通信電源を給電しないでください。通信
品質が低下して正常に通信ができなくなる可能性があります。

• 1 台の電源を、複数の幹線／副幹線（幹線と副幹線または副幹線と副幹線）に対して、共用で
給電しないでください。また、複数のCompoNetシステムを使用している場合、各CompoNet
システムの回線どうしに対しても、1台の電源を共用で給電しないでください。通信品質が低
下して正常に通信ができなくなる可能性があります。

• マルチ給電タイプへの I/O 電源は、接続される機器によっては、ノイズ源となる可能性があり
ます。一括給電する場合、ネットワークに影響を与えないためにも、I/O電源は通信電源とは
分離してください。

BS-

BS+

BS+

BS-

BDH
BDL

BS- 2

BS+ 2

BS+ 2

BS- 2

BDH 2
BDL 2

BS+ 1

BS- 1

BDH 1
BDL 1

BS- 2

BS+ 2

BS+ 2

BS- 2

BDH 2
BDL 2

BS+ 1

BS- 1

BDH 1
BDL 1

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

BDH
B

D
L

B
S

+

B
S

-

マスタユニット

通信電源
I/O電源兼用

通信電源
I/O電源兼用

副幹線

副幹線

マルチ配線用
コネクタ

過電流保護 (*1)
（制限電流 4A）

過電流保護 (*1)
（制限電流 4A）

幹線

支線

支線

*1：UL規格の場合は、外部電源とユニット間に
4Aの電流に制限する機器を設置してください。
（通信電源のみ）

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ

終端抵抗

終端
抵抗

終端
抵抗

リピータ

リピータ

PORT1
（上流）

PORT2
（下流）

PORT1
（上流）

PORT2
（下流）

通信電源

通信電源供給用コネクタ

下流ポート通信電源供給用コネクタ

過電流保護 (*1)
（制限電流 4A）

マルチ
給電タイプ

ネットワーク
給電タイプ

ネットワーク
給電タイプ

スレーブ

V G

スレーブ スレーブ

スレーブ スレーブ スレーブ

V G

電源

V

G

電源

V

G

電源

V

G

I/O電源

電源
V
G
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制限事項
丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱを使用して通信電源を給電する場合、以下の制限が
あります。
• 幹線（または副幹線）1 本に対して、通信電源の供給は 1箇所のみです。
• マスタユニットの幹線への給電は、通信電源供給用コネクタでのみ可能です。リピータユニット
の副幹線への給電は、下流ポート通信電源供給用コネクタでのみ可能です。これ以外の位置から
給電用の接続をすることはできません。

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

給電可

通信電源

通信電源

通信電源

通信電源

給電可

幹線（副幹線）

3m以内

マスタ
ユニット
（リピータ）

マスタ
ユニット
（リピータ）

幹線（副幹線）

副幹線

リピータ

リピータ スレーブ

スレーブ

副幹線

給電不可

給電不可

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ
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• マスタユニットの幹線またはリピータユニットの上流側の幹線と、下流側の副幹線の電源は、必ず
別電源とすることが必要です。

上記の制限を守らない場合、伝送品質が低下して通信異常が発生する可能性があります。

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ/Ⅱ

別電源

通信電源

通信電源

通信電源

幹線（副幹線）

マスタ
ユニット

（リピータ）

マスタ
ユニット

（リピータ）

幹線（副幹線）

副幹線

リピータ

リピータ

副幹線

共用電源

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ/Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ/Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ/Ⅱ
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CompoNet ネットワークでは、リピータユニットを使用することにより、1 つのマスタユニットに対
し、丸型ケーブルⅠと丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱを混在させることができます。

使用上の注意

マルチ給電タイプへの I/O 電源は、接続される機器によっては、ノイズ源となる可能性があり
ます。一括給電する場合も、ネットワークに影響を与えないために I/O 電源は通信電源とは分
離してください。

丸型ケーブルⅠと丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱを混在
させる場合

BS+2

BS-2

BDH2
BDL2

BS+1

BS+2
BS-2

BS+2

BS-2

BDH2
BDL2

BS+1

BS+2
BS-2

BS+
BS-

BS+

BS-

BDH
BDL

BDH
BDL
BS-

BS+

BDH
BDL
B

S
-

B
S

+

B
S

-
BDL
BDH
B

S
+

BDH
BDL
B

S
-

B
S

+

BDH
BDL
B

S
-

B
S

+

BDH
BDL
B

S
-

B
S

+

BDL1
BS-1

BDH1

BDL1
BS-1

BDH1

マスタユニット

通信電源
I/O電源兼用

副幹線

副幹線

マルチ配線用
コネクタ

オープン型
コネクタ

オープン型
コネクタ

過電流保護 (1*)
（制限電流 4A）

過電流保護 (*1)
（制限電流 4A）

幹線

支線

支線

*1：UL規格の場合は、外部電源と
ユニット間に 4Aの電流に制限する
機器を設置してください。
（通信電源のみ）

丸型ケーブルⅠ

丸型ケーブルⅠ

丸型ケーブルⅠ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ/Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ

終端抵抗

終端
抵抗

終端
抵抗

リピータ

PORT1
（上流）

PORT2
（下流）

リピータ

PORT1
（上流）

PORT2
（下流）

下流ポート通信電源供給用コネクタ

マルチ給電タイプ

ネットワーク
給電タイプ

ネットワーク
給電タイプ

スレーブ

V G

スレーブ スレーブ

スレーブ スレーブ スレーブ

V G

電源

V

G

通信電源
I/O電源兼用

電源

V

G

I/O電源

電源
V
G
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通信電源、I/O 電源を供給するときは、ケーブルやコネクタの許容電流、電圧降下、電源の容量や配置
についても詳細に検討する必要があります。

各スレーブの消費電流合計が、通信ケーブルや通信用コネクタの許容電流を超えないよう注意してく
ださい。許容電流を超えると、発熱や焼損の恐れがあります。

ケーブルの許容電流
通信ケーブルは、許容電流が各スレーブの消費電流の合計以上になるように選定してください。

コネクタの許容電流
マスタユニット、リピータユニットの通信電源供給コネクタ、フラットコネクタ ソケット、フラッ
トコネクタ プラグには、それぞれ許容電流による使用制限があります。コネクタを使用する位置で
の通過電流が、許容電流以下になるようにしてください。

4-4-5 スレーブへの電源供給時の留意事項

許容電流による制限

ケーブル許容電流≧ I1+I2+I3+・・・In
（上図の (a) に使用するケーブルの許容電流の場合）

名称 形式 許容電流 備考
CJシリーズマスタユニットの
通信電源供給コネクタ

形CJ1W-CRM21 5A
（UL定格 4A）

丸型ケーブルⅠ／Ⅱ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

リピータユニットの
通信電源供給コネクタ

形CRS1-RPT01

フラットコネクタ ソケット 形DCN4-TR4
形 DCN5-TR4

フラットコネクタ プラグ 形DCN4-BR4
形 DCN5-BR4

マルチ配線用コネクタ 形DCN4-MD4
フラットマルチ配線用コネクタ 
プラグ

形DCN4-MR4 フラットケーブルⅠ

電源 
(DC24V) 

終端抵抗

スレーブ
消費電流 I3

スレーブ
消費電流 I2

スレーブ
消費電流 I1

スレーブ
消費電流 In

支線圧接コネクタ（5A以下） 幹線圧接
コネクタ
（5A以下）

ケーブル
(a) 

マスタ
ユニット
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ケーブルによる電圧降下
電源から最も遠いスレーブの電源電圧が、許容電源電圧変動範囲内になるよう、電圧降下に対する
配慮が必要です。
電圧降下は次の式で表されます。

電圧降下が大きく、最も遠い位置のスレーブに許容範囲の電源を供給できないときは、リピータを
追加し、リピータから電源を供給するようにしてください。

• 計算例
スレーブの許容電源電圧変動範囲はDC14～26.4Vなので、DC24Vの電源を使用する場合は10V
が許容される電圧降下となります。
よって使用するケーブルと引き延ばしできる距離の関係は、

で表されます。
ケーブル選定に余裕を持たせたいときは、次の近似式で計算してください。

R（ケーブル導体抵抗 0.025Ω/m（専用フラットケーブル）
よって引き延ばしできる長さは、

となります。

電圧降下に対する配慮

電圧降下 (V)= 通過電流 (A) ×ケーブル導体抵抗 (Ω/m) ×ケーブル長さ (m) × 2

10(V) ≧｛(I1+I2+I3+・+In) × R1 × L1 × 2｝+｛(I2+I3+・+In) × R2 × L2 × 2｝+
｛(I3+・+In)R3 × L3 × 2｝+・・+｛In × Rn × Ln × 2｝

10(V) ≧｛(I1+I2+I3+・+In) × R× L× 2｝

L(m) ≦ 200 ÷ (I1+I2+I3+・+In)・・・専用フラットケーブル使用時

終端抵抗

スレーブ
消費電流I3

スレーブ
消費電流I2

スレーブ
消費電流 I1

スレーブ
消費電流In

L1 L3L2 Ln 

3m以内
電源

(DC24V)

マスタ
ユニット
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システムを構築するときは、通信電源と I/O 電源の供給方法を含めて検討が必要です。その際、許容
電流や電圧降下から電源やケーブルを選定する、といったハード面の検討だけでなく、電源異常発生
時のシステムの動作をどうするか、またコストは、といった面からも電源供給方法を検討する必要が
あります。

システム全体の I/O 電源を一括して供給するシステムでは、個々の装置や負荷の消費電力も考慮する
必要があります。末端のスレーブや負荷に対しても、供給する電源電圧が許容範囲内になるようケー
ブルを選定してください。
また、線路電流の和がケーブルの許容電流値の範囲内であるか、電源の容量は十分かにも注意してく
ださい。
1 台の電源で供給する場合、電圧降下を許容範囲内に抑える手段として、以下の方法を検討してくだ
さい。
• ケーブルを太くする
• 電源の出力電圧を高めに調整しておく
• 配線を短くする
• 電源をネットワークの中間に配置する

I/O電源を 1台の電源で供給するよりも、いくつかに分けて供給することで、線路電流を小さくでき、
電圧降下の低減やケーブルサイズを小さくできる、などの効果があります。また、電源異常発生時に
システムの安全性を確保したいときなど検討してください。

4-4-6 I/O 電源の配置に対する配慮

I/O電源を一括供給する場合

複数の電源によりスレーブの I/O電源を供給する場合

電源(DC24V) 

スレーブ スレーブ スレーブ 

負荷負荷 負荷

ΔE 1 ΔE 3ΔE 2

I 1 I 2 I 3

スレーブ 

負荷

ΔE 4

I 4

電源(DC24V)
末端の負荷に安定した動作電圧が供給
できないときは、電源をネットワークの
中間に配置してください。

末端の負荷にも安定
した動作電圧が供給
できるよう、配線設
計を行ってください。

スレーブ スレーブ スレーブ スレーブ 

電源(DC24V)電源(DC24V)
CP CP
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電源異常が発生したとき、システム全体を停止させるか、またはシステム全体の停止は避けたいかに
よって、スレーブ電源の配置やグループ化を検討する必要があります。
システムの安全性確保から、全体の停止を防止したいときなど、数カ所に電源を設け、スレーブをグ
ループに分けて電源を供給するなどの対策をお願いします。

電源の容量や個数、
ケーブルの太さ（許容電流）や長さ（電圧降下）、
システムの安全性確保、
配線工数、
など、トータル的なコスト面からも給電方法を検討してください。

4-4-7 その他の留意事項

電源異常に対する配慮

コスト面での配慮
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5-1 CPUユニットとのデータ交換
本ユニットとCPUユニットは、CPUユニットとスレーブ間でデータ共有をする通信（「リモート I/O
通信」と呼びます）が常時可能です。
配線後に、電源（スレーブへの通信電源およびコントローラの電源）を投入、またはコントローラを
リセットするだけで、自動的に通信が開始され、CPUユニットの I/O ポートまたはCJユニット用メ
モリとスレーブ間で、データ共有を開始します。

本ユニットと CPU ユニットとのデータ交換は、CompoNet マスタユニット用に割り付けられる I/O
ポートにより行います。
（I/O ポートの詳細は、 「5-3 CJ ユニットデバイス変数の詳細」を参照してください。

CPUユニットとCompoNet マスタユニットは、以下の表および図のとおりデータ交換を行います。

データ交換の種類

5-1-1 CPUユニットとCompoNet マスタユニットとのデータ交換

通信
モード
No.

ユーザプログラムからの
アクセス方法

AT（割付先）
指定先

データ交換の
タイミング ユニットのデータ種類

0 ～ 3 CJユニットデバイス変数 I/Oポート I/Oリフレッシュ時 OUTデータ、IN データ
加入フラグ／通信異常フラグ
ステータス情報（状態ステー
タス、設定パラメータ）

8 ユーザ定義変数 CJユニット用
メモリ

I/Oリフレッシュ時 OUTデータ、IN データ
加入フラグ／通信異常フラグ

CJユニットデバイス変数 I/Oポート I/Oリフレッシュ時 ステータス情報（状態ステー
タス、設定パラメータ）
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ユーザプログラム

I/Oポート

I/Oポート

NJシリーズCPUユニット

加入フラグ／通信異常フラグ

CompoNetマスタユニット

AT（割付先）
指定

I/Oリフレッシュ

CJユニット
デバイス変数

通信モードNo.0～3のとき

加入フラグ／
通信異常フラグ

OUTデータ

INデータ

通信モードNo.8のとき CJユニット用メモリ I/Oリフレッシュ

加入フラグ／
通信異常フラグ

OUTデータ

INデータ

通信モード共通

設定パラメータ

状態ステータスCJユニット
デバイス変数

CJユニット
デバイス変数

ユーザ定義変数

OUTデータ

INデータ

OUTデータ

INデータ

状態ステータス

設定パラメータ

I/Oリフレッシュ

加入フラグ／通信異常フラグ

AT（割付先）
指定

AT（割付先）
指定

AT（割付先）
指定
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CJユニットデバイス変数は、以下に説明する I/O ポートにAT（割付先）指定した変数です。
ユーザプログラムは、CJユニットデバイス変数を使ってCompoNetマスタユニットなどの構成ユニッ
トにアクセスできます。
CJ ユニットデバイス変数の I/O ポートへの割付については、 「5-1-2 ユーザプログラムからのアク
セス方法」の「 CJ ユニットデバイス変数でのアクセス方法」を参照してください。

I/O ポート
I/O ポートとは、CPUユニットがCompoNet マスタユニットなどの構成ユニットと、データを交
換するための論理的なインタフェースです。
I/Oポートは、機能ごとに固有名があらかじめ定義されています。
I/Oポートは Sysmac Studio 上でユニット構成を作成することで、自動的に生成されます。
CompoNet マスタユニットに定義された I/O ポートの詳細は、 「5-3 CJ ユニットデバイス変数
の詳細」を参照してください。

通信モードがNo.0 ～ 3の設定時には、CompoNet マスタユニットの IN/OUT情報や加入フラグ、
通信異常フラグが割り付けられます。ステータス情報は、通信モード No. の設定に関係なく、I/O
ポートに割り付けられます。
通信モードによるスレーブの情報、およびスレーブの号機No. の設定の詳細については、 「5-4-3
通信モードNo. ごとの I/Oポート割付」を参照してください。

スレーブの IN/OUTデータと加入・通信異常フラグ（通信モードNo.0 ～ 3のとき）
スレーブの IN/OUT データや加入・通信異常フラグは、CompoNet マスタユニットに割り付けら
れている I/O ポートに格納されています。
OUTデータエリアが出力用、INデータや加入・通信異常フラグエリアが入力用になります。
CPUユニットとCompoNet マスタユニット間で常時データが共有されます。

ステータス情報（状態ステータスと設定パラメータ）（全通信モード共通）
ステータス情報は、状態ステータスと設定パラメータで構成されています。
状態ステータスと設定パラメータは、CompoNet マスタユニットに割り付けられている I/O ポー
トに格納されています。
設定パラメータエリアは出力用、ステータスエリアは入力用になります。
CPUユニットとCompoNet マスタユニット間で常時データが共有されます

通信モード No.8 設定時のみ、スレーブの IN/OUT 情報および加入フラグ、通信異常フラグを
CX-Integrator によって任意に指定して割り付けたエリアに、ユーザプログラムからアクセスするた
めに、ユーザ定義変数を使用します。
ユーザ定義変数への割付については、 「5-1-2 ユーザプログラムからのアクセス方法」の「 ユーザ定
義変数でのアクセス方法（通信モードNo.8 の時のみ）」を参照してください。

CJ ユニットデバイス変数

ユーザ定義変数（通信モードNo.8 設定時のみ）



5 - 5

5   リモート I/O通信

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

5-1  C
P
U
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
デ
ー
タ
交
換

5

5-1-2  ユ
ー
ザ
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
方
法

ユーザプログラムから I/Oポートへは、各種変数によってアクセスします。

CPU ユニットと CompoNet マスタユニットは、通信モード設定によって以下のように、各種データ
を交換します。

Sysmac Studio の［I/O マップ］で、I/OポートにCJユニットデバイス変数を割り付けます。
割り付ける変数名は以下の方法で指定します。

(1) 既存の変数を選択して割り付け

(2) 新規に変数名を入力

(3) 「デバイス変数生成」で自動生成

以下は、(3) の自動生成で生成した変数名の構成です。

CJユニットデバイス変数の詳細は、 「5-3 CJ ユニットデバイス変数の詳細」を参照してください。

これ以降の説明では、「*_ SlavAllCnctSta」のように、CJ ユニットデバイス変数名として、自動生
成した変数名を使用して説明します。

5-1-2 ユーザプログラムからのアクセス方法

データ種類ごとによる、アクセス方法の違い

通信
モードNo. データ種類 アクセス方法

0 ～ 3 OUTデータ、INデータ、
加入フラグ／通信異常フラグ

CJユニットデバイス変数

ステータス情報（状態ステータス、設定パラメータ）
8 OUTデータ、INデータ、

加入フラグ／通信異常フラグ
ユーザ定義変数

ステータス情報（状態ステータス、設定パラメータ） CJユニットデバイス変数

CJ ユニットデバイス変数でのアクセス方法

I/Oポート名です。ユニットの機能、ステータス、パラメータを表す名称と
なっています。

ユニット構成に、本ユニットを登録するときのデバイス名です。
（デフォルトではユニット構成への登録順に「J01」～となります。）
個々のユニットを識別することができます。

*_ SlavAllCommErr
CJユニットデバイス変数名
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ユーザ定義変数は、通信モードを No.8（ソフト設定）に設定したときに、CompoNet マスタユニッ
トの IN/OUT情報および加入フラグ／通信異常フラグをアクセスするために必要です。
この場合、以下の 2つの操作を行います。

(1) CX-Integrator を使用して、ソフト設定を行います。
CJユニット用メモリの割付先先頭アドレス、および割付ノード数を設定します。

(2) Sysmac Studio を使用して、ユーザ定義変数を作成します。
上記CX-Integrator で指定したCJ ユニット用メモリにAT（割付先）指定してユーザ定義
変数を作成し、変数テーブルに登録します。

ユーザ定義変数への割付の例を以下に説明します。

例 1）下記のワードスレーブの WORD OUT エリアのデータ（ノード 0 ～ 11）12 個を、配列変数
OutData(*1) に割り付けます。

*1 配列の変数名は、ユーザで任意の変数名が使用可能です。
配列のデータ型は、WORD OUTデータ 1個は、1CH分なのでWORDとします。
配列の要素数は、12個になりますので、配列変数は、WORD OutData[12] となります。
この配列を、Sysmac Studio を使用して、D01850 から割り付けます。

CJユニット用メモリの詳細は 『NJ シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル ソフトウェア編
(SBCA-359)』、変数の割付方法やユーザ定義変数登録については 『Sysmac Studio Version 1 オ
ペレーションマニュアル (SBCA-362)』、CX-Integrator のソフト設定の操作については
『CX-Integrator Ver.2.□ オペレーションマニュアル Ver.2.□(SBCA-347)』を参照してください。

ユーザ定義変数でのアクセス方法（通信モードNo.8 の時のみ）

CHアドレス ビット15 ビット0
+0 
+1 
+2 
: 

: 
+11 

[ WORD OUT0 ] 
[ WORD OUT1 ] 

: 
[ WORD OUT2 ] 

[ WORD OUT11] 
割り付けなし
割り付けなし+63 

ソフト設定で
先頭アドレスを
D1850に指定 ノード数

12を指定

OUT 0 

OUT 1 

OUT 2 

：

OUT 9 

OUT 10 

OUT 11 

OutData[0] 

OutData[1] 

OutData[2] 

OutData[9] 

OutData[10] 

OutData[11] 

D01850 

D01861 

12CH 
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NJ シリーズ CPU ユニットでは、CompoNet マスタユニットの以下のデータを、I/O ポートとして、
あらかじめ定義しています。

(1) I/O データ（通信モードNo.8 のときはありません )

(2) 加入フラグ・通信異常フラグ（通信モードNo.8 のときはありません）

(3) ステータス情報

以降に、CompoNet 用の CJユニットデバイス変数をデータ種類ごとに説明します。

通信モードNo. が 0～ 3の場合、スレーブの IN/OUT情報が、以下の I/Oポートに割り付きます。

*1 2桁の番号になります。（ノードアドレスNo.0 のときは、"00"）

（注）通信ポートNo. が 8 の場合、CX-Integrator を使用してCJユニット用メモリの任意エリアに割
り付けます。

5-1-3 CompoNet ユニット用の I/Oポート

I/Oデータ（通信モードNo.0 ～ 3 のとき）

データの種類 対象スレーブ データ名称
I/Oポート

（nn ＝ノードアドレス、
mm＝ビットノードアドレス　*1）

I/O データ ワードスレーブ ワードOUT
スレーブ

WORD OUTデータ OutDatnn（WORD型）
OutDatnn_00 ～ OutDatnn_15
（BOOL型）

ワード IN
スレーブ

WORD IN データ InDatnn（WORD型）
InDatnn_00 ～ InDatnn_15
（BOOL型）

ビットスレーブ ビットOUT
スレーブ

BIT OUT データ BitOutDatmm_00、
BitOutDatmm_01

ビット IN
スレーブ

BIT IN データ BitInDatmm_00、
BitOutDatmm_01
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ワードスレーブの場合
ワードスレーブのノードアドレスを nn(00 ～ 15) とした場合、
• 入力データ 16点は、I/Oポートの「InDatnn_00」～「InDatnn_15」に割り付きます。
16点を超える次の 16点は I/O ポートの「InDatnn+1_00」～「InDatnn+1_15」に割り付きます。

• 出力データ 16点は、I/Oポートの「OutDatnn_00」～「OutDatnn_15」に割り付きます。
16点を超える次の16点はI/Oポートの「OutDatnn+1_00」～「InDatnn+1_15」に割り付きます。

例）

InDat00
（WORD INデータ00）

15 0 ノード
アドレス0

①入力スレーブ

.............

I/Oポート

InDat01
（WORD INデータ01）

15 0

ノード
アドレス3

③入出力混合スレーブ

...... ......

InDat02
（WORD INデータ02）

15 0

InDat03
（WORD INデータ03）

15 0

OutDat03
（WORD OUTデータ03）

15 0

15 0

15 0

15 0

ノード
アドレス1

②入力スレーブ

ノード
アドレス4

④出力スレーブ

出力16点
.............

ノード
アドレス5

⑤出力スレーブ

入力16点 出力16点

OutDat04
（WORD OUTデータ04）

OutDat05
（WORD OUTデータ05）

OutDat06 
（WORD OUTデータ06）

16点

16点

空き

16点

16点

16点

空き

16点

入力16点

8点

8点

InDat04
（WORD INデータ04）

15 0

InDat05
（WORD INデータ05）

15 0

InDat06
（WORD INデータ06）

15 0

15 0

15 0

OutDat00
（WORD OUTデータ00）

（WORD OUTデータ01）
OutDat01

入力用

空き

空き

空き

空き

空き

15 0
OutDat02

（WORD OUTデータ02） 空き

出力用

ノードアドレス2は、
入力に使用不可

ノードアドレス6は、
出力に使用不可

実機スレーブ

出力16点

............. ......

拡張

出力8点

入力16点

............. ......

拡張

入力8点

ノードアドレス2の
InDatを占有

ノードアドレス3の
OutDatを占有

ノードアドレス6の
OutDatを占有

ノードアドレス3は、
出力に使用不可
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①ノードアドレス 0の 16 点入力スレーブ：
入力 16 点分は、「InDat00」（WORD IN データ 00）の「InDat00_00」～「InDat00_15」（ビッ
ト 00～ 15）に割り付けられます。

②ノードアドレス 1の 24 点入力スレーブ：
入力 16 点分は、「InDat01」（WORD IN データ 01）の「InDat01_00」～「InDat01_15」（ビッ
ト 00～ 15）に割り付けます。
拡張入力 8点分は、次の「InDat02」（WORD IN データ 02）の「InDat02_00」～「InDat02_07」
（ビット 00～ 07）に割り付けられます。「InDat02」（WORD IN データ 02）の「InDat02_08」～
「InDat02_15」（ビット 08～ 15）は空きエリアとなります。
ノードアドレス 2は入力には使用できません。

（注）ノードアドレスN＋ 1のスレーブが入力なしの場合、ノードアドレスNとノードアドレスN＋
1とはノードアドレス重複異常とはなりません。ノードアドレスN＋ 1のスレーブが入力ありの
場合、ノードアドレス重複異常となります。したがって、この例ではノードアドレス 2は入力に
は使用できません。

③ノードアドレス 3の 32 点入出力混合スレーブ：
入力 16 点分は、「InDat03」（WORD IN データ 03）の「InDat03_00」～「InDat03_15」（ビッ
ト 00～ 15）に割り付けられます。
出力 16点分は、「OutDat03」（WORD OUTデータ 03）の「OutDat03_00」～「OutDat03_15」
（ビット 00～ 15）に割り付けられます。
④ノードアドレス 4の 16 点出力スレーブ：
出力 16点分は、「OutDat04」（WORD OUTデータ 04）の「OutDat04_00」～「OutDat04_15」
（ビット 00～ 15）に割り付けられます。
⑤ノードアドレス 5の 24 点出力スレーブ：
出力 16点分は、「OutDat05」（WORD OUTデータ 05）の「OutDat05_00」～「OutDat05_15」
（ビット 00～ 15）に割り付けます。
拡張出力 8点分は、「OutDat06」（WORD OUTデータ 06）の「OutDat06_00」～「OutDat06_07」
（ビット 00 ～ 07）に割り付けられます。「OutDat06」（WORD OUT データ 06）のビット 08 ～
15 は空きエリアとなります。
ノードアドレス 6は出力には使用できません。

（注）ノードアドレスN＋ 1のスレーブが出力なしの場合、ノードアドレスNとノードアドレスN＋
1とはノードアドレス重複異常とはなりません。ノードアドレスN＋ 1のスレーブが出力ありの
場合、ノードアドレス重複異常となります。したがって、この例ではノードアドレス 6は出力に
は使用できません。
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ビットスレーブの場合
ビットスレーブのノードアドレスをmm（00～ 63）とした場合、
• 入力データ 2点は、I/O ポートの「BitInDatmm_00」、「BitInDatmm_01」に割り付きます。
• 出力データ 2点は、I/Oポートの「BitOutDatmm_00」、「BitOutDatmm_01」に割り付きます。

例）
 

①ビットノードアドレス 0の 2点入力スレーブ：
入力 2 点分は、「BitInDat00_00」（BIT IN データ 00 Bit00）と「BitInDat00_01」（BIT IN デー
タ 00 Bit01）に割り付けられます。

②ビットノードアドレス 1の 2点出力スレーブ：
出力 2 点分は、「BitOutDat01_00」（BIT OUT データ 01 Bit00）と「BitOutDat01_01」（BIT
OUTデータ 01 Bit01）に割り付けられます。

③ノードアドレス 2の 2点入力／ 2点出力の入出力混合スレーブ：
入力 2 点分は、「BitInDat02_00」（BIT IN データ 02 Bit00）と「BitInDat02_01」（BIT IN デー
タ 02 Bit01）に割り付けられます。
出力 2 点分は、「BitOutDat02_00」（BIT OUT データ 02 Bit00）と「BitOutDat02_01」（BIT
OUTデータ 02 Bit01）に割り付けられます。

BitInDat00_01 
（BIT INデータ00 Bit01）

ビットノード
アドレス0

①入力スレーブ

I/Oポート

入力2点

入力用

実機スレーブ

BitInDat00_00 
（BIT INデータ00 Bit00）

BitOutDat01_01 
（BIT OUTデータ01 Bit01）

ビットノード
アドレス1

②出力スレーブ

出力2点

出力用

BitOutDat01_00  
（BIT OUTデータ01 Bit00）

BitOutDat02_01
（BIT OUTデータ02 Bit01）

ビットノード
アドレス2

③入出力混合スレーブ

出力2点

出力用

BitOutDat02_00
（BIT OUTデータ02 Bit00）

入力2点

BitInDat02_01 
（BIT INデータ02 Bit01）

入力用

BitInDat02_00
（BIT INデータ02 Bit00）
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スレーブがネットワークに正常に加入しているか否かを示すフラグです。
以下の I/O ポートに割り付きます。

*1 2桁の番号になります。（ノードアドレスNo.0 のときは、"00"）

ステータス情報には、以下の 2種類があります。
• 状態ステータス
CompoNet マスタユニット→CPUユニットの方向の情報です。
CompoNet ネットワーク全体の状態、およびCompoNet マスタユニットの状態が反映されます。

• 設定パラメータ
CPUユニット→CompoNet マスタユニットの方向の情報です。
「*_IOCycleStartCmd」（リモート I/O通信開始スイッチ）のみがあります。

いずれも以下の I/Oポートに割り付きます。

加入・通信異常フラグ（通信モードNo.0 ～ 3 のとき）

データの種類 加入／通信異常フラグの
対象スレーブ データ名称

I/Oポート
（nn ＝ノードアドレス、
mm＝ビットノードアドレス　*1）

加入フラグ ワードOUTスレーブ WORD OUT加入フラグ OutCnctNdStann
ワード IN スレーブ WORD IN 加入フラグ InCnctNdStann
ビットOUTスレーブ BIT OUT加入フラグ BitOutCnctNdStamm
ビット IN スレーブ BIT IN 加入フラグ BitInCnctNdStamm

通信異常フラグ ワードOUTスレーブ WORD OUT通信異常フラグ OutErrNdStann
ワード IN スレーブ WORD IN 通信異常フラグ InErrNdStann
ビットOUTスレーブ BIT WORD OUT通信異常フラグ BitInErrNdStamm
ビット IN スレーブ BIT WORD IN 通信異常フラグ BitOutErrNdStamm

ステータス情報（状態ステータスと設定パラメータ）（全通信モードNo.
共通）

データの種類 データ名称 I/Oポート
状態ステータス 状態ステータス UnitSta

通信異常発生フラグ SlavCommErr
登録テーブル照合異常発生フラグ RegTblErr
通信異常のため通信停止発生フラグ CommStopSta
スレーブアドレス二重異常発生フラグ SlavDupErr
リピータ通信異常発生フラグ RepeaterCommErr
リピータノードアドレス二重異常発生フラグ RepeaterDupAdrErr
登録スレーブ全加入フラグ SlavAllCnctSta
リモート I/O通信開始状態フラグ IOCycleStartSta
登録テーブル有効モード時ラダー動作判断フラグ PLCRunSta
登録テーブルモードフラグ RegTblSta
代表ワーニングステータスフラグ SlavAllWarnSta
代表アラームステータスフラグ SlavAllAlmSta

設定パラメータ 設定パラメータ UnitCmd
リモート I/O通信開始スイッチ IOCycleStartCmd
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5-2 ネットワークの状態について

• リモートI/O通信は、コントローラの電源投入またはコントローラリセットおよびスレーブの通信電
源投入で起動します。
ただし、登録スレーブ全加入待ちモード（ 「 登録スレーブ全加入待ちモード機能」(P.5-17) を
参照）が有効のときは、登録した全スレーブが加入するまで停止し、加入した時点から起動します。

• CX-IntegratorからI/O通信手動開始モードに設定した場合、電源投入時はリモートI/O通信は停止し
ています。
「*_IOCycleStartCmd」（リモート I/O 通信開始スイッチ）の立ち上がりで、はじめてリモート I/O
通信を開始させることが可能です。

• 通信異常発生時通信停止モードのときは、あるスレーブで通信異常が発生した時に、リモート I/O通
信全体を停止します。
このとき、「*_UnitSta」（状態ステータス）の「*_ComStopSta」（通信異常のため通信停止発生フ
ラグ）がTRUEとなります。
通信異常発生時通信停止モードは、CompoNet マスタユニットの前面ディップスイッチの ESTP（通
信異常発生時通信停止モード設定）をONにすることによって実行できます。

（注） 登録テーブル有効時の照合異常発生時、およびスレーブ アドレス二重異常発生時は、通信全体は停止しま
せん。

「通信異常」とは、マスタユニットからの通信要求に対してスレーブが正常に応答できない状態を指し
ます。
おもな要因は、以下のとおりです。
• スレーブ自身の異常
• スレーブとの通信ケーブルの断線
• 通信電源のOFF
• ノイズにより、該当スレーブから正常なデータを受信できない場合

あるスレーブで通信異常発生時、マスタユニットの前面NS LED は赤点灯し、7セグメントには「d9」
が切替表示されます。同時に、通信フラグの代表フラグである「*_UnitSta」（状態ステータス）の
「*_SlavComErr ｣（通信異常発生フラグ）がTRUEとなります。

あるスレーブで通信異常発生時、マスタユニット前面ディップスイッチの ESTP（通信異常発生時通
信停止モード設定）を ON にしていれば、通信全体（リモート I/O 通信およびメッセージ通信）が停
止します（このとき、「*_UnitSta」（状態ステータス）の「*_ComStopSta」（通信異常のため通信停
止発生フラグ）が、TRUEとなります）。FALSE にしていれば、リモート I/O通信は継続します。
通信異常要因が解除されると、スレーブは、自動的にネットワークに復帰します。マスタユニットの
リスタートまたは電源再投入は不要です。

5-2-1 リモート I/O通信の起動･停止条件について

5-2-2 通信異常について

通信異常発生時のリモート I/O通信の動作
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CX-Integrator から、「通信異常発生時 IN データゼロクリアモード」に設定した場合、あるスレーブ
で通信異常が発生した時に、該当スレーブのすべての入力 (IN) データをゼロクリアします。「通信異
常発生時 INデータゼロクリアモード」に設定していない場合、あるスレーブで通信異常が発生した時
に、該当スレーブの入力 (IN) データを保持します。
これにより、例えば、INデータの TRUEをトリガにして動くようなシステムにて、通信異常発生時に、
トリガ動作を抑制することなどができます。

スレーブがネットワークに正常に加入しているか否かは、I/Oポートの加入フラグ／通信異常フラグを
使用して確認します。
加入フラグ／通信異常フラグは、ネットワークに一度でも加入したノードと、加入後に異常が発生し
たノードを示します。
登録テーブル有効モード時は、登録スレーブのみが加入可能です。（登録スレーブ以外は加入できませ
ん）

加入フラグ
システム立ち上げ（電源投入）時、対象スレーブが一度でも加入すれば、TRUEを保持します（通
信異常によって離脱しても TRUE のままです）。

通信異常フラグ
いったん加入した状態（加入フラグが TRUE保持となっている状態）で、対象スレーブが何らかの
原因によりマスタユニットと通信できなくなったときに TRUEになります。
（異常解除時に FALSE になります）
また、通信異常発生時通信停止モード（マスタユニットの前面ディップスイッチの ESTP（通信異
常発生時通信停止モード設定）がON）のときは、いずれか 1台の対象スレーブで通信異常が発生
した時に、リモート I/O通信全体を停止します。

したがって、ユーザプログラム上では、対象スレーブの「離脱」は、加入フラグが TRUE でかつ通
信異常フラグが TRUEによって判断します。
また、対象スレーブの「正常」は、加入フラグがTRUEでかつ通信異常フラグが FALSE によって
判断します。

通信異常発生時の INデータのゼロクリア

5-2-3 スレーブの正常確認について

加入／通信異常フラグ

スレーブAの
通信異常フラグ

スレーブAの
加入フラグ

スレーブAで通信
異常発生

通信異常要因解除
（スレーブAは、自動的に
ネットワークに復帰）

加入中 離脱中 加入中

離脱しても、加入フラグは
TRUEのまま
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例） 加入フラグと通信異常フラグを組み合わせて、それを条件として、ノードアドレス 08のワード
入力スレーブが正常運転中であるときに、該当スレーブのビット 05の入力値を使用するとき：

加入／通信異常フラグの対象
マスタユニットの前面ディップスイッチの SW4(REGS SW) に状態によって、加入／通信異常フ
ラグの対象が異なります。

加入／通信異常フラグの割り付け
ノードアドレスごとに、加入フラグと通信異常フラグが、1つずつ I/Oポートに割り当てられます。
加入フラグと通信異常フラグが割り当てられる I/Oポートの種類は、ノードアドレスの種類（ワー
ド／ビット、OUT/IN）によって、以下のようになります。
また、入力と出力がともにある場合（入出力スレーブの場合）は、INスレーブにのみ割り当てられ
ます。

マスタユニットの前面ディップスイッチのSW4
（REGS SW） 加入／通信異常フラグの対象

OFF（登録スレーブ機能が無効）のとき すべてのスレーブ
ON（登録スレーブ機能が有効）のとき 登録してあるスレーブのみ。

登録スレーブ以外の加入フラグ／通信異常フラグは、
動作しません。

加入フラグ
*_InCnctNdSta08

通信異常フラグ
*_InErrNdSta08

WORD INデータ08 
Bit05

正常運転中
a

該当スレーブからの入力処理

正常運転中
a

*_InDat08_05
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概要
ノードアドレスごとに加入するべきスレーブ（ノードアドレスと形式の対応関係）を登録し、実際
に加入したスレーブと照合チェックをする機能、また同時に、未登録のスレーブ、またはノードア
ドレス／形式が違うスレーブは、ネットワークに加入させない機能です。

本機能は、登録テーブル有効モード（電源投入時にマスタユニットの SW4(REGS SW) が ON で
かつ登録テーブルのデータが正常）時のみ有効です。通信モードNo. はいずれでも可能です。

照合の結果、不一致のスレーブがある場合、「*_UnitSta」（状態ステータス）の「*_RegTblErr」
（登録テーブル照合異常発生フラグ）が TRUEとなります。
ただし、この時に後述の登録スレーブ全加入待ちモードが無効ならばリモート I/O 通信は開始され
ますが、有効ならばリモート I/O 通信は開始されません。

登録テーブル機能

00 形CRT1-ID16 
形式

01 形CRT1-ID16-1
02 形CRT1-OD16

例） 登録テーブル

マスタユニット

INスレーブ
ノード00
形CRT1-ID16

スレーブ スレーブ スレーブ

INスレーブ
ノード01
形CRT1-ID16-1

OUTスレーブ
ノード02
形CRT1-OD16-1

照合
不一致（形式が不一致）

不一致のため、このスレーブは
加入できません。

CompoNetネットワーク

ノード
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動作
ケースごとに、以下の動作となります。
• 電源投入（I/O 通信手動開始モード時は、「*_IOCycleStartCmd」（リモート I/O通信開始スイッ
チ）の立ち上がり）後、すべての登録スレーブが、「登録スレーブ加入監視時間」（デフォルトは、
通信速度 93.75kbps 時以外は 10s、93.75kbps 時 30s）以内に（*1）加入した場合、「*_UnitSta」
（状態ステータス）の「*_SlavAllCnctSta」（登録スレーブ全加入フラグ）が TRUEとなります。
このとき、

• 未登録のスレーブが加入していなければ、「*_RegTblErr」（登録テーブル照合異常発生フラ
グ）は FALSE となります。

• 未登録のスレーブが加入していれば、照合異常（未登録スレーブ）として、「*_RegTblErr」
（登録テーブル照合異常発生フラグ）は TRUEとなります。同時に、マスタユニット前面NS
LEDは赤点滅し、7セグメントには「d6」が切替表示されます。

• 電源投入（I/O通信手動開始モード時は、「*_IOCycleStartCmd」（リモート I/O通信開始ス
イッチ）の立ち上がり）後、すべての登録スレーブが「登録スレーブ加入監視時間」（デフォ
ルトは、通信速度 93.75kbps 時以外は 10s、93.75kbps 時 30s）以内には（*1）加入しな
かった場合、照合異常（スレーブ不在）として、「*_RegTblErr」（登録テーブル照合異常発
生フラグ）が TRUEとなります。同時に、マスタユニット前面NS LED は赤点滅し、7セグ
メントには「d5」が切替表示されます。ただし、その後、不在となっていた該当スレーブが
加入した場合、「*_RegTblErr（登録テーブル照合異常発生フラグ）が FALSE となり、エ
ラー表示は消えます。

*1「登録スレーブ加入監視時間」は、後述の登録スレーブ全加入待ちモードが有効ならば、無効となります。
（注） 電源投入時にマスタユニットのSW4(REGS SW) が ONでかつ登録テーブルのデータが不正のときは、リ

モート I/O通信は起動せず、マスタユニット前面MS LEDは赤点滅し、7セグメントには「E8」が表示さ
れます。

 登録テーブルの作成方法
CX-Integrator による登録テーブル自動生成または登録テーブル編集／転送操作により、登録テー
ブルを作成します。

パソコン（CX-Integrator）

ワードスレーブ

CompoNetネットワーク

ビットスレーブ

CompoNetマスタユニット

NJシリーズCPUユニット

ノードアドレスと形式の対応
関係を、「正」として登録

編集した登録テーブル
ノード 形式
0 ID16 
1 OD16 
： ：

ダウンロード
（他のマスタのパラメータと
ともに）

方法2）登録テーブルの編集／ダウンロード

方法1）登録テーブルの自動生成

登録テーブル編集
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その後、マスタユニットの SW4(REGS SW) を ON にして、電源を投入することで、登録テーブ
ル有効で動作します（登録テーブル自体は、電源投入時に読み出されます）。「*_UnitSta」（状態ス
テータス）の「*_RegTblSta」( 登録テーブルモードフラグ）が TRUE（登録テーブル有効モード）
となります。

(1) 登録テーブル編集／転送
CX-Integrator で登録テーブル（ノードアドレスと形式の対応）をマスタパラメータ編集画
面にて編集して、CompoNet マスタユニットにダウンロードすることによります。

参考

CX-Integratorから自動生成または編集／ダウンロードした登録テーブルデータは、CompoNet
マスタユニットの EEP-ROM に格納されます。したがって、コントローラの電源を OFF にし
ても、またユニットを他の PLC（CPU ユニット）に装着しても、CompoNet マスタユニット
内の登録テーブルデータは、保持されています。

登録スレーブ加入監視時間設定
コントローラの電源投入（I/O通信手動開始モード時は、「*_IOCycleStartCmd」（リモート I/O 通
信開始スイッチ）の立ち上がり）またはコントローラのリセット時点から、登録スレーブの加入完
了を判断するまでの時間です。
「登録スレーブ加入監視時間」は、デフォルト（通信速度 93.75kbps 時以外は 10s、93.75kbps
時 30s）以外に設定することができます。
CX-Integrator にて、［マスタ全般］タブの［詳細設定］で、登録スレーブ加入監視時間（1～ 600s、
デフォルト：通信速度93.75kbps時以外10s。通信速度93.75kbps時30s）を設定して、CompoNet
マスタユニットにダウンロードすることにより設定した値が反映されます。
登録スレーブ全加入待ちモードが有効のときは、本設定は無効です。

登録スレーブ全加入待ちモード機能
登録した全スレーブが、ネットワークに加入するまで（「*_SlavAllCnctSta」（登録スレーブ全加入
フラグ）が FALSE の間）、リモート I/O 通信を停止し、加入した時点（「*_SlavAllCnctSta」（登
録スレーブ全加入フラグ）が FALSE から TRUEになった時点）からリモート I/O 通信を起動させ
ることができます。通常（本モード無効）のときより、早い時間で全スレーブを加入させることが
できます。
ただし、登録した全スレーブが加入していないと、リモート I/O通信は起動しません。
なお、本モード有効時は、登録スレーブ加入監視時間設定（デフォルト 10s を含め）が無効となり
ます。
CX-Integrator にて、［マスタ全般］タブの［詳細設定］で、全加入待ちモードを有効にして、
CompoNet マスタユニットにダウンロードすることにより設定した値が反映されます。
本機能は、登録テーブル有効モード（コントローラの電源投入またはコントローラリセット時にマ
スタユニットの SW4(REGS SW) が ON であった、かつ登録テーブルデータが正常）時のみ有効
です。通信モードNo. はいずれでも可能です。
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以下のいずれかの場合、スレーブ アドレス二重異常となり、後に加入してきた「*_UnitSta」（状態ス
テータス）の「*_SlavDupErr」（スレーブアドレス二重異常発生フラグ）が TRUE となります。
このとき、マスタユニット前面 NS LED は赤点滅し、7 セグメントには「d0」が切替表示されます。
また、リモート I/O 通信は停止しません。
• 同じノードアドレスに設定されたスレーブが存在する
（例：ノードアドレス設定Nのスレーブが 2台存在する場合）

（注） 同一の割付エリアを占有するスレーブ（入力スレーブ同士や出力スレーブ同士）で、同じノードアドレスが
設定された場合は、アドレス二重異常となります。

• ノードアドレス設定は異なるが、ノード間の I/O ポートが重複している
（例：ノードアドレス設定 0のスレーブが入力 24点で、ノードアドレス設定 1のスレーブが入力 16
点の場合。この場合、IN1 のエリアが重複しているため、NG）

（注） ノード間の割り付け I/Oポートが重複しないかぎり、同一ノードアドレスのエリアに、INエリアとOUTエ
リアで、異なるノードアドレス設定のスレーブが割り付いてもかまいません。
（例：OUT1 エリアに、ノードアドレス設定 1 のスレーブの出力 16 点、IN1 エリアに、ノードアドレス設
定 0のスレーブの拡張のスレーブの入力 16点が、各々割り付いてもかまいません）。

• スレーブが一度離脱した後に、同一ノードアドレスで、異なる種別のスレーブが加入してきた

許可されるリピータ段数を超えている場合、マスタユニット前面 NS LED は赤点滅し、7 セグメント
には「E5」が表示されます。

スレーブ アドレス二重異常

不正構成異常
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5-3 CJ ユニットデバイス変数の詳細
CompoNet マスタユニットの I/O データにアクセスする場合、I/O ポートに AT（割付先）指定した
CJユニットデバイス変数を使用します。
以降の説明では、個々のCJユニットデバイス変数の機能を使用します。
［I/Oマップ］で自動生成した変数名で記述します。

NJ シリーズ CPU ユニットでは、CompoNet マスタユニットの以下のデータを、I/O ポートとして、
あらかじめ定義しています。
I/OポートにCJユニットデバイス変数を割り付けて使用します。

(1) I/O データ（通信モードNo.8 のときはありません）

(2) 加入フラグ／通信異常フラグ（通信モードNo.8 のときはありません）

(3) ステータス情報（状態ステータス）

(4) ステータス情報（設定パラメータ）

以降に、CompoNet 用の CJユニットデバイス変数をデータ種類ごとに説明します。
なお、CJ ユニットデバイス変数名と、CompoNet マスタユニットの各パラメータとのアドレスの対
応は、 「A-1-2 ユーザプログラムからのアクセス方法の相違点」を参照してください。

以下に示す表の「通信モードNo.」列には、通信モード別に使用する変数を、○×表記で記載しています。

5-3-1 CJ ユニットデバイス変数への割り付け
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nn ＝ノードアドレス
RW：読み書き可能、R：読み出しのみ可能

5-3-2 I/O データ

ワードスレーブ

CJユニット
デバイス変数名

通信モードNo.
データ型 R/W 名称 内容

0 1 2 3 8
*_OutDat00 ～
*_OutDatnn

○
(n=07)

○
(n=15)

○
(n=31)

○
(n=15)

× WORD RW WORD 
OUTデータ
00 ～ nn

ノードアドレ
ス 00～ nn の
WORD OUT
データ

*_OutDat00_00 BOOL RW WORD 
OUTデータ
00 Bit00

ノードアドレ
ス 00の
WORD OUT
データのビッ
ト 00

～ ～
*_OutDat00_15 BOOL RW WORD 

OUTデータ
00 Bit15

ノードアドレ
ス 00の
WORD OUT
データのビッ
ト 15

～

*_OutDatnn_00 BOOL RW WORD 
OUTデータ
nn Bit00

ノードアドレ
ス nnの
WORD OUT
データのビッ
ト 00

～ ～
*_OutDatnn_15 BOOL RW WORD 

OUTデータ
nn Bit15

ノードアドレ
ス nnの
WORD OUT
データのビッ
ト 15

*_InDat00 ～
*_InDatnn

○
(n=07)

○
(n=15)

○
(n=31)

○
(n=15)

× WORD R WORD IN
データ 00
～ nn

ノードアドレ
ス 00～ nn の
WORD IN
データ

*_InDat00_00 BOOL R WORD IN
データ 00 
Bit00

ノードアドレ
ス 00の
WORD IN
データのビッ
ト 00

～ ～
*_InDat00_15 BOOL R WORD IN

データ 00 
Bit15

ノードアドレ
ス 00の
WORD IN
データのビッ
ト 15

～

*_InDatnn_00 BOOL R WORD IN
データ nn 
Bit00

ノードアドレ
ス nnの
WORD IN
データのビッ
ト 00

～ ～
*_InDatnn_15 BOOL R WORD IN

データ nn 
Bit15

ノードアドレ
ス nnの
WORD IN
データのビッ
ト 15
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mm ＝ビットノードアドレス
RW：読み書き可能、R：読み出しのみ可能

ビットスレーブ

CJユニット
デバイス変数名

通信モードNo.
データ型 R/W 名称 内容

0 1 2 3 8
*_BitOutDat00_00、
*_BitOutDat00_01

× × × ○
(m=63)

× BOOL RW BIT OUT
データ 00 
Bit00、
Bit01

ビットノード
アドレス 00の
OUTデータの
ビット 00と
01

～

*_BitOutDatmm_00、
*_BitOutDatmm_01

BOOL RW BIT OUT
データmm 
Bit00、
Bit01

ビットノード
アドレスmm
のOUTデータ
のビット 00と
01

*_BitInDat00_00、
*_BitInDat00_01

× × × ○
(m=63)

× BOOL R BIT IN デー
タ 00 
Bit00、
Bit01

ビットノード
アドレス 00の
BIT IN データ
のビット 00と
01

～

*_BitInDatmm _00、
*_BitInDatmm _01

BOOL R BIT IN デー
タmm 
Bit00、
Bit01

ビットノード
アドレスmm
の BIT IN デー
タのビット 00
と 01

5-3-3 加入フラグ／通信異常フラグ

加入フラグ（OUTワードスレーブ）

CJユニット
デバイス変数名

通信モードNo.
データ型 R/W 名称 内容

0 1 2 3 8
*_OutCnctNdSta
00_07

○ ○ ○ ○ × BYTE R WORD 
OUT加入フ
ラグ 00_07

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 00～ 07

*_OutCnctNdSt
a00

BOOL R WORD 
OUT加入フ
ラグ 00

ノードアドレ
ス 00～ 07に
対応している
加入フラグ～ ～

*_OutCnctNdSt
a07

WORD 
OUT加入
フラグ 07

*_OutCnctNdSta
08_15

× ○ ○ ○ × BYTE R WORD 
OUT加入フ
ラグ 08_15

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 08～ 15

*_OutCnctNdSt
a08

BOOL R WORD 
OUT加入フ
ラグ 08

ノードアドレ
ス 08～ 15 に
対応している
加入フラグ～ ～

*_OutCnctNdSt
a15

WORD 
OUT加入フ
ラグ 15
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*_OutCnctNdSta
16_23

× × ○ × × BYTE R WORD 
OUT加入フ
ラグ 16_23

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 16～ 23

*_OutCnctNdSt
a16

BOOL R WORD 
OUT加入フ
ラグ 16

ノードアドレ
ス 16～ 23 に
対応している
加入フラグ～ ～

*_OutCnctNdSt
a23

WORD 
OUT加入フ
ラグ 23

*_OutCnctNdSta
24_31

× × ○ × × BYTE R WORD 
OUT加入フ
ラグ 24_31

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 24～ 31

*_OutCnctNdSt
a24

BOOL R WORD 
OUT加入フ
ラグ 24

ノードアドレ
ス 24～ 31 に
対応している
加入フラグ～ ～

*_OutCnctNdSt
a31

WORD 
OUT加入フ
ラグ 31

加入フラグ（INワードスレーブ）

CJユニット
デバイス変数名

通信モードNo.
データ型 R/W 名称 内容

0 1 2 3 8
*_InCnctNdSta
00_07

○ ○ ○ ○ × BYTE R WORD IN
加入フラグ
00_07

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 00～ 07

*_InCnctNdSta
00

BOOL R WORD IN
加入フラグ
00

ノードアドレ
ス 00～ 07 に
対応している
加入フラグ～ ～

*_InCnctNdSta
07

WORD IN
加入フラグ
07

*_InCnctNdSta
08_15

× ○ ○ ○ × BYTE R WORD IN
加入フラグ
08_15

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 08～ 15

*_InCnctNdSta
08

BOOL R WORD IN
加入フラグ
08

ノードアドレ
ス 08 ～ 15 に
対応している
加入フラグ～ ～

*_InCnctNdSta
15

WORD IN
加入フラグ
15

*_InCnctNdSta
16_23

× × ○ × × BYTE R WORD IN
加入フラグ
16_23

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 16～ 23

*_InCnctNdSta
16

BOOL R WORD IN
加入フラグ
16

ノードアドレ
ス 08 ～ 15 に
対応している
加入フラグ～ ～

*_InCnctNdSta
23

WORD IN
加入フラグ
23

CJユニット
デバイス変数名

通信モードNo.
データ型 R/W 名称 内容

0 1 2 3 8
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*_InCnctNdSta
24_31

× × ○ × × BYTE R WORD IN
加入フラグ
24_31

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 24～ 31

*_InCnctNdSta
24

BOOL R WORD IN
加入フラグ
24

ノードアドレ
ス 24～ 31に
対応している
加入フラグ～ ～

*_InCnctNdSta
31

WORD IN
加入フラグ
31

通信異常フラグ（OUTワードスレーブ）

CJユニット
デバイス変数名

通信モードNo.
データ型 R/W 名称 内容

0 1 2 3 8
*_OutErrNdSta
00_07

○ ○ ○ ○ × BYTE R WORD 
OUT通信異
常フラグ
00_07

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 00～ 07

*_OutErrNdSta
00

BOOL R WORD 
OUT通信異
常フラグ 00

ノードアドレ
ス 00～ 07に
対応している
WORD OUT
通信異常フラ
グ

～ ～
*_OutErrNdSta
07

WORD 
OUT通信異
常フラグ 07

*_OutErrNdSta
08_15

× ○ ○ ○ × BYTE R WORD 
OUT通信異
常フラグ
08_15

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 08～ 15

*_OutErrNdSta
08

BOOL R WORD 
OUT通信異
常フラグ 08

ノードアドレ
ス 08～ 15に
対応している
WORD OUT
通信異常フラ
グ

～ ～
*_OutErrNdSta
15

WORD 
OUT通信異
常フラグ 15

*_OutErrNdSta
16_23

× × ○ × × BYTE R WORD 
OUT通信異
常フラグ
16_23

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 16～ 23

*_OutErrNdSta
16

BOOL R WORD 
OUT通信異
常フラグ 16

ノードアドレ
ス 16～ 23に
対応している
WORD OUT
通信異常フラ
グ

～ ～
*_OutErrNdSta
23

WORD 
OUT通信異
常フラグ 23

*_OutErrNdSta
24_31

× × ○ × × BYTE R WORD 
OUT通信異
常フラグ
24_31

ビット 0～ 7:
ノードアドレ
ス 24～ 31

*_OutErrNdSta
24

BOOL R WORD 
OUT通信異
常フラグ 24

ノードアドレ
ス 24～ 31に
対応している
WORD OUT
通信異常フラ
グ

～ ～
*_OutErrNdSta
31

WORD 
OUT通信異
常フラグ 31

CJ ユニット
デバイス変数名

通信モードNo.
データ型 R/W 名称 内容

0 1 2 3 8
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通信モードNo.3 設定時のみ使用する変数です。

通信異常フラグ（IN ワードスレーブ）

CJユニット
デバイス変数名

通信モードNo. データ
型 R/W 名称 内容

0 1 2 3 8
*_InErrNdSta
00_07

○ ○ ○ ○ × BYTE R WORD IN 通
信異常フラグ
00_07

ビット 0～ 7: ノード
アドレス 00～ 07

*_InErrNdSta
00

BOOL R WORD IN 通
信異常フラグ
00

ノードアドレス 00～
07に対応している
WORD IN 通信異常フ
ラグ～ ～

*_InErrNdSta
07

WORD IN 通
信異常フラグ
07

*_InErrNdSta
08_15

× ○ ○ ○ × BYTE R WORD IN 通
信異常フラグ
08_15

ビット 0～ 7: ノード
アドレス 08～ 15

*_InErrNdSta
08

BOOL R WORD IN 通
信異常フラグ
08

ノードアドレス 08～
15に対応している
WORD IN 通信異常フ
ラグ～ ～

*_InErrNdSta
15

WORD IN 通
信異常フラグ
15

*_InErrNdSta
16_23

× × ○ × × BYTE R WORD IN 通
信異常フラグ
16_23

ビット 0～ 7: ノード
アドレス 16～ 23

*_InErrNdSta
16

BOOL R WORD IN 通
信異常フラグ
16

ノードアドレス 16～
23に対応している
WORD IN 通信異常フ
ラグ～ ～

*_InErrNdSta
23

WORD IN 通
信異常フラグ
23

*_InErrNdSta
24_31

× × ○ × × BYTE R WORD IN 通
信異常フラグ
24_31

ビット 0～ 7: ノード
アドレス 24～ 31

*_InErrNdSta
24

BOOL R WORD IN 通
信異常フラグ
24

ノードアドレス 24～
31に対応している
WORD IN 通信異常フ
ラグ～ ～

*_InErrNdSta
31

WORD IN 通
信異常フラグ
31

加入フラグ（BIT OUT スレーブ）（通信モードNo.3 設定時のみ）

CJユニットデバイス変数名 データ
型 R/W 名称 内容

*_BitOutCnctNdSta00_07 BYTE R BIT OUT 加入フラグ 00_07 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 00～ 07

*_BitOutCnctNdSta00 BOOL R BIT OUT 加入フラグ 00 ビットノードアドレス 00～ 07に
対応しているBIT OUT加入フラグ～ ～

*_BitOutCnctNdSta07 BIT OUT 加入フラグ 07
*_BitOutCnctNdSta08_15 BYTE R BIT OUT 加入フラグ 08_15 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ

ス 08～ 15
*_BitOutCnctNdSta08 BOOL R BIT OUT 加入フラグ 08 ビットノードアドレス 08～ 15に

対応しているBIT OUT加入フラグ～ ～
*_BitOutCnctNdSta15 BIT OUT 加入フラグ 15
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*_BitOutCnctNdSta16_23 BYTE R BIT OUT 加入フラグ 16_23 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 16～ 23

*_BitOutCnctNdSta16 BOOL R BIT OUT 加入フラグ 16 ビットノードアドレス 16～ 23に
対応しているBIT OUT 加入フラグ～ ～

*_BitOutCnctNdSta23 BIT OUT 加入フラグ 23
*_BitOutCnctNdSta24_31 BYTE R BIT OUT 加入フラグ 24_31 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ

ス 24～ 31
*_BitOutCnctNdSta24 BOOL R BIT OUT 加入フラグ 24 ビットノードアドレス 24～ 31に

対応しているBIT OUT 加入フラグ～ ～
*_BitOutCnctNdSta31 BIT OUT 加入フラグ 31

*_BitOutCnctNdSta32_39 BYTE R BIT OUT 加入フラグ 32_39 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 32～ 39

*_BitOutCnctNdSta32 BOOL R BIT OUT 加入フラグ 32 ビットノードアドレス 32～ 39に
対応しているBIT OUT 加入フラグ～ ～

*_BitOutCnctNdSta39 BIT OUT 加入フラグ 39
*_BitOutCnctNdSta40_47 BYTE R BIT OUT 加入フラグ 40_47 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ

ス 40～ 47
*_BitOutCnctNdSta40 BOOL R BIT OUT 加入フラグ 40 ビットノードアドレス 40～ 47に

対応しているBIT OUT 加入フラグ～ ～
*_BitOutCnctNdSta47 BIT OUT 加入フラグ 47

*_BitOutCnctNdSta48_55 BYTE R BIT OUT 加入フラグ 48_55 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 48～ 55

*_BitOutCnctNdSta48 BOOL R BIT OUT 加入フラグ 48 ビットノードアドレス 48～ 55に
対応しているBIT OUT 加入フラグ～ ～

*_BitOutCnctNdSta55 BIT OUT 加入フラグ 55
*_BitOutCnctNdSta56_63 BYTE R BIT OUT 加入フラグ 56_63 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ

ス 56～ 63
*_BitOutCnctNdSta56 BOOL R BIT OUT 加入フラグ 56 ビットノードアドレス 56～ 63に

対応しているBIT OUT 加入フラグ～ ～
*_BitOutCnctNdSta63 BIT OUT 加入フラグ 63

加入フラグ（BIT IN スレーブ）（通信モードNo.3 設定時のみ）

CJユニットデバイス変数名 データ
型 R/W 名称 内容

*_BitInCnctNdSta00_07 BYTE R BIT IN 加入フラグ 00_07 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 00～ 07

*_BitInCnctNdSta00 BOOL R BIT IN 加入フラグ 00 ビットノードアドレス 00～ 07に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInCnctNdSta07 BIT IN 加入フラグ 07
*_BitInCnctNdSta08_15 BYTE R BIT IN 加入フラグ 08_15 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ

ス 08～ 15
*_BitInCnctNdSta08 BOOL R BIT IN 加入フラグ 08 ビットノードアドレス 08～ 15に

対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～
*_BitInCnctNdSta15 BIT IN 加入フラグ 15

*_BitInCnctNdSta16_23 BYTE R BIT IN 加入フラグ 16_23 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 16～ 23

*_BitInCnctNdSta16 BOOL R BIT IN 加入フラグ 16 ビットノードアドレス 16～ 23に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInCnctNdSta23 BIT IN 加入フラグ 23
*_BitInCnctNdSta24_31 BYTE R BIT IN 加入フラグ 24_31 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ

ス 24～ 31
*_BitInCnctNdSta24 BOOL R BIT IN 加入フラグ 24 ビットノードアドレス 24～ 31に

対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～
*_BitInCnctNdSta31 BIT IN 加入フラグ 31

CJユニットデバイス変数名 データ
型 R/W 名称 内容
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通信モードNo.3 設定時のみ使用する変数です。

*_BitInCnctNdSta32_39 BYTE R BIT IN 加入フラグ 32_39 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 32～ 39

*_BitInCnctNdSta32 BOOL R BIT IN 加入フラグ 32 ビットノードアドレス 32～ 39に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInCnctNdSta39 BIT IN 加入フラグ 39
*_BitInCnctNdSta40_47 BYTE R BIT IN 加入フラグ 40_47 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ

ス 40～ 47
*_BitInCnctNdSta40 BOOL R BIT IN 加入フラグ 40 ビットノードアドレス 40～ 47に

対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～
*_BitInCnctNdSta47 BIT IN 加入フラグ 47

*_BitInCnctNdSta48_55 BYTE R BIT IN 加入フラグ 48_55 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 48～ 55

*_BitInCnctNdSta48 BOOL R BIT IN 加入フラグ 48 ビットノードアドレス 48～ 55に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInCnctNdSta55 BIT IN 加入フラグ 55
*_BitInCnctNdSta56_63 BYTE R BIT IN 加入フラグ 56_63 ビット 0～ 7: ビットノードアドレ

ス 56～ 63
*_BitInCnctNdSta56 BOOL R BIT IN 加入フラグ 56 ビットノードアドレス 56～ 63に

対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～
*_BitInCnctNdSta63 BIT IN 加入フラグ 63

通信異常フラグ（BIT OUT スレーブ）（通信モードNo.3 設定時のみ）

CJユニットデバイス変数名 データ
型 R/W 名称 内容

*_BitOutErrNdSta00_07 BYTE R BIT OUT 通信異常フラグ
00_07

ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 00～ 07

*_BitOutErrNdSta00 BOOL R BIT OUT 通信異常フラグ 00 ビットノードアドレス 00～ 07に
対応しているBIT OUT加入フラグ～ ～

*_BitOutErrNdSta07 BIT OUT 通信異常フラグ 07
*_BitOutErrNdSta08_15 BYTE R BIT OUT 通信異常フラグ

08_15
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 08～ 15

*_BitOutErrNdSta08 BOOL R BIT OUT 通信異常フラグ 08 ビットノードアドレス 08～ 15に
対応しているBIT OUT加入フラグ～ ～

*_BitOutErrNdSta15 BIT OUT 通信異常フラグ 15
*_BitOutErrNdSta16_23 BYTE R BIT OUT 通信異常フラグ

16_23
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 16～ 23

*_BitOutErrNdSta16 BOOL R BIT OUT 通信異常フラグ 16 ビットノードアドレス 16～ 23に
対応しているBIT OUT加入フラグ～ ～

*_BitOutErrNdSta23 BIT OUT 通信異常フラグ 23
*_BitOutErrNdSta24_31 BYTE R BIT OUT 通信異常フラグ

24_31
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 24～ 31

*_BitOutErrNdSta24 BOOL R BIT OUT 通信異常フラグ 24 ビットノードアドレス 24～ 31に
対応しているBIT OUT加入フラグ～ ～

*_BitOutErrNdSta31 BIT OUT 通信異常フラグ 31
*_BitOutErrNdSta32_39 BYTE R BIT OUT 通信異常フラグ

32_39
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 32～ 39

*_BitOutErrNdSta32 BOOL R BIT OUT 通信異常フラグ 32 ビットノードアドレス 32～ 39に
対応しているBIT OUT加入フラグ～ ～

*_BitOutErrNdSta39 BIT OUT 通信異常フラグ 39
*_BitOutErrNdSta40_47 BYTE R BIT OUT 通信異常フラグ

40_47
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 40～ 47

*_BitOutErrNdSta40 BOOL R BIT OUT 通信異常フラグ 40 ビットノードアドレス 40～ 47に
対応しているBIT OUT加入フラグ～ ～

*_BitOutErrNdSta47 BIT OUT 通信異常フラグ 47

CJ ユニットデバイス変数名 データ
型 R/W 名称 内容
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*_BitOutErrNdSta48_55 BYTE R BIT OUT 通信異常フラグ
48_55

ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 48～ 55

*_BitOutErrNdSta48 BOOL R BIT OUT 通信異常フラグ 48 ビットノードアドレス 48～ 55に
対応しているBIT OUT 加入フラグ～ ～

*_BitOutErrNdSta55 BIT OUT 通信異常フラグ 55
*_BitOutErrNdSta56_63 BYTE R BIT OUT 通信異常フラグ

56_63
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 56～ 63

*_BitOutErrNdSta56 BOOL R BIT OUT 通信異常フラグ 56 ビットノードアドレス 56～ 63に
対応しているBIT OUT 加入フラグ～ ～

*_BitOutErrNdSta63 BIT OUT 通信異常フラグ 63

通信異常フラグ（BIT IN スレーブ）（通信モードNo.3 設定時のみ）

CJユニットデバイス変数名 データ
型 R/W 名称 内容

*_BitInErrNdSta00_07 BYTE R BIT IN 通信異常フラグ
00_07

ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 00～ 07

*_BitInErrNdSta00 BOOL R BIT IN 通信異常フラグ 00 ビットノードアドレス 00～ 07に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInErrNdSta07 BIT IN 通信異常フラグ 07
*_BitInErrNdSta08_15 BYTE R BIT IN 通信異常フラグ

08_15
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 08～ 15

*_BitInErrNdSta08 BOOL R BIT IN 通信異常フラグ 08 ビットノードアドレス 08～ 15に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInErrNdSta15 BIT IN 通信異常フラグ 15
*_BitInErrNdSta16_23 BYTE R BIT IN 通信異常フラグ

16_23
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 16～ 23

*_BitInErrNdSta16 BOOL R BIT IN 通信異常フラグ 16 ビットノードアドレス 16～ 23に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInErrNdSta23 BIT IN 通信異常フラグ 23
*_BitInErrNdSta24_31 BYTE R BIT IN 通信異常フラグ

24_31
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 24～ 31

*_BitInErrNdSta24 BOOL R BIT IN 通信異常フラグ 24 ビットノードアドレス 24～ 31に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInErrNdSta31 BIT IN 通信異常フラグ 31
*_BitInErrNdSta32_39 BYTE R BIT IN 通信異常フラグ

32_39
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 32～ 39

*_BitInErrNdSta32 BOOL R BIT IN 通信異常フラグ 32 ビットノードアドレス 32～ 39に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInErrNdSta39 BIT IN 通信異常フラグ 39
*_BitInErrNdSta40_47 BYTE R BIT IN 通信異常フラグ

40_47
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 40～ 47

*_BitInErrNdSta40 BOOL R BIT IN 通信異常フラグ 40 ビットノードアドレス 40～ 47に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInErrNdSta47 BIT IN 通信異常フラグ 47
*_BitInErrNdSta48_55 BYTE R BIT IN 通信異常フラグ

48_55
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 48～ 55

*_BitInErrNdSta48 BOOL R BIT IN 通信異常フラグ 48 ビットノードアドレス 48～ 55に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInErrNdSta55 BIT IN 通信異常フラグ 55
*_BitInErrNdSta56_63 BYTE R BIT IN 通信異常フラグ

56_63
ビット 0～ 7: ビットノードアドレ
ス 56～ 63

*_BitInErrNdSta56 BOOL R BIT IN 通信異常フラグ 56 ビットノードアドレス 56～ 63に
対応しているBIT IN 加入フラグ～ ～

*_BitInErrNdSta63 BIT IN 通信異常フラグ 63

CJユニットデバイス変数名 データ
型 R/W 名称 内容
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5-3-4 ステータス情報（状態ステータス）（全通信モード共通）

CJユニットデバイス
変数名

データ
型 R/W 名称 内容

*_ UnitSta WORD R 状態ステータス ネットワーク全体の状態やマスタユニットの状態が格納
されます。
下記は各ビットの意味を示しています。また、各ビット
に対して、BOOL型の変数も用意しています。次の表を
参照してください。
00: 通信異常発生フラグ
01: 登録テーブル照合異常発生フラグ
02: 通信異常のため通信停止発生フラグ
03: スレーブアドレス二重異常発生フラグ
04: リピータ通信異常発生フラグ
05: リピータノードアドレス二重異常発生フラグ
06: 登録スレーブ全加入フラグ
07: リモート I/O通信開始状態フラグ
08: 登録テーブル有効モード時ラダー動作判断フラグ
09: 予約領域
10: 登録テーブルモードフラグ
11: 予約領域
12: 代表ワーニングステータスフラグ
13: 代表アラームステータスフラグ
14-15: 予約領域

*_SlavCommErr BOOL R 通信異常発生
フラグ

FALSE：正常
TRUE： 異常発生
対象スレーブ (*1) の 1つでも通信異常が発生したとき
に、TRUEとなります。
*1 コントローラの電源投入またはコントローラリセッ
ト時にマスタユニットのSW4(REGS SW)がOFFの
ときは、すべてのスレーブが対象。コントローラの電
源 投 入 ま た は コ ン ト ロ ー ラ リ セ ッ ト 時 に
SW4(REGS SW) が ON のときは、登録したスレー
ブのみが対象。

*_RegTblErr BOOL R 登録テーブル照合
異常発生フラグ

登録テーブル有効モード（コントローラの電源投入また
はコントローラリセット時にマスタユニットの
SW4(REGS SW) が ONであった）時のみ有効です。
FALSE：正常
TRUE： 照合異常発生
登録テーブル（ノードアドレス－スレーブ形式の対応）
と、コントローラの電源投入またはコントローラリセッ
ト時点での実機スレーブのノードアドレス－スレーブ形
式の対応が、1つでも一致していないときに、TRUE と
なります。
（注） 本フラグが TRUE となっても、リモート I/O 通信

は起動します。
*_CommStopSta BOOL R 通信異常のため

通信停止発生
フラグ

FALSE：正常、またはマスタユニットの SW3(ESTP 
SW) が OFF（通信異常発生時通信停止モード
無効）

TRUE： 異常発生（マスタユニットのSW3(ESTP 
SW) が ON（通信異常発生時通信停止モード
有効）に設定されていて、通信異常発生によ
り、リモート I/O通信が停止した場合）

一度 TRUE になると、電源再投入またはリスタートまで
保持されます。
（注） 判定対象は全てのリピータおよび全てのスレーブ

です。
*_SlavDupErr BOOL R スレーブアドレス

二重異常発生
フラグ

FALSE：正常
TRUE： 異常発生（スレーブの設定ノードアドレスの重

複、またはスレーブの設定ノードアドレスは重
複していないが割付エリアが重複、またはス
レーブが一度離脱した後に同一ノードアドレス
で異なる点数種別のスレーブが加入してきた）

（注） 本フラグが TRUE となっても、リモート I/O 通信
は起動します。
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）例）登録した全スレーブが加入していて、登録したいずれのスレーブでも通信異常が発生していな

いで、かつリモート I/O 通信が動作中の場合、正常運転中と判断するとき

*_RepeaterCommErr BOOL R リピータ通信
異常発生フラグ

FALSE：正常
TRUE： 異常発生
（注） 本フラグが TRUE となっても、リモート I/O 通信

は起動します。
*_RepeaterDupAdrErr BOOL R リピータノード

アドレス二重
異常発生フラグ
（注 2）

FALSE：正常
TRUE： 異常発生
（注） 本フラグが TRUE となっても、リモート I/O 通信

は起動します。
*_SlavAllCnctSta BOOL R 登録スレーブ

全加入フラグ
登録テーブル有効モード（コントローラの電源投入また
はコントローラリセット時にマスタユニットの
SW4(REGS SW) が ONであった）時のみ有効です。
FALSE：未加入スレーブあり（登録テーブルの全スレー

ブが加入していない）
TRUE： 全加入（登録テーブルの全スレーブが加入し

た）
（注）1 登録テーブルの全スレーブが加入していて、未

登録スレーブが加入していても、TRUE となり
ます。

2 登録スレーブ全加入待ちモードが有効の場合、
本フラグが 0の間、リモート I/O通信は停止し
ます。TRUEとなってはじめてリモート I/O通
信が起動します。

*_IOCycleStartSta BOOL R リモート I/O
通信開始状態
フラグ

FALSE：リモート I/O通信停止中
TRUE： リモート I/O通信動作中

*_PLCRunSta BOOL R 登録テーブル
有効モード時
ラダー動作判断
フラグ

FALSE：ユーザプログラム動作不可（登録テーブル設定
時のネットワーク状態が、ユーザプログラムで
スレーブの I/Oデータが使用できない状態）

TRUE： ユーザプログラム動作可能（登録テーブル設定
時のネットワーク状態が、ユーザプログラムで
スレーブの I/Oデータを使用できる状態）

（注）「*_UnitSta」（状態ステータス）の「SlavCommErr」
が FALSE（通信異常が発生していない）、
「SlavAllCnctSta」（登録スレーブがすべて加入し
た）、「IOCycleStartSta」（リモート I/O 通信が動
作中）のAND論理です。

*_RegTblSta BOOL R 登録テーブル
モードフラグ

FALSE：登録テーブル無効モード（コントローラの電源
投入またはコントローラリセット時にマスタユ
ニットの SW4(REGS SW) が OFF であった、
または登録テーブルデータが不正）

TRUE： 登録テーブル有効モード（コントローラの電源
投入またはコントローラリセット時にマスタユ
ニットの SW4(REGS SW) が ONであった、
かつ登録テーブルデータが不正でない）

*_SlavAllWarnSta BOOL R 代表ワーニング
ステータスフラグ

全スレーブのワーニングステータスフラグのOR

*_SlavAllAlmSta BOOL R 代表アラーム
ステータスフラグ

全スレーブのアラームステータスフラグのOR

CJユニットデバイス
変数名

データ
型 R/W 名称 内容

登録テーブル有効モード時
ラダー動作判断フラグ

*_PLCRunSta 

*_BitInDat00_02
正常運転中

a

登録したスレーブからの
入力処理

正常運転中
a

例）ビットノードアドレス00
のBIT INデータ Bit02
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5-3-5 ステータス情報（設定パラメータ）（全通信モード共通）

CJユニットデバイス
変数名

データ
型 R/W 名称 内容

*_ UnitCmd WORD RW 設定パラメータ 下記は各ビットの意味を示しています。また、各ビット
に対して、BOOL型の変数も用意しています。次の表を
参照してください。
00: リモート I/O通信開始スイッチ
01-15: 予約領域

*_IOCycleStartCmd BOOL RW リモート I/O
通信開始スイッチ

FALSE：処理なし（初期値）
FALSE → TRUE：リモート I/O 通信開始を指示しま

す。FALSE→ TRUEへの立ち上がり検出後、
自動的にシステムによって 0になります。

（注）1 I/O通信手動開始モード時のみ有効です。I/O通
信手動開始モードはCX-Integratorによって設
定します。

2 I/O 通信手動開始モードが無効の場合、または
すでにリモート I/O 通信動作開始後の場合は、
FALSE→TRUEへの立ち上がりを検出しても、
リモート I/O通信開始指示は無効となります。
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5-4-1  概
要

5-4 スレーブの割付
ここではCompoNet マスタユニットを装着しているCPUユニットに、スレーブの I/Oがどのように
割り付けられているかを説明します。

CompoNet マスタユニットが装着されているCPUユニットの I/O ポートに、スレーブの IN/OUT情
報や加入フラグ、通信異常フラグが割り付けられます。
通信モード No. によって、割り付け可能なノード数や、スレーブの種類が変わり、それにより、割り
付けられる I/Oポートが変わります。
スレーブごとの占有する点数サイズによって、各スレーブが使用する接点が決まります。

ユーザプログラムからは、CJユニットデバイス変数を介して、スレーブにアクセスします。
CJユニットデバイス変数は、スレーブの I/Oが割り付けられた I/OポートをAT（割付先）指定して
います。

通信モード No. ＝ 8 にした場合は、CX-Integrator によるソフト設定によって、スレーブの IN/OUT
情報および加入フラグ、通信異常フラグを、CPUユニットのCJユニット用メモリの任意のエリアに
割り付けて設定できます。（また、CX-Integrator によるソフト設定によって、ノード数を変更可能）
通信モードNo. ＝ 8のときは、ユーザプログラムからスレーブの I/O 情報へのアクセスするためには、
Sysmac Studio で、ユーザ定義変数を作成することが必要です。
ユーザ定義変数は、CX-Integrator のソフト設定で指定したCJユニット用メモリエリアをAT（割付
先）します。

5-4-1 概要
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CompoNet ネットワークのノードアドレス種別は、以下の 3つに分けられます。
• ノードアドレス
• ビットノードアドレス
• リピータノードアドレス

（注） スレーブにメッセージを送信する場合の宛先アドレスは、下記のとおりです。

5-4-2 CompoNet ネットワークのノードアドレス種別

ノード
アドレス
種別

ノード名称 ノード
アドレス名称

アドレス
範囲 対象スレーブ 略号

（本体印字） 本体色

ノード
アドレス

ワードス
レーブ

接点入力
ユニット

WORD IN 00 ～ 63 ノードアドレス当たり 16
点または 8点、4点占有す
る入力スレーブ

WORD  
NODE
ADR

橙

接点出力
ユニット

WORD OUT 00 ～ 63 ノードアドレス当たり 16
点または 8点、4点占有す
る出力スレーブ

WORD  
NODE
ADR

黄

接点入出力
ユニット

WORD 
IN/OUT

00 ～ 63 ノードアドレス当たり 16
点または 8点、4点占有す
る入出力スレーブ

WORD  
NODE
ADR

橙＋黄

ビット
ノード
アドレス

ビット
スレーブ

接点入力
ユニット

BIT IN 00 ～ 127 ノードアドレス当たり 2点
占有する入力スレーブ

BIT NODE
ADR

橙

接点出力
ユニット

BIT OUT 00 ～ 127 ノードアドレス当たり 2点
占有する出力スレーブ

BIT NODE
ADR

黄

接点入出力
ユニット

BIT IN/OUT 00 ～ 127 ノードアドレス当たり 2点
占有する入出力スレーブ

BIT NODE
ADR

橙＋黄

リピータ
ノード
アドレス

リピータユニット リピータ
ノード

00～ 63 リピータユニット RPT NODE
ADR

緑

スレーブ 占有するアドレス メッセージでの宛先アドレス
入出力スレーブ IN とOUTのノードアドレス INのノードアドレス
16点以上のスレーブ （総点数÷ 16点）の直近上位の整数値分

のノードアドレス
前面ロータリスイッチで設定したノード
アドレス（一番若いアドレス）

その他のスレーブ 前面ロータリスイッチで設定したノード
アドレス

前面ロータリスイッチで設定したノード
アドレス
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通信モード No. の選択は、CompoNet マスタユニットの前面ロータリスイッチと、Sysmac Studio
で CompoNet マスタユニットを登録するときに選択します。
このとき、前面ロータリスイッチと、Sysmac Studio 登録時の通信モードNo. の設定は、必ず一致さ
せてください。

接続するスレーブ台数（ワードスレーブおよびビットスレーブの台数）、制御点数に応じて、通信モー
ドNo. を選択します。
CompoNet マスタユニットの前面ロータリスイッチで 0～ 3、8を設定します。

Sysmac Studio の［構成・設定］の［CPU・増設ラック］で、オフラインで CompoNet マスタユ
ニットを登録するときに、通信モードNo. を選択します。
Sysmac Studio 上で登録する CompoNet マスタユニット名は以下のように、あらかじめ通信モード
別に分けられていますので、使用する通信モードNo. の CompoNet マスタユニット名を選択し登録し
てください。

安全上の要点

CompoNet マスタユニットの前面ロータリスイッチでの通信モード No. 設定と、Sysmac
Studio でのユニット登録時の通信モードNo. 設定（ユニット名の「MODE□」）は、必ず一致
させてください。
一致していない場合、実機の動作は前面ロータリスイッチで選択されている通信モード No. で
動作しますが、スレーブの I/O データが割り付く I/O ポートは、Sysmac Studio での登録内容
で自動生成されます。
そのため、I/O ポート経由で、スレーブの I/O データにアクセスしようとした場合、意図とし
ているスレーブやアクセス先とは異なる対象に対してアクセスしてしまうため、十分注意して
ください。

5-4-3 通信モードNo. ごとの I/Oポート割付

CompoNet マスタユニットの前面ロータリスイッチでの設定

Sysmac Studio の［構成・設定］の［CPU・増設ラック］登録時による設定

2 3 
4

5

6
78

9

0

1
MODE 

ワード64ノード
ワード32ノード

ワード32ノード＋ビット128ノード

ワード16ノード

予約 予約

予約

ソフト設定モード

登録するCompoNetユニット名は、
使用する通信モードNo.と同じ番号が
付いている名称を選択します。

・CJ1W-CRM21(MODE0)
・CJ1W-CRM21(MODE1)
・CJ1W-CRM21(MODE2)
・CJ1W-CRM21(MODE3)
・CJ1W-CRM21(MODE8)
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各通信モードにおける 1 マスタユニット当たりのスレーブ接続ノード数
／制御点数、およびスレーブ I/Oデータの割付先と割付サイズについて

通信
モード
No.

モード
名称

1マスタユ
ニット当たり
のスレーブ接
続可能ノード
アドレス数

1マスタユ
ニット当たり
の制御点数

1マスタユ
ニット当た
りの占有号
機数

スレーブ I/O
データの割付
先と、ユーザ
プログラムか
らのアクセス
方法（変数）

I/Oポートへの割付サイズ

OUTエリア
の割付サイズ

INエリアの
割付サイズ

状態
ステー
タス

設定
パラ
メータ

加入フラグ
／通信異常
フラグ

0 通信
モード
No.0

ワードスレーブ
IN8/OUT8
ノードアドレス

IN128 点
/OUT128 点
（ワードスレーブ）

2号機 I/Oポート
（I/Oポートに
AT（割付先）
指定したCJユ
ニットデバイ
ス変数）

ワード
スレーブ
8CH

ワード
スレーブ
8CH

1CH 1CH ワード
スレーブ
2CH

1 通信
モード
No.1

ワードスレーブ
IN16/OUT16
ノードアドレス

IN256 点
/OUT256 点
（ワードスレーブ）

4号機 ワード
スレーブ
16CH

ワード
スレーブ
16CH

1CH 1CH ワード
スレーブ
4CH

2 通信
モード
No.2

ワードスレーブ
IN32/OUT32
ノードアドレス

IN512 点
/OUT512 点
（ワードスレーブ）

8号機 ワード
スレーブ
32CH

ワード
スレーブ
32CH

1CH 1CH ワード
スレーブ
8CH

3 通信
モード
No.3

ワードスレーブ
IN16/OUT16
ノードアドレス
ビットスレーブ
アドレス
IN64/OUT64
ノードアドレス

IN256 点
/OUT256 点
（ワードスレーブ）
IN128 点
/OUT128 点
（ビットスレーブ）

8号機 ワード
スレーブ
16CH＋
ビット
スレーブ
8CH

ワード
スレーブ
16CH+
ビット
スレーブ
8CH

1CH 1CH ワード
スレーブ
4CH+
ビット
スレーブ
16CH

8 ソフト
設定
モード

ワードスレーブ
IN64/OUT64
ノードアドレス
ビットスレーブ
アドレス
IN128/OUT128
ノードアドレス

IN1024 点
/OUT1024点
（ワードスレーブ）
IN256 点
/OUT256 点
（ビットスレーブ）

1号機 ワードスレーブ
OUT、ワードス
レーブ IN、ビット
スレーブOUT、
ビットスレーブ IN
各々の先頭アドレ
スを設定可能。
（CX-Integrator か
らのソフト設定に
よる。CJユニット
用メモリのCIO、
WR、HR、DMの
いずれかへAT（割
付先）指定した
ユーザ定義変数）

最大で
ワード
スレーブ
64CH＋
ビット
スレーブ
16CH
（CX-Integrator
からのソフト設
定による）

最大で
ワード
スレーブ
64CH+
ビット
スレーブ
16CH
（CX-Integrator
からのソフト設
定による）

1CH 1CH ワード
スレーブ
16CH+
ビット
スレーブ
32CH

（注）状 態 ス
テータス
と、設 定
パラメー
タの 2CH
は、I / O
ポートに
割り付け
られる。
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通信モードごとの I/Oポートへの割付パターン
通信モードNo. パターン

0

1

CJユニットデバイス変数 スレーブの I/Oデータ
*_OutDat00 ～ *_OutDat07
（「*_OutDat00_00 ～
*_OutDat00_15」～
「*_OutDat07_00　～　
*_OutDat07_15」）

WORD OUTデータ (8CH)
：ワードスレーブOUT00 ～ 07

*_InDat00 ～ *_InDat07
（「*_InDat00_00 ～ *_InDat00_15」
～「*_InDat07_00　～　
*_InDat07_15」）

WORD IN データ (8CH)
：ワードスレーブ IN00 ～ 07

*_UnitSta 状態ステータス (1CH)
*_UnitCmd 設定パラメータ (1CH)
*_OutCnctNdSta00_07
(*_OutCnctNdSta00 ～ 07）

WORD OUT加入フラグ (BYTE)
：ワードスレーブOUT00 ～ 07

(1CH)

*_InCnctNdSta00_07
(*_InCnctNdSta00 ～ 07）

WORD IN 加入フラグ (BYTE)
：ワードスレーブ IN00 ～ 07

*_OutErrNdSta00_07
(*_OutErrNdSta00 ～ 07）

WORD OUT通信異常フラグ (BYTE)
：ワードスレーブOUT00 ～ 07

(1CH)

*_InErrNdSta00_07
(*_InErrNdSta00 ～ 07）

WORD IN 通信異常フラグ (BYTE)
：ワードスレーブ IN00 ～ 07

CJ ユニットデバイス変数 スレーブの I/Oデータ
*_OutDat00 ～ *_OutDat15
（「*_OutDat00_00 ～
*_OutDat00_15」～
「*_OutDat15_00　～　
*_OutDat15_15」）

WORD OUTデータ (16CH)
：ワードスレーブOUT00 ～ 15

*_InDat00 ～ *_InDat15
（「*_InDat00_00 ～ *_InDat00_15」
～「*_InDat15_00　～　
*_InDat15_15」）

WORD IN データ (16CH)
：ワードスレーブ IN00 ～ 15

*_UnitSta 状態ステータス (1CH)
*_UnitCmd 設定パラメータ (1CH)
*_OutCnctNdSta00_07
(*_OutCnctNdSta00 ～ 07）

WORD OUT加入フラグ
：ワードスレーブOUT00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_OutCnctNdSta08_15
(*_OutCnctNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブOUT08 ～ 15(BYTE)

*_InCnctNdSta00_07
(*_InCnctNdSta00 ～ 07）

WORD IN 加入フラグ
：ワードスレーブ IN00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_InCnctNdSta08_15
(*_InCnctNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブ IN08 ～ 15(BYTE)

*_OutErrNdSta00_07
(*_OutErrNdSta00 ～ 07）

WORD OUT通信異常フラグ
：ワードスレーブOUT00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_OutErrNdSta08_15
(*_OutErrNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブOUT08 ～ 15(BYTE)

*_InErrNdSta00_07
(*_InErrNdSta00 ～ 07）

WORD IN 通信異常フラグ
：ワードスレーブ IN00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_InErrNdSta08_15
(*_InErrNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブ IN08 ～ 15(BYTE)
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2
通信モードNo. パターン

CJユニットデバイス変数 スレーブの I/Oデータ
*_OutDat00 ～ *_OutDat31
（「*_OutDat00_00 ～
*_OutDat00_15」～
「*_OutDat31_00　～　
*_OutDat31_15」）

WORD OUTデータ (32CH)
：ワードスレーブOUT00 ～ 31

*_InDat00 ～ *_InDat31
（「*_InDat00_00 ～ *_InDat00_15」
～「*_InDat31_00　～　
*_InDat31_15」）

WORD IN データ (32CH)
：ワードスレーブ IN00 ～ 31

*_UnitSta 状態ステータス (1CH)
*_UnitCmd 設定パラメータ (1CH)
*_OutCnctNdSta00_07
(*_OutCnctNdSta00 ～ 07）

WORD OUT加入フラグ
：ワードスレーブOUT00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_OutCnctNdSta08_15
(*_OutCnctNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブOUT08 ～ 15(BYTE)

*_OutCnctNdSta16_23
(*_OutCnctNdSta16 ～ 23）

：ワードスレーブOUT16 ～ 23(BYTE) (1CH)

*_OutCnctNdSta24_31
(*_OutCnctNdSta24 ～ 31）

：ワードスレーブOUT24 ～ 31(BYTE)

*_InCnctNdSta00_07
(*_InCnctNdSta00 ～ 07）

WORD IN 加入フラグ
：ワードスレーブ IN00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_InCnctNdSta08_15
(*_InCnctNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブ IN08 ～ 15(BYTE)

*_InCnctNdSta16_23
(*_InCnctNdSta16 ～ 23）

：ワードスレーブ IN16 ～ 23(BYTE) (1CH)

*_InCnctNdSta24_31
(*_InCnctNdSta24 ～ 31）

：ワードスレーブ IN24 ～ 31 (BYTE)

*_OutErrNdSta00_07
(*_OutErrNdSta00 ～ 07）

WORD OUT通信異常フラグ
：ワードスレーブOUT00 ～ 07 (BYTE)

(1CH)

*_OutErrNdSta08_15
(*_OutErrNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブOUT08 ～ 15 (BYTE)

*_OutErrNdSta16_23
(*_OutErrNdSta16 ～ 23）

：ワードスレーブOUT16 ～ 23 (BYTE) (1CH)

*_OutErrNdSta24_31
(*_OutErrNdSta24 ～ 31）

：ワードスレーブOUT24 ～ 31 (BYTE)

*_InErrNdSta00_07
(*_InErrNdSta00 ～ 07）

WORD IN 通信異常フラグ
：ワードスレーブ IN00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_InErrNdSta08_15
(*_InErrNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブ IN08 ～ 15(BYTE)

*_InErrNdSta16_23
(*_InErrNdSta16 ～ 23）

：ワードスレーブ IN16 ～ 23 (BYTE) (1CH)

*_InErrNdSta24_31
(*_InErrNdSta24 ～ 31）

：ワードスレーブ IN24 ～ 31 (BYTE)
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通信モードNo. パターン

CJユニットデバイス変数 スレーブの I/Oデータ
*_OutDat00 ～ *_OutDat15
（「*_OutDat00_00 ～ *_OutDat00_15」～
「*_OutDat15_00 ～ *_OutDat15_15」）

WORD OUTデータ (16CH)：ワードスレーブOUT00
～ 15

*_InDat00 ～ *_InDat15
（「*_InDat00_00 ～ *_InDat00_15」～
「*_InDat15_00 ～ *_InDat15_15」）

WORD IN データ (16CH)：ワードスレーブ IN00 ～
15

*_BitOutDat00_00 ～
*_BitOutDat63_01

BIT OUTデータ (8CH)：ビットスレーブOUT00 ～
63

*_BitInDat00_00 ～
*_BitInDat63_01

BIT IN データ (8CH)：ビットスレーブ IN00 ～ 63

*_UnitSta 状態ステータス (1CH)
*_UnitCmd 設定パラメータ (1CH)
*_OutCnctNdSta00_07
(*_OutCnctNdSta00 ～ 07）

WORD OUT加入フラグ
：ワードスレーブOUT00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_OutCnctNdSta08_15
(*_OutCnctNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブOUT08 ～ 15(BYTE)

*_InCnctNdSta00_07
(*_InCnctNdSta00 ～ 07）

WORD IN 加入フラグ
：ワードスレーブ IN00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_InCnctNdSta08_15
(*_InCnctNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブ IN08 ～ 15(BYTE)

*_OutErrNdSta00_07
(*_OutErrNdSta00 ～ 07）

WORD OUT通信異常フラグ
：ワードスレーブOUT00 ～ 07 (BYTE)

(1CH)

*_OutErrNdSta08_15
(*_OutErrNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブOUT08 ～ 15 (BYTE)

*_InErrNdSta00_07
(*_InErrNdSta00 ～ 07）

WORD IN 通信異常フラグ
：ワードスレーブ IN00 ～ 07 (BYTE)

(1CH)

*_InErrNdSta08_15
(*_InErrNdSta08 ～ 15）

：ワードスレーブ IN08 ～ 15 (BYTE)

*_BitOutCnctNdSta00_07
(*_BitOutCnctNdSta00 ～ 07）

BIT OUT加入フラグ
：ビットスレーブOUT00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_BitOutCnctNdSta08_15
(*_BitOutCnctNdSta08 ～ 15）

：ビットスレーブOUT08 ～ 15(BYTE)

*_BitOutCnctNdSta16_23
(*_BitOutCnctNdSta16 ～ 23）

：ビットスレーブOUT16 ～ 23(BYTE) (1CH)

*_BitOutCnctNdSta24_31
(*_BitOutCnctNdSta24 ～ 31）

：ビットスレーブOUT24 ～ 31(BYTE)

*_BitOutCnctNdSta32_39
(*_BitOutCnctNdSta32 ～ 39）

：ビットスレーブOUT32 ～ 39(BYTE) (1CH)

*_BitOutCnctNdSta40_47
(*_BitOutCnctNdSta40 ～ 47）

：ビットスレーブOUT40 ～ 47(BYTE)

*_BitOutCnctNdSta48_55
(*_BitOutCnctNdSta48 ～ 55）

：ビットスレーブOUT48 ～ 55(BYTE) (1CH)

*_BitOutCnctNdSta56_63
(*_BitOutCnctNdSta56 ～ 63）

：ビットスレーブOUT 56 ～ 63(BYTE)

*_BitInCnctNdSta00_07
(*_BitInCnctNdSta00 ～ 07）

BIT IN 加入フラグ
：ビットスレーブ IN00 ～ 07(BYTE)

(1CH)

*_BitInCnctNdSta08_15
(*_BitInCnctNdSta08 ～ 15）

：ビットスレーブ IN08 ～ 15(BYTE)

*_BitInCnctNdSta16_23
(*_BitInCnctNdSta16 ～ 23）

：ビットスレーブ IN16 ～ 23(BYTE) (1CH)

*_BitInCnctNdSta24_31
(*_BitInCnctNdSta24 ～ 31）

：ビットスレーブ IN24 ～ 31(BYTE)

*_BitInCnctNdSta32_39
(*_BitInCnctNdSta32 ～ 39）

：ビットスレーブ IN32 ～ 39(BYTE) (1CH)

*_BitInCnctNdSta40_47
(*_BitInCnctNdSta40 ～ 47）

：ビットスレーブ IN40 ～ 47(BYTE)

*_BitInCnctNdSta48_55
(*_BitInCnctNdSta48 ～ 55）

：ビットスレーブ IN48 ～ 55(BYTE) (1CH)

*_BitInCnctNdSta56_63
(*_BitInCnctNdSta56 ～ 63）

：ビットスレーブ IN56 ～ 63(BYTE)
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8 I/O ポートは使用せず、スレーブユニットの I/Oデータを、CJユニット用メモリに割り
付けます。
ワードスレーブのWORD OUTデータ、WORD IN データ、ビットスレーブのBIT OUT
データ、BIT IN データ、ステータス（状態／設定／加入／離脱）の各先頭アドレスを、
CX-Integrator からのソフト設定（「エリア」および「アドレス」）により設定します。
各占有サイズは、CX-Integrator からのソフト設定（「ノード数」）により設定します。
ソフト設定したエリアをユーザ定義変数にAT（割付先）指定することが必要です。

（注）各スレーブの割り付け順は、ノードアドレス 0からの昇順固定です。
使用していないノードアドレスがあても、詰めて割り付けることはできません。
CX-Integrator から設定した「ノード数」が n の場合、ノードアドレス 0 から n-1
までが割り付きます。

以下は、I/Oポートに割り付きます。

通信モードNo. パターン

+0CH
～

+最大 63CH

WORD OUTデータ（最大 64CH）
：ワードスレーブOUT00 ～ 63

+0CH
～

+最大 63CH

WORD IN データ（最大 64CH）
：ワードスレーブ IN00 ～ 63

+0CH
～

+最大 15CH

BIT OUT データ（最大 16CH）
：ビットスレーブOUT00 ～ 127

+0CH
～

+最大 15CH

BIT IN データ（最大 16CH）
：ビットスレーブ IN00 ～ 127

+0CH
～

+15CH

加入フラグ／通信異常フラグ (16CH)

+0CH
～

+31CH

ビットスレーブ加入フラグ／通信異常フラグ (32CH)

*_UnitSta 状態ステータス (1CH)
*_UnitCmd 設定パラメータ (1CH)



5 - 39

5   リモート I/O通信

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

5-4  ス
レ
ー
ブ
の
割
付

5

5-4-4  ス
レ
ー
ブ
I/O
デ
ー
タ
の
I/O
ポ
ー
ト
へ
の
割
付
の
詳
細

CompoNet ネットワークの I/O データは、ワードスレーブ OUT、ワードスレーブ IN、ビットスレー
ブOUT、ビットスレーブ INの単位で、ノードアドレス毎に用意された I/Oポートに割り付けられます。

1台（ノード）は、自身のノードアドレス以降の I/Oポートを、その点数分占有します。

（注） 1台（ノード）が 1つの I/Oポートを占有するとは限りません。
ワードスレーブの場合、16点を超える（例：24点の）スレーブは、複数の（例：2つの）I/Oポートを占有します。
ビットスレーブの場合、4点のスレーブは、2つの I/Oポートを占有します。

ワードスレーブは、データ型がWORDの I/O ポート（WORD OUT/WORD IN データ）に割り付き、
16点＝ 1CH単位で占有します。

I/Oポートは、ノードアドレスごと、さらに入力と出力に分かれて、各々16点のサイズで用意されて
います。

16点以下のスレーブの場合、1台（ノード）でノードアドレス 1個分の I/Oポート（自身のノードア
ドレスの I/Oポートのみ）を占有します。（*1）。
*1 8 点スレーブの場合でも、1CH分の I/Oポートを占有します。1CHの下位バイトに割り付き、上位バイトは
空きエリアとなります。

16 点を超え 32点以下のスレーブの場合、1台（ノード）でノードアドレス 2個分の I/Oポート（自
身のノードアドレスの I/Oポートと次のノードアドレスの I/Oポート）を占有します。

（注） ノード間の割付が重複しないかぎり、同一ノードアドレスの I/Oポートの INデータとWORD OUTデータ
で、異なるノードアドレス設定のスレーブが割り付いてもかまいません。
（例：I/OポートのOUT1データに、ノードアドレス設定 1のスレーブの出力 16点、I/Oポートの IN1 デー
タに、ノードアドレス設定0のスレーブの拡張のスレーブの入力16点が､各々割り付いてもかまいません）。

5-4-4 スレーブ I/O データの I/O ポートへの割付の詳細

ワードスレーブのデータ割付
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WORD OUTデータの割付

WORD IN データの割付

ノード
アドレス

I/Oポート
ビット 15 ビット 0

名称 データ型
00 OutDat00 WORD [ WORD OUT データ 00 ]

OUTDat00_00 BOOL
～

OUTDat00_15
01 OutDat01 WORD [ WORD OUT データ 01 ]

OUTDat01_00 BOOL
～

OUTDat01_15
02 OutDat02 WORD [ WORD OUT データ 02 ]

OUTDat02_00 BOOL
～

OUTDat02_15
： ： ：
30 OutDat30 WORD [ WORD OUT データ 30 ]

OUTDat30_00 BOOL
～

OUTDat30_15
31 OutDat31 WORD [ WORD OUT データ 31 ]

OUTDat31_00 BOOL
～

OUTDat31_15

ノード
アドレス

I/Oポート
ビット 15 ビット 0

名称 データ型
00 InDat00 WORD [ WORD IN データ 00 ]

InDat00_00 BOOL
～

InDat00_15
01 InDat01 WORD [ WORD IN データ 01 ]

InDat01_00 BOOL
～

InDat01_15
02 InDat02 WORD [ WORD IN データ 02 ]

InDat02_00 BOOL
～

InDat02_15
： ： ：
30 InDat30 WORD [ WORD IN データ 30 ]

InDat30_00 BOOL
～

InDat30_15
31 InDat31 WORD [ WORD IN データ 31 ]

InDat31_00 BOOL
～

InDat31_15
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例えば、
• ノードアドレス「02」のスレーブが、入力 16点、出力 16点の場合
I/O ポート「InDat02」と「OutDat02」に割り付きます。

• ノードアドレス「03」のスレーブが、入力 32点の場合
I/O ポート「InDat03」と「InDat04」に割り付きます。
この場合、ノードアドレス 04は、入力としては使用できません。

ワードスレーブのデータ割付パターン
以下に、ワードスレーブの割付パターンを示します。（n=ノードアドレス）

8 点入力ユニットの場合

8点出力ユニットの場合

16 点入力ユニットの場合

16 点出力スレーブの場合

16 点入出力ユニットの場合

32 点入力ユニットの場合

32 点出力ユニットの場合

32 点入出力ユニットの場合

InDatnn 1234567 0空き

OutDatnn 1234567 0空き

InDatnn 123456789101112131415 0

OutDatnn 123456789101112131415 0

1234567 0

1234567 0

OutDatnn 空き

InDatnn 空き

123456789101112131415 0

171819202122232425262728293031 16

InDatnn

InDatnn+1

123456789101112131415 0

171819202122232425262728293031 16

OutDatnn

OutDatnn+1

123456789101112131415 0

123456789101112131415 0

OutDatnn

InDatnn
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アナログ入力ユニット
以下のいずれかの方法で、通信ユニットに割り付けるデータを選択してリモート I/O通信を行います。

デフォルトで使用する場合
アナログ入力ユニットをデフォルトの設定で使用すると、入力アナログ値のみが I/O データとして
選択され、以下のように I/O ポートのWORD IN データ (InDat) に 4CH（8 バイト）分のデータ
として割り付けられます。

CX-Integrator を使用して割付データを選択する場合
「アナログデータ」をステータスフラグなどのデータと以下のように決まった組み合わせで I/O と
して割り付けられます。CX-Integrator での設定により、プルダウンリストから選択することがで
きます。
（例）「アナログデータ」＋「トップバレー検出タイミングフラグ」

CX-Integrator によるアナログデータの選択方法
(1) CX-Integrator を起動します。

(2) ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のアナログ入力ユニットのアイコンをダブル
クリック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

アナログ出力ユニット
アナログ出力ユニットは出力データを 1種類持っています。デフォルトで出力データが割り付いて
いますので特別な設定は必要ありません。
I/O ポートの WORD OUT データ (OutDatnn) に、2CH（4 バイト）分の出力データが割り付き
ます。データは 2の補数形式で割り付きます。

15 7 08

入力0の入力アナログ値InDatnn

InDatnn+1

InDatnn+2

InDatnn+3

入力1の入力アナログ値

入力2の入力アナログ値

入力3の入力アナログ値

15 7 08

入力0のアナログデータ

入力1のアナログデータ

入力2のアナログデータ

入力3のアナログデータ

トップ検出タイミングフラグ バレー検出タイミングフラグ

InDatnn

InDatnn+1

InDatnn+2

InDatnn+3

InDatnn+4

15 7 08

出力0の出力アナログ値

出力1の出力アナログ値

OutDatnn

OutDatnn+1



5 - 43

5   リモート I/O通信

CJシリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

5-4  ス
レ
ー
ブ
の
割
付

5

5-4-4  ス
レ
ー
ブ
I/O
デ
ー
タ
の
I/O
ポ
ー
ト
へ
の
割
付
の
詳
細

拡張ユニットを使用した場合、拡張ユニットの OUT/IN のデータを含めたサイズのユニットとして割
り付けられます。
以下に、ワードスレーブ+拡張ユニットデータの割付パターンを示します。（n=ノードアドレス）

16 点入力ユニット＋ 16点拡張ユニット（入力）
自身のノードアドレスの I/O ポート (InDatnn) と次のノードアドレスの I/O ポート (InDatnn+1)
の、ノードアドレス 2 個分の I/O ポートを占有します。

16 点入力ユニット＋ 8点拡張ユニット（入力）
自身のノードアドレスの I/O ポート (InDatnn) と次のノードアドレスの I/O ポート (InDatnn+1)
の、ノードアドレス 2個分の I/Oポートを占有します。

16 点入力ユニット＋ 16点拡張ユニット（出力）
IN データの I/O ポート (InDatnn) と、WORD OUTデータの I/O ポート (OutDatnn) の、ノード
アドレス 2個分の I/O ポートを占有します。

16 点入力ユニット＋ 8点拡張ユニット（出力）
IN データの I/O ポート (InDatnn) と、WORD OUTデータの I/Oポート (OutDatnn) の、ノード
アドレス 2個分の I/O ポートを占有します。

16 点出力ユニット＋ 16点拡張ユニット（出力）
自身のノードアドレスの I/O ポート (OutDatnn) と次のノードアドレスの I/O ポート
(OutDatnn+1) の、ノードアドレス 2個分の I/Oポートを占有します。

ワードスレーブ＋拡張ユニットのデータ割付

123456789101112131415 0

171819202122232425262728293031 16

InDatnn

InDatnn+1

1234567891011

空き

12131415 0

17181920212223 16

InDatnn

InDatnn+1

123456789101112131415 0

123456789101112131415 0

OutDatnn

InDatnn

1234567 0

1234567891011

空き

12131415 0

OutDatnn

InDatnn

123456789101112131415 0

171819202122232425262728293031 16

OutDatnn

OutDatnn+1
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16 点出力ユニット＋ 8点拡張ユニット（出力）
自身のノードアドレスの I/O ポート (OutDatnn) と次のノードアドレスの I/O ポート
(OutDatnn+1) の、ノードアドレス 2個分の I/O ポートを占有します。

16 点出力ユニット＋ 16点拡張ユニット（入力）
WORD OUTデータの I/O ポート (OutDatnn) と、WORD IN データの I/Oポート (InDatnn) の、
ノードアドレス 2個分の I/Oポートを占有します。

16 点出力ユニット＋ 8点拡張ユニット（入力）
WORD OUTデータの I/O ポート (OutDatnn) と、WORD IN データの I/Oポート (InDatnn) の、
ノードアドレス 2個分の I/Oポートを占有します。

ワードスレーブの I/O拡張機能
CompoNet ネットワークのワードスレーブユニットでは、拡張ユニットにより I/O 点数の拡張が
行えます。
拡張が可能なスレーブユニットと拡張ユニットの形式は以下のとおりです。

参考

入出力混在のスレーブ (*1) の場合、スレーブのノードアドレスとしては、INデータのノードア
ドレスとなります。そのため、加入フラグ／通信異常フラグは、IN データ側の加入フラグ／通
信異常フラグ（InCnctNdStann、InErrNdStann）のビットが対応します。
*1 基本ユニット＋拡張ユニットの組み合わせが入出力混在となるワードスレーブ、または入出力混在の
ビットスレーブ（形CRT1B-MDタイプ）

基本ユニット 拡張ユニット 入力点数 出力点数
形CRT1-ID16/ID16-1 なし 16点 0点

形 XWT-ID08/ID08-1 24 点 0点
形 XWT-OD08/OD08-1 16 点 8点
形 XWT-ID16/ID16-1 32 点 0点
形 XWT-OD16/OD16-1 16 点 16点

形 CRT1-OD16/OD16-1
形 CRT1-ROS16/ROF16

なし 0点 16点
形 XWT-ID08/ID08-1 8 点 16点
形 XWT-OD08/OD08-1 0 点 24点
形 XWT-ID16/ID16-1 16 点 16点
形 XWT-OD16/OD16-1 0 点 32点

1234567891011

空き

12131415 0

17181920212223 16

OutDatnn

OutDatnn+1

123456789101112131415 0

123456789101112131415 0

OutDatnn

InDatnn

1234567891011

空き

12131415 0

1234567 0

OutDatnn

InDatnn
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ビットスレーブは、データ型がBOOLの I/O ポート（BIT OUT/BIT IN データ）に、1点＝ 1ビット
単位で割り付きます。

I/O ポートは、ビットノードアドレスごと、さらに入力と出力に分かれて、各々 2 点のサイズで用意
されています。

2点のスレーブの場合は、1台（ノード）で、I/O ポート（自身のビットノードアドレスの I/Oポート
のみ）を 2つ使用します。
4 点のスレーブの場合は、1 台（ノード）でビットノードアドレス 2 個分の I/O ポート（自身のビッ
トノードアドレスの I/O ポートと次のビットノードアドレスの I/O ポート）を占有します。

例）
• 2 点入力ユニットの場合
I/OポートのBIT IN データ（BitInDat00_00 と、BitInDat00_01）を使用します。

• 4 点出力ユニットの場合
I/O ポートの BIT OUT データ（BitOutDat00_00、BitOutDat00_01、BitOutDat01_00、
BitOutDat01_01）を使用します。

• 2 点入出力ユニットの場合
I/O ポートの BIT IN データ（BitInDat00_00 と、BitInDat00_01）と、BIT OUT データ
（BitOutDat00_00、BitOutDat00_01）を使用します。

以下に、ビットスレーブの割付パターンを示します。（mm＝ビットノードアドレス）

2 点入力ユニットの場合
BitInDatmm_00 と BitInDatmm_01

4 点入力ユニットの場合
BitInDatmm_00 と BitInDatmm_01、
BitInDatmm+1_00 と BitInDatmm+1_00

2 点出力ユニットの場合
BitOutDatmm_00 と BitOutDatmm_01

4 点出力ユニットの場合
BitOutDatmm_00 と BitOutDatmm_01、
BitOutDatmm+1_00 と BitOutDatmm+1_01

2 点入出力ユニットの場合
BitInDatmm_00 と BitOutDatmm_00

4 点入出力ユニットの場合
BitInDatmm_00 と BitInDatmm_01、
BitOutDatmm_00 と BitOutDatmm_01

ビットスレーブのデータ割付



5   リモート I/O通信

5 - 46 CJ シリーズ CompoNet ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-353）

通信モードNo.8 の場合は、I/O ポートではなく、ソフト設定で指定したCJユニット用メモリの任意
の位置（CIO、WR、HR、または DM の任意のアドレス）に、直接 CompoNet マスタユニットの
IN/OUT情報を割り付けます。

ソフト設定は、CX-Integrator で行い、スレーブの割付エリアをワードOUT/IN、ビットOUT/IN、加
入フラグ／通信異常フラグのワード／ビットユニットの単位で割り付けます。
ソフト設定で指定した割付エリアと、ユーザプログラムでアクセスするには、CJユニット用メモリに
AT（割付先）指定した、ユーザ定義変数によって行います。

通信モードNo.8 設定時の、スレーブ I/O データの割付けについては、後述の 「 通信 No.8 設定時の
各エリアの割付について」を参照してください。
ソフト設定テーブルの編集手順については、 『CX-Integrator　オペレーションマニュアル』
（SBCA-347）の「7-6-3 ソフト設定テーブルの編集」を参照してください。

5-4-5 通信モードNo.8 のときのスレーブ割り付けについて

CX-Integrator 

ワードスレーブ

CompoNet 

ビットスレーブ

CompoNet
マスタユニット

NJシリーズ
CPUユニット

ワードOUT、ワードIN、ビットOUT、ビットIN、
加入／通信異常フラグのワードユニットおよび
ビットユニットの単位でエリア、アドレスを設定

ソフト設定テーブル
エリア 先頭エリア／

アドレス
ノード数

WORD OUT 
WORD IN 
BIT OUT 
BIT IN 
加入／通信異常フラグ：
ワードユニット
加入／通信異常フラグ：
ビットユニット

CJユニット用メモリ

モードNo.＝8

WORD INエリア

WORD OUTエリア

ワード加入離脱ステータス

BIT INエリア

BIT OUTエリア

ビット加入離脱ステータス

任意位置→

任意位置→

任意位置→

任意位置→

任意位置→

任意位置→

：

：
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WORD OUT データ、WORD IN データ、BIT OUT データ、BIT IN データ、加入／通信異常フラグ
は、ソフト設定によって、以下のように割り付きます。

ワードスレーブOUTエリア（「OUT」）

ワードスレーブ INエリア（「IN」）

ビットスレーブOUTエリア（「BIT OUT」）

ビットスレーブ INエリア（「BIT IN」）

通信No.8 設定時の各エリアの割付について

CHアドレス ビット15 ビット0
+0 [WORD OUT0 ] 
+1 [WORD OUT1 ] 
+2 [WORD OUT2 ] 
： ：

+N-1 [WORD OUT(N-1)]
： 割り付けなし

+63 割り付けなし

先頭アドレス
を指定

ノード数N
を指定

CHアドレス ビット15 ビット0
+0 
+1 
+2 
：

+N-1 
：

+63 

[WORD IN0 ] 
[WORD IN1 ] 
[WORD IN2 ] 

：
[WORD IN(N-1)]
割り付けなし
割り付けなし

先頭アドレス
を指定 

ノード数N
を指定

ビット

CHアドレス
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

+0 [ BIT IN 7] [ BIT IN 6] [ BIT IN 5] [ BIT IN 4] [ BIT IN 3] [ BIT IN 2] [ BIT IN 1] [ BIT IN 0]
+1 [BIT IN 15] [ BIT IN 14] [ BIT IN 13] [ BIT IN 12] [ BIT IN 11] [ BIT IN 10] [ BIT IN 9] [ BIT IN 8]
+2 [BIT IN 23] [ BIT IN 22] [ BIT IN 21] [ BIT IN 20] [ BIT IN 19] [ BIT IN 18] [ BIT IN 17] [ BIT IN 16]

+3 [ BIT IN 31] [ BIT IN 30] [ BIT IN 29] [ BIT IN 28] [ BIT IN 27] [ BIT IN 26] [ BIT IN 25] [ BIT IN 24]
+4 [ BIT IN 39] [ BIT IN 38] [ BIT IN 37] [ BIT IN 36] [ BIT IN 35] [ BIT IN 34] [ BIT IN 33] [ BIT IN 32]
+5 [ BIT IN 47] [ BIT IN 46] [ BIT IN 45] [ BIT IN 44] [ BIT IN 43] [ BIT IN 42] [ BIT IN 41] [ BIT IN 40]
+6 [ BIT IN 55] [ BIT IN 54] [ BIT IN 53] [ BIT IN 52] [ BIT IN 51] [ BIT IN 50] [ BIT IN 49] [ BIT IN 48]
+7 [ BIT IN 63] [ BIT IN 62] [ BIT IN 61] [ BIT IN 60] [ BIT IN 59] [ BIT IN 58] [ BIT IN 57] [ BIT IN 56]
+8 [ BIT IN 71] [ BIT IN 70] [ BIT IN 69] [ BIT IN 68] [ BIT IN 67] [ BIT IN 66] [ BIT IN 65] [ BIT IN 64]

+9 [ BIT IN 79] [ BIT IN 78] [ BIT IN 77] [ BIT IN 76] [ BIT IN 75] [ BIT IN 74] [ BIT IN 73] [ BIT IN 72]
+10 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし [ BIT IN 81] [ BIT IN 80]
+11 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし
+12 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし
+13 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし
+14 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし
+15 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし

先頭アドレス
を指定 

ノード数
N=例：82
を指定時

ビット 

CHアドレス
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

+0 [ BIT OUT 7] [ BIT OUT 6] [ BIT OUT 5] [ BIT OUT 4] [ BIT OUT 3] [ BIT OUT 2] [ BIT OUT 1] [ BIT OUT 0] 
+1 [ BIT OUT 15] [ BIT OUT 14][ BIT OUT 13][ BIT OUT 12][ BIT OUT 11][ BIT OUT 10] [ BIT OUT 9] [ BIT OUT 8] 
+2 [ BIT OUT 23] [ BIT OUT 22][ BIT OUT 21][ BIT OUT 20][ BIT OUT 19][ BIT OUT 18][ BIT OUT 17] [ BIT OUT 16] 
+3 [ BIT OUT 31] [ BIT OUT 30][ BIT OUT 29][ BIT OUT 28][ BIT OUT 27][ BIT OUT 26][ BIT OUT 25] [ BIT OUT 24] 
+4 [ BIT OUT 39] [ BIT OUT 38][ BIT OUT 37][ BIT OUT 36][ BIT OUT 35][ BIT OUT 34][ BIT OUT 33] [ BIT OUT 32] 
+5 [ BIT OUT 47] [ BIT OUT 46][ BIT OUT 45][ BIT OUT 44][ BIT OUT 43][ BIT OUT 42][ BIT OUT 41] [ BIT OUT 40] 
+6 [ BIT OUT 55] [ BIT OUT 54][ BIT OUT 53][ BIT OUT 52][ BIT OUT 51][ BIT OUT 50][ BIT OUT 49] [ BIT OUT 48] 
+7 [ BIT OUT 63] [ BIT OUT 62][ BIT OUT 61][ BIT OUT 60][ BIT OUT 59][ BIT OUT 58][ BIT OUT 57] [ BIT OUT 56] 
+8 [ BIT OUT 71] [ BIT OUT 70][ BIT OUT 69][ BIT OUT 68][ BIT OUT 67][ BIT OUT 66][ BIT OUT 65] [ BIT OUT 64] 
+9 [ BIT OUT 79] [ BIT OUT 78][ BIT OUT 77][ BIT OUT 76][ BIT OUT 75][ BIT OUT 74][ BIT OUT 73] [ BIT OUT 72] 
+10 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし [ BIT OUT 81] [ BIT OUT 80] 
+11 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし
+12 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし
+13 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし
+14 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし
+15 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし 割付なし

先頭アドレス
を指定

ノード数
N=例：82
を指定時
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ワードスレーブ加入／通信異常フラグ（「ステータス」）

ビットスレーブ加入／通信異常フラグ（「ビットステータス」）

先頭アドレス
を指定

+0 
+1 
：
+14
+15

CHアドレス ビット15
通信異常フラグ OUT0～7 加入フラグ OUT0～7

加入フラグ OUT56～63
：

加入フラグ IN56～63

加入フラグ IN0～7

ノード数
N分を指定通信異常フラグ OUT56～63

通信異常フラグ IN56～63

通信異常フラグ IN0～7
：

ビット0

先頭アドレス
を指定

：

+0 
+1 

+30 
+31 

CHアドレス

通信異常フラグ BIT OUT0～7

：

通信異常フラグ BIT OUT120～127

通信異常フラグ BIT IN0～7

通信異常フラグ BIT IN120～127

加入フラグ BIT OUT0～7

：

加入フラグ BIT OUT120～127

加入フラグ BIT IN0～7

加入フラグ BIT IN120～127

ノード数
N分を指定

ビット15 ビット0
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5-5 リモート I/O通信の性能
ここではCompoNet ネットワークのリモート I/O 通信の性能について説明します。

ここでは、CompoNetネットワークの最小入出力応答時間と最大入出力応答時間について説明します。
入出力応答時間とは、入力スレーブからの入力信号がマスタユニット装着の CPU ユニットで処理さ
れ、出力スレーブへ出力されるまでの時間を示します。

ワードスレーブ

ワードスレーブの、最大入出力応答時間の計算式

TIN ：IN スレーブ取込遅延時間
TNetCyc ：通信サイクルタイム
TNetCycInt ：割込み処理時間
TCrmInMax ：マスタユニットでの入力処理最大時間
Tcpu ：CPUユニットのタスク周期
TCrmOutMax ：マスタユニットでの出力処理最大時間
TNetOut ：通信サイクルタイム内でOUTフレームが占有する時間
TOUT ：OUTスレーブ出力遅延時間

• TIN：IN スレーブ取込遅延時間

各スレーブの取込遅延時間は、 『CompoNet 形 CRT1 シリーズ ユーザーズマニュアル
(SBCD-339)』の各スレーブの入力部仕様を参照してください。

5-5-1 入出力応答時間

最大入出力応答時間

TIN ＋ TNetCyc × 2＋ 0.1ms ＋ TNetCycInt ＋ TCrmInMax ＋ Tcpu × 2＋ TCrmOutMax ＋ TNetOut ＋
TOUT

Tcpu Tcpu

TCrmOutMaxTCrmInMax

TNetCycTNetCyc

TOUTTIN

最大入出力応答時間

TNetCyc TNetCyc

CPUユニット処理

マスタユニット処理

通信サイクル

スレーブ処理

0.1msTNetCyc

TNetOut

TNetCycInt
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• TNetCyc：通信サイクルタイム

（ ）内はメッセージ通信なしの場合
*1（通信モードNo.8 のときのみ）
G＝（ワードOUTの接続台数×ワードOUTスレーブ 1台あたりの増加時間）
　＋（ワード INの接続台数×ワード INスレーブ 1台あたりの増加時間）
　＋（ビットOUTの接続台数×ビットOUTスレーブ 1台あたりの増加時間）
　＋（ビット INの接続台数×ビット INスレーブ 1台あたりの増加時間）

スレーブ種別ごとの、ユニット 1台あたりの、増加時間：

Gの計算例：
条件）

G＝ (16 × 5.31μs) ＋ (32 × 15.55μs) ＋ (64 × 0.66μs) ＋ (32 × 14.49μs) ≒ 1.088ms

• 0.1ms：IN データ取込タイマ間隔

最大入出力点数 4.0Mbps 時 3.0Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時

通信モードNo.0 ワード IN128/OUT128点 0.9ms
（0.7ms）

0.9ms
（0.7ms）

1.5ms
（1.1ms）

19.8ms
（12.5ms）

通信モードNo.1 ワード IN256/OUT256点 1.0ms
（0.8ms）

1.2ms
（1.0ms）

2.3ms
（1.9ms）

30.2ms
（22.8ms）

通信モードNo.2 ワード IN512/OUT512点 1.3ms
（1.0ms）

1.7ms
（1.5ms）

4.0ms
（3.5ms）

51.3ms
（44.0ms）

通信モードNo.3 ワード IN256/OUT256点＋
ビット IN128/OUT128点

2.0ms
（1.8ms）

2.5ms
（2.3ms）

5.9ms
（5.5ms）

72.1ms
（65.7ms）

通信モードNo.8 ワード IN1024/
OUT1024 点＋
ビット IN256/OUT256点
（注） 接続ノード数：

ワード 128 ノード
(IN64/OUT64)、
ビット 256 ノード
(BIT IN128/
BIT OUT128)

0.79ms+G(*1)
（0.64ms+G(*1)）

0.85ms+G(*1)
（0.64ms+G(*1)）

1.94ms+G(*1)
（1.52ms+G(*1)）

24.81ms+G(*1)
（17.74ms+G(*1)）

4.0Mbps 時 3.0Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時

ワードOUT 5.31μs 5.78μs 11.02μs 171.48μs
ワード IN 15.55μs 22.42μs 53.44μs 667.58μs
ビットOUT 0.66μs 0.74μs 1.33μs 21.60μs
ビット IN 14.49μs 19.18μs 45.08μs 529.18μs

通信速度 ワードOUT ワード IN ビットOUT ビット IN
4.0Mbps 時 16台時 32台時 64台時 32台時

通信速度

通信モード

通信速度
スレーブ種別
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• TnetCycInt：割込み処理時間

*1（通信モードNo.8 のときのみ）
H＝（ワードOUTの接続台数× 0.313μs）＋（ワード INの接続台数× 3.125μs）
　＋（ビットOUTの接続台数× 0.078μs）＋（ビット IN の接続台数× 3.125μs）

Hの計算例：
条件）

H＝ (32× 0.313μs)＋ (64× 3.125μs)＋ (48× 0.078μs)＋ (16× 3.125μs)≒ 0.264ms

• TcrmInMax：マスタユニットでの入力処理最大時間

*1（通信モードNo.8 のときのみ）
I ＝（ワード INの接続台数× 0.625μs）＋｛（ワードOUTとワード IN で多い方の接続台数
　＋ビットOUTとビット IN で多い方の接続台数）× 0.5μs｝

I の計算例：
条件）

I ＝ (32 × 0.625μs) ＋ {(48 ＋ 128) × 0.5μs} ＝ 0.108ms

• Tcpu：CPUユニットのタスク周期

4.0Mbps 時 3.0Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時

通信モードNo.0 0.40ms 0.45ms 0.60ms 6.90ms
通信モードNo.1 0.42ms 0.48ms 0.68ms 6.98ms
通信モードNo.2 0.48ms 0.53ms 0.82ms 7.11ms
通信モードNo.3 0.63ms 0.69ms 0.98ms 7.28ms
通信モードNo.8 0.37ms+H（*1） 0.43ms+H（*1） 0.73ms+H（*1） 7.03ms+H（*1）

通信速度 ワードOUT ワード IN ビットOUT ビット IN
－ 32台時 64台時 48台時 16台時

4.0Mbps 時 3.0Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時

通信モードNo.0 0.3ms 0.28ms 0.26ms 0.22ms
通信モードNo.1 0.31ms 0.29ms 0.27ms 0.27ms
通信モードNo.2 0.35ms 0.33ms 0.37ms 0.37ms
通信モードNo.3 0.34ms 0.34ms 0.38ms 0.38ms
通信モードNo.8 0.29ms+I（*1） 0.29ms+I（*1） 0.33ms+I（*1） 0.35ms+I（*1）

通信速度 ワードOUT ワード IN ビットOUT ビット IN
－ 48台時 32台時 64台時 128台時

通信速度
通信モード

通信速度
通信モード
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• TCrmOutMax：マスタユニットでの出力処理最大時間

*1（通信モードNo.8 のときのみ）
J＝（ワードOUTの接続台数× 0.5μs）＋（ビットOUTの接続台数× 0.0625μs）

Jの計算例：
条件）

J＝ (16 × 0.5μs) ＋ (8 × 0.0625μs) ≒ 0.009ms

• TnetOut：通信サイクルタイム内でOUTフレームが占有する時間

*1（通信モードNo.8 のときのみ）
K＝（ワードOUTの接続台数×ワードOUTスレーブ 1台あたりの増加時間）
　＋［{（ビットOUTの接続台数＋ 7）÷ 8} ×ビットOUTスレーブ 8台あたりの増加時間］

ワードOUTスレーブ 1台あたり／ビットOUTスレーブ 8台あたりの増加時間

Kの計算例：
条件）

K＝ (7 × 5.312μs) ＋ (2 × 5.312μs) ≒ 0.048ms

• TOUT：OUTスレーブ出力遅延時間

各スレーブの取込遅延時間は、 『CompoNet 形 CRT1 シリーズ ユーザーズマニュアル
(SBCD-339)』の各スレーブの出力部仕様を参照してください。

通信モードNo.0 通信モードNo.1 通信モードNo.2 通信モードNo.3 通信モードNo.8
0.086ms 0.090ms 0.098ms 0.094ms 0.082ms+J

（*1）

通信速度 ワードOUT ワード IN ビットOUT ビット IN
－ 16台時 48台時 8台時 8台時

最大入出力点数 4.0Mbps 時 3.0Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時

通信モードNo.0 ワード IN128/OUT128 点 0.046ms 0.060ms 0.121ms 1.936ms
通信モードNo.1 ワード IN256/OUT256 点 0.078ms 0.103ms 0.206ms 3.305ms
通信モードNo.2 ワード IN512/OUT512 点 0.142ms 0.188ms 0.377ms 6.048ms
通信モードNo.3 ワード IN256/OUT256 点＋

ビット IN128/OUT128 点
0.110ms 0.146ms 0.291ms 4.674ms

通信モードNo.8 ワード IN1024/OUT1024 点
＋ビット IN256/OUT256 点
（注）接続ノード数：

ワード 128ノード
(IN64/OUT64)、
ビット 256ノード
(BIT IN128/BIT OUT128)

0.013ms+
K（*1）

0.018ms+
K（*1）

0.035ms+
K（*1）

0.567ms+
K（*1）

4.0Mbps 時 3.0Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時

ワードOUT 4.0μs 5.312μs 10.656μs 171.104μs
ビットOUT 4.0μs 5.312μs 10.656μs 171.104μs

通信速度 ワードOUT ワード IN ビットOUT ビット IN
3.0Mbps 時 ７台時 8台時 9台時 10台時

通信速度
通信モード

通信速度
ユニット
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参考例
接続ノード数が最大で、CPUユニットのタスク周期が 1msの場合の、ワードスレーブの最大入出
力応答時間の計算結果は、以下のとおりです。

（メッセージ通信ありの場合）

ビットスレーブ

通信モード 接続ノード数
ワードスレーブの最大入出力応答時間（ms）

4Mbps 時 3Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時
通信モードNo.0 ワード 16ノード

(IN8/OUT8)
7.7 7.8 9.2 53.8

通信モードNo.1 ワード 32ノード
(IN16/OUT16)

8.0 8.5 10.9 76.1

通信モードNo.2 ワード 64ノード
(IN32/OUT32)

8.8 9.6 14.8 121.3

通信モードNo.3 ワード 32ノード
(IN16/OUT16)
ビット 128ノード
(BIT IN64/BIT 
OUT64)

10.3 11.4 18.6 161.7

通信モードNo.8 ワード 128ノード
(IN64/OUT64)
ビット 256ノード
(BIT IN128/
BIT OUT128)

16.7 19.3 35.8 374.9

Tcpu Tcpu

TCrmOutMaxTCrmInMax

TNetCycTNetCyc

TOUTTIN

最大入出力応答時間

TNetCyc TNetCyc

CPUユニット処理

マスタユニット処理

通信サイクル

スレーブ処理

TNetBitIn

TNetOut

TNsetCycInt
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ビットスレーブの、最大入出力応答時間の計算式

TIN ：IN スレーブ取込遅延時間
TNetCyc ：通信サイクルタイム
TNetBitIn ：通信サイクルタイム内でビット INフレームが占有する時間
TNetCycInt ：割込み処理時間
TCrmInMax ：マスタユニットでの入力処理最大時間
Tcpu ：CPUユニットのタスク周期
TCrmOutMax ：マスタユニットでの出力処理最大時間
TNetOut ：通信サイクルタイム内でOUTフレームが占有する時間
TOUT ：OUTスレーブ出力遅延時間

• TIN：IN スレーブ取込遅延時間

各スレーブの取込遅延時間は、 『CompoNet 形 CRT1 シリーズ ユーザーズマニュアル
(SBCD-339)』の各スレーブの入力部仕様を参照してください。

• TNetBitIn：通信サイクルタイム内でビット INフレームが占有する時間

• TcrmInMax：マスタユニットでの入力処理最大時間

*1（通信モードNo.8 のときのみ）
M＝（ワード INの接続台数× 0.625μs）＋［｛（ビット INの接続台数+7）÷ 8｝× 0.375μs］＋
｛（ワードOUTとワードINで多い方の接続台数＋ビットOUTとビットINで多い方の接続台数）×0.5μs｝

Mの計算例：
条件）

M＝ (16 × 0.625μs) ＋ (1 × 0.375μs) ＋｛(16 ＋ 16) × 0.5μs｝≒ 0.027ms

TIN ＋ TNetCyc × 2＋ TNetBitIn ＋ TNetCycInt ＋ TCrmInMax ＋ Tcpu × 2＋ TCrmOutMax ＋
TNetOut ＋ TOUT

最大入出力点数 4.0Mbps 時 3.0Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時

通信モードNo.3 ワード IN256/
OUT256 点＋ビット
IN128/OUT128点

0.809ms 1.075ms 2.322ms 32.959ms

通信モードNo.8 ワード IN1024/
OUT1024 点＋ビット
IN256/OUT256点

0.013ms
×ビット IN
の接続台数

0.018ms
×ビット IN
の接続台数

0.038ms
×ビット IN
の接続台数

0.530ms
×ビット IN
の接続台数

4.0Mbps 時 3.0Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時

通信モードNo.3 0.35ms 0.35ms 0.39ms 0.39ms
通信モードNo.8 0.25ms+M（*1） 0.27ms+M（*1） 0.33ms+M（*1） 0.35ms+M（*1）

通信速度 ワードOUT ワード IN ビットOUT ビット IN
－ 8台時 16台時 16台時 8台時

通信速度
通信モード

通信速度
通信モード
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参考例
接続ノード数が最大で、CPUユニットのタスク周期が 1msの場合の、ビットスレーブの最大入出
力応答時間の計算結果は、以下のとおりです。

（メッセージ通信ありの場合）

ワードスレーブ

ワードスレーブの、最小入出力応答時間の計算式

TIN ：IN スレーブ取込遅延時間
TCrmInMin ：マスタユニットでの入力処理最小時間
Tcpu ：CPUユニットのタスク周期
TCrmOutMin ：マスタユニットでの出力処理最小時間
TNetOut ：通信サイクルタイム内でOUTフレームが占有する時間
TOUT ：OUTスレーブ出力遅延時間

通信モード 接続ノード数
最大入出力応答時間（ms）

4Mbps 時 3Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時
通信モードNo.3 ワード 32ノード

(IN16/OUT16)
ビット 128ノード
(BIT IN64/BIT OUT64)

11.0 12.4 20.9 194.6

通信モードNo.8 ワード 128ノード
(IN64/OUT64)
ビット 256ノード
(BIT IN128/BIT OUT128)

18.2 21.5 40.6 442.6

最小入出力応答時間

TIN ＋ TCrmInMin ＋ Tcpu ＋ TCrmOutMin ＋ TNetOut ＋ TOUT

Tcpu

TCrmOutMinTCrmInMin

TNetCyc

TOUTTIN

CPUユニット処理

マスタユニット処理

通信サイクル

スレーブ処理

最小入出力応答時間

TNetOut

TNetCyc
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• TCrmOutMin：マスタユニットでの出力処理最小時間

*1（通信モードNo.8 のときのみ）
N＝（ワードOUTの接続台数× 0.5μs）＋（ビットOUTの接続台数× 0.0625μs）

Nの計算例：
条件）

N＝ (48 × 0.5μs) ＋ (16 × 0.0625μs) ＝ 0.025ms

• TcrmInMin：マスタユニットでの入力処理最小時間

*1（通信モードNo.8 のときのみ）
O＝（ワード INの接続台数× 0.25μs）

Oの計算例：
条件）

O＝ 16× 0.25μs＝ 0.004ms

参考例
接続ノード数が最大で、CPUユニットのタスク周期が 1ms の場合の、ワードスレーブの最小入出
力時間計算結果は、以下のとおりです。

通信モードNo.0 通信モードNo.1 通信モードNo.2 通信モードNo.3 通信モードNo.8
0.05ms 0.055ms 0.06ms 0.06ms 0.045ms+N（*1）

通信速度 ワードOUT ワード IN ビットOUT ビット IN
－ 48台時 32台時 16台時 8台時

通信モードNo.0 通信モードNo.1 通信モードNo.2 通信モードNo.3 通信モードNo.8
0.023ms 0.025ms 0.029ms 0.025ms 0.021ms+O（*1）

通信速度 ワードOUT ワード IN ビットOUT ビット IN
－ 8台時 16台時 32台時 48台時

通信モードNo. 接続ノード数
ワードスレーブの最小入出力応答時間（ms）

4Mbps 時 3Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時
通信モードNo.0 ワード 16ノード

(IN8/OUT8)
4.2 4.2 4.2 6.0

通信モードNo.1 ワード 32ノード
(IN16/OUT16)

4.2 4.2 4.3 7.4

通信モードNo.2 ワード 64ノード
(IN32/OUT32)

4.3 4.3 4.7 10.2

通信モードNo.3 ワード 32ノード
(IN16/OUT16)
ビット 128ノード
(BIT IN64/BIT OUT64)

4.2 4.3 4.4 8.8

通信モードNo.8 ワード 128ノード
(IN64/OUT64)
ビット 256ノード
(BIT IN128/BIT OUT128)

4.5 4.6 5.0 18.4
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ビットスレーブ

ビットスレーブの、最小入出力応答時間の計算式

TIN ：IN スレーブ取込遅延時間
TNetCycInt ：割込み処理時間
TCrmInMin ：マスタユニットでの入力処理最小時間
Tcpu ：CPUユニットのタスク周期
TCrmOutMin ：マスタユニットでの出力処理最小時間
TNetOut ：通信サイクルタイム内でOUTフレームが占有する時間
TOUT ：OUTスレーブ出力遅延時間

• TCrmInMin：マスタユニットでの入力処理最小時間

*1（通信モードNo.8 のときのみ）
P＝（ワード INの接続台数× 0.25μs）＋［｛（ビット INの接続台数+7）÷ 8｝× 0.375μs］＋｛（ワー
ドOUTとワード IN で多い方の接続台数＋ビットOUTとビット IN で多い方の接続台数 )× 0.5μs｝

Pの計算例：
条件）

P＝ (64 × 0.25μs) ＋ (16 × 0.375μs) ＋ ((64 ＋ 128) × 0.5μs) ＝ 0.118ms

TIN ＋ TNetCycInt ＋ TCrmInMin ＋ Tcpu ＋ TCrmOutMin ＋ TNetOut ＋ TOUT

通信モードNo.3 通信モードNo.8
0.093ms 0.046ms+P（*1）

通信速度 ワードOUT ワード IN ビットOUT ビット IN
－ 63台時 64台時 128台時 127台時

Tcpu

TCrmOutMinTCrmInMin

TNetCycTNetCyc

TOUTTIN

CPUユニット処理

マスタユニット処理

通信サイクル

スレーブ処理

最小入出力応答時間

TNetOut

TNetCycInt
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参考例
接続ノード数が最大で、CPUユニットのタスク周期が 1ms の場合の、ビットスレーブの最小入出
力時間の計算結果は、以下のとおりです。

通信モード 接続ノード数
ビットスレーブの最小入出力応答時間 (ms)

4Mbps 時 3Mbps 時 1.5Mbps 時 93.75kbps 時
通信モード
No.3

ワード 32ノード
(IN16/OUT16)
ビット 128 ノード (BIT 
IN64/BIT OUT64)

4.9 5.0 5.5 16.2

通信モード
No.8

ワード 128ノード
(IN64/OUT64)
ビット 256ノード
(BIT IN128/BIT OUT128)

5.7 5.9 6.6 26.3
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6-1 メッセージ通信機能とは
メッセージ通信とは、CompoNet ネットワーク上のノード間（CPUユニット⇔マスタユニット間、コ
ントローラ⇔スレーブ間）で、必要時（条件成立時）に、データ送受信や、（時間情報や異常履歴など
の）特殊情報の読み書き、（強制セット／リセットなどの）制御を行う機能です。
メッセージ通信機能には、Explicit メッセージ通信機能があります。

CompoNet ネットワークで定義された Explicit メッセージを使用して、CompoNet スレーブに対して
サービスの要求を送信します。

6-1-1 メッセージ通信機能の概要

Explicit メッセージ通信機能
概要 CompoNet ネットワークプロトコルを使用した汎用のメッセージ通信
相手機器 CompoNet スレーブ
特長 • オムロン PLCからの Explicit メッセージ受信が可能、CompoNet スレーブへの Explicit メッ

セージ送信が可能。

6-1-2 Explicit メッセージ通信機能

6-1-3 メッセージ通信機能仕様

対応CPUユニット機能 NJシリーズ
ユニット形式 形CJ1W-CRM21
1 マスタユニット当たりの
メッセージ通信可能な最大ノード数

Explicit メッセージ 448

メッセージ通信実行用命令 CompoNet Explicit
メッセージ発行

SendCmd命令
（CompoNet スレーブへの Explicit メッセージ
送信）

コマンド送信元：送信先 1：1通信（1：Nの一斉同報通信は不可）
送受信データ長（コマンドコードを除く） SendCmd命令：最大 542バイト
レスポンス監視時間 デフォルト設定：2秒

ユーザ設定：0.1 ～ 6553.5 秒
再送回数 0～ 15回
メッセージ監視タイマ機能（Explicit メッセージ通信） CompoNet マスタユニット内に設定値を記憶
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メッセージ監視タイマは、CompoNet マスタユニットがレスポンスを監視する時間です。Explicit メッ
セージ通信に対しても有効です。
メッセージ監視タイマ値のデフォルト値は2秒（2000ms）です。設定可能範囲は、1～ 65535msです。
通信対象（メッセージ送信先）のデバイスの応答が遅いときに、この値を長く設定する必要がありま
す。ただし、長く設定すると、レスポンス待ちの間は、同じ通信デバイスに対して次のメッセージを
送信することはできません。
CompoNet マスタユニットは、このタイマにより、メッセージのタイムアウトを監視しています。こ
れに対して、SendCmd 命令でのレスポンス監視時間による監視は、CPU ユニットが行っています。
したがって、メッセージ監視タイマと SendCmd 命令でのレスポンス監視時間は片方だけを長く（ま
たは短く）設定しても効果がありません。
SendCmd 命令でのレスポンス監視時間は、このメッセージ監視タイマよりも同じかまたは長く設定
してください（「SendCmd 命令でのレスポンス監視時間」≧「メッセージ監視タイマ」）。
もし、タイムアウトが多く発生する場合、上記の大小関係の条件のまま、両方を長く設定してください。

6-1-4 メッセージ監視タイマ
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6-2 Explicit メッセージの送信
CJ シリーズ用 CompoNet マスタユニットでは、ヘッダを付加することで Explicit メッセージの送信
を行うことができます。
Explicit メッセージの送信先としては、CompoNet スレーブが可能です。
例）

メッセージの送信先がCompoNetスレーブの場合、次のようにコマンド「28 02」を使って、CompoNet
マスタユニットに Explicit メッセージを送信させることができます。

6-2-1 Explicit メッセージの送信

CompoNetネットワーク

CJシリーズ CompoNetマスタユニット
NJシリーズ CPUユニット

CompoNetスレーブ

Explicitメッセージ

● Explicitメッセージの送信が可能

CompoNetスレーブ

CompoNetネットワーク

CompoNetマスタユニットNJシリーズCPUユニット

ヘッダ

ヘッダヘッダ

ヘッダ レスポンス

Explicit
メッセージ

（注）コマンドコードを
　　　「2802」とする

Explicit
メッセージ

レスポンス

SendCMD
命令
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ただし、Explicit メッセージを送信する場合は、コマンドの送信先を、実際の送信先（CompoNet ス
レーブ）ではなく、自ノードのマスタユニットにしてください。実際の送信先のノードアドレスは、
Explicit メッセージ送信コマンドのコマンドデータ内で指定します。

送信先のスレーブのタイプによって、メッセージを受信しそこねる場合がありまので、Explicit メッ
セージを送信する場合、必ずリトライ処理をするようにしてください。

Explicit
メッセージ

コマンド

PLC
ユニット

Send
Cmd
命令

CompoNetスレーブ

SendCmd命令：
　入力変数DstNetAdr:
　　NetNo.：送信先のネットワークアドレスです。

　　　　　　　　　　　「0」（自ネットワーク）を設定します。
　　NodeNo.：送信先のノードアドレスです。

　　　　　　　　　　　「0」（自PLC内通信）を設定します。

　　UnitNo.：送信先の号機アドレスです。
　　　　　　 号機No.＋16#20を設定します。
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指定したクラスに対して、CompoNet Explicit メッセージを発行し、レスポンスを受信します。

コマンドフォーマット

レスポンスフォーマット
• 発行した Explicit メッセージに対して、正常レスポンスが返った場合

• 発行した Explicit メッセージに対して、エラーレスポンスが返った場合

• Explicit メッセージの送信に失敗した場合、またはタイムアウトした場合

Explicit メッセージ送信　28 02

28 02

コマンド
コード

Class ID Instance ID Service Data

送信先ノードアドレス

Service Code

最大532バイト

28 02 00 00 最大532バイト

コマンド
コード

受信
バイト数

Service Data

送信先（相手ノード）
ノードアドレス

Service Code終了コード

28 02 00 00 00 94

コマンド
コード

受信
バイト数

Error Code

送信先（相手ノード）
ノードアドレス

Service Code（0094Hex固定）
終了コード

28 02

コマンド
コード

終了コード
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パラメータ詳細
［送信先ノードアドレス］（コマンド）
Explicit メッセージの送信先のスレーブのノードアドレスを指定します。

xx には、スレーブのノードアドレス（Hex）を入れます。
＊ 1 ワード MIX に対して「10xx Hex」、ビット MIX に対して「40xx Hex」を送信した場合、MIX タイプ

であることを明示するため、レスポンスは各々「30xx Hex」、「60xx Hex」となります。

［Service Code］（コマンド、レスポンス）
コマンドでは、CompoNet ネットワークで定義されているサービスコードを指定します。
詳細は、下表の「サービスコード一覧」を参照してください。
なお、正常レスポンスでは、コマンドで指定したサービスコードの最上位ビットが TRUE になった
値が返信され、エラーレスポンスでは異常を表す 0094 Hex が返信されます。

サービスコード一覧

［Class ID］（コマンド）
Explicit メッセージの送信先のクラス IDを指定します。

［Instance ID］（コマンド）
Explicit メッセージの送信先のインスタンス IDを指定します。

［Service Data］（コマンド、レスポンス）
コマンドでは、サービスコードによって定義されるデータを指定します。
レスポンスでは、サービスコードによって定義される受信データが返信されてきます。

［終了コード］（レスポンス）
コマンドの実行結果を表すコードです。
詳細は、下表の「終了コード一覧」を参照してください。

終了コード一覧

ワード IN(*1) ワードOUT ワードMIX ビット IN(*1) ビットOUT ビットMIX リピータ
10xx Hex 20xx Hex 30xx Hex 40xx Hex 50xx Hex 60xx Hex 70xx Hex

サービス 読出 書込 リセット セーブ
コマンド 0E Hex 10 Hex 05 Hex 16 Hex
正常レスポンス 8E Hex 90 Hex 85 Hex 96 Hex

終了コード 内容
0000 Hex 正常終了しました。
0101 Hex 自局のネットワークが立ち上がっていません。
0201 Hex 相手局のネットワークが立ち上がっていません。
0204 Hex 相手局がビジー状態のため、送信できません。
0205 Hex 相手局から応答が返らず、監視タイマがアップしました。
1001 Hex コマンド長が最大コマンド長を越えています。
1002 Hex コマンド長が最小コマンド長に足りません。
1004 Hex コマンドフォーマットが合っていません。
1005 Hex ヘッダ異常です。（送信先アドレス設定が不正）
110B Hex レスポンスが最大応答長を超えます。

2211 Hex ユニットがビジーです。
（内部で送信処理に必要なメモリが確保できません）

2609 Hex 必要な設定が行われていません。
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［受信バイト数］（レスポンス）
「送信先（相手ノード）ノードアドレス」以降の受信データのバイト数が返信されてきます。

［送信先（相手ノード）ノードアドレス］（レスポンス）
Explicit レスポンスの発行元となった、相手のノードアドレスが返信されてきます。

［Error Code］（レスポンス）
CompoNet ネットワークで定義されている異常コードが返信されてきます。
詳細は、下表の「異常一覧」を参照してください。

異常コード一覧

 解説
• Explicit メッセージ送信コマンドは、他社製スレーブに対して、CompoNet で定義されている
Explicit メッセージを発行し、レスポンスを受信するためのコマンドです。

• Explicit メッセージ送信コマンドは、SendCmd命令のコントロールコードの送信先には、自ノー
ドのCompoNet マスタユニットを指定し、実際の送信先のノードを、Explicit メッセージ送信コ
マンドの「送信先ノードアドレス」で指定します。
SendCmd命令のコントロールコードには、必ず自ノードのマスタユニットを指定してください。
他ノードのマスタユニット宛に指定した場合は、エラーとなります。

• CompoNet マスタユニットが Explicit メッセージを受信した場合は、メッセージに応じたレスポ
ンスを自動的に返信します。

終了コード 内容
0x02FF Hex 必要なリソースがありませんでした。
0x08FF Hex 要求されたサービスは未サポートでした。
0x09FF Hex アトリビュートデータが不正です。
0x0BFF Hex 指定オブジェクトは要求された状態に遷移済みでした。
0x0CFF Hex 指定オブジェクトは要求されたサービスを実行できる状態ではありません。
0x0EFF Hex 変更不可能なアトリビュートが指定されました。
0x10FF Hex 指定デバイスは要求されたサービスを実行できる状態ではありません。
0x11FF Hex レスポンスデータ長は処理可能なデータ長を超えています。
0x13FF Hex 処理を実行するのに十分なデータが提供されていません。
0x14FF Hex 未定義のアトリビュートです。
0x15FF Hex 無効なデータを含んでいます。
0x16FF Hex 未実装オブジェクトです。
0x19FF Hex 保存処理に失敗しました。

0x1F □□ Hex ベンダー固有のエラーが発生しました。（□□にはエラーの詳細情報が格納されて
います）

0x20FF Hex パラメータが異常です。

0x28FF Hex 要求されたサービスのメンバ ID は未実装のクラス／インスタンス／アトリビュー
トを指定した。
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 Service Data
• Service Data 内のデータで、ワード（2バイト）単位またはダブルワード（4バイト）単位のデー
タの場合（チャネルデータ、異常解除コードなど）、コマンドフォーマットとしては、下位バイ
ト (L) →上位バイト (H) の順で指定します。

例）ワードデータ 1234Hex を指定する場合、34Hex → 12Hex の順で指定します。ダブルワード
データ12345678Hexを指定する場合、78Hex→56Hex→34Hex→12Hexの順で指定します。

したがって、コマンドフォーマットとしては、以下のようになります。

コマンドフォーマット

また、コマンドコードを入力する入力変数 CmdDat は、データをバイト単位で扱いますので、コ
マンドコードを以下のようにセットします。

• レスポンスフォーマットの Service Data 内のデータも、同様に、ワード（2バイト）単位または
ダブルワード（4 バイト）単位のデータが返信される場合は、そのデータの下位バイト (L) →上
位バイト (H) の順で返信されます。

参考

• Explicit メッセージのパラメータ詳細については、CompoNet 仕様書をご覧ください。
• CompoNet 仕様書の入手については、ODVA へお問い合わせください。
Home Page ：http://www.odva.org/

34 12

Service Data

例）16#1234の場合

Service Data

例）16#12345678の場合

34 1278 56

例）16#3412の場合          例）16#78563412の場合   

バイト バイト

CmdDat[n]

CmdDat[n+1]

CmdDat[n+2]

CmdDat[n+3]

34 CmdDat[n] 78

12 CmdDat[n+1] 56

34

12
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 例：SendCmd命令によるExplicit メッセージの発行

 動作
ここでは例として、「コントローラ情報の読み出し」コマンド (2802) を用いてCompoNet マスタ
ユニット（号機アドレス：16#20）からスレーブからベンダコードを読み出します（オムロンのベ
ンダコード：002F Hex）。

6-2-2 SendCmd 命令による Explicit メッセージの発行方法

Explicit
メッセージ

CompoNetユニット
ユニット番号0

スレーブ
ノードアドレス11

号機アドレス 20 Hex

NJシリーズCPUユニット

SendCmd

Execute
DstNetAdr
CommPort
CmdDat
CmdSize
RespDat
Option

Done

SendDat [0]
SendDat [1]

SendDat [9] コマンドコード
の解釈

実行

↓

SendDat [10]

レスポ
ンス

SendCmdBusy
Error

ErrorID
ErrorIDEx

SendCmd

RecvDat[0]
RecvDat[1]

RecvDat[10]
RecvDat[11]

先信送元信送

RespDat
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参考

相手ノードがオムロン製高機能スレーブまたは他社製CompoNet 対応機器の場合は、レスポン
ス監視時間を「メッセージ監視タイマ」の値（デフォルト：2秒）以上にしてください。「メッ
セージ監視タイマ」の値（デフォルト：2 秒）より短い値に設定すると、タイムアウト後に次
のコマンドを発行してもビジーとなることがあります。

入力変数 機能 この例の内容
Execute TRUEになると動作 SendCmdを実行します ―
DstNetAdr ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスを用

いて送信先ネットワークアドレスを指定します
ネットワークアドレス：0
ノードアドレス：0
号機アドレス：16#20

CommPort 送信先のポートを指定します NONE（デフォルト）
CmdDat SendDat[0] コマンドコード 16#28

SendDat[1] 16#02
SendDat[2] スレーブノードアドレス (11) 16#10
SendDat[3] 16#0B
SendDat[4] ServiceCode 16#00
SendDat[5] 16#0E
SendDat[6] ClassID 16#00
SendDat[7] 16#01
SendDat[8] InstanceID 16#00
SendDat[9] 16#01
SendDat[10] AttributeID 16#01

CmdSize 送信するコマンドデータをバイト数で指定します 10
RespDat RecvDat[0] コマンドコード 16#28

RecvDat[1] 16#02
RecvDat[2] 終了コード 16#00
RecvDat[3] 16#00
RecvDat[4] 受信バイト数 16#00
RecvDat[5] 16#04
RecvDat[6] スレーブノードアドレス (11) 16#10
RecvDat[7] 16#0B
RecvDat[8] ServiceCode（正常終了時） 16#00
RecvDat[9] 16#8E
RecvDat[10] ベンダーコード 16#2F
RecvDat[11] 16#00

Option レスポンス監視、および再送回数を指定します ResponseTime = 20
Retry = 2
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 ユニットの設定

プログラム例
システム定義変数

ユーザ定義変数（プログラム作成前あるいは作成時に定義してください）

名称 設定対象 設定内容
ユニット構成 Sysmac Studio の［構成･設定］の

［CPU ･増設ラック］
形CJ1W-CRM21を CPUラッ
クのスロット 0 に実装

本ユニットのデバイス名 「CompoNet」
ユニット番号 ユニット番号設定スイッチ、および

ユニット構成（Sysmac Studio の
［構成･設定］の［CPU ･増設ラック］）

ユニット番号 0

高機能ユニット設定 システム設定用データ 不要です

名称 データ型 初期値 コメント 内容
_Port_isAvailable BOOL

-
ネットワーク通信
命令実行可フラグ

使用可能な内部論理ポートがあると
き TRUE、ないとき FALSE となり
ます。

名称 データ型 初期値 内容
Trigger BOOL False 実行条件
OperatingEnd BOOL False 処理終了
Operating BOOL False 処理中
InDNetAdr _sDNET_ADR (NetNo := 0, NodeNo := 0,

 UnitNo := 16#0)
送信先ネットワーク
アドレス

InOption _sRESPONSE (isNonResp := False, 
TimeOut := 0, Retry := 0)

レスポンス監視、
および再送設定

SendDat ARRAY[0..10] OF BYTE 送信データ
RecvDat ARRAY[0..11] OF BYTE 受信データ
RS_instance RS － －
SendCmd_instance SendCmd － －
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Trigger _Port_isAvailable

SendCmd命令実行完了の判断

トリガ受付

SendCmd_instance.Done OperatingEnd

SendCmd_instance.Error

1 InDNetAdr.NetNo:=USINT#0; ネットワークアドレス設定
2 InDNetAdr.NodeNo:=USINT#0;
3 InDNetAdr.UnitNo:=BYTE#16#20; //
4 InOption.isNonResp:=FALSE; //レスポンス設定
5 InOption.TimeOut:=USINT#20;
6 InOption.Retry:=USINT#2; //
7 SendDat[0]:=BYTE#16#28; // コマンドデータ配列設定
8 SendDat[1]:=BYTE#16#02; //
9 SendDat[2]:=BYTE#16#10; //
10 SendDat[3]:=BYTE#16#0B; //
11 SendDat[4]:=BYTE#16#00; //
12 SendDat[5]:=BYTE#16#0E; //
13 SendDat[6]:=BYTE#16#00; //
14 SendDat[7]:=BYTE#16#01; //
15 SendDat[8]:=BYTE#16#00; //
16 SendDat[9]:=BYTE#16#01; //
17 SendDat[10]:=BYTE#16#01; //

1 //正常終了後処理
2 ;

1 //異常終了後処理
2 ;

Operating

通信パラメータ設定

正常終了時の処理

異常終了時の処理

Operating

SendCmd命令実行

Operating

Operating SendCmd_instance.Done

Operating SendCmd_instance.Error

SendCmd_instance

Execute

DstNetAdr

CommPort
CmdDat

CmdSize
RespDat

Done

Busty

Error
ErrorID

ErrorIDEx
RespDat

Option

InDNetAdr

_NONE
SendDat[0]

UINT#11
RecvDat[0] RecvDat[0]

InOption

SendCmd

RS_instance
RS

Set Q1

Reset1OperatingEnd

//
//

//
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7-1 異常時の処置
ここではCompoNet ネットワークの異常発生時の処置について説明します。

CompoNet マスタユニットの異常時の LED 表示の意味と、LED 表示で示される異常に対する処置に
ついて説明します。

CompoNet マスタユニットはCJシリーズ高機能 I/O ユニットの異常処理手順の考え方に従い設計さ
れています。
高機能 I/O は異常発生時に LED表示の点灯状況により、異常個所の概略を特定します。
CompoNet マスタユニットでは、その表示に加えて異常内容の詳細を 7セグメント表示にて表示する
事で異常個所および異常内容を特定することができます。

次ページ以降に、CompoNet マスタユニットの異常検出機能、検出後の動作、処置方法について記
述します。

7-1-1 CompoNet マスタユニットの異常

CompoNet マスタユニットの各 LEDの意味と異常対応の手順の考え方

7-1-2 異常発生時の判断シーケンス

「LED表示部」の点灯パターンを確認して、CPUユニット側かネットワーク側かを特定してください。
1. 概略の特定

「異常発生要素」と現場状況を突き合わせて、異常発生原因を特定／排除してください。
3. 原因の特定

「7セグメント表示部」の表示内容と、CompoNetマスタユニットのステータスエリアを確認して、
異常場所、内容を特定してください。

2. 詳細の特定

「異常検出後のユニット動作」でシステム状態、「処置」で必要な操作を確認して、システム動作
を正常状態に復帰させてください。

4. 処置
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LED 表示　○：点灯　◎：点滅　●：消灯　―：無関係

初期処理での異常

MS NS 7SEG 項目 異常履歴
（Hex） 異常発生要因 異常検出後の

ユニット動作 処置

◎
赤 ● H1 Machine No

設定異常 ―

マスタユニットの号機
No. の設定で以下の異常
が発生しました。
• 不正な号機No. が設定
されている。

• 他のユニットと号機
No. が重複している。

マスタユニットは動
作を停止し、待機状
態になります。

Machine No（号機No.）を
正しく設定してマスタユ
ニットをリスタートしてく
ださい。
リスタートは以下の方法が
あります。
1) コントローラの電源再投入
2) 高機能 I/Oユニットリス
タートフラグを FALSE
→ TRUEにする

3) ResetUnit 命令
4) Sysmac Studio のユ
ニット構成からのリス
タート

◎
赤 ● H2 CPUユニットが不良 ― ―

マスタユニットをリスター
トしてください。同じ異常
が再発する場合はマスタユ
ニットを交換してください。

○
赤 ● H3 ハードテスト異常

（本体 I/F テスト） ―
マスタユニットの本体
I/F チェックで異常を検
出しました。

他のCPUユニットに装着し
ても同じ異常となる場合は、
マスタユニットを交換して
ください。

● ○
赤 H3 ハードテスト異常

（通信ASIC テスト） ―
マスタユニットの通信
ASIC チェックで異常を
検出しました。

○
赤

○
赤 H3 ハードテスト異常

（RAMテスト） ―
マスタユニットのRAM
チェックで異常を検出し
ました。

◎
赤 ● H4 通信モード設定異常 ―

ロータリスイッチの通信
モードの不正を検出しま
した（4,5,6,7,9 に設定さ
れています）。

正しい通信モードに設定し
てマスタユニットをリス
タートしてください。

◎
赤 ● H6 CPUユニットが不良 000F ― 異常履歴へ登録後、

マスタユニットは動
作を停止し、待機状
態になります。

マスタユニットをリスター
トしてください。同じ異常
が再発する場合はマスタユ
ニットを交換してください。

◎
赤 ● H7 ユニット構成未登録 0006 CPUユニットのユニット構

成に登録されていません。
ユニット構成を作成してく
ださい。

◎
赤 ― HA CPUユニットのメモ

リが不良 0012

CPUユニットに対する
ルーチングテーブルの読
出しに対するエラーレス
ポンスを検出しました。

異常履歴へ登録後、
ルーチングテーブル
無しとして動作を継
続します。

マスタユニットをリスター
トしてください。同じ異常
が再発する場合はマスタユ
ニットを交換してください。◎

赤 ― Hb イベントタイムアウト 0011

CPUユニットに対するシ
ステム設定値読み出し要
求のタイムアウトを検出
しました。

異常履歴へ登録後、
CPUユニットとの
I/F を停止した状態
で動作を継続します。

◎
赤 ― HC 設定テーブル異常 021A

初期処理でCPUユニッ
トから読み出したルーチ
ングテーブルに論理的な
異常（有効範囲オーバー
など）があるか、サム異
常、タイムアウト以外の
異常が返ってきました。

異常履歴へ登録後、
ルーチングテーブル
無しとして動作を継
続します。

正しいルーチングテーブル
を設定するか、もしくは
ルーチングテーブルを消去
してください。
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LED表示　○：点灯　◎：点滅　●：消灯　―：無関係

マスタユニットが装着されているCPUユニットで異常が発生している場合は、以下のLED点灯パター
ンで通知します。

LED表示　○：点灯　◎：点滅　●：消灯　―：無関係

例外処理

MS NS 7SEG 項目 異常履歴
（Hex） 異常発生要因 異常検出後の

ユニット動作 処置

○
赤 ● 消灯 ユニットに関する

異常 0601 高機能ユニット異常

異常履歴へ登録後、
WDTリフレッシュ
を停止しマスタユ
ニットは完全に停止
します。

ノイズ等の外乱がマスタユ
ニットに印加している可能性
があります。ノイズ元を除去
した後にコントローラの電源
を再投入してください。○

赤 ● 消灯 ユニットWDT異常 ― ユニットのWDTがタイ
ムアウトしました。

マスタユニットは完
全に停止します。

CPUユニット監視処理での異常

MS NS 7SEG 項目 異常履歴
（Hex） 異常発生要因 異常検出後の

ユニット動作 処置

◎
赤 ― H9 I/Oバスチェック

エラー 000E
CPUユニットとのデータ
交換用バスでの異常が発
生しています。

• サイクリック動作
停止

• 通信サイクル停止

コントローラの電源をOFF
→ ONして、リスタートし
てください。

◎
赤 ― HF CPUユニット

WDTエラー 0001
CPUユニットで異常が発
生し、CPUユニットの機
能が停止しています。

異常履歴を登録します。
システム動作は継
続、通信サイクルは
停止します。

CPUユニットの異常を解除
して、マスタユニットをリ
スタートしてください。

● ● 消灯 パワーフェイル ― CPUユニットの電源がダ
ウンしています。

ハードウェアリセット
によりシステム動作は
完全に停止します。

要因を解除して、電源を再
投入してください。

◎
赤 ― HE CPUユニット

監視異常 0002

CPUユニットからのサー
ビスが一定時間ありませ
ん。監視時間は初期処理
で取得します。通常は 11
秒で監視します。

異常履歴を登録します。
（連続して発生して
も登録は 1回）
• I/O サイクル停止
• サイクリック動作
停止

• OUTスレーブに
最後のデータを上
げる

この異常は復帰する
可能性があるため、
復帰時は、正常状態
に戻ります。

CPUユニットの動作環境を
確認してください。
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CompoNet ネットワークに関する異常が発生した場合は、以下の点灯パターンで異常を通知します。
基本的にはNS LED赤点滅と 7SEG表示が「d＊」の表示で識別します。

LED表示　○：点灯　◎：点滅　●：消灯　―：無関係

yy：スレーブ種別を示し、以下のとおりです。

zzz：発生ノードアドレス（10進数 2桁）（注：100の桁は、ドットで表示）

リモート I/O通信処理での異常

MS NS 7SEG 項目 異常履歴
（Hex） 異常発生要因 異常検出後の

ユニット動作 処置

― ◎
赤

d9
↓
yy
↓
zzz

通信異常 0374 スレーブの離脱を
検出しました。

システム動作は継続します。
離脱の検出毎に異常履歴を登録。
離脱スレーブの加入を待ちます。
異常要因がなくなれば正常動作
に復帰します。（NS緑点灯）

離脱原因として以下の可能性が考えられ
ます。
1) ノイズにより該当スレーブに対する通信
リトライが連続して規定値を超過した。

2) スレーブ自身の異常、断線、通信電源
断などによりマスタユニットからの通
信に応答できない。

離脱検出したスレーブを調査して、原因
を除去してください。マスタユニットの
リスタートは不要です。

― ◎
赤

d0
↓
yy
↓
zzz

アドレス
二重異常 0376

加入しようとして
いるスレーブのア
ドレス二重異常を
検出しました。あ
るいはスレーブの
通信異常を検出し
ました。

二重異常の検出毎に異常履歴
を登録。
システム動作は全て継続します。

同一ネットワーク上に、同じノードを設
定しているスレーブ、リピータが存在し
ています。
以下の手順で作業を行ってください。
1) マスタユニット、スレーブの電源を
OFFにする。

2) 重複ノード番号を正規の値に変更。
3) マスタユニット、スレーブの電源を再
投入する。

それでも異常が解除されない場合は、通
信異常が原因と推定されますのでノイズ
の侵入、ケーブルの切断、コネクタ・信
号線の緩みがないか、ネットワーク敷設
が仕様どおりか確認してください。

― ◎
赤 E5 不正構成異常 0378

ネットワークに加
入を要求してきた
スレーブ、リピー
タが許可されたリ
ピータ段数（2段）
を超える事を検出
しました。

加入処理時にリピータ段数超
過を検出した時点で、その先
のスレーブの加入を禁止しま
す。それ以外のシステム動作
は継続します。
異常履歴を登録します。
正常状態にした後にユニット
リスタートで回復します。

マスタユニットに登録しているリピータ
段数は 2段で変更はできません。従って
ネットワーク内にリピータ段数が 3段以
上になっている場所がある事を意味して
いますので、配線を変更した上でマスタ
ユニットをリスタートさせてください。

― ◎
赤

d5
↓
yy
↓
zzz

照合異常
（スレーブ不在） 0370

登録テーブルに登
録されているス
レーブがマスタユ
ニットの電源投入
後一定時間内に加
入しない事を検出
しました。
監視時間
CX-Integrator で
設定します。

異常履歴を登録します。
システム動作は完全に継続し、
リモート I/O 通信も開始しま
す。異常要因のスレーブの加
入監視を継続、スレーブ加入
が完了すれば正常状態に復帰
します（NS緑点灯）

異常が解除されない場合、加入しないス
レーブの状態を確認してください。

― ◎
赤

d6
↓
yy
↓
zzz

照合異常
（未登録スレーブ） 0372

未登録スレーブの
加入を検出しまし
た。

異常履歴を登録します。
未登録スレーブは加入させず、
それ以外のシステム動作を継
続します。
正常状態にしてユニットリス
タートで回復します。

未登録スレーブの状態を確認の上、正常
状態に調整した上でマスタユニットをリ
スタートさせてください。

― ◎
赤 A0 通信異常により

通信停止 0375

通信異常により通
信停止設定がされ
ている状態で、通
信異常が発生しま
した。

異常履歴を登録します。
システム動作は継続します。
スレーブとのリモート I/O通
信を停止して、CPUユニット
とのやり取りは継続します。
異常要因が無くなっても自動
的に復帰はしません。ユニッ
トのリスタートで回復します。

異常要因を確認、排除した後にマスタユ
ニットをリスタートさせてください。

yy 実際の表示 スレーブ種別
i IN（入出力混合を含む）

o OUT

bi ビット IN

bo ビットOUT

r リピータ
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マスタユニットが装着されているCPUユニットで異常が発生している場合は、以下のLED点灯パター
ンで通知します。

LED表示　○：点灯　◎：点滅　●：消灯　―：無関係

メモリアクセス処理での異常

MS NS 7SEG 項目 異常履歴
（Hex） 異常発生要因 異常検出後の

ユニット動作 処置

◎
赤 ― E4 ソフトウェア設定

テーブル論理異常 021A

1) ソフトウェア設定テー
ブルが作成されていな
い状態で通信モードが
Mode8（ソフトウェ
ア設定モード）になっ
ています。（ソフト
ウェア設定テーブルは
工場出荷時には入って
いません）。

2) ソフトウェア設定テー
ブルが壊れています。

異常履歴を登録します。
リモート I/O通信を開始
しないでCPUユニットと
のデータ交換／メッセー
ジ処理は実施します。

1) の場合
Mode8 でマスタユニッ
トをリスタートさせてく
ださい。
2) の場合
CX-Integrator でソフト
ウェア設定テーブルを再
設定してください。

◎
赤 ― E6 ネットワーク

パラメータ論理異常 021A ネットワークパラメータ
テーブルが壊れています。

CX-Integrator でネット
ワークパラメータを再設
定してください。

◎
赤 ― E7 スレーブパラメータ

論理異常 021A スレーブパラメータテー
ブルが壊れています。

CX-Integrator でスレー
ブパラメータを再設定し
てください。

◎
赤 ― E8 登録テーブル

論理異常 021A

1) 登録テーブルが無効な
のに登録設定
（REGS）が有効に
なっています。

2) 登録テーブルが壊れて
います。

CX-Integrator で登録
テーブルを再設定してく
ださい。

◎
赤 ― E9 メモリアクセス異常 0602

ユニット内部の不揮発性
メモリアクセス時に次の
異常が発生しています。
1. 初期処理時または異
常履歴登録時、64レ
コード全てが使用で
きない

2. 異常履歴の読み出し /
書き込みで異常

3. 初期処理時ネット
ワークパラメータ読
み出しの失敗／書き
込みの失敗

4. 初期処理時 Identity
情報読み出しの失敗

5. 初期処理時登録テーブ
ル情報読み出しの失敗
／書き込みの失敗

6. 初期処理時ソフト設
定テーブル情報読み
出しの失敗／書き込
みの失敗

1)、2) の場合
RAM上の異常履歴を登録
以降の EEP-ROMへのア
クセスを停止します。そ
れ以外は通常動作を続行
します (RAMへの異常履
歴登録も続けます )。
3)、5)、6) の場合 (読み
出しの場合 )
通信サイクルを開始しない
で他の動作は続行します。
3)、5)、6) の場合 (書き
込みの場合 )
以降の EEP-ROMへのア
クセスを停止します。そ
れ以外は通常動作を続行
します。
4) の場合
通常の動作を実行します。

マスタユニットをリス
タートしてください。同
じ異常が再発する場合は
マスタユニットを交換し
てください。
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7-2 異常履歴機能
CompoNet マスタユニットが検出した異常を、発生時刻とともに記録しておく機能です。記録された
結果（異常履歴）は、CX-Integrator からモニタできます。
異常履歴モニタの操作については 『CX-Integrator Ver.2. □ オペレーションマニュアル
（SBCA-347）』を参照してください。

異常履歴テーブル
異常が発生すると、CompoNet マスタユニット内の RAM の異常履歴テーブルに、異常 1 件につ
き 1レコード、最大 64 レコード記録されます。異常履歴がテーブルの最大格納数（64レコード）
まで記録されたときは、新たに異常履歴が発生すると、一番古いレコードから順に破棄され、発生
した異常データが新たに格納されます。
異常履歴テーブルには、以下の情報が格納されます。
• 異常コード
• 詳細コード
• 異常発生日時（CPUユニットの時刻情報を使用しています）

異常履歴保存エリア
異常を検知すると、その内容は、異常の発生時刻とともに異常履歴としてユニット内部のRAMに
記録されます。
また、重要度の高い異常については、RAMだけでなく、EEP-ROMにも記録されます。EEP-ROM
に記録された異常履歴は、ユニットの電源断またはユニットリスタートが発生しても保持されま
す。CompoNet マスタユニット立ち上がり時に、EEP-ROM 内の異常履歴が RAM にコピーされ
ます。
CX-Integrator から異常履歴の内容を読み出す場合は、RAM 上の異常履歴が対象になります。た
だし、異常履歴をクリアする場合は、RAMおよび EEP-ROM両方の異常履歴がクリアされます。

使用上の注意

CompoNet マスタユニットでは、CPUユニットの時間情報を読み出して使用します。
CPUユニットから時間情報を読み出すことができなかった場合は、異常履歴の時間情報がすべ
て 0になります。
また、NJシリーズCPUユニットでは、バッテリを交換した場合も、電源を投入した後、CPU
ユニット内蔵時計の時間設定が必要です。
内蔵時計の時間設定が行われていない場合は、正しい時間情報が記録されません。この異常履
歴を読み出すと時間情報は不定になります。

異常履歴テーブル
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異常コード／詳細情報一覧

異常コード
(Hex) 異常内容

詳細情報 EEP
ROM1 バイト目 2バイト目

0001 CPUユニットWDTエラー 00Hex 00Hex ○

0002 CPUユニットサービス監視異常
（CPUユニットからのサービスが一定時間ありません。） 監視時間 (ms) ○

0006 その他のCPU異常
ビット 14：号機No. 二重設定
ビット 11：登録したユニット構成に該当号機なし
その他のビットはリザーブ

○

000F CPUユニット初期処理異常 00Hex 00Hex ○
0011 イベントタイムアウト MRC SRC ○

0012 CPUユニットメモリ異常

01Hex：
読み出しエラー
02Hex：
書き込みエラー

03Hex：
ルーチングテーブル ○

0101 自局がネットワークに加入していないので送信不可 ×

0103 再送オーバーにより送信不可 コマンド
ビット 15：OFF
ビット 14～ 8：SNA
ビット 7～ 0：SA1

×

0106 二重アドレス異常のため送信不可 ×

0107 相手局がネットワークに加入していないので送信不可 レスポンス
ビット 15：ON
ビット 14～ 8：DNA
ビット 7～ 0：DA1

×

0108 号機No. に対応するユニットがないため送信不可 ×

0109 相手局がビジーのため送信不可 ×
010B CPUユニット本体異常のため送信不可 ×

010D ルーチングテーブルに宛先アドレスが未設定のため送信
不可 ×

010E ルーチングテーブル未登録のため送信不可 ×

010F ルーチングテーブル異常のため送信不可 コマンド
ビット 15：OFF
ビット 14～ 8：SNA
ビット 7～ 0：SA1

×

0110 中継回数オーバのため送信不可 ×

0111 コマンドが最大コマンド長を超えているため送信不可 レスポンス
ビット 15：ON
ビット 14～ 8：DNA
ビット 7～ 0：DA1

×

0112 ヘッダ異常のため送信不可 ×

0117 内部受信バッファフルのためパケット廃棄 ×
0118 不正パケット廃棄 ×
0120 予期せぬルーチングエラー ×

0122 現在のモードではサービスを実行出来ないためパケット
廃棄 ×

0123 内部バッファフルのためパケット廃棄 ×
0124 最大フレーム長を越えているためルーチング不可 ×
0125 レスポンスタイムアウトによるパケット廃棄 ×
0300 パラメータエラーによるパケット廃棄 ×

021A 設定テーブル論理異常 00Hex

01Hex：
ネットワークパラメータ
02Hex：
ソフト設定テーブル
03Hex：
ルーチングテーブル
04Hex：システム設定
0AHex：登録テーブル

○

0347 I/O リフレッシュ異常 00Hex 00Hex ×
0370 照合異常（スレーブ不在） 00 00 ×
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0372 照合異常（未登録スレーブ加入）

10Hex：ワード入力ス
レーブ、ワード入出力混
合スレーブ
20Hex：
ワード出力スレーブ
40Hex：ビット入力ス
レーブ、ビット入出力混
合スレーブ
50Hex：
ビット出力スレーブ

ノードアドレス（Hex） ×

0374 通信異常

10Hex：ワード入力ス
レーブ、ワード入出力混
合スレーブ
20Hex：
ワード出力スレーブ
40Hex：ビット入力ス
レーブ、ビット入出力混
合スレーブ
50Hex：
ビット出力スレーブ
70Hex：リピータ

ノードアドレス（Hex） ×

0375

通信異常により通信停止
[原因 ]
通信異常時通信停止設定がされている状態で、通信異常
が発生した

10Hex：ワード入力ス
レーブ、ワード入出力混
合スレーブ
20Hex：
ワード出力スレーブ
40Hex：ビット入力ス
レーブ、ビット入出力混
合スレーブ
50Hex：
ビット出力スレーブ

ノードアドレス（Hex） ○

0376 アドレス二重異常

10Hex：ワード入力ス
レーブ、ワード入出力混
合スレーブ
20Hex：
ワード出力スレーブ
40Hex：ビット入力ス
レーブ、ビット入出力混
合スレーブ
50Hex：
ビット出力スレーブ
70Hex：リピータ

ノードアドレス（Hex） ×

0378 不正リピータ／構成異常

10Hex：ワード入力ス
レーブ、ワード入出力混
合スレーブ
20Hex：
ワード出力スレーブ
40Hex：ビット入力ス
レーブ、ビット入出力混
合スレーブ
50Hex：
ビット出力スレーブ
70Hex：リピータ

ノードアドレス（Hex） ×

0601 不正割込み発生 00 00 ○

0602 高機能ユニットメモリ異常 01Hex：読み出しエラー
02Hex：書き込みエラー

01Hex：
ネットワークパラメータ
02Hex：
ソフト設定テーブル
04Hex：
スレーブパラメータ
06Hex：異常履歴
09Hex：Identity 情報
0AHex：登録テーブル

○
（異常
履歴
のみ
×）

異常コード
(Hex) 異常内容

詳細情報 EEP
ROM1 バイト目 2バイト目
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7-3 イベントログ

NJシリーズは、コントローラで発生したイベント（異常と情報）を共通の方法で一元的に管理します。
Sysmac Studio または NSシリーズ表示器にて、発生中のイベントと、発生したイベント履歴（以降
「イベントログ」と呼びます）を確認することができます。
本ユニットで発生するコントローラ異常もNJシリーズCPUユニットにイベントとして通知されます。

NJシリーズCPUユニットのイベントログ機能については、 『NJシリーズ CPUユニット ユーザー
ズマニュアル ソフトウェア編』（SBCA-359）、コントローラ異常の詳細、確認方法、対処方法につい
ては、 『NJシリーズ　トラブルシューティングマニュアル』（SBCA-361）を参照してください。

NS シリーズ表示器でイベントを確認する場合は、NS シリーズ表示器を CPU ユニットの内蔵
EtherNet/IP ポートで接続してください。

7-3-1 イベントログ機能の概要

NJシリーズCPUユニット

イベントログ

イベント発生源：

Sysmac Studio 

NSシリーズ
表示器

CJユニット

バッテリ
バックアップ

ユーザ異常発生命令
SetAlarm

ユーザ情報発生命令
SetInfo

ユーザプログラム

または

発生中のイベントと
イベントログを確認

発生中のイベントと
イベントログを確認

PLC機能
モジュール

モーション制御
機能モジュール

EtherCATマスタ
機能モジュール

EtherNet/IP
機能モジュール

各高機能
ユニットの
異常

EtherCAT
スレーブ
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本ユニットで発生する異常の一覧を以下に示します。重要度の欄では以下のような略称と記号を使用
しています。

*1 変更可能な重要度がある場合にだけ記載します。

イベントコード欄の（ ）内はそのイベントが追加されたCPUユニットのユニットバージョンを示します。

NJ シリーズのすべてのイベントコードについては、 『NJ シリーズ トラブルシューティングマニュ
アル』（SBCA-361）を参照してください。

7-3-2 異常一覧

略称 名称
全 全停止フォールトレベル
部 部分停止フォールトレベル
軽 軽度フォールトレベル
監 監視情報
般 一般情報

記号 意味
○ システムにより定義されている重要度
◎ ユーザが変更可能な重要度*1

イベントコード イベント名 内容 発生要因（推定原因） 重要度 参照先全 部 軽 監 般
349C0000Hex 登録テーブル

照合異常発生
スレーブの登録テー
ブルの照合で不一致
がありました

• スレーブの登録テーブルでノー
ドアドレスとスレーブ形式の対
応が、少なくとも1つ一致して
いない

○ P.7-13

349D0000Hex スレーブ
アドレス
二重異常発生

スレーブのアドレスま
たは割付エリアが重複
しています

• スレーブの設定ノードアドレ
スの重複

• スレーブの設定ノードアドレ
スは重複していないが割付エ
リアが重複

• スレーブが一度離脱した後に
同一ノードアドレスで異なる
点数種別のスレーブが加入

○

P.7-13

349E0000Hex リピータノード
アドレス
二重異常発生

リピータのノードア
ドレスが重複してい
ます

• リピータのノードアドレスが
他のノードと重複している ○ P.7-14

84600000Hex 通信異常発生 スレーブの離脱を検
出しました

• ケーブル長（幹線／支線）が
不適切

• ケーブルの断線、ゆるみ
• 終端抵抗が接続されていな
い。もしくは幹線の終端以外
にある

• ノイズ
• スレーブ自身の故障、断線、
通信電源断などによりマスタ
からの通信に応答できない

○ ◎

P.7-14

84610000Hex リピータ通信
異常発生

リピータ通信異常が
発生しました

• ケーブル長(幹線／支線)が不
適切

• ケーブルの断線、ゆるみ
• 終端抵抗が接続されていな
い。もしくは幹線の終端以外
にある

• ノイズ
• リピータ自身の故障、断線、
通信電源断などによりマスタ
からの通信に応答できない

○ ◎

P.7-15

64980000Hex 代表ワーニング 少なくとも 1つのス
レーブでワーニング
が発生しました

• 少なくとも 1つのスレーブで
ワーニングが発生した ○ P.7-15

64990000Hex 代表アラーム 少なくとも 1つのス
レーブでアラームが
発生しました

• 少なくとも 1つのスレーブで
アラームが発生した ○ P.7-16
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ここでは、各異常の内容を説明します。

各異常の説明で使用する表の各項目の意味を［　］内に示します。

*1 次のいずれかです
全停止フォールト：全停止フォールトレベル
部分停止フォールト：部分停止フォールトレベル
軽度フォールト：軽度フォールトレベル
監視情報
一般情報

*2 次のいずれかです
自動復旧：要因が除去されたとき自動的に正常に戻ります
異常解除：要因を除去後、異常解除を実行することで正常に戻ります
電源再投入：要因を除去後、コントローラの電源再投入することで正常に戻ります
コントローラリセット：要因を除去後、コントローラリセットすることで正常に戻ります
発生要因依存：発生要因に依存します

*3 次のいずれかです
システム：システムイベントログ
アクセス：アクセスイベントログ

*4 次のいずれかです
継続：ユーザプログラムの実行を継続します
停止：ユーザプログラムの実行を停止します
開始：ユーザプログラムの実行を開始します

7-3-3 異常の内容

コントローラ異常説明の見方

イベント名 ［異常の名称です］ イベントコード ［異常のコードです］
内容 ［異常の内容です］
発生源 ［異常が発生した箇所です］ 発生源詳細 ［発生源の詳細

です］
検出タイミング ［異常検出のタ

イミングです］
異常の属性 重要度 ［制御に対する

影響の大きさで
す］（*1）

復旧方法 ［復旧方法です］
（*2）

ログカテゴリ ［保存されるロ
グの種類です］
（*3）

発生の影響 ユーザプログラム ［ユーザプログ
ラムの実行状態
です］（*4）

動作 ［異常（イベント）発生時の動作に関する特記事項
です］

システム
定義変数

変数名 データ型 名称
［異常を検知するシステム定義変数、異常の影響を受けるシステム定義変数、異常の原因となるシステム
定義変数の変数名とデータ型、名称です］

発生要因と
その処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
［異常の発生要因と処置対策、再発防止方法です］

付属情報 ［Sysmac Studio ／ NSシリーズ表示器で表示される付属情報内容です］
注意点／備考 ［その他の注意点、制約事項、補足説明などです。ユーザが選択可能な重要度がある場合は、選択可能な

重要度、復旧方法、動作などの関連事項を記載します］
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異常の説明

イベント名 登録テーブル照合異常発生 イベントコード 349C0000Hex
内容 スレーブの登録テーブルの照合で不一致がありました
発生源 PLC機能モジュール 発生源詳細 CJユニット 検出タイミング 電源投入時
異常の属性 重要度 軽度フォールト 復旧方法 異常解除 ログカテゴリ システム
発生の影響 ユーザプログラム 継続 動作 本異常が発生しても該当マスタユニットのリモート

I/O通信は起動。該当スレーブはリモート I/O通信
不可。
スレーブ不在の場合はそのスレーブの加入監視を継
続し、スレーブ加入が完了すれば正常状態に復帰。
未登録スレーブがネットワーク上に存在する場合、
登録テーブルを修正して電源の再投入で正常状態に
復帰

システム
定義変数

変数名 データ型 名称
なし － －

発生要因と
その処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
スレーブの登録テーブルでノード
アドレスとスレーブ形式の対応が、
少なくとも1つ一致していない

ノードアドレスとスレーブ形式の
対応がすべて一致するように登録
テーブルを修正してください。
または、登録テーブルの照合が不
要な場合は、登録テーブルの照合
を無効にしてください

ノードアドレスとスレーブ形式の
対応がすべて一致するように登録
テーブルを作成してください

付属情報 なし
注意点／備考 電源投入時またはコントローラリセット時にマスタユニットのSW4(REGS SW) が ONになっている場

合に登録テーブルは有効になります

イベント名 スレーブアドレス二重異常発生 イベントコード 349D0000Hex
内容 スレーブのアドレスまたは割付エリアが重複しています
発生源 PLC機能モジュール 発生源詳細 CJユニット 検出タイミング CompoNet

通信中
異常の属性 重要度 軽度フォールト 復旧方法 異常解除 ログカテゴリ システム
発生の影響 ユーザプログラム 継続 動作 本異常が発生しても、該当マスタユニットのリモー

ト I/O通信は起動。該当スレーブとは通信不可
システム
定義変数

変数名 データ型 名称
なし － －

発生要因と
その処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
スレーブの設定ノードアドレスの
重複

マスタ、スレーブの電源をOFF
にした後、重複ノードアドレスま
たは割付エリアが重複しないよう
に設定を変更してください

スレーブのアドレスまたは割付エ
リアが重複しないようにしてくだ
さいスレーブの設定ノードアドレスは重

複していないが割付エリアが重複
スレーブが一度離脱した後に同一
ノードアドレスで異なる点数種別
のスレーブが加入

付属情報 なし
注意点／備考 なし
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イベント名 リピータノードアドレス二重異常発生 イベントコード 349E0000Hex
内容 リピータのノードアドレスが重複しています
発生源 PLC機能モジュール 発生源詳細 CJユニット 検出タイミング CompoNet

通信中
異常の属性 重要度 軽度フォールト 復旧方法 異常解除 ログカテゴリ システム
発生の影響 ユーザプログラム 継続 動作 本異常が発生しても、該当マスタユニットのリモー

ト I/O通信は起動。異常が発生しているリピータ下
のスレーブとは通信不可

システム
定義変数

変数名 データ型 名称
なし － －

発生要因と
その処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
リピータのノードアドレスが他の
ノードと重複している

マスタ、スレーブ、リピータの電
源をOFFにした後、他のノード
のアドレスを確認し、リピータの
ノードアドレスが他のノードアド
レスと重複しないように設定を変
更してください

リピータのノードアドレスが他の
ノードアドレスと重複しないよう
にノードアドレスを設定してくだ
さい

付属情報 なし
注意点／備考 なし

イベント名 通信異常発生 イベントコード 84600000Hex
内容 スレーブの離脱を検出しました
発生源 PLC機能モジュール 発生源詳細 CJユニット 検出タイミング CompoNet

通信中
異常の属性 重要度 軽度フォールト 復旧方法 異常解除 ログカテゴリ システム
発生の影響 ユーザプログラム 継続 動作 離脱スレーブとの通信不可。該当マスタユニットは

離脱スレーブの再加入を待ちます。異常要因がなく
なれば離脱したスレーブは正常に復帰します

システム
定義変数

変数名 データ型 名称
なし － －

発生要因と
その処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
ケーブル長（幹線／支線）が
不適切

通信仕様を参照してケーブル長を
適切になるよう変更してください

通信仕様を参照してケーブル長を
適切になるようにしてください

ケーブルの断線、ゆるみ ケーブルを確実に接続してくださ
い。断線している場合は、ケーブ
ルを交換してください

ケーブルを確実に接続してくださ
い。使用するケーブルが断線して
いないことを確認してください

終端抵抗が接続されていない。も
しくは幹線の終端以外にある

終端抵抗を幹線の終端のみに接続
してください

終端抵抗を幹線の終端のみに接続
してください

ノイズ ノイズ対策を行ってください ノイズ対策を行ってください
スレーブ自身の故障、断線、通信
電源断などによりマスタからの通
信に応答できない

離脱検出したスレーブを調査し
て、原因を除去してください

スレーブに故障、断線、通信電源
断がないことを確認してください

付属情報 なし
注意点／備考 本異常は、対象スレーブが 1つでも通信異常であるときに発生します。対象スレーブは以下のように決ま

ります
• 電源投入時またはコントローラリセット時にマスタユニットのSW4(REGS SW)がOFFのときは、すべ
てのスレーブが対象になります

• 電源投入時またはコントローラリセット時にSW4(REGS SW) が ONのときは、登録したスレーブが対
象になります

• 重要度を監視情報に変更できます。監視情報に変更した場合でも復旧方法は「異常解除」です
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イベント名 リピータ通信異常発生 イベントコード 84610000Hex
内容 リピータ通信異常が発生しました
発生源 PLC機能モジュール 発生源詳細 CJユニット 検出タイミング CompoNet

通信中
異常の属性 重要度 軽度フォールト 復旧方法 異常解除 ログカテゴリ システム
発生の影響 ユーザプログラム 継続 動作 本異常が発生しても、該当マスタユニットのリモー

ト I/O通信は起動。異常が発生しているリピータ下
のスレーブとは通信不可。該当マスタユニットは離
脱リピータの再加入を待ちます。異常要因がなくな
れば離脱したリピータおよびリピータ下のスレーブ
は正常に復帰します

システム
定義変数

変数名 データ型 名称
なし － －

発生要因と
その処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
ケーブル長（幹線／支線）が
不適切

通信仕様を参照してケーブル長を
適切になるよう変更してください

通信仕様を参照してケーブル長を
適切になるようにしてください

ケーブルの断線、ゆるみ ケーブルを確実に接続してくださ
い。断線している場合は、ケーブ
ルを交換してください

ケーブルを確実に接続してくださ
い。使用するケーブルが断線して
いないことを確認してください

終端抵抗が接続されていない。も
しくは幹線の終端以外にある

終端抵抗を幹線の終端のみに接続
してください

終端抵抗を幹線の終端のみに接続
してください

ノイズ ノイズ対策を行ってください ノイズ対策を行ってください
リピータ自身の故障、断線、通信
電源断などによりマスタからの通
信に応答できない

離脱検出したリピータを調査し
て、原因を除去してください

リピータに故障、断線、通信電源
断がないことを確認してください

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を監視情報に変更できます。監視情報に変更した場合でも復旧方法は「異常解除」です

イベント名 代表ワーニング イベントコード 64980000Hex
内容 少なくとも 1つのスレーブでワーニングが発生しました
発生源 PLC機能モジュール 発生源詳細 CJユニット 検出タイミング CompoNet

通信中
異常の属性 重要度 監視情報 復旧方法 － ログカテゴリ システム
発生の影響 ユーザプログラム 継続 動作 影響なし
システム
定義変数

変数名 データ型 名称
なし － －

発生要因と
その処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
少なくとも1つのスレーブでワー
ニングが発生した

ワーニングの発生しているスレー
ブを確認し、ワーニングの要因を
取り除きワーニングを解除してく
ださい

なし

付属情報 なし
注意点／備考 なし
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イベント名 代表アラーム イベントコード 64990000Hex
内容 少なくとも 1つのスレーブでアラームが発生しました
発生源 PLC機能モジュール 発生源詳細 CJユニット 検出タイミング CompoNet

通信中
異常の属性 重要度 監視情報 復旧方法 － ログカテゴリ システム
発生の影響 ユーザプログラム 継続 動作 影響なし
システム
定義変数

変数名 データ型 名称
なし － －

発生要因と
その処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
少なくとも 1つのスレーブでア
ラームが発生した

アラームの発生しているスレーブ
を確認し、アラームの要因を取り
除きアラームを解除してください

なし

付属情報 なし
注意点／備考 なし
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A-1 接続するCPUユニット（NJ/CJ シ
リーズ）による相違点

本ユニットは、NJ シリーズCPU ユニットに接続して使用する場合と、CJ シリーズCPU ユニットに
接続して使用する場合とで、一部仕様が異なります。以下に、それらの相違点を示します。

本ユニットをNJ シリーズCPU ユニットに接続して使用する場合、CJ シリーズCPU ユニットに接
続して使用する場合に対して、使用できなくなる、機能名称が異なる、仕様が異なるなどの相違があ
る機能があります。

以下の機能は、NJ シリーズ CPU ユニットに接続して使用する場合と、CJ シリーズ CPU ユニット
に接続して使用する場合とで、機能名称が異なります。対応する機能名称は、以下のとおりです。

*1 NJ シリーズCPU ユニットVer.1.03 以降と、Sysmac Studio Ver.1.04 以降の組み合わせで使用可能です。

本ユニットを NJ シリーズ CPU ユニットで使用する場合、基本的にユーザプログラムからは CJ ユ
ニットデバイス変数を使用して、CompoNet マスタユニットにアクセスします。
以下に、CJシリーズCPUユニットの I/Oメモリ（NJシリーズCPUユニットのCJユニット用メモ
リと一致）のアドレスと、CJユニットデバイス変数の対応を示します。

高機能 I/O ユニット割付リレーエリア
n = 先頭アドレス：2000CH+（10 ×号機No.）

参考

同じ CPU ユニットに装着されている他の高機能 I/O ユニットと号機 No. を重複して設定する
と、全停止フォールトレベルのコントローラ異常の「ユニット番号重複」となり、CompoNet
は起動できません。号機No. の設定を修正後、コントローラの電源を再投入してください。

A-1-1 機能の相違点

名称が異なる機能

項目 CJ シリーズCPU ユニットに接続 NJシリーズCPUユニットに接続
バックアップ
機能

簡易バックアップ機能 SD メモリカードバックアップ機能*1

PLC バックアップツールによるバックアップ Sysmac Studio コントローラバックアップ機能*1

A-1-2 ユーザプログラムからのアクセス方法の相違点

MACH
No.

X101

N

X100

01

23456789 
01

23456789 

CompoNetユニットが占有するリレー番号と
DM番号は、ユニット前面の号機No.
設定スイッチで設定します。
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n CH ～ n+7CH（WORD OUTデータ）
nCH～ n＋ 7CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

通信モードNo.0

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

nCH 0 ～ 15 *_ OUTDat00 WORD OUTデータ 00
0 *_ OUTDat00_00 WORD OUTデータ 00 Bit00
1 *_ OUTDat00_01 WORD OUTデータ 00 Bit01
2 *_ OUTDat00_02 WORD OUTデータ 00 Bit02
3 *_ OUTDat00_03 WORD OUTデータ 00 Bit03
4 *_ OUTDat00_04 WORD OUTデータ 00 Bit04
5 *_ OUTDat00_05 WORD OUTデータ 00 Bit05
6 *_ OUTDat00_06 WORD OUTデータ 00 Bit06
7 *_ OUTDat00_07 WORD OUTデータ 00 Bit07
8 *_ OUTDat00_08 WORD OUTデータ 00 Bit08
9 *_ OUTDat00_09 WORD OUTデータ 00 Bit09
10 *_ OUTDat00_10 WORD OUTデータ 00 Bit10
11 *_ OUTDat00_11 WORD OUTデータ 00 Bit11
12 *_ OUTDat00_12 WORD OUTデータ 00 Bit12
13 *_ OUTDat00_13 WORD OUTデータ 00 Bit13
14 *_ OUTDat00_14 WORD OUTデータ 00 Bit14
15 *_ OUTDat00_15 WORD OUTデータ 00 Bit15

n+1CH 0 ～ 15 *_ OUTDat01 WORD OUTデータ 01
0 *_ OUTDat01_00 WORD OUTデータ 01 Bit00
1 *_ OUTDat01_01 WORD OUTデータ 01 Bit01
2 *_ OUTDat01_02 WORD OUTデータ 01 Bit02
3 *_ OUTDat01_03 WORD OUTデータ 01 Bit03
4 *_ OUTDat01_04 WORD OUTデータ 01 Bit04
5 *_ OUTDat01_05 WORD OUTデータ 01 Bit05
6 *_ OUTDat01_06 WORD OUTデータ 01 Bit06
7 *_ OUTDat01_07 WORD OUTデータ 01 Bit07
8 *_ OUTDat01_08 WORD OUTデータ 01 Bit08
9 *_ OUTDat01_09 WORD OUTデータ 01 Bit09
10 *_ OUTDat01_10 WORD OUTデータ 01 Bit10
11 *_ OUTDat01_11 WORD OUTデータ 01 Bit11
12 *_ OUTDat01_12 WORD OUTデータ 01 Bit12
13 *_ OUTDat01_13 WORD OUTデータ 01 Bit13
14 *_ OUTDat01_14 WORD OUTデータ 01 Bit14
15 *_ OUTDat01_15 WORD OUTデータ 01 Bit15

～ ～ ～
n+7CH 0 ～ 15 *_ OUTDat07 WORD OUTデータ 07

0 *_ OUTDat07_00 WORD OUTデータ 07 Bit00
1 *_ OUTDat07_01 WORD OUTデータ 07 Bit01
2 *_ OUTDat07_02 WORD OUTデータ 07 Bit02
3 *_ OUTDat07_03 WORD OUTデータ 07 Bit03
4 *_ OUTDat07_04 WORD OUTデータ 07 Bit04
5 *_ OUTDat07_05 WORD OUTデータ 07 Bit05
6 *_ OUTDat07_06 WORD OUTデータ 07 Bit06
7 *_ OUTDat07_07 WORD OUTデータ 07 Bit07
8 *_ OUTDat07_08 WORD OUTデータ 07 Bit08
9 *_ OUTDat07_09 WORD OUTデータ 07 Bit09
10 *_ OUTDat07_10 WORD OUTデータ 07 Bit10
11 *_ OUTDat07_11 WORD OUTデータ 07 Bit11
12 *_ OUTDat07_12 WORD OUTデータ 07 Bit12
13 *_ OUTDat07_13 WORD OUTデータ 07 Bit13
14 *_ OUTDat07_14 WORD OUTデータ 07 Bit14
15 *_ OUTDat07_15 WORD OUTデータ 07 Bit15
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n+8CH ～ n ＋ 15CH（WORD IN データ）
n+8CH～ n＋ 15CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+8CH 0～ 15 *_ InDat00 WORD IN データ 00
0 *_ InDat00_00 WORD IN データ 00 Bit00
1 *_ InDat00_01 WORD IN データ 00 Bit01
2 *_ InDat00_02 WORD IN データ 00 Bit02
3 *_ InDat00_03 WORD IN データ 00 Bit03
4 *_ InDat00_04 WORD IN データ 00 Bit04
5 *_ InDat00_05 WORD IN データ 00 Bit05
6 *_ InDat00_06 WORD IN データ 00 Bit06
7 *_ InDat00_07 WORD IN データ 00 Bit07
8 *_ InDat00_08 WORD IN データ 00 Bit08
9 *_ InDat00_09 WORD IN データ 00 Bit09
10 *_ InDat00_10 WORD IN データ 00 Bit10
11 *_ InDat00_11 WORD IN データ 00 Bit11
12 *_ InDat00_12 WORD IN データ 00 Bit12
13 *_ InDat00_13 WORD IN データ 00 Bit13
14 *_ InDat00_14 WORD IN データ 00 Bit14
15 *_ InDat00_15 WORD IN データ 00 Bit15

n+9CH 0～ 15 *_ InDat01 WORD IN データ 01
0 *_ InDat01_00 WORD IN データ 01 Bit00
1 *_ InDat01_01 WORD IN データ 01 Bit01
2 *_ InDat01_02 WORD IN データ 01 Bit02
3 *_ InDat01_03 WORD IN データ 01 Bit03
4 *_ InDat01_04 WORD IN データ 01 Bit04
5 *_ InDat01_05 WORD IN データ 01 Bit05
6 *_ InDat01_06 WORD IN データ 01 Bit06
7 *_ InDat01_07 WORD IN データ 01 Bit07
8 *_ InDat01_08 WORD IN データ 01 Bit08
9 *_ InDat01_09 WORD IN データ 01 Bit09
10 *_ InDat01_10 WORD IN データ 01 Bit10
11 *_ InDat01_11 WORD IN データ 01 Bit11
12 *_ InDat01_12 WORD IN データ 01 Bit12
13 *_ InDat01_13 WORD IN データ 01 Bit13
14 *_ InDat01_14 WORD IN データ 01 Bit14
15 *_ InDat01_15 WORD IN データ 01 Bit15

～ ～ ～
n+15CH 0～ 15 *_ InDat07 WORD IN データ 07

0 *_ InDat07_00 WORD IN データ 07 Bit00
1 *_ InDat07_01 WORD IN データ 07 Bit01
2 *_ InDat07_02 WORD IN データ 07 Bit02
3 *_ InDat07_03 WORD IN データ 07 Bit03
4 *_ InDat07_04 WORD IN データ 07 Bit04
5 *_ InDat07_05 WORD IN データ 07 Bit05
6 *_ InDat07_06 WORD IN データ 07 Bit06
7 *_ InDat07_07 WORD IN データ 07 Bit07
8 *_ InDat07_08 WORD IN データ 07 Bit08
9 *_ InDat07_09 WORD IN データ 07 Bit09
10 *_ InDat07_10 WORD IN データ 07 Bit10
11 *_ InDat07_11 WORD IN データ 07 Bit11
12 *_ InDat07_12 WORD IN データ 07 Bit12
13 *_ InDat07_13 WORD IN データ 07 Bit13
14 *_ InDat07_14 WORD IN データ 07 Bit14
15 *_ InDat07_15 WORD IN データ 07 Bit15
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n +16CH（状態ステータス）
n+16CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n +17CH（設定パラメータ）
n+17CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n +18CH～ n +19CH（WORD OUT加入フラグ／通信異常フラグ）
（WORD IN 加入フラグ／通信異常フラグ）

n+18CH ～ n+19CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+16CH 0 ～ 15 *_ UnitSta 状態ステータス
0 *_SlavCommErr 通信異常発生フラグ
1 *_RegTblErr 登録テーブル照合異常発生フラグ
2 *_CommStopSta 通信異常のため通信停止発生フラグ
3 *_SlavDupErr スレーブアドレス二重異常発生フラグ
4 *_RepeaterCommErr リピータ通信異常発生フラグ
5 *_RepeaterDupAdrErr リピータノードアドレス二重異常発生フラグ
6 *_SlavAllCnctSta 登録スレーブ全加入フラグ
7 *_IOCycleStartSta リモート I/O通信開始状態フラグ
8 *_PLCRunSta 登録テーブル有効モード時ラダー動作判断フラグ
9 － 予約
10 *_RegTblSta 登録テーブルモードフラグ
11 － 予約
12 *_SlavAllWarnSta 代表ワーニングステータスフラグ
13 *_SlavAllAlmSta 代表アラームステータスフラグ
14 － 予約
15 － 予約

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+17CH 0 ～ 15 *_ UnitCmd 設定パラメータ
0 *_IOCycleStartCmd リモート I/O 通信開始スイッチ
1～ 15 － 予約

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+18CH 0 ～ 7 *_OutCnctNdSta00_07 WORD OUT加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_OutCnctNdSta00 WORD OUT加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_OutCnctNdSta07 WORD OUT加入フラグ 07
8 ～ 15 *_OutErrNdSta00_07 WORD OUT通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_OutErrNdSta00 WORD OUT通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_OutErrNdSta07 WORD OUT通信異常フラグ 07

n+19CH 0 ～ 7 *_InCnctNdSta00_07 WORD IN 加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_InCnctNdSta00 WORD IN 加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_InCnctNdSta07 WORD IN 加入フラグ 07
8 ～ 15 *_InErrNdSta00_07 WORD IN 通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_InErrNdSta00 WORD IN 通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta07 WORD IN 通信異常フラグ 07
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n CH ～ n+15CH（WORD OUTデータ）
nCH～ n+15CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

通信モードNo.1

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

nCH 0～ 15 *_ OUTDat00 WORD OUTデータ 00
0 *_ OUTDat00_00 WORD OUTデータ 00 Bit00
1 *_ OUTDat00_01 WORD OUTデータ 00 Bit01
2 *_ OUTDat00_02 WORD OUTデータ 00 Bit02
3 *_ OUTDat00_03 WORD OUTデータ 00 Bit03
4 *_ OUTDat00_04 WORD OUTデータ 00 Bit04
5 *_ OUTDat00_05 WORD OUTデータ 00 Bit05
6 *_ OUTDat00_06 WORD OUTデータ 00 Bit06
7 *_ OUTDat00_07 WORD OUTデータ 00 Bit07
8 *_ OUTDat00_08 WORD OUTデータ 00 Bit08
9 *_ OUTDat00_09 WORD OUTデータ 00 Bit09
10 *_ OUTDat00_10 WORD OUTデータ 00 Bit10
11 *_ OUTDat00_11 WORD OUTデータ 00 Bit11
12 *_ OUTDat00_12 WORD OUTデータ 00 Bit12
13 *_ OUTDat00_13 WORD OUTデータ 00 Bit13
14 *_ OUTDat00_14 WORD OUTデータ 00 Bit14
15 *_ OUTDat00_15 WORD OUTデータ 00 Bit15

n+1CH 0～ 15 *_ OUTDat01 WORD OUTデータ 01
0 *_ OUTDat01_00 WORD OUTデータ 01 Bit00
1 *_ OUTDat01_01 WORD OUTデータ 01 Bit01
2 *_ OUTDat01_02 WORD OUTデータ 01 Bit02
3 *_ OUTDat01_03 WORD OUTデータ 01 Bit03
4 *_ OUTDat01_04 WORD OUTデータ 01 Bit04
5 *_ OUTDat01_05 WORD OUTデータ 01 Bit05
6 *_ OUTDat01_06 WORD OUTデータ 01 Bit06
7 *_ OUTDat01_07 WORD OUTデータ 01 Bit07
8 *_ OUTDat01_08 WORD OUTデータ 01 Bit08
9 *_ OUTDat01_09 WORD OUTデータ 01 Bit09
10 *_ OUTDat01_10 WORD OUTデータ 01 Bit10
11 *_ OUTDat01_11 WORD OUTデータ 01 Bit11
12 *_ OUTDat01_12 WORD OUTデータ 01 Bit12
13 *_ OUTDat01_13 WORD OUTデータ 01 Bit13
14 *_ OUTDat01_14 WORD OUTデータ 01 Bit14
15 *_ OUTDat01_15 WORD OUTデータ 01 Bit15

～ ～ ～
n+15CH 0～ 15 *_ OUTDat15 WORD OUTデータ 15

0 *_ OUTDat15_00 WORD OUTデータ 15 Bit00
1 *_ OUTDat15_01 WORD OUTデータ 15 Bit01
2 *_ OUTDat15_02 WORD OUTデータ 15 Bit02
3 *_ OUTDat15_03 WORD OUTデータ 15 Bit03
4 *_ OUTDat15_04 WORD OUTデータ 15 Bit04
5 *_ OUTDat15_05 WORD OUTデータ 15 Bit05
6 *_ OUTDat15_06 WORD OUTデータ 15 Bit06
7 *_ OUTDat15_07 WORD OUTデータ 15 Bit07
8 *_ OUTDat15_08 WORD OUTデータ 15 Bit08
9 *_ OUTDat15_09 WORD OUTデータ 15 Bit09
10 *_ OUTDat15_10 WORD OUTデータ 15 Bit10
11 *_ OUTDat15_11 WORD OUTデータ 15 Bit11
12 *_ OUTDat15_12 WORD OUTデータ 15 Bit12
13 *_ OUTDat15_13 WORD OUTデータ 15 Bit13
14 *_ OUTDat15_14 WORD OUTデータ 15 Bit14
15 *_ OUTDat15_15 WORD OUTデータ 15 Bit15
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n +16CH ～ n+31CH（WORD IN データ）
n+16CH～ n＋ 31CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+16CH 0 ～ 15 *_ InDat00 WORD IN データ 00
0 *_ InDat00_00 WORD IN データ 00 Bit00
1 *_ InDat00_01 WORD IN データ 00 Bit01
2 *_ InDat00_02 WORD IN データ 00 Bit02
3 *_ InDat00_03 WORD IN データ 00 Bit03
4 *_ InDat00_04 WORD IN データ 00 Bit04
5 *_ InDat00_05 WORD IN データ 00 Bit05
6 *_ InDat00_06 WORD IN データ 00 Bit06
7 *_ InDat00_07 WORD IN データ 00 Bit07
8 *_ InDat00_08 WORD IN データ 00 Bit08
9 *_ InDat00_09 WORD IN データ 00 Bit09
10 *_ InDat00_10 WORD IN データ 00 Bit10
11 *_ InDat00_11 WORD IN データ 00 Bit11
12 *_ InDat00_12 WORD IN データ 00 Bit12
13 *_ InDat00_13 WORD IN データ 00 Bit13
14 *_ InDat00_14 WORD IN データ 00 Bit14
15 *_ InDat00_15 WORD IN データ 00 Bit15

n+17CH 0 ～ 15 *_ InDat01 WORD IN データ 01
0 *_ InDat01_00 WORD IN データ 01 Bit00
1 *_ InDat01_01 WORD IN データ 01 Bit01
2 *_ InDat01_02 WORD IN データ 01 Bit02
3 *_ InDat01_03 WORD IN データ 01 Bit03
4 *_ InDat01_04 WORD IN データ 01 Bit04
5 *_ InDat01_05 WORD IN データ 01 Bit05
6 *_ InDat01_06 WORD IN データ 01 Bit06
7 *_ InDat01_07 WORD IN データ 01 Bit07
8 *_ InDat01_08 WORD IN データ 01 Bit08
9 *_ InDat01_09 WORD IN データ 01 Bit09
10 *_ InDat01_10 WORD IN データ 01 Bit10
11 *_ InDat01_11 WORD IN データ 01 Bit11
12 *_ InDat01_12 WORD IN データ 01 Bit12
13 *_ InDat01_13 WORD IN データ 01 Bit13
14 *_ InDat01_14 WORD IN データ 01 Bit14
15 *_ InDat01_15 WORD IN データ 01 Bit15

～ ～ ～
n+31CH 0 ～ 15 *_ InDat15 WORD IN データ 15

0 *_ InDat15_00 WORD IN データ 15 Bit00
1 *_ InDat15_01 WORD IN データ 15 Bit01
2 *_ InDat15_02 WORD IN データ 15 Bit02
3 *_ InDat15_03 WORD IN データ 15 Bit03
4 *_ InDat15_04 WORD IN データ 15 Bit04
5 *_ InDat15_05 WORD IN データ 15 Bit05
6 *_ InDat15_06 WORD IN データ 15 Bit06
7 *_ InDat15_07 WORD IN データ 15 Bit07
8 *_ InDat15_08 WORD IN データ 15 Bit08
9 *_ InDat15_09 WORD IN データ 15 Bit09
10 *_ InDat15_10 WORD IN データ 15 Bit10
11 *_ InDat15_11 WORD IN データ 15 Bit11
12 *_ InDat15_12 WORD IN データ 15 Bit12
13 *_ InDat15_13 WORD IN データ 15 Bit13
14 *_ InDat15_14 WORD IN データ 15 Bit14
15 *_ InDat15_15 WORD IN データ 15 Bit15
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n +32CH（状態ステータス）
n+32CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n +33CH（設定パラメータ）
n+33CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n +34CH～ n +37CH（WORD OUT加入フラグ／通信異常フラグ）
（WORD IN 加入フラグ／通信異常フラグ）

n+34CH～ n +37CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+32CH 0～ 15 *_ UnitSta 状態ステータス
0 *_SlavCommErr 通信異常発生フラグ
1 *_RegTblErr 登録テーブル照合異常発生フラグ
2 *_CommStopSta 通信異常のため通信停止発生フラグ
3 *_SlavDupErr スレーブアドレス二重異常発生フラグ
4 *_RepeaterCommErr リピータ通信異常発生フラグ
5 *_RepeaterDupAdrErr リピータノードアドレス二重異常発生フラグ
6 *_SlavAllCnctSta 登録スレーブ全加入フラグ
7 *_IOCycleStartSta リモート I/O通信開始状態フラグ
8 *_PLCRunSta 登録テーブル有効モード時ラダー動作判断フラグ
9 － 予約
10 *_RegTblSta 登録テーブルモードフラグ
11 － 予約
12 *_SlavAllWarnSta 代表ワーニングステータスフラグ
13 *_SlavAllAlmSta 代表アラームステータスフラグ
14 － 予約
15 － 予約

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+33CH 0～ 15 *_ UnitCmd 設定パラメータ
0 *_IOCycleStartCmd リモート I/O通信開始スイッチ
1～ 15 － 予約

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+34CH 0～ 7 *_OutCnctNdSta00_07 WORD OUT加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_OutCnctNdSta00 WORD OUT加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_OutCnctNdSta07 WORD OUT加入フラグ 07
8～ 15 *_OutErrNdSta00_07 WORD OUT通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_OutErrNdSta00 WORD OUT通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_OutErrNdSta07 WORD OUT通信異常フラグ 07

n+35CH 0～ 7 *_InCnctNdSta00_07 WORD IN 加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_InCnctNdSta00 WORD IN 加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_InCnctNdSta07 WORD IN 加入フラグ 07
8～ 15 *_InErrNdSta00_07 WORD IN 通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_InErrNdSta00 WORD IN 通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta07 WORD IN 通信異常フラグ 07
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n CH ～ n+31CH（WORD OUTデータ）
nCH～ n＋ 31CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n+36CH 0 ～ 7 *_OutCnctNdSta08_15 WORD OUT加入フラグ (08 ～ 15)
0 *_OutCnctNdSta08 WORD OUT加入フラグ 08
～ ～ ～
7 *_OutCnctNdSta15 WORD OUT加入フラグ 15
8 ～ 15 *_OutErrNdSta08_15 WORD OUT通信異常フラグ (08 ～ 15)
8 *_OutErrNdSta08 WORD OUT通信異常フラグ 08
～ ～ ～
15 *_OutErrNdSta15 WORD OUT通信異常フラグ 15

n+37CH 0 ～ 7 *_InCnctNdSta08_15 WORD IN 加入フラグ (08 ～ 15)
0 *_InCnctNdSta08 WORD IN 加入フラグ 08
～ ～ ～
7 *_InCnctNdSta15 WORD IN 加入フラグ 15
8 ～ 15 *_InErrNdSta08_15 WORD IN 通信異常フラグ (08 ～ 15)
8 *_InErrNdSta08 WORD IN 通信異常フラグ 08
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta15 WORD IN 通信異常フラグ 15

通信モードNo.2

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

nCH 0 ～ 15 *_ OUTDat00 WORD OUTデータ 00
0 *_ OUTDat00_00 WORD OUTデータ 00 Bit00
1 *_ OUTDat00_01 WORD OUTデータ 00 Bit01
2 *_ OUTDat00_02 WORD OUTデータ 00 Bit02
3 *_ OUTDat00_03 WORD OUTデータ 00 Bit03
4 *_ OUTDat00_04 WORD OUTデータ 00 Bit04
5 *_ OUTDat00_05 WORD OUTデータ 00 Bit05
6 *_ OUTDat00_06 WORD OUTデータ 00 Bit06
7 *_ OUTDat00_07 WORD OUTデータ 00 Bit07
8 *_ OUTDat00_08 WORD OUTデータ 00 Bit08
9 *_ OUTDat00_09 WORD OUTデータ 00 Bit09
10 *_ OUTDat00_10 WORD OUTデータ 00 Bit10
11 *_ OUTDat00_11 WORD OUTデータ 00 Bit11
12 *_ OUTDat00_12 WORD OUTデータ 00 Bit12
13 *_ OUTDat00_13 WORD OUTデータ 00 Bit13
14 *_ OUTDat00_14 WORD OUTデータ 00 Bit14
15 *_ OUTDat00_15 WORD OUTデータ 00 Bit15

n+1CH 0 ～ 15 *_ OUTDat01 WORD OUTデータ 01
0 *_ OUTDat01_00 WORD OUTデータ 01 Bit00
1 *_ OUTDat01_01 WORD OUTデータ 01 Bit01
2 *_ OUTDat01_02 WORD OUTデータ 01 Bit02
3 *_ OUTDat01_03 WORD OUTデータ 01 Bit03
4 *_ OUTDat01_04 WORD OUTデータ 01 Bit04
5 *_ OUTDat01_05 WORD OUTデータ 01 Bit05
6 *_ OUTDat01_06 WORD OUTデータ 01 Bit06
7 *_ OUTDat01_07 WORD OUTデータ 01 Bit07
8 *_ OUTDat01_08 WORD OUTデータ 01 Bit08
9 *_ OUTDat01_09 WORD OUTデータ 01 Bit09
10 *_ OUTDat01_10 WORD OUTデータ 01 Bit10
11 *_ OUTDat01_11 WORD OUTデータ 01 Bit11
12 *_ OUTDat01_12 WORD OUTデータ 01 Bit12
13 *_ OUTDat01_13 WORD OUTデータ 01 Bit13

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称
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n +32CH ～ n+63CH（WORD IN データ）
n+32CH～ n+63CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n+1CH 14 *_ OUTDat01_14 WORD OUTデータ 01 Bit14
15 *_ OUTDat01_15 WORD OUTデータ 01 Bit15

～ ～ ～
n+31CH 0～ 15 *_ OUTDat31 WORD OUTデータ 31

0 *_ OUTDat31_00 WORD OUTデータ 31 Bit00
1 *_ OUTDat31_01 WORD OUTデータ 31 Bit01
2 *_ OUTDat31_02 WORD OUTデータ 31 Bit02
3 *_ OUTDat31_03 WORD OUTデータ 31 Bit03
4 *_ OUTDat31_04 WORD OUTデータ 31 Bit04
5 *_ OUTDat31_05 WORD OUTデータ 31 Bit05
6 *_ OUTDat31_06 WORD OUTデータ 31 Bit06
7 *_ OUTDat31_07 WORD OUTデータ 31 Bit07
8 *_ OUTDat31_08 WORD OUTデータ 31 Bit08
9 *_ OUTDat31_09 WORD OUTデータ 31 Bit09
10 *_ OUTDat31_10 WORD OUTデータ 31 Bit10
11 *_ OUTDat31_11 WORD OUTデータ 31 Bit11
12 *_ OUTDat31_12 WORD OUTデータ 31 Bit12
13 *_ OUTDat31_13 WORD OUTデータ 31 Bit13
14 *_ OUTDat31_14 WORD OUTデータ 31 Bit14
15 *_ OUTDat31_15 WORD OUTデータ 31 Bit15

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+32CH 0～ 15 *_ InDat00 WORD IN データ 00
0 *_ InDat00_00 WORD IN データ 00 Bit00
1 *_ InDat00_01 WORD IN データ 00 Bit01
2 *_ InDat00_02 WORD IN データ 00 Bit02
3 *_ InDat00_03 WORD IN データ 00 Bit03
4 *_ InDat00_04 WORD IN データ 00 Bit04
5 *_ InDat00_05 WORD IN データ 00 Bit05
6 *_ InDat00_06 WORD IN データ 00 Bit06
7 *_ InDat00_07 WORD IN データ 00 Bit07
8 *_ InDat00_08 WORD IN データ 00 Bit08
9 *_ InDat00_09 WORD IN データ 00 Bit09
10 *_ InDat00_10 WORD IN データ 00 Bit10
11 *_ InDat00_11 WORD IN データ 00 Bit11
12 *_ InDat00_12 WORD IN データ 00 Bit12
13 *_ InDat00_13 WORD IN データ 00 Bit13
14 *_ InDat00_14 WORD IN データ 00 Bit14
15 *_ InDat00_15 WORD IN データ 00 Bit15

n+33CH 0～ 15 *_ InDat01 WORD IN データ 01
0 *_ InDat01_00 WORD IN データ 01 Bit00
1 *_ InDat01_01 WORD IN データ 01 Bit01
2 *_ InDat01_02 WORD IN データ 01 Bit02
3 *_ InDat01_03 WORD IN データ 01 Bit03
4 *_ InDat01_04 WORD IN データ 01 Bit04
5 *_ InDat01_05 WORD IN データ 01 Bit05
6 *_ InDat01_06 WORD IN データ 01 Bit06
7 *_ InDat01_07 WORD IN データ 01 Bit07
8 *_ InDat01_08 WORD IN データ 01 Bit08
9 *_ InDat01_09 WORD IN データ 01 Bit09
10 *_ InDat01_10 WORD IN データ 01 Bit10
11 *_ InDat01_11 WORD IN データ 01 Bit11

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称
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n +64CH（状態ステータス）
n+64CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n +65CH（設定パラメータ）
n+65CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n+33CH 12 *_ InDat01_12 WORD IN データ 01 Bit12
13 *_ InDat01_13 WORD IN データ 01 Bit13
14 *_ InDat01_14 WORD IN データ 01 Bit14
15 *_ InDat01_15 WORD IN データ 01 Bit15

～ ～ ～
n+63CH 0 ～ 15 *_ InDat31 WORD IN データ 31

0 *_ InDat31_00 WORD IN データ 31 Bit00
1 *_ InDat31_01 WORD IN データ 31 Bit01
2 *_ InDat31_02 WORD IN データ 31 Bit02
3 *_ InDat31_03 WORD IN データ 31 Bit03
4 *_ InDat31_04 WORD IN データ 31 Bit04
5 *_ InDat31_05 WORD IN データ 31 Bit05
6 *_ InDat31_06 WORD IN データ 31 Bit06
7 *_ InDat31_07 WORD IN データ 31 Bit07
8 *_ InDat31_08 WORD IN データ 31 Bit08
9 *_ InDat31_09 WORD IN データ 31 Bit09
10 *_ InDat31_10 WORD IN データ 31 Bit10
11 *_ InDat31_11 WORD IN データ 31 Bit11
12 *_ InDat31_12 WORD IN データ 31 Bit12
13 *_ InDat31_13 WORD IN データ 31 Bit13
14 *_ InDat31_14 WORD IN データ 31 Bit14
15 *_ InDat31_15 WORD IN データ 31 Bit15

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+64CH 0 ～ 15 *_ UnitSta 状態ステータス
0 *_SlavCommErr 通信異常発生フラグ
1 *_RegTblErr 登録テーブル照合異常発生フラグ
2 *_CommStopSta 通信異常のため通信停止発生フラグ
3 *_SlavDupErr スレーブアドレス二重異常発生フラグ
4 *_RepeaterCommErr リピータ通信異常発生フラグ
5 *_RepeaterDupAdrErr リピータノードアドレス二重異常発生フラグ
6 *_SlavAllCnctSta 登録スレーブ全加入フラグ
7 *_IOCycleStartSta リモート I/O通信開始状態フラグ
8 *_PLCRunSta 登録テーブル有効モード時ラダー動作判断フラグ
9 － 予約
10 *_RegTblSta 登録テーブルモードフラグ
11 － 予約
12 *_SlavAllWarnSta 代表ワーニングステータスフラグ
13 *_SlavAllAlmSta 代表アラームステータスフラグ
14 － 予約
15 － 予約

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+65CH 0 ～ 15 *_ UnitCmd 設定パラメータ
0 *_IOCycleStartCmd リモート I/O 通信開始スイッチ
1～ 15 － 予約

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称
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n +66CH～ n＋ 73CH（WORD OUT加入フラグ／通信異常フラグ）
（WORD IN 加入フラグ／通信異常フラグ）

n+66CH～ n＋ 73CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+66CH 0～ 7 *_OutCnctNdSta00_07 WORD OUT加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_OutCnctNdSta00 WORD OUT加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_OutCnctNdSta07 WORD OUT加入フラグ 07
8～ 15 *_OutErrNdSta00_07 WORD OUT通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_OutErrNdSta00 WORD OUT通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_OutErrNdSta07 WORD OUT通信異常フラグ 07

n+67CH 0～ 7 *_InCnctNdSta00_07 WORD IN 加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_InCnctNdSta00 WORD IN 加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_InCnctNdSta07 WORD IN 加入フラグ 07
8～ 15 *_InErrNdSta00_07 WORD IN 通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_InErrNdSta00 WORD IN 通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta07 WORD IN 通信異常フラグ 07

n+68CH 0～ 7 *_OutCnctNdSta08_15 WORD OUT加入フラグ (08 ～ 15)
0 *_OutCnctNdSta08 WORD OUT加入フラグ 08
～ ～ ～
7 *_OutCnctNdSta15 WORD OUT加入フラグ 15
8～ 15 *_OutErrNdSta08_15 WORD OUT通信異常フラグ (08 ～ 15)
8 *_OutErrNdSta08 WORD OUT通信異常フラグ 08
～ ～ ～
15 *_OutErrNdSta15 WORD OUT通信異常フラグ 15

n+69CH 0～ 7 *_InCnctNdSta08_15 WORD IN 加入フラグ (08 ～ 15)
0 *_InCnctNdSta08 WORD IN 加入フラグ 08
～ ～ ～
7 *_InCnctNdSta15 WORD IN 加入フラグ 15
8～ 15 *_InErrNdSta08_15 WORD IN 通信異常フラグ (08 ～ 15)
8 *_InErrNdSta08 WORD IN 通信異常フラグ 08
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta15 WORD IN 通信異常フラグ 15

n+70CH 0～ 7 *_OutCnctNdSta16_23 WORD OUT加入フラグ (16 ～ 23)
0 *_OutCnctNdSta16 WORD OUT加入フラグ 16
～ ～ ～
7 *_OutCnctNdSta23 WORD OUT加入フラグ 23
8～ 15 *_OutErrNdSta16_23 WORD OUT通信異常フラグ (16 ～ 23)
8 *_OutErrNdSta16 WORD OUT通信異常フラグ 16
～ ～ ～
15 *_OutErrNdSta23 WORD OUT通信異常フラグ 23

n+71CH 0～ 7 *_InCnctNdSta16_23 WORD IN 加入フラグ (16 ～ 23)
0 *_InCnctNdSta16 WORD IN 加入フラグ 16
～ ～ ～
7 *_InCnctNdSta23 WORD IN 加入フラグ 23
8～ 15 *_InErrNdSta16_23 WORD IN 通信異常フラグ (16 ～ 23)
8 *_InErrNdSta16 WORD IN 通信異常フラグ 16
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta23 WORD IN 通信異常フラグ 23
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n CH ～ n+15CH（WORD OUTデータ）
nCH～ n＋ 15CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n+72CH 0 ～ 7 *_OutCnctNdSta24_31 WORD OUT加入フラグ (24 ～ 31)
0 *_OutCnctNdSta24 WORD OUT加入フラグ 24
～ ～ ～
7 *_OutCnctNdSta31 WORD OUT加入フラグ 31
8 ～ 15 *_OutErrNdSta24_31 WORD OUT通信異常フラグ (24 ～ 31)
8 *_OutErrNdSta24 WORD OUT通信異常フラグ 24
～ ～ ～
15 *_OutErrNdSta31 WORD OUT通信異常フラグ 31

n+73CH 0 ～ 7 *_InCnctNdSta24_31 WORD IN 加入フラグ (24 ～ 31)
0 *_InCnctNdSta24 WORD IN 加入フラグ 24
～ ～ ～
7 *_InCnctNdSta31 WORD IN 加入フラグ 31
8 ～ 15 *_InErrNdSta24_31 WORD IN 通信異常フラグ (24 ～ 31)
8 *_InErrNdSta24 WORD IN 通信異常フラグ 24
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta31 WORD IN 通信異常フラグ 31

通信モードNo.3

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

nCH 0 ～ 15 *_ OUTDat00 WORD OUTデータ 00
0 *_ OUTDat00_00 WORD OUTデータ 00 Bit00
1 *_ OUTDat00_01 WORD OUTデータ 00 Bit01
2 *_ OUTDat00_02 WORD OUTデータ 00 Bit02
3 *_ OUTDat00_03 WORD OUTデータ 00 Bit03
4 *_ OUTDat00_04 WORD OUTデータ 00 Bit04
5 *_ OUTDat00_05 WORD OUTデータ 00 Bit05
6 *_ OUTDat00_06 WORD OUTデータ 00 Bit06
7 *_ OUTDat00_07 WORD OUTデータ 00 Bit07
8 *_ OUTDat00_08 WORD OUTデータ 00 Bit08
9 *_ OUTDat00_09 WORD OUTデータ 00 Bit09
10 *_ OUTDat00_10 WORD OUTデータ 00 Bit10
11 *_ OUTDat00_11 WORD OUTデータ 00 Bit11
12 *_ OUTDat00_12 WORD OUTデータ 00 Bit12
13 *_ OUTDat00_13 WORD OUTデータ 00 Bit13
14 *_ OUTDat00_14 WORD OUTデータ 00 Bit14
15 *_ OUTDat00_15 WORD OUTデータ 00 Bit15

n+1CH 0 ～ 15 *_ OUTDat01 WORD OUTデータ 01
0 *_ OUTDat01_00 WORD OUTデータ 01 Bit00
1 *_ OUTDat01_01 WORD OUTデータ 01 Bit01
2 *_ OUTDat01_02 WORD OUTデータ 01 Bit02
3 *_ OUTDat01_03 WORD OUTデータ 01 Bit03
4 *_ OUTDat01_04 WORD OUTデータ 01 Bit04
5 *_ OUTDat01_05 WORD OUTデータ 01 Bit05
6 *_ OUTDat01_06 WORD OUTデータ 01 Bit06
7 *_ OUTDat01_07 WORD OUTデータ 01 Bit07
8 *_ OUTDat01_08 WORD OUTデータ 01 Bit08
9 *_ OUTDat01_09 WORD OUTデータ 01 Bit09
10 *_ OUTDat01_10 WORD OUTデータ 01 Bit10
11 *_ OUTDat01_11 WORD OUTデータ 01 Bit11
12 *_ OUTDat01_12 WORD OUTデータ 01 Bit12

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称
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n +16CH ～ n+31CH（WORD IN データ）
n+16CH～ n＋ 31CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n+1CH 13 *_ OUTDat01_13 WORD OUTデータ 01 Bit13
14 *_ OUTDat01_14 WORD OUTデータ 01 Bit14
15 *_ OUTDat01_15 WORD OUTデータ 01 Bit15

～ ～ ～
n+15CH 0～ 15 *_ OUTDat15 WORD OUTデータ 15

0 *_ OUTDat15_00 WORD OUTデータ 15 Bit00
1 *_ OUTDat15_01 WORD OUTデータ 15 Bit01
2 *_ OUTDat15_02 WORD OUTデータ 15 Bit02
3 *_ OUTDat15_03 WORD OUTデータ 15 Bit03
4 *_ OUTDat15_04 WORD OUTデータ 15 Bit04
5 *_ OUTDat15_05 WORD OUTデータ 15 Bit05
6 *_ OUTDat15_06 WORD OUTデータ 15 Bit06
7 *_ OUTDat15_07 WORD OUTデータ 15 Bit07
8 *_ OUTDat15_08 WORD OUTデータ 15 Bit08
9 *_ OUTDat15_09 WORD OUTデータ 15 Bit09
10 *_ OUTDat15_10 WORD OUTデータ 15 Bit10
11 *_ OUTDat15_11 WORD OUTデータ 15 Bit11
12 *_ OUTDat15_12 WORD OUTデータ 15 Bit12
13 *_ OUTDat15_13 WORD OUTデータ 15 Bit13
14 *_ OUTDat15_14 WORD OUTデータ 15 Bit14
15 *_ OUTDat15_15 WORD OUTデータ 15 Bit15

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+16CH 0～ 15 *_ InDat00 WORD IN データ 00
0 *_ InDat00_00 WORD IN データ 00 Bit00
1 *_ InDat00_01 WORD IN データ 00 Bit01
2 *_ InDat00_02 WORD IN データ 00 Bit02
3 *_ InDat00_03 WORD IN データ 00 Bit03
4 *_ InDat00_04 WORD IN データ 00 Bit04
5 *_ InDat00_05 WORD IN データ 00 Bit05
6 *_ InDat00_06 WORD IN データ 00 Bit06
7 *_ InDat00_07 WORD IN データ 00 Bit07
8 *_ InDat00_08 WORD IN データ 00 Bit08
9 *_ InDat00_09 WORD IN データ 00 Bit09
10 *_ InDat00_10 WORD IN データ 00 Bit10
11 *_ InDat00_11 WORD IN データ 00 Bit11
12 *_ InDat00_12 WORD IN データ 00 Bit12
13 *_ InDat00_13 WORD IN データ 00 Bit13
14 *_ InDat00_14 WORD IN データ 00 Bit14
15 *_ InDat00_15 WORD IN データ 00 Bit15

n+17CH 0～ 15 *_ InDat01 WORD IN データ 01
0 *_ InDat01_00 WORD IN データ 01 Bit00
1 *_ InDat01_01 WORD IN データ 01 Bit01
2 *_ InDat01_02 WORD IN データ 01 Bit02
3 *_ InDat01_03 WORD IN データ 01 Bit03
4 *_ InDat01_04 WORD IN データ 01 Bit04
5 *_ InDat01_05 WORD IN データ 01 Bit05
6 *_ InDat01_06 WORD IN データ 01 Bit06
7 *_ InDat01_07 WORD IN データ 01 Bit07
8 *_ InDat01_08 WORD IN データ 01 Bit08
9 *_ InDat01_09 WORD IN データ 01 Bit09
10 *_ InDat01_10 WORD IN データ 01 Bit10

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称
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n +32CH ～ n+39CH（BIT OUTデータ）
n ＋ 32CH～ n+39Cのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n+17CH 11 *_ InDat01_11 WORD IN データ 01 Bit11
12 *_ InDat01_12 WORD IN データ 01 Bit12
13 *_ InDat01_13 WORD IN データ 01 Bit13
14 *_ InDat01_14 WORD IN データ 01 Bit14
15 *_ InDat01_15 WORD IN データ 01 Bit15

～ ～ ～
n+31CH 0 ～ 15 *_ InDat15 WORD IN データ 15

0 *_ InDat15_00 WORD IN データ 15 Bit00
1 *_ InDat15_01 WORD IN データ 15 Bit01
2 *_ InDat15_02 WORD IN データ 15 Bit02
3 *_ InDat15_03 WORD IN データ 15 Bit03
4 *_ InDat15_04 WORD IN データ 15 Bit04
5 *_ InDat15_05 WORD IN データ 15 Bit05
6 *_ InDat15_06 WORD IN データ 15 Bit06
7 *_ InDat15_07 WORD IN データ 15 Bit07
8 *_ InDat15_08 WORD IN データ 15 Bit08
9 *_ InDat15_09 WORD IN データ 15 Bit09
10 *_ InDat15_10 WORD IN データ 15 Bit10
11 *_ InDat15_11 WORD IN データ 15 Bit11
12 *_ InDat15_12 WORD IN データ 15 Bit12
13 *_ InDat15_13 WORD IN データ 15 Bit13
14 *_ InDat15_14 WORD IN データ 15 Bit14
15 *_ InDat15_15 WORD IN データ 15 Bit15

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n ＋ 32CH 0 BitOutDat00_00 BIT OUT データ 00 Bit00
1 BitOutDat00_01 BIT OUT データ 00 Bit01
2 BitOutDat01_00 BIT OUT データ 01 Bit00
3 BitOutDat01_01 BIT OUT データ 01 Bit01
4 BitOutDat02_00 BIT OUT データ 02 Bit00
5 BitOutDat02_01 BIT OUT データ 02 Bit01
6 BitOutDat03_00 BIT OUT データ 03 Bit00
7 BitOutDat03_01 BIT OUT データ 03 Bit01
8 BitOutDat04_00 BIT OUT データ 04 Bit00
9 BitOutDat04_01 BIT OUT データ 04 Bit01
10 BitOutDat05_00 BIT OUT データ 05 Bit00
11 BitOutDat05_01 BIT OUT データ 05 Bit01
12 BitOutDat06_00 BIT OUT データ 06 Bit00
13 BitOutDat06_01 BIT OUT データ 06 Bit01
14 BitOutDat07_00 BIT OUT データ 07 Bit00
15 BitOutDat07_01 BIT OUT データ 07 Bit01

n ＋ 33CH 0 BitOutDat08_00 BIT OUT データ 08 Bit00
～
15 BitOutDat15_00 BIT OUT データ 15 Bit00

～ ～ ～
n＋ 39CH 0 BitOutDat56_00 BIT OUT データ 56 Bit00

～
15 BitOutDat63_00 BIT OUT データ 63 Bit00

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称
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n +40CH ～ n+47CH（BIT IN データ）
n ＋ 40CH～ n+47CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n +48CH（状態ステータス）
n+48CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n ＋ 40CH 0 BitInDat00_00 BIT IN データ 00 Bit00
1 BitInDat00_01 BIT IN データ 00 Bit01
2 BitInDat01_00 BIT IN データ 01 Bit00
3 BitInDat01_01 BIT IN データ 01 Bit01
4 BitInDat02_00 BIT IN データ 02 Bit00
5 BitInDat02_01 BIT IN データ 02 Bit01
6 BitInDat03_00 BIT IN データ 03 Bit00
7 BitInDat03_01 BIT IN データ 03 Bit01
8 BitInDat04_00 BIT IN データ 04 Bit00
9 BitInDat04_01 BIT IN データ 04 Bit01
10 BitInDat05_00 BIT IN データ 05 Bit00
11 BitInDat05_01 BIT IN データ 05 Bit01
12 BitInDat06_00 BIT IN データ 06 Bit00
13 BitInDat06_01 BIT IN データ 06 Bit01
14 BitInDat07_00 BIT IN データ 07 Bit00
15 BitInDat07_01 BIT IN データ 07 Bit01

n ＋ 41CH 0 BitInDat08_00 BIT IN データ 08 Bit00
1 BitInDat08_01 BIT IN データ 08 Bit01
～
14 BitInDat15_00 BIT IN データ 15 Bit00
15 BitInDat15_01 BIT IN データ 15 Bit01

～ ～ ～
n＋ 47CH 0 BitInDat56_00 BIT IN データ 56 Bit00

1 BitInDat56_01 BIT IN データ 56 Bit01
～ ～ ～
14 BitInDat63_00 BIT IN データ 63 Bit00
15 BitInDat63_01 BIT IN データ 63 Bit01

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+48CH 0～ 15 *_ UnitSta 状態ステータス
0 *_SlavCommErr 通信異常発生フラグ
1 *_RegTblErr 登録テーブル照合異常発生フラグ
2 *_CommStopSta 通信異常のため通信停止発生フラグ
3 *_SlavDupErr スレーブアドレス二重異常発生フラグ
4 *_RepeaterCommErr リピータ通信異常発生フラグ
5 *_RepeaterDupAdrErr リピータノードアドレス二重異常発生フラグ
6 *_SlavAllCnctSta 登録スレーブ全加入フラグ
7 *_IOCycleStartSta リモート I/O通信開始状態フラグ
8 *_PLCRunSta 登録テーブル有効モード時ラダー動作判断フラグ
9 － 予約
10 *_RegTblSta 登録テーブルモードフラグ
11 － 予約
12 *_SlavAllWarnSta 代表ワーニングステータスフラグ
13 *_SlavAllAlmSta 代表アラームステータスフラグ
14 － 予約
15 － 予約
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n +49CH（設定パラメータ）
n+49CHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n +50CH～ n+53CH（WORD OUT加入フラグ／通信異常フラグ）
（WORD IN 加入フラグ／通信異常フラグ）

n+50CH～ n+53CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+49CH 0 ～ 15 *_ UnitCmd 設定パラメータ
0 *_IOCycleStartCmd リモート I/O 通信開始スイッチ
1～ 15 － 予約

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+50CH 0 ～ 7 *_OutCnctNdSta00_07 WORD OUT加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_OutCnctNdSta00 WORD OUT加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_OutCnctNdSta07 WORD OUT加入フラグ 07
8 ～ 15 *_OutErrNdSta00_07 WORD OUT通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_OutErrNdSta00 WORD OUT通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_OutErrNdSta07 WORD OUT通信異常フラグ 07

n+51CH 0 ～ 7 *_InCnctNdSta00_07 WORD IN 加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_InCnctNdSta00 WORD IN 加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_InCnctNdSta07 WORD IN 加入フラグ 07
8 ～ 15 *_InErrNdSta00_07 WORD IN 通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_InErrNdSta00 WORD IN 通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta07 WORD IN 通信異常フラグ 07

n+52CH 0 ～ 7 *_OutCnctNdSta08_15 WORD OUT加入フラグ (08 ～ 15)
0 *_OutCnctNdSta08 WORD OUT加入フラグ 08
～ ～ ～
7 *_OutCnctNdSta15 WORD OUT加入フラグ 15
8 ～ 15 *_OutErrNdSta08_15 WORD OUT通信異常フラグ (08 ～ 15)
8 *_OutErrNdSta08 WORD OUT通信異常フラグ 08
～ ～ ～
15 *_OutErrNdSta15 WORD OUT通信異常フラグ 15

n+53CH 0 ～ 7 *_InCnctNdSta08_15 WORD IN 加入フラグ (08 ～ 15)
0 *_InCnctNdSta08 WORD IN 加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_InCnctNdSta15 WORD IN 加入フラグ 15
8 ～ 15 *_InErrNdSta08_15 WORD IN 通信異常フラグ (08 ～ 15)
8 *_InErrNdSta08 WORD IN 通信異常フラグ 08
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta15 WORD IN 通信異常フラグ 15
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n +54CH～ n+69CH（BIT OUT加入フラグ／通信異常フラグ）
（BIT IN 加入フラグ／通信異常フラグ）

n+54CH～ n+69CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+54CH 0～ 7 *_BitOutCnctNdSta00_07 BIT OUT 加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_BitOutCnctNdSta00 BIT OUT 加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_BitOutCnctNdSta07 BIT OUT 加入フラグ 07
8～ 15 *_BitOutErrNdSta00_07 BIT OUT 通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_BitOutErrNdSta00 BIT OUT 通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_BitOutErrNdSta07 BIT OUT 通信異常フラグ 07

n+55CH 0～ 7 *_BitInCnctNdSta00_07 BIT IN 加入フラグ (00 ～ 07)
0 *_BitInCnctNdSta00 BIT IN 加入フラグ 00
～ ～ ～
7 *_BitInCnctNdSta07 BIT IN 加入フラグ 07
8～ 15 *_InErrNdSta00_07 BIT IN 通信異常フラグ (00 ～ 07)
8 *_InErrNdSta00 BIT IN 通信異常フラグ 00
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta07 BIT IN 通信異常フラグ 07

n+56CH 0～ 7 *_BitOutCnctNdSta08_15 BIT OUT 加入フラグ (08 ～ 15)
0 *_BitOutCnctNdSta08 BIT OUT 加入フラグ 08
～ ～ ～
7 *_BitOutCnctNdSta15 BIT OUT 加入フラグ 15
8～ 15 *_BitOutErrNdSta08_15 BIT OUT 通信異常フラグ (08 ～ 15)
8 *_BitOutErrNdSta08 BIT OUT 通信異常フラグ 08
～ ～ ～
15 *_BitOutErrNdSta15 BIT OUT 通信異常フラグ 15

n+57CH 0～ 7 *_BitInCnctNdSta08_15 BIT IN 加入フラグ (08 ～ 15)
0 *_BitInCnctNdSta08 BIT IN 加入フラグ 08
～ ～ ～
7 *_BitInCnctNdSta15 BIT IN 加入フラグ 15
8～ 15 *_InErrNdSta08_15 BIT IN 通信異常フラグ (08 ～ 15)
8 *_InErrNdSta08 BIT IN 通信異常フラグ 08
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta15 BIT IN 通信異常フラグ 15

n+58CH 0～ 7 *_BitOutCnctNdSta16_23 BIT OUT 加入フラグ (16 ～ 23)
0 *_BitOutCnctNdSta16 BIT OUT 加入フラグ 16
～ ～ ～
7 *_BitOutCnctNdSta23 BIT OUT 加入フラグ 23
8～ 15 *_BitOutErrNdSta16_23 BIT OUT 通信異常フラグ (16 ～ 23)
8 *_BitOutErrNdSta16 BIT OUT 通信異常フラグ 16
～ ～ ～
15 *_BitOutErrNdSta23 BIT OUT 通信異常フラグ 23

n+59CH 0～ 7 *_BitInCnctNdSta16_23 BIT IN 加入フラグ (16 ～ 23)
0 *_BitInCnctNdSta16 BIT IN 加入フラグ 16
～ ～ ～
7 *_BitInCnctNdSta23 BIT IN 加入フラグ 23
8～ 15 *_InErrNdSta16_23 BIT IN 通信異常フラグ (16 ～ 23)
8 *_InErrNdSta16 BIT IN 通信異常フラグ 16
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta23 BIT IN 通信異常フラグ 23
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n+60CH 0 ～ 7 *_BitOutCnctNdSta24_31 BIT OUT 加入フラグ (24 ～ 31)
0 *_BitOutCnctNdSta24 BIT OUT 加入フラグ 24
～ ～ ～
7 *_BitOutCnctNdSta31 BIT OUT 加入フラグ 31
8 ～ 15 *_BitOutErrNdSta24_31 BIT OUT 通信異常フラグ (24 ～ 31)
8 *_BitOutErrNdSta24 BIT OUT 通信異常フラグ 24
～ ～ ～
15 *_BitOutErrNdSta31 BIT OUT 通信異常フラグ 31

n+61CH 0 ～ 7 *_BitInCnctNdSta24_31 BIT IN 加入フラグ (24 ～ 31)
0 *_BitInCnctNdSta24 BIT IN 加入フラグ 24
～ ～ ～
7 *_BitInCnctNdSta31 BIT IN 加入フラグ 31
8 ～ 15 *_InErrNdSta24_31 BIT IN 通信異常フラグ (24 ～ 31)
8 *_InErrNdSta24 BIT IN 通信異常フラグ 24
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta31 BIT IN 通信異常フラグ 31

n+62CH 0 ～ 7 *_BitOutCnctNdSta32_39 BIT OUT 加入フラグ (32 ～ 39)
0 *_BitOutCnctNdSta32 BIT OUT 加入フラグ 32
～ ～ ～
7 *_BitOutCnctNdSta39 BIT OUT 加入フラグ 39
8 ～ 15 *_BitOutErrNdSta32_39 BIT OUT 通信異常フラグ (32 ～ 39)
8 *_BitOutErrNdSta32 BIT OUT 通信異常フラグ 32
～ ～ ～
15 *_BitOutErrNdSta39 BIT OUT 通信異常フラグ 39

n+63CH 0 ～ 7 *_BitInCnctNdSta32_39 BIT IN 加入フラグ (32 ～ 39)
0 *_BitInCnctNdSta32 BIT IN 加入フラグ 32
～ ～ ～
7 *_BitInCnctNdSta39 BIT IN 加入フラグ 39
8 ～ 15 *_InErrNdSta32_39 BIT IN 通信異常フラグ (32 ～ 39)
8 *_InErrNdSta32 BIT IN 通信異常フラグ 32
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta39 BIT IN 通信異常フラグ 39

n+64CH 0 ～ 7 *_BitOutCnctNdSta40_47 BIT OUT 加入フラグ (40 ～ 47)
0 *_BitOutCnctNdSta40 BIT OUT 加入フラグ 40
～ ～ ～
7 *_BitOutCnctNdSta47 BIT OUT 加入フラグ 47
8 ～ 15 *_BitOutErrNdSta40_47 BIT OUT 通信異常フラグ (40 ～ 47)
8 *_BitOutErrNdSta40 BIT OUT 通信異常フラグ 40
～ ～ ～
15 *_BitOutErrNdSta47 BIT OUT 通信異常フラグ 47

n+65CH 0 ～ 7 *_BitInCnctNdSta40_47 BIT IN 加入フラグ (40 ～ 47)
0 *_BitInCnctNdSta40 BIT IN 加入フラグ 40
～ ～ ～
7 *_BitInCnctNdSta47 BIT IN 加入フラグ 47
8 ～ 15 *_InErrNdSta40_47 BIT IN 通信異常フラグ (40 ～ 47)
8 *_InErrNdSta40 BIT IN 通信異常フラグ 40
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta47 BIT IN 通信異常フラグ 47

n+66CH 0 ～ 7 *_BitOutCnctNdSta48_55 BIT OUT 加入フラグ (48 ～ 55)
0 *_BitOutCnctNdSta48 BIT OUT 加入フラグ 48
～ ～ ～
7 *_BitOutCnctNdSta55 BIT OUT 加入フラグ 55
8 ～ 15 *_BitOutErrNdSta48_55 BIT OUT 通信異常フラグ (48 ～ 55)
8 *_BitOutErrNdSta48 BIT OUT 通信異常フラグ 48
～ ～ ～
15 *_BitOutErrNdSta55 BIT OUT 通信異常フラグ 55

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称
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n CH（状態ステータス）
nCHのビット 0～ 15 に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n +1CH（設定パラメータ）
n+1CHのビット 0～ 15に対応するCJユニットデバイス変数は以下です。

n+67CH 0～ 7 *_BitInCnctNdSta48_55 BIT IN 加入フラグ (48 ～ 55)
0 *_BitInCnctNdSta48 BIT IN 加入フラグ 48
～ ～ ～
7 *_BitInCnctNdSta55 BIT IN 加入フラグ 55
8～ 15 *_InErrNdSta48_55 BIT IN 通信異常フラグ (48 ～ 55)
8 *_InErrNdSta48 BIT IN 通信異常フラグ 48
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta55 BIT IN 通信異常フラグ 55

n+68CH 0～ 7 *_BitOutCnctNdSta56_63 BIT OUT 加入フラグ (56 ～ 63)
0 *_BitOutCnctNdSta56 BIT OUT 加入フラグ 56
～ ～ ～
7 *_BitOutCnctNdSta63 BIT OUT 加入フラグ 63
8～ 15 *_BitOutErrNdSta56_63 BIT OUT 通信異常フラグ (56 ～ 63)
8 *_BitOutErrNdSta56 BIT OUT 通信異常フラグ 56
15 *_BitOutErrNdSta63 BIT OUT 通信異常フラグ 63

n+69CH 0～ 7 *_BitInCnctNdSta56_63 BIT IN 加入フラグ (56 ～ 63)
0 *_BitInCnctNdSta56 BIT IN 加入フラグ 56
～ ～ ～
7 *_BitInCnctNdSta63 BIT IN 加入フラグ 63
8～ 15 *_InErrNdSta56_63 BIT IN 通信異常フラグ (56 ～ 63)
8 *_InErrNdSta56 BIT IN 通信異常フラグ 56
～ ～ ～
15 *_InErrNdSta63 BIT IN 通信異常フラグ 63

通信モードNo.8

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

nCH 0～ 15 *_ UnitSta 状態ステータス
0 *_SlavCommErr 通信異常発生フラグ
1 *_RegTblErr 登録テーブル照合異常発生フラグ
2 *_CommStopSta 通信異常のため通信停止発生フラグ
3 *_SlavDupErr スレーブアドレス二重異常発生フラグ
4 *_RepeaterCommErr リピータ通信異常発生フラグ
5 *_RepeaterDupAdrErr リピータノードアドレス二重異常発生フラグ
6 *_SlavAllCnctSta 登録スレーブ全加入フラグ
7 *_IOCycleStartSta リモート I/O通信開始状態フラグ
8 *_PLCRunSta 登録テーブル有効モード時ラダー動作判断フラグ
9 － 予約
10 *_RegTblSta 登録テーブルモードフラグ
11 － 予約
12 *_SlavAllWarnSta 代表ワーニングステータスフラグ
13 *_SlavAllAlmSta 代表アラームステータスフラグ
14 － 予約
15 － 予約

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称

n+1CH 0～ 15 *_ UnitCmd 設定パラメータ
0 *_IOCycleStartCmd リモート I/O通信開始スイッチ
1～ 15 － 予約

CJ シリーズの I/Oメモリアドレス NJシリーズのCJユニットデバイス変数
CH番号 ビット番号 変数名 名称
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A-2 CompoNet 推奨ケーブル

A-2-1 CompoNet 推奨ケーブル一覧

形式 仕様 購入先
TCN-F1 フラットケーブルⅠ 昭和電線ケーブルシステム

株式会社TCN-F2 フラットケーブルⅡ
TCN-R1 丸型ケーブルⅠ
FCN-R1 丸型ケーブルⅠ 富士電精工
FCN-R2 丸型ケーブルⅡ
KOMP-F Ⅰ フラットケーブルⅠ 倉茂電工株式会社
KOMP-F Ⅱ フラットケーブルⅡ
KOMP-R Ⅰ 丸型ケーブルⅠ
KOMP-R Ⅱ 丸型ケーブルⅡ
UNICOMPO FC Ⅰ -T フラットケーブルⅠ 日合通信電線株式会社
UNICOMPO FC Ⅱ -T フラットケーブルⅡ
UNICOMPO RCⅠ -T 丸型ケーブルⅠ
UNICOMPO RCⅡ -T 丸型ケーブルⅡ
KCNF
（株式会社大晃電工社製）

フラットケーブルⅠ 鐘通株式会社

KCNF-J
（太陽ケーブルテック株式会社製）

フラットケーブルⅡ

MRC-4
（阪神電線株式会社製）

丸型ケーブルⅡ
（耐油耐屈曲用）

VCTF0.75-2C
（オーナンバ株式会社製）

丸型ケーブルⅠ

VCTF0.75-4C
（オーナンバ株式会社製）

丸型ケーブルⅡ

VCTF0.75-2C
（カワイ電線株式会社製）

丸型ケーブルⅠ

VCTF0.75-4C
（カワイ電線株式会社製）

丸型ケーブルⅡ
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